




一般国道 253 号上越三和道路は、上越市ࣉと上越市三和区本ڷを結Ϳ地域高ن格道

路（自ಈंઐ༻道路）で、上越市から南ڕপ市にࢸる一般国道 253 号上越ڕপ地域ৼ

প地ڕとݍ׆շ଎道路は、上越地ํੜڵপ地域ৼڕշ଎道路の一部です。この上越ڵ

ํੜݍ׆を相ޓに࿈བྷして޿域ωットϫーΫを形成し、޿域的な地域の࿈ڧܞ化・׆

性化、道路ަ௨の҆શ性・৴པ性の確อ、໋ٹٸٹのࢧԉなどを目的としています。

本書は、この上越三和道路建設事業にઌ立ち、2014 年度に࣮ࢪした堂古遺跡、2015

年度に࣮ࢪした堂古遺跡・下割遺跡・二反割遺跡の発掘調査報告書です。

堂古遺跡は 13 世紀から 15 世紀を中心とする中世の集落で、掘立柱建物や井戸、溝

などの遺構が確認できました。井戸のなかからは珠洲焼や漆器などが出土しています。

下割遺跡は、堂古遺跡の西側に隣接する中世から近世の遺跡です。井戸や溝のほか、

19 世紀前൒の火ޙࡂの不要品を片෇けた跡も見つかりました。二反割遺跡は 12 世紀

中心の中世集落で、建物同士が柱筋をそろえるなど、計画性の高い集落ͮくりの様ࢠ

がうかがえます。

発掘調査で得られたࢿྉや本報告書が、埋蔵文化財のཧղや認ࣝをਂめるܖ機とな

り、地域のྺ࢙ࢿྉとして޿く׆༻されることを期଴しています。

ཧղをいただいた上越市教育委員会ฒͼޚとྗڠޚに、この発掘調査に多大なޙ࠷

に地ݩのํʑ、また発掘調査から本書の作成まで、格別のޚ配ྀをいただいた国土ަ

௨ল北཮地ํ整උہ高田Տ川国道事຿所にରして、ްくおྱਃし上͛ます。

　　2017 年 3 月

新潟県教育委員会

教 育 長　஑　田　޾　博

ং



 1 本書は、新潟県上越市米岡字堂古 535 番地ほかに所在する堂古遺跡、新潟県上越市米岡字ころころ原 624 番地

10 ほかに所在する下割遺跡、新潟県上越市三和区岡木字二反割 1013 番地ほかに所在する二反割遺跡の発掘調査

記録で、下割遺跡・二反割遺跡は 2015 年度調査分を収録している。

 2 発掘調査は一般国道 253 号上越三和道路の建設に伴い、国土ަ௨ল（以下、国ަল）から新潟県教育委員会（以下、

県教委）がडୗしたものである。

 3 発掘調査は県教委のґཔをडけた公益財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団（以下、埋文事業団）が࣮ࢪした。

 4 埋文事業団は発掘作業・整ཧ作業・関࿈ॾ޻事౳の一部業຿を、2014 年度は株式会社古田組に、2015 年度は

小柳建設株式会社に委ୗして発掘調査を࣮ࢪした。

 5 整ཧ作業ٴͼ報告書作成に係る作業は、2014 〜 2016 年度に埋文事業団が県教委からडୗして行った。

 6 出土遺物ٴͼ調査・整ཧ作業に係る各種ࢿྉは、一ׅして県教委が新潟県埋蔵文化財ηϯλーにおいてอ؅して

いる。遺物の஫記は、ུ記号を 2014 年度堂古遺跡はʮ14 ド΢コʯ、2015 年度堂古遺跡はʮ15 ド΢コʯ、2015

年度下割遺跡は調査ճ数（7 ճ目）を合わせʮ下ϫリᶝʯ、2015 年度二反割遺跡はʮ15 二λϯʯとし、出土地఺や

૚位౳をซ記した。

 7 本書のਤ中でࣔすํ位は、すべて真北である。

 8 本書にࡌܝした遺物番号は、堂古遺跡、下割遺跡、二反割遺跡ともそれͧれ、種別に係わりなく௨し番号とし、

本文ٴͼૠਤ・遺物࡯؍ද・ਤ面ਤ൛・ࣸ真ਤ൛の番号はすべて一கしている。

 9 Ҿ༻・ࢀ考文ݙは、著者ٴͼ発行年（西ྐྵ）を本文中にʦ　ʧでࣔし、巻末に一ׅしてࡌܝした。自然Պֶ分ੳ

については、અ末にࡌܝした。

 10 調査成果の一部は、ݱ地આ明会（2014 年 9 月 6 日、2015 年 9 月 26 日）、޿報ࢽʮ埋文にいがたʯの /P.88・93・

94、平成 26・27 年度のʰ新潟県埋蔵文化財調査事業団年報 、ɦ第 20・21 ճ遺跡発掘調査報告会（2015 年 9 月 6 日、

2016 年 10 月 23 日）などで公දしているが、本書の記ड़をもってਖ਼式な報告とする。

 11 自然Պֶ分ੳはパリノ・サーヴェイ株式会社に委ୗし、分ੳ結果は千葉博俊・高橋　敦・金井慎司・芝口　怜が

ࣥචした。

 12 遺構ਤのトϨーεٴͼ各種ਤ൛作成・編集に関しては、༗ݶ会社不二出൛に委ୗしてσδλϧトϨーεと %T1

ιϑトによる編集を࣮ࢪし、׬成σーλを印刷業者΁ೖߘして印刷した。

 13 本書のࣥචは、飯坂盛泰・山崎忠良（以上、埋文事業団）、城前喜英・渡邊大士（以上、株式会社古田組）、桶谷　潤・

福永　徹・坂之井真弓（以上、小柳建設株式会社）が当たり、編集は飯坂・山崎が୲当した。ࣥච分୲は以下のとお

りである。なお第Ⅱষはʰ新潟県埋蔵文化財調査報告書第 171 集  ٶޅ遺跡ʱ第Ⅱষʦ飯坂・Տ崎・ۅ原 2007ʧ、

ʰ新潟県埋蔵文化財調査報告書第 201 集  延໋ࣉ遺跡ʱ第Ⅱষʦി໺ 2008ʧ、h 新潟県埋蔵文化財調査報告書第

230 集  下割遺跡ᶛʱ第Ⅱষʦ山下 2012ʧを一部վ変してҾ༻する。

  　第ᶗষ 1・2A2）・2#2）・3・4、第Ⅲষ 3A10）、第ᶚষ 1 〜 4、第ᶛষʜ山崎、

  　第ᶗষ 2A1）・2#1）、第Ⅲষ 1ʜ飯坂、第ᶗষ 2#3）・4）、第Ⅲষ 2#・4Aʜ桶谷、第Ⅱষʜ城前・渡邊・桶谷、

  　第Ⅲষ 2Aʜ飯坂・山崎、第Ⅲষ 3A1）〜 6）・9）ʜ城前・渡邊・山崎、第Ⅲষ 3A7）・8）ʜ城前・渡邊、

  　第Ⅲষ 3#1）・2）・4#1）B・4#2）・3）ʜ福永、第Ⅲষ 4#1）C・Dʜ坂之井、

  　第Ⅲষ 3#3）〜 5）ʜ城前・渡邊・福永、

  　第Ⅲষ 5、第ᶚষ 5ʜ千葉・高橋・金井（第Ⅲষ 5 のΈ）・芝口（パリノ・サーヴェイ株式会社）

 14 発掘調査から本書の作成にࢸるまで、下記のํʑٴͼ機関から多くのޚ教ࣔ・ྗڠޚをいただいた。ここに記し

てްくおྱਃし上͛る（ेޒԻॱ　ܟশུ）。

  　相Ӌ重ಙ　　国土ަ௨ল北཮地ํ整උہ高田Տ川国道事຿所　　上越市岡木町内会　　上越市Ψεਫ道ہ

  　上越市教育委員会　　上越市米岡町内会　　٢　　࣮　ܧ川俊ٱ

ݴ　　　ྫ
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1）堂古遺跡ٴͼ 2015 年度下割遺跡本調査分 ŋŋŋ  2 2）2015 年度二反割遺跡本調査分  ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  2
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3　整 ཧ 作 業  ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  7
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1　調査にࢸる経緯

上越ڕপ地域ৼڵշ଎道路は޿域的な地域の࿈ڧܞ化・׆性化、道路ަ௨の҆શ性・৴པ性の確อなど

を目的とし、上越地ํੜݍ׆とڕপ地ํੜݍ׆を相ޓに࿈བྷし޿域ωットϫーΫを形成する地域高ن格道

路である。上越三和道路は、上越ڕপ地域ৼڵշ଎道路のうち上越市ࣉから同市三和区本ڷ間の 7.0Lm

の区間をࢦす。1998（平成 10）年度に整උ区間にࢦ定、2000（平成 12）年度、౎市計画道路にܾ定され、

2001（平成 13）年度、༻地ങ収の։始、2002（平成 14）年度から޻事を行っている。

国土ަ௨ল（以下、国ަল）は新潟県教育委員会（以下、県教委）に上越市ࣉから三和村本ݱ）ڷ、上越市

三和区本ڷ）間の分布調査をґཔし、県教委のґཔをडけた財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団（ݱ、公

益財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団。以下、埋文事業団）が 2001 年 4 月に࣮ࢪした。その結果、ର৅地域

のൣ޿ғで古代・中世の遺物が࠾औでき、遺跡の存在する可能性が高いことから、道路法ઢのほ΅શ域に

ついてࢼ掘調査がඞ要であると県教委に報告した。

堂古遺跡ٴͼ 2015（平成 27）年度下割遺跡本発掘調査（以下、本調査）ൣғに係るࢼ掘調査は、埋文事

業団が 2008（平成 20）年 8・11 月に 22,700m2 をର৅に࣮ࢪした。その結果、中世以前の遺構・遺物が

検出されたため、ର৅ൣғ西側を下割遺跡の֦大とし、東側を堂古遺跡として新ొن録した。本調査ඞ要

面積は下割遺跡 7,967m2、堂古遺跡 11,006m2 である。2015 年度二反割遺跡本調査ൣғに係る確認調

屋敷割付遺跡

越前遺跡
狐宮遺跡

三角田遺跡

延命寺遺跡

下割遺跡
堂古遺跡

弥五郎遺跡
舘遺跡

古屋敷割遺跡

国
道
18
号

二反割遺跡

清水田遺跡

国道253号上越三和道路

0 2.5Lm（1ɿ50,000）

（国土地ཧӃʮ高田東部ʯ1ɿ50,000 原ਤ 2007 年発行）

第 1図　上越三和道路の路線と調査遺跡の位置
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2　調 査 の 経 ա

査は、埋文事業団が 2012（平成 24）年 7 月に 12,600m2 をର৅に࣮ࢪした。中世以前の遺構・遺物が検

出されたため、隣接する二反割遺跡の֦大と判அした。本調査ඞ要面積は 5,230m2 である。

2014（平成 26）年度堂古遺跡の本調査は、平成 26 年 3 月 19 日෇けで国ަলから県教委にґཔがあり、

県教委はʮ平成 26 年 3 月 31 日෇け教文第 1580 号の 2ʯで埋文事業団に調査の࣮ࢪをґཔした。2015

年度堂古遺跡・下割遺跡・二反割遺跡の本調査は、ʮ平成 27 年 3 月 5 日෇け国北整高二調第 54 号ʯで

国ަলから県教委にґཔがあり、県教委はʮ平成 27 年 3 月 12 日෇け教文第 1477 号の 2ʯで埋文事業

団に調査の࣮ࢪをґཔした。なお、2014・2015 年度本調査ൣғは道路法ઢの࢑定ڙ༻部分のΈである。

2　調 査 の 経 ա

A　ࢼ掘・確認調査（第 2 〜 4 ਤ）

調査はର৅ൣғ内にトϨϯν（ུ号 T）を設定し、重機（όッΫϗー）ٴͼ人ྗによる掘࡟・ਫ਼査を行い、

遺構・遺物の༗ແを確認した。そのޙ、トϨϯνの位置や土૚のଯ積状況などをਤ面・ࣸ真などに記録す

るํ法を࠾༻した。

1）堂古遺跡ٴͼ 2015 年度 下割遺跡本調査分

堂古遺跡ٴͼ 2015（平成 27）年度下割遺跡本調査ൣғに係るࢼ掘調査は、2008（平成 20）年 8 月 27

日から 29 日、11 月 17 日から 21 日にかけて 22,700m2 をର৅とし（4TA/P219 ෇近〜 236 ෇近）、トϨ

ϯν 30 か所、合計 780m2 を調査した（第 2 ਤ 20�1 〜 30T）。その結果 18 か所のトϨϯνで中世以前の

遺構（溝・井戸・土坑・柱穴）を確認し、17 か所のトϨϯνで中世以前の遺物（土師器・珠洲焼）が出土した。

そのため、20�1 〜 15T 間は下割遺跡のൣғ֦大とし、そのうちの 7,967m2 について本調査がඞ要とした。

また 20�16 〜 27T 間は堂古遺跡として新ొن録し、11,006m2 について本調査がඞ要とした。

2）2015 年度 二反割遺跡本調査分

2015 年度二反割遺跡本調査ൣғに係る確認調査は、2012（平成 24）年 7 月 9 日から 12 日にかけて

12,600m2 をର৅とし（4TA/P250 ෇近〜 261 ෇近）、トϨϯν 14 か所、合計 300m2 を調査した（第 4 ਤ

24�1 〜 14T）。その結果、4 か所のトϨϯνで中世以前の遺構（溝・ピット）を確認し、9 か所のトϨϯν

で土師器などが出土した。土師器は摩耗したものが多く、時期ܾ定に໎うものも見られた。2011 年度の

本調査成果もՃຯして、24�1 〜 7T 間を二反割遺跡のൣғ֦大と判அし、5,230m2 について本調査がඞ

要とした。

#　本 調 査

1）2014 年度 堂古遺跡

2014（平成 26）年度は 4 月 7 日から 10 月 3 日まで࣮ࢪした。当初 6,800m2 を調査ର৅に、調査を׬

ྃする༧定であったが、ਂさ 2m の井戸の׬掘、堀（4%510）の掘࡟などに時間を要し、またޅ
きつのΈや

遺跡のٶ

調査を༏ઌしたため 3,870m2 で調査をऴྃし、残り 2,930m2 は次年度以߱に行うこととした。

4 月 7 日から४උを։始し、調査ൣғのࡶ木ྨのെ࠾・片ͮけを行った。17 日から重機によるද土૚

౳掘࡟を始めた。近・ݱ代の畑作などにより遺物แ含૚が࡟平されていたことから、遺構検出面（Ⅲ૚）
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2　調 査 の 経 ա

まで掘࡟を行った。調査ൣғの東側は、南北ํ޲に掘られたਫ路の掘࡟土がچද土（Ⅱ૚）にްくଯ積し、

また西側は下割遺跡との境にある೶業༻ਫ路周辺がچਫ路ですでに掘࡟され、ݱਫ路の༴นの埋め໭しに

ΰϛが࢖われていた。24 日にද土૚౳掘࡟がऴྃし、25 日にάリッドߌをଧ設した。5 月の࿈ٳ明け、

7 日から作業員約 30 名をಈ員し、本格的に遺構検出を始めた。5 月 9 日、飯田川近くのਫ路より東側、3・

4 ྻ部分はࢼ掘調査で遺構・遺物がرബであったが、周辺に遺構が分布するため、ࢼ掘トϨϯνと重複し

ないൣғを部分的に調査した。その結果、ピットを検出したことからશ面調査に੾りସえた。

掘࡟は溝掘り༻シϣϕϧ、஛べらなどを༻い、遺構検出はδϣϨϯ、྆ਕΧϚなどで行った。遺物のऔ

り上͛は 2m ͝との小άリッドを基本とし、遺構出土の遺物はこれに遺構名を෇した。遺構は掘立柱建

物の柱穴、井戸、土坑、溝などを検出した。遺構ਤ面のうち、அ面ਤの作成は作業員が行い、平面ਤは׬

掘したൣғから測量業者が電ࢠ平൘で作成した。

7 月から調査ൣғ西側で検出した堀（4%510）の掘࡟を始めた。8 月にೖっても、井戸や堀など、大ܕ

の遺構にՃえ、8・9(・) 周辺の重複のある建物柱穴などの調査もあり、堀周辺ٴͼ調査ൣғ西側に調

査がਐలしなかった。9 月中०からはٶޅ遺跡を調査する༧定となっていたことから、調査్中ではある

が堂古遺跡の調査をऴྃすることにした。9 月 6 日、ݱ地આ明会を։き 57 名のࢀՃがあった。9 月 19

日にϥδコϯϔリコϓλーを࢖༻し調査ൣғのۭࣸߤ真ࡱ影を行い、その10、ޙ 月 3 日まで 9 ྻ周辺か

ら東側にある井戸で、ਂくて׬掘できていなかったものを重機で൒ፊした。10 月 20 日から 28 日まで調
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第 4 図　二反割遺跡の試掘・確認調査対象範囲と本調査範囲
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査ൣғの埋め໭しを行った。遺構や遺構面をইめないように土೯やϒϧーシートでཆੜし、調査がྃ׬で

きなかったൣғも一୴埋め໭した。

2）2015 年度 堂古遺跡

2015（平成 27）年度は 2,930m2 をର৅に 4 月 21 日から 8 月 27 日まで࣮ࢪした。4 月上०から४උ

にணखし、4 月 21 日からは重機による遺構検出面（Ⅲ૚）を෴う埋め໭し土のআڈ、人ྗによるϒϧーシー

トのఫڈを։始した。4%510 内の埋め໭し土も重機で掘࡟し、4 月 22 日から 27 日に人ྗで 4%510 の

น面を検出した。

5 月 7 日、作業員を౤ೖしϕϧコϯを設置した。8 日から 4%510 の北東側と南西側に分かれ、北東側

は 2014 年度調査の遺構内埋め໭し土のআڈ、検出ࡁΈ遺構の掘࡟、南西側ではピットなどの遺構掘࡟を

։始した。調査ํ法や遺構ਤ化のํ法は 2014 年度調査と同様である。21 日、南西側で 154,96 を調査

したところ、ఈ面෇近から古墳時代の土師器が出土した（ਤ൛ 63）。遺構内に土師器がࠞೖしたものと考え、

遺構掘形を確認したところ、土師器をแ含する׊ࠇ৭೪質土（Ⅵ૚）が面的に޿がることが判明した。そ

こで、27 日にⅥ૚のଯ積ൣғを確定するための調査を行い、4%510 南西側（第 8 ਤᶉ〜 A を結Ϳϥイϯの

南西側）にଯ積することが判明した。このⅥ૚は下割遺跡にも分布し、2010・2011・2015 年度調査で

も遺構น面などで確認できたが（ਤ൛ 40 154,169）、遺構・遺物が検出できないため調査していない。ະ

調査ൣғをڬΉが、Ⅵ૚は 2003 年度下割遺跡調査時のᶟ 1 ૚に相当する可能性がある。

5 月 28 日、Ⅵ૚ଯ積ൣғを確認するࡍⅥ૚上面で溝（154%29）の一部を検出したため、その延長を検

出する調査を 6 月 3 日まで行った。154%29 は北東−南西ํ޲の溝で、中世遺構検出面（Ⅲ૚）を掘り

込Ή古代から中世の遺構と判明した。しかし 154%29 のⅢ૚上面での検出がࠔ೉であることから、Ⅲ૚

上面の調査ऴྃޙ、Ⅵ૚調査時に 154%29 も合わせて調査することとした。そのޙⅢ૚上面の調査に໭

り、6 月 19 日に 4%510 北東側がऴྃ、24 日には 4%510 南西側がऴྃした。7 月 7 日にはⅢ૚上面の

ऴྃ確認を得た。10 日に下割遺跡とともにϥδコϯϔリコϓλーによるۭࣸߤ真ࡱ影を行い、そのޙ、

影時のਗ਼૟で新たに検出した遺構の調査を行った。7ࡱ真ۭࣸߤ 月 21 日からは、ਂ度の関係で、ఈ面ま

で調査していなかった井戸を重機でஅち割る調査にணखした。井戸の多くが分布する 4%510 北東側には

Ⅵ૚はଯ積しないが、அち割りにࡍしⅢ૚を重機でബくണぎऔりながら、遺構の༗ແに஫ҙした。そして

4%510 北東側Ⅲ૚以下に遺構は分布しないことを確認した。また井戸の調査とฒ行して、154%29 の検

出とⅥ૚での遺物の分布状況を確認するため、重機によりⅥ૚上面まで掘࡟を行った（ਤ൛ 10）。その結果、

154%29 以֎に溝を 2 条（154%298・299）検出し、22 日には 17L6 周辺でも土師器が分布することが

判明した。ここまでの調査で、Ⅵ૚では 15L15・20（154,96）周辺と 17L6 周辺に遺物が分布し（ਤ൛

63・92）、溝を 3 条検出した。22 日から 24 日に 154%29・298・299 を調査した。遺物は出土しなかっ

たが、いͣれもⅡ૚௚下からⅢ૚を掘り込Ήことが確認でき（ਤ൛ 9）、古代から中世の溝と判அした。

8 月 3 日、人ྗで 15L15・20 周辺・17L6 周辺のⅥ૚を掘࡟し、遺物は分布するが古墳時代の遺構は

分布しないことを確認した（ਤ൛ 10・63・92）。同日、県教委とݱ地でٞڠし、遺構が分布しないため遺

物の分布ൣғを中心にやや޿めにⅥ૚を人ྗ掘࡟することとした。5・6 日、15L15・20 周辺と 17L6

周辺の遺物出土状況と遺物औり上͛ޙのࣸ真をࡱ影、調査ൣғのਤ化を行い、Ⅵ૚の調査をऴྃした。井

戸のஅち割り調査では、4E588 からۂ物の残ܽ（ਤ൛ 64）、154E222 から白木࿶（124）・小刀（133）な

どが出土したが（ਤ൛ 64）、遺物の出土は少なかった。24 日に井戸のஅち割り調査がऴྃし、27 日にす
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べての調査がऴྃした。そのޙ 10 月 27 日から埋め໭しを行い、11 月 16 日、国ަলにݱ地をҾき渡した。

3）下　割　遺　跡

2015（平成 27）年度は 1,200m2 をର৅に 5 月 8 日から 8 月 27 日まで࣮ࢪした。調査ൣғは市道をڬ

んで東側と西側に分かれ、西側は 2010・2011 年度調査ൣғの東隣に位置する。4 月上०から४උを։

始し、堂古遺跡の埋め໭し土আڈऴྃޙの 5 月 8 日から重機により東側調査区のද土૚౳掘࡟を։始した。

北東側には೶業༻ਫ路があり、2014 年度堂古遺跡の調査成果から᎟ཚをडけている可能性が高いと考え、

残りがよいとࢥわれる部分からද土૚౳掘࡟を行った。遺物แ含૚を検出したが、遺物が少ないことなど

から、แ含૚も重機で慎重に掘࡟した。なお東側調査区のうち、ਫ道؅埋設部分（14.0m2）は国ަল・県

教委ともٞڠし、ϕϧト状に残し調査していない（ਤ൛ 33）。5 月 12 日に西側調査区のද土૚౳掘࡟に

ணखし、14 日にはऴྃした。

5 月 18 日から西側調査区に作業員を౤ೖし、ϕϧトコϯϕΞーの設置と基本૚ংの確認を行った。20

日からは遺構の検出、掘࡟を։始した。調査や遺構ਤ化のํ法は 2014 年度堂古遺跡の調査と同様である。

埋土の特徴からは遺構の時期（中世・近世）の特定にࢸらなかったため、近代以߱と判அできるもの以֎

は記録を残した。井戸や土坑、ピットなどを調査し、2010・2011 年度調査ൣғからଓく遺構も確認し

たが、掘立柱建物は 2010 年度調査の延伸部分をআき確認できなかった。

6 月 8 日からは、西側調査区とฒ行して東側調査区の調査にもணखした。東側調査区では、ද土૚౳

掘࡟時に୸化物がހ状に८る大ܕのϓϥϯを 3 か所確認していた（154,170・199・252）。15 日から

154,170・199・252 の調査にணखしたところ、大量の୸化物とともに、近世陶磁器や石製品などが出

土した。近世の遺構であることが判明し、土量も多いことから、シϣϕϧなどの大ܕ道۩を༻いて掘࡟し

た。陶磁器はඃ೤しているものが多く、焼けたนࡐも出土したことから、火事始末と考えられた。このほ

か井戸やピットの調査を行い、7 月 2 日には遺構掘࡟がऴྃした。7 日にはऴྃ確認を得て、10 日に堂

古遺跡とともにϥδコϯϔリコϓλーによるۭࣸߤ真ࡱ影を行った。

8 月 24 日からは井戸の下部を重機でஅち割る調査にணखした。堂古遺跡と同様、井戸のਂ度がਂいと

想定していたが、༧想よりもઙく遺物も少量であったため、27 日にはஅち割り調査がऴྃした。そのޙ

10 月 27 日から埋め໭しを行い、11 月 16 日、国ަলにݱ地をҾき渡した。

4）二 反 割 遺 跡

2015（平成 27）年度は 2,580m2 をର৅に 7 月 13 日から 9 月 30 日まで࣮ࢪし、そのൣғは 2011（平

成 23）年度調査ൣғの東隣に位置する。調査前はਿのࠜ株やെ࠾したथ木が残り、ࡶ木ྨもൟໜしてい

る状況であった。そのため、7 月 6 日から 10 日にかけて、重機とΫϩーϥーμϯϓを࢖༻してࡶ木ྨの

െ࠾・ൖ出を行った。また調査ൣғ内にはະെ࠾のਿ木が残っていたため、国ަলとٞڠし、ޙ日、国ަ

লがെ࠾を行うことになった。なお遺構面΁の影響をආけるため、ਿ木のൈࠜは行わなかった。

7 月 13 日から重機 2 ୆とΫϩーϥーμϯϓ 2 ୆を࢖༻して、調査ൣғ東側からද土૚౳掘࡟を։始し

た。遺物の出土がرബなことから、遺構検出面まで重機で慎重に掘࡟を行った。શ体的に遺構ີ度はあま

り高くはなかった。遺物の出土は、શ体的に௿調ななかでも中央෇近ではややまとまり、そのޙの調査で

154X435 も確認できた。西側では 2011 年度調査のⅢ૚（古墳時代の遺物แ含૚）に当たるࠇ৭シϧト〜

೪質土૚を確認した。15 日には、ਿ木ະെൣ࠾ғをআいた調査ൣғのද土૚౳掘࡟がऴྃした。
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7 月 21 日から作業員約 20 人を౤ೖし、周ғのน面の成形、૚ংの確認を行い、22 日にはϕϧコϯを

設置した。23 日からは東側から 2 ൝体੍で遺構検出を։始し、ピットを中心に井戸や溝などを調査した。

調査や遺構ਤ化のํ法は 2014 年度堂古遺跡の調査と同様である。国ަলによるਿ木െ࠾のऴྃ24、ޙ

日から 27 日にかけてെൣ࠾ғのද土૚౳掘࡟を行った。調査のਐలに伴い、遺構埋土にࠇ৭土主体のも

の、׊৭土主体のもの、փ৭土（׊փ৭など）主体のものが確認できたが、遺物を含Ή遺構がほとんどな

いことから明確な時期の特定にはࢸらなかった。8 月 27 日には堂古遺跡・下割遺跡の調査がऴྃしたため、

31 日、その 1 ൝が合流し 3 ൝作業員 30 人体੍での調査となった。

9 月にೖり、掘立柱建物を೺Ѳするため平面ਤで検౼を行った。その結果、数棟の建物の存在が判明す

るとともに、ن໛や構造に比して柱穴がශऑなことも判明した。そこで、ශऑな柱穴のいくつかは、ະ検

出の掘形などがないか࠶確認を行ったが、検出されなかった。またະ検出の柱穴が存在すると༧想される

৔所は 5Dm ͣつ 2 ճに分けて検出面を掘り下͛、柱穴の検出に౒めた。9 月 9 日、遺構の調査状況につ

いて 2011 年度の調査୲当者とݱ地でٞڠし、ະ検出の掘形など遺構の掘り残しはないという結࿦にࢸっ

た。11 日にはすべての遺構掘࡟がऴྃし、15 日から 17 日にはϩーリϯάλϫーを࢖༻するなどして建

物などの部分ࣸ真のࡱ影を行った。16 日にϥδコϯϔリコϓλーによるۭࣸߤ真ࡱ影を行い、17 日、県

教委のऴྃ確認を得た。19 日から 23 日にݱ地આ明会の४උ、ະऴྃの遺構ਤ面を作成した。26 日にݱ

地આ明会を࣮ࢪし、63 名のࢀՃがあった。ݱ地を公։するとともに、堂古遺跡・下割遺跡のࣸ真や遺物

もలࣔした。9 月 28 日からは井戸のஅち割り調査を։始し、30 日にはऴྃした。

10 月 1 日から 8 日にかけて残຿ॲཧ・ఫ収४උを行い、9 日に遺物やਤ面などをӡൖし、ݱ地での作

業をऴྃした。そのޙ 10 月 19 日から埋め໭しを行い、10 月 27 日、国ަলにݱ地をҾき渡した。

3　整　ཧ　作　業

2014（平成 26）年度堂古遺跡の整ཧ作業はݱ地調査とฒ行しながらਐめた。遺物のਫચ・஫記、遺構

記録ྨの整ཧの一部はݱ地事຿所で行い、ݱ地調査ऴྃޙ、報告書作成に関わる遺構・遺物ਤ൛の作成、

原ࣥߘචなどを株式会社古田組遺跡調査ࣨڀݚで行った。2014 年度分の整ཧ作業は 3 月末にऴྃした。

2015（平成 27）年度調査分堂古遺跡・下割遺跡の整ཧ作業は、ݱ地調査とฒ行しながらਐめた。遺物

のਫચ・஫記、遺物の࣮測・୓本の一部、遺構記録ྨの整ཧの一部はݱ地事຿所で行った。ݱ地調査ऴྃ

のޙ 10 月上०から、遺物の࣮測・୓本、報告書作成に関わる遺構・遺物ਤ൛作成、原ࣥߘචなどを小柳

建設株式会社埋蔵文化財調査事຿所で行った。また 2014 年度堂古遺跡整ཧ分も含め、編集を行った。

2016（平成 28）年度は二反割遺跡を中心に整ཧ作業を行ったが、遺物のਫચ・஫記、遺構ਤ面のߍਖ਼

は 2015 年度のݱ地調査とฒ行しながらਐめ、10 月上०（ݱ地調査ऴྃ時）にऴྃした。2016 年 4 月から、

遺物の接合・෮ݩ・࣮測・୓本、報告書作成に関わる遺構・遺物ਤ൛の作成、原ࣥߘචを新潟県埋蔵文化

財ηϯλーで行った。そのޙ、堂古遺跡・下割遺跡分も合わせて編集し、印刷ץ行した。

4　調査・整ཧ体੍

A　ࢼ掘・確認調査

堂古遺跡と 2015 年度下割遺跡・二反割遺跡に係るࢼ掘・確認調査の体੍は以下のとおりである。
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4　調査・整ཧ体੍

#　本調査・整ཧ作業

堂古遺跡と 2015 年度下割遺跡・二反割遺跡に係る本調査・整ཧ作業の体੍は以下のとおりである。

堂古遺跡・下割遺跡ࢼ掘調査 二反割遺跡確認調査

調査期間 2008（平成 20）年 8 月 27 日〜29 日、11 月 17 日〜21 日 2012（平成 24）年 7 月 9 日〜12 日

調査主体 新潟県教育委員会（教育長　෢౻ݾࠀ） 新潟県教育委員会（教育長　高井盛༤）

調 査 財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団 財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団

総 ׅ 木村ਖ਼ত（事຿ہ長） 木村ਖ਼ত（事຿ہ長）

؅ ཧ ӫ（総຿՝長）　౻ࡈ 二（総຿՝長）޺૔۽

ॸ ຿ 長谷川༃（　同　൝長） ҏ౻　೜（　同　൝長）

調査総ׅ ౻巻ਖ਼৴（調査՝長） 北村　྄（調査՝長）

調査୲当 田ւٛਖ਼（　同　՝長代ཧ） 渡邊༟之（　同　՝長代ཧ）

調 査 員 ി໺ٛত（　同　主೚調査員） ே岡੓߁（　同　主೚調査員）

2014 年度　堂古遺跡 2015 年度　堂古遺跡・下割遺跡・二反割遺跡

調査期間 2014（平成 26）年 4 月 7 日〜10 月 3 日
堂 古 遺 跡　2015（平成 27）年 4 月 21 日〜8 月 27 日 
下 割 遺 跡　2015（平成 27）年 5 月 8 日〜8 月 27 日 
二反割遺跡　2015（平成 27）年 7 月 13 日〜9 月 30 日

整ཧ期間 2014 年 10 月 6 日〜2015 年 3 月 31 日 堂古遺跡・下割遺跡　2015年10月1日〜2016年3月31日

調査主体 新潟県教育委員会（教育長　高井盛༤）
公益財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団

調 査 公益財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団

総 ׅ 土ං　ໜ（事຿ہ長） 土ං　ໜ（事຿ہ長）

؅ ཧ 二（総຿՝長）޺૔۽ দ田　༞（総຿՝長）

ॸ ຿ ஥川国博（　同　൝長） ஥川国博（　同　൝長）

調査総ׅ 高橋　อ（調査՝長） ླ木俊成（調査՝長）

ࢦ ಋ 田ւٛਖ਼（　同　՝長代ཧ） ᖒ田　敦（　同　՝長代ཧ）

調査୲当 飯坂盛泰（　同　൝長） 山崎忠良（　同　൝長）

ࢧ ԉ

株式会社古田組
৔代ཧ人　஛内一喜ݱ　
　調 査 員　城前喜英・渡邊大士

小柳建設株式会社
৔代ཧ人　大ౡਗ਼ོݱ　
　調 査 員　桶谷　潤・福永　徹
　ิ ॿ 員　坂之井真弓（10 月〜3 月）・ౢٶ༎໵・小ྛ   ກ

2016 年度　堂古遺跡・下割遺跡・二反割遺跡

整ཧ期間 2016（平成 28）年 4 月 1 日〜2017 年 3 月 31 日

整 ཧ 公益財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団

総 ׅ 土ං　ໜ（事຿ہ長）

؅ ཧ দ田　༞（総຿՝長）

ॸ ຿ ੕໺ඒಸ（　同　൝長）

整ཧ総ׅ ླ木俊成（調査՝長）

ࢦ ಋ 高橋　อ（　同　՝長代ཧ）

整ཧ୲当 山崎忠良（　同　ઐ໳調査員）
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第Ⅱষ　遺跡の位置と؀境

遺跡周辺の؀境について、h 新潟県埋蔵文化財調査報告書第 171 集ٶޅ遺跡ʱ第Ⅱষʦ飯坂・Տ崎・ۅ

原 2007ʧ、h 新潟県埋蔵文化財調査報告書第 201 集延໋ࣉ遺跡ʱ第Ⅱষʦി໺ 2008ʧ、h 新潟県埋蔵文化

財調査報告書第 230 集下割遺跡ᶛʱ第Ⅱষʦ山下 2012ʧを一部վ変してҾ༻する。

1　遺跡周辺の地ཧ的؀境（第 5 ਤ）

堂古遺跡・下割遺跡・二反割遺跡が立地する高田平໺は、新潟県南西部に位置するԭ積平໺である。そ

の形状は上
じょうえつ

越市ޒ
͝ ち

ஐ、同֟
かきざき

崎区஛
たけがはな

ඓ、同三
さん

和
わ

区岡田、ົ
Έょうこう

高市小
お

出
いͣ

Ӣ
も

෇近を௖఺とする不౳辺四֯形となっ

ている。北辺は長さ 20Lm にわたり潟
かたまち

町ٰ࠭が発ୡし、ւ岸と平໺を区画している。東辺から南東辺に

は東
ͻがしくͼ

ᰍ城
き 

ٰྕが޿がり、ദ
かしわざき

崎平໺・新潟平໺・े
とお

日
か

町
まち

ຍ地・長໺ຍ地と高田平໺をִてている。東ᰍ城ٰ

ྕ北୺には米
よねやま

山を主ๆとする米山山地、南東部には৴越国境を成す関
せき

田
た

山຺、南୺にはൗ
まだら

ඌ
お

山がそͼえて

いる。西辺には西
にし

ᰍ
くͼ

城
き

ٰྕが޿がりւ岸にԊって西ํに延ͼ、ࢳ
いと

ڕ
い

川
がわ

市の平໺部と高田平໺をִてている。

西ᰍ城ٰྕ南ํには西ᰍ城山地が࿈なり、その北୺には青
あお

田
た

೉
なん

೾
͹

山、南୺には主ๆの火
ͻ

ଧ
うち

山がそͼえ、南

には෋士火山ଳの北୺に位置する焼
やけやま

山ٴͼົ高山が࿈なり、平໺南୺はົ高山の۵ؠ流や火ࡅ流により形

成されたٰྕと接している。

高田平໺にはこれら周辺の山地や山຺、ٰ ྕから多数のՏ川が流ೖしている。࠷大のՏ川である関
せきかわ

川は、

火ଧ山・ົ高山ٴͼ長໺県との県境となる高
たかつま

山・Ե࠺
おとつま

とし、్中、ଠݯ山෇近をਫ࠺
おお

田
た

੾
ぎり

川・໼
や

代
しろ

川・青
あお

田
た

川・ّ
ぎ

明
Έょう

川・۳
くしいけ

஑川・飯
いい

田
だ

川・อ
ほ

૔
くら

川などを合流し、平໺西側を北流して日本ւに஫͙。また北東部で

は、東ᰍ城ٰྕ・米山山地をਫݯとする٢
よしかわ

川・大
おお

出
で

口
͙ち

川・֟崎川などが高田平໺に流出し、日本ւに஫い

でいる。北東部から南西部にかけて、これらのՏ川により形成されたઔ状地が発ୡしている。

高田平໺の地形面は֊ஈ状で、もっとも௿い関川൙ཞ原面・関川面、もっとも高い高田面の 2 ஈのԭ

積ஈٰから構成される。堂古遺跡・下割遺跡・二反割遺跡が立地する高田面は主に᛽・࠭・シϧトのޓ૚

からなる高田૚によって形成されたଯ積面であり、その分布は平໺の大部分を઎める。平໺の中央部にお

いて高田面のද૚地質やܔ૶遺֚について検౼した結果、この地域にはপ୔地のような؀境が޿がってい

たことが明らかになっているʦ高田平原団体ڀݚάϧーϓ 1962ʧ。また平໺に分布する遺跡を検౼した

結果、高田面は古墳時代初頭からஈٰ化し始め、数ճにٴͿߑਫ性ଯ積物によって෴われながら、平҆時

代には׬શにஈٰ化したと考えられているʦ高田平໺団体ڀݚάϧーϓ 1980、岡本 1999ʧ。しかし、堂

古遺跡から約 3.5Lm 西に位置するٶޅ遺跡（第 6 ਤ 5）では、ೄ文時代૲૑期の石器やޙ期・൩期の土器

が出土しており、少なくともೄ文時代ޙ൒には人ʑがॅډできる؀境が整っていた可能性があり、高田面

の形成年代については検౼がඞ要であろうʦ飯坂・Տ崎ほか 2007ʧ。

堂古遺跡・下割遺跡は飯田川左岸の自然堤防上に、二反割遺跡は飯田川右岸の自然堤防上に立地する。

左岸の飯田川と関川との間には小ن໛な自然堤防が఺在し、その分布は一定のํ޲性をもって配ྻしてい

る。一ํ右岸は、܂
くわ

ી
ͧ

ࠜ
ね

川や飯田川周辺のほか、྆Տ川の間にそれとฒ行するように自然堤防が形成され

ている。このような自然堤防上のඍ高地にݱ集落も成立している。
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1　遺跡周辺の地ཧ的؀境

۳஑川 

大۽川 

別所川 

อ૔川 

ીࠜ川 関܂
川 

関
川 

໼
代
川 

青
田
川 

ّ
明
川 

戸
໺
目
川 

重
川 

飯
田
川 

潟川 

ਖ਼ળࣉ川 

日本ւ

0 5Lm（1ɿ130,000）

ຌྫ

山地・ٰྕ 

火山山࿢ 

ઔ状地 

自然堤防 

ٰ࠭ 

࣪地・ׯ୓地 

 　Տ道ݱ

൙ཞ原性௿地
上位面（高田面） 

൙ཞ原性௿地
下位面（関川面・関川൙ཞ原面） 

ஈٰ中位
（Ѫの෩面） 

ஈٰ௿位
（平山面） 

1
2

1　堂古遺跡・下割遺跡
2　二反割遺跡

（飯坂・高橋ほか 2011 から一部վ変の上సࡌ）
第 5図　周辺の地形



第Ⅱষ　遺跡の位置と؀境

11

2　遺跡の分布とྺ࢙的؀境

堂古遺跡・下割遺跡・二反割遺跡が立地する高田平໺とその周辺に޿がる古墳時代から中世の主な遺跡

の分布は、第 6 ਤにࣔすとおりである。平໺内における古代の遺跡は、多くが自然堤防上やઔ状地上に

位置するʦ࡫ᖒ 2003Bʧ。この傾޲は、古墳時代の集落や城ؗ跡をআく中世の遺跡でも同様であるʦ戸ࠜ

2003ʧ。

古墳時代　　高田平໺は、平໺周ԑのٰྕ上を中心に中期からޙ期の܈集墳がີ集する古墳の集中地域

である。飯田川流域でも国ࢦ定࢙跡のਫՊ古墳ٶ・（10）܈口古墳（11）܈などが所在する。

集落遺跡として、前期は下割遺跡（2）・津
つ

૔
͙ら

田
た

遺跡（12）・一之口遺跡（23）・北割遺跡（13）・ߥ町南

新田遺跡（14）などが自然堤防上などで多く確認されている。飯田川流域の津૔田遺跡と下割遺跡から

はـ内ܥのλλΩ甕や布ཹ甕が出土しており、なかでも下割遺跡はـ内ܥλλΩ甕の出土量が多いʦ山

崎・金ࢠほか 2004、ඌ崎・長পほか 2011ʧ。中期の集落遺跡としては月岡遺跡（20）・૔田遺跡（21）・北

割遺跡などが͛ڍられるが、その数はݮ少する。ޙ期以߱は࠶ͼ૿Ճし、ߥ町南新田遺跡・ٶノ本遺跡

（33）・ਿ明遺跡・岡ྮ遺跡などが平໺部南西部のஈٰ上やઔ状地周辺で確認されるようになる。

古　　代　　高田平໺は古代のᰍ
くͼ

城
き

は大ๅ܊に位置する。ᰍ城܊ 2（702）年に古
こ し

ڕ・܊ࢤ
うお͵ま

পו・܊
かん͹ら

原

に国෎が置かれた܊ᰍ城、ޙ国に編ೖޙ国に編ೖされる以前は、越中国にଐしていた。越ޙとともに越܊

ことがʰ和名ྨᡉ抄ʱに記ࡌされている。その所在地に関しては、ઌֶによって複数のਪ定地がఏࣔされ

ているが、国෎関࿈遺跡としては、関川右岸のஈٰ上に立地するࠓ஑遺跡（15）と周辺の҆ࢠ遺跡（16）・

下新町遺跡（17）が͛ڍられる。この 3 遺跡に本長者原ഇ（18）ࣉをՃえ、ʮࠓ஑遺跡܈ʯと総শしている。

஑遺跡はࠓ 8 世紀前൒〜 9 世紀前൒の東西棟の掘立柱建物が多数検出され、円面硯やנ片、近ـ地ํか

らൖೖされた土器が出土しているʦ坂井ほか 1984ʧ。҆ࢠ遺跡はࠓ஑遺跡のਰୀޙに遺構数が૿Ճし、こ

の地域の中֩となる遺跡であるʦ坂井ほか前ܝ、໺村ほか2009ʧ。本長者原ഇࣉは南北に主࣠をもつ基ஃ跡や、

跡とਪ定されているʦ小ౡ・中村ࣉ஑遺跡との位置関係などから国分ࠓ 1984ʧ。また関川と໼代川の間

のஈٰ上に立地する܀原遺跡（19）はᰍ城܊ᦰに関࿈する遺跡と考えられる。܀原遺跡は 8 世紀初頭〜中

葉の遺跡で、周辺の同時期の遺跡として月岡遺跡（20）・૔田遺跡（21）・東ԭ遺跡（22）が位置する。܀

原遺跡では基ஃ跡や大ܕの掘立柱建物が検出され、ʮ܊ʯと記された๽書土器やଳ金۩が出土しているʦ坂

井ほか 1982、高橋 1984ʧ。૔田遺跡ではن格性のある建物が検出され、その配置には計画性が認められる。

周辺のᰍ城܊ᦰに関࿈する܀原遺跡との関係性から、૤司の一֯とਪ測されているʦࠤ౻ 2013ʧ。

堂古遺跡・下割遺跡・二反割遺跡周辺の 8 世紀〜 9 世紀代を中心とする遺跡は、三
Έつ

֯
ま

田
た

遺跡（6）・延

遺跡（5）・越前遺跡（9）などがある。三֯田遺跡ではٶޅ・遺跡（7）ࣉ໋ 8 世紀〜 9 世紀にかけて集落

がӦまれ、それに伴う畑が検出されたʦ୔田・ࡉ井ほか 2006ʧ。ඍ高地とその周ԑにおいてஅଓ的にॅډ・

ੜ׆࢈ಈが行われたとਪ定される。延໋ࣉ遺跡では木؆が 21 ఺出土し、そのなかにݱ在の地名との関係

性をうかがえるものもあった。ଳ金۩・۩஫ྐྵなどの出土から׭ᦰ的な性格の遺跡とਪ定されているʦ山

崎・ി໺ほか 2008ʧ。ٶޅ遺跡は川辺にӦまれた集落で、竪穴建物・掘立柱建物・井戸などとともに、畑

が検出された。遺物では石製ࠊଳ۩や๽書土器が出土したʦ飯坂・Տ崎ほか前ܝʧ。越前遺跡では、自然流

路にԊって計画的に配置された遺構が検出され、遺物では཯ྩࡇ᛾۩や大量の๽書土器が出土したことか

ら、公的機関または෋༟૚が関༩した遺跡とਪ定されているʦ࡫ᖒ 2003Cʧ。
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2　遺跡の分布とྺ࢙的؀境

古代の༼跡は高田平໺周ԑのٰྕに立地する。東ᰍ城ٰྕには末໺༼跡（34）・日޲༼跡（35）などが、

西ᰍ城ٰྕには下അ৔古༼跡（36）܈・ୌࣉ古༼跡（37）܈・大؏古༼跡޲・（38）܈橋古༼跡（39）܈な

どが分布する。高田平໺の須恵器ੜ࢈は 7 世紀末に下അ৔古༼跡܈で։始され、8 世紀代に׆発化するが、

9 世紀中葉にࠤ渡国の小ധ༼跡࢈܈が越ޙ国に流௨し始めるとਰୀするʦ࡫ᖒ 2002ʧ。޲橋古༼跡܈は

陶݉業の༼跡で、時期はנ 8 世紀第 3 四൒期とਪ定されているʦ࡫ᖒ 2003Dʧ。

中　　世　　中世になると、௚
なお

江
え つ

津地域が中世౎市として発లする。௚江津地域にはकޢ所と考えら

れるࢸಙࣉ跡（40）、上ਿࢯのؗډであるޚ
お

ؗ
たて

跡（41）や҆国（42）ࣉなどが立地しているʦ戸ࠜ前ܝʧ。

年間（1555࣏߂跡はؗޚ 〜 1558 年）に上ਿݠ৴によって造Ӧされたが、ݠ৴の跡目をܠউとދܠが૪っ

たʮؗޚのཚʯではދܠ側のڌ఺となり、ఱਖ਼ 7（1578）年に落城したことが஌られている。ࢸಙࣉ跡は

11 世紀〜 13 世紀前൒・14 世紀末〜 16 世紀初頭・16 世紀末〜 17 世紀前൒の遺物が出土した。遺構は、

中世前期ではںԅに༻いられたとࢥわれる大量の土器が出土した土坑などがあり、中世ޙ期には෯ 6 〜

8m の堀が構ஙされる。堀間のڑ཭は約 250m で、શ周していると考えると一辺が 2 町を௒える。कޢ

所に比定するઆが༗ྗであるが、ࢸಙࣉとの関係など、不明ྎな部分も多いʦ௽巻・ਫᖒ 2003ʧ。

堂古遺跡・下割遺跡・二反割遺跡周辺にはਗ਼ਫ田遺跡（4）が位置する。堂古遺跡・下割遺跡から西

約 1Lm に位置するਗ਼ਫ田遺跡はਫ田などのੜ࢈域を含Ή集落遺跡で、下割遺跡とਗ਼ਫ田遺跡の間には

ਫ田域が޿がっていたと考えられる。遺物はమುやమළのほか、70 ຕ以上のમ՟が出土しているʦࠤ

౻・城前ほか 2015ʧ。下割遺跡 2002・2003 年度調査分・ඉ田遺跡（29）・ਫٱอ遺跡（30）・҆ࢠ遺跡（16）

は溝が建物܈を区画し、複数の԰ෑ地が集合して集落を形成しているʦ山崎・֎山ほか 2003、山崎・金

ʧ。ԣીࠜ遺跡（28）は෯ܝほか前ࢠ 3 〜 6m の溝で区画され、40 〜 50m のํ形地割がਪ定できる。ډ

ؗとしての性格がうかがえ、青磁ञւᆵなども出土しているʦਫᖒ 2003ʧ。༻ࣉݴ遺跡（31）はॅډ域

とੜ࢈域が一体的に検出できた事ྫで、散村的な؍ܠがうかがえるʦՃ౻・ਿ田ほか 2006ʧ。

/P 遺跡名 主な時代 /P 遺跡名 主な時代 /P 遺跡名 主な時代

1 堂古遺跡 古墳〜中世 15 ஑遺跡ࠓ ಸ良・平҆ 29 ඉ田遺跡 中世

2 下割遺跡 古墳〜近世 16 遺跡҆ࢠ ໻ੜ〜中世 30 ਫٱอ遺跡 中世

3 二反割遺跡 古墳〜中世 17 下新町遺跡 ໻ੜ〜平҆ 31 遺跡ࣉݴ༺ 平҆・中世

4 ਗ਼ਫ田遺跡 平҆〜近世 18 本長者原ഇࣉ ಸ良 32 ஑田遺跡 平҆・中世

5 遺跡ٶޅ ೄ文〜古代 19 原遺跡܀ ಸ良 33 ノ本遺跡ٶ 古墳・中世

6 三֯田遺跡 古代〜近世 20 月岡遺跡 古墳〜平҆ 34 末໺༼跡 平҆

7 延໋ࣉ遺跡 古墳〜ಸ良 21 ૔田遺跡 古墳・ಸ良 35 日޲༼跡 ಸ良

8 ԰ෑ割෇遺跡 平҆ 22 東ԭ遺跡 ಸ良・平҆ 36 下അ৔古༼跡܈ ඈௗ

9 越前遺跡 ಸ良・平҆ 23 一之口遺跡 古墳〜平҆ 37 ୌࣉ古༼跡܈ ಸ良・平҆

10 ਫՊ古墳܈ 古墳 24 ീ反田遺跡 ೄ文〜近世 38 大؏古༼跡܈ 平҆

11 ܈口古墳ٶ 古墳 25 山畑遺跡 ໻ੜ・ඈௗ 39 ܈橋古༼跡޲ ಸ良

12 津૔田遺跡 古墳〜ಸ良 26 ノ原遺跡ؠ 平҆ 40 跡ࣉಙࢸ 中世

13 北割遺跡 古墳 27 ւ道遺跡 平҆〜近世 41 跡ؗޚ 中世

14 町南新田遺跡ߥ ໻ੜ〜中世 28 ԣીࠜ遺跡 中世 42 ҆国ࣉ 中世

第 1表　周辺の主な遺跡（දの番号は第 6 ਤの番号と一கする）
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第 6図　周辺の主な遺跡（ࡉ井・高橋 2012 をվ変）
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第Ⅲষ　堂古遺跡・下割遺跡

1　άリッドの設定（第 7 ਤ）

άリッドは、2010（平成 22）年度下割遺跡の調査時に堂古遺跡・下割遺跡を含めて設定されているʦ石

川・山下ほか 2012ʧ。άリッドํ޲は、国Ո࠲標࣠（日本測地ܥ）と一கする。άリッドは大小 2 種ྨあ

り、大άリッドは 10m 四ํを୯位とし、小άリッドはそれを 2m 四ํに 25 ౳分したものである。大ά

リッドの名শは、北東۱のߌを基఺に東西ํ޲（東ˠ西）をࢉ༻数字、南北ํ޲（北ˠ南）をΞϧϑΝϕッ

トとし、྆者の組合せでදࣔしている。また、小άリッドは 1 〜 25 のࢉ༻数字でදし、北東۱を 1、南

西۱を 25 とした。άリッドද記はʮ7%1ʯのようにݺশした。άリッドߌの࠲標஋（世ք測地ܥ、東日本

大਒ޙࡂのิਖ਼஋）は 6E 125940.514�X）ߌ、:� −16030.310）、16, 125880.514�X）ߌ、:� −16130.308）、

20L 125870.514�X）ߌ、:� −16170.307）である。
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第 7図　堂古遺跡・下割遺跡のグリッド設定図



第Ⅲষ　堂古遺跡・下割遺跡

15

2　基　本　૚　ং（第 8 ਤ）

A　堂　古　遺　跡

堂古遺跡は、飯田川によって形成された自然堤防上に立地する。ඍ地形は、飯田川に近い北東側から

南西側に޲かって高くなるが、11 〜 13)・* 周辺を境に南西側に޲かい࠶ͼ௿くなる（ਤ൛ 2）。標高は

13.3 〜 14.5m である。調査ൣғはত和 50 年代まで畑としてར༻されており、遺物แ含૚はࣦわれ、遺

構検出面（Ⅲ૚）まで当時の畑のࠟ跡が残る。北東側は、4・5 ྻに位置するਫ路を掘࡟した時の発ੜ土が

ද土（Ⅱ૚）上にچ 20 〜 80Dm 盛られていた。古墳時代の土師器が出土したⅥ૚下面（ᶝ・ᶞ૚上面）の

ඍ地形は北東側から南西側に޲かいঃʑに௿くなり、標高は 13.2 〜 14.1m ఔ度である（ਤ൛ 10）。Ⅵ૚

は第 8 ਤᶉ〜 A を結Ϳϥイϯの南西側にଯ積し、隣接する下割遺跡にも延ͼる（ਤ൛ 40 154,169）。自

然堤防എޙの地形の௿いところにଯ積している状況が見てऔれる。出土した土師器も摩耗しており、接合

する破片はඇৗに少ない。

ᶗ૚ɿ׊ࠇ৭೪質土（10:33�2）　೪性ڧ。しまりなし。෗葉土。ݱද土。

Ⅱ૚ɿ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）　೪性ڧ。しまりなし。چද土。

Ⅲ૚ɿΦリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�6）　೪性ڧ。しまりऑ。遺構検出面。古代の遺物が少量出土。

ᶚ૚ɿ׊৭೪質土（10:34�4）　೪性ڧ。しまりऑ。

ᶛ૚ɿ҉׊৭೪質土（10:33�3）　೪性・しまりڧ。

Ⅵ૚ɿ׊ࠇ৭೪質土（2.5:3�1）　೪性・しまりڧ。փ৭೪質土をま͹らに含Ή。古墳時代の土師器出土。

下割遺跡 2003 年度調査ᶟ 1 ૚に相当する可能性がある。

ᶝ૚ɿԫփ৭೪質土（2.5:4�1）　೪性ී௨。しまり׊҉。ڧ৭೪質土をま͹らに含Ή。

ᶞ૚ɿԫ׊৭೪質土（2.5:5�6）　೪性ڧ。しまりී௨。փ白৭೪質土をま͹らに含Ή。

#　下　割　遺　跡

2015（平成 27）年度調査ൣғは遺跡の東୺に当たり、飯

田川左岸の自然堤防上に位置する。標高は 13.5〜14.0m

で、調査前はߥ෥地であった。調査ൣғ内のඍ地形はほ΅

平ୱだが、東側から南側は堂古遺跡との境քに位置する೶

業༻ਫ路に޲かい傾斜する（ਤ൛ 、世のվ変をडけてޙ。（33

遺存状態が良޷ではないところもあるが、基本૚ংはᶗ〜

ᶛ૚に分૚した。これは 2010・2011 年度下割遺跡の調査成果とほ΅同じである（第 2 ද）。

ᶗ૚ɿ׊৭〜҉׊৭೪質土（10:34�4 〜 3�3）　೪性・しまりऑ。ݱද土。

Ⅱ૚ɿ׊৭〜҉׊৭೪質土（10:34�4 〜 3�4）　೪性・しまりऑ。近世以߱の遺物แ含૚。

Ⅲ૚ɿ׊ࠇ৭〜ԫփ৭೪質土（10:33�2 〜 2.5:4�1）　೪性・しまりऑ〜ී௨。中世以߱の遺物แ含૚。

ᶚ૚ɿԫ׊৭〜ԫփ৭೪質土（10:35�6 〜 2.5:4�1）　೪性ऑ〜ڧ。しまりややऑ〜ී௨。׊ࠇ৭೪質土・

。փ৭೪質土を少量含Ή。古代の遺物が͝く少量出土した。઴Ҡ૚׊

ᶛ૚ɿ明׊৭〜明ԫ׊৭೪質土（7.5:35�6 〜 10:36�6）　೪性・しまり׊ࠇ。ڧ৭೪質土をま͹らに少

量含Ή。遺構検出面。

2010・2011 年度 2015 年度 උ 考

̌ ૚ − 盛土

ᶗ ૚ ᶗ ૚ ද土

ᶗ� ૚ − ද土چ

Ⅱ ૚ Ⅱ ૚ 近世以߱遺物แ含૚

Ⅲ ૚ Ⅲ ૚ 中世遺物แ含૚

ᶚ ૚ ᶚ ૚ ઴Ҡ૚

ᶛ ૚ ᶛ ૚ 遺構検出面

第 2表　下割遺跡基本層序対応表
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第 8図　堂古遺跡・下割遺跡の基本層序
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3　堂　古　遺　跡

A　遺　　　構

1）記ड़のํ法と形状の分ྨ

遺構の個別આ明は、主要な遺構と重要な遺構について本文・個別ਤ・遺構個別ࣸ真・遺構࡯؍දを༻い

て行う。それ以֎の遺構はશ体ਤと分割ਤにࡌܝしている。遺構種別はུ号を༻い、掘立柱建物をʮ4#ʯ、

竪穴状遺構を ň4*ŉ、井戸をʮ4Eʯ、焼土土坑をʮ4Tʯ、土坑をʮ4,ʯ、ピットをʮ1ʯ、溝（畑作溝を含Ή）

をʮ4%ʯ、ྻߌをʮ4Aʯ、性格不明遺構をʮ4Xʯとදࣔした。遺構番号は、時代・種別・άリッドに関

わらͣ調査ॱに௨し番号とし、遺構ུ号のޙに෇した。2015 年度調査分は遺構ུ号の前にʮ15ʯをつ

け、2014 年度調査分と区別した。整ཧ作業により、2014 年度調査の 1017・1020・1088・1089・

1095〜1099・1130・1132はܽ番とした。平面形態・அ面形態などのද記は、和ઘ̖遺跡の分 ʦྨՃ౻・

川ߥ 1999ʧをࢀ考に（第̕ਤ）、当てはまらないものはద੾なදݱを記ࡌした。ن໛やਂさは基本的に検

出面での計測஋である。埋土の৭調はおおΉねࠇ৭〜Φリーϒ׊৭をʮࠇ৭ܥʯ、׊৭〜ԫ׊৭をʮ׊৭ܥʯ、

をچ関係は、基本的に௚接の੾り合いによる新چの新ࡌশする。事࣮記ݺʯとܥփ৭〜青փ৭をʮփ৭׊

記ड़している。遺構出土遺物は૚位や出土状況を記ड़しているが、૚位の記ड़がないものは埋土からの出

土である。

平面形態

断面形態

堆積状況

円 形 長ܘが୹ܘの 1.2 ഒະຬのもの

ପ 円 形 長ܘが୹ܘの 1.2 ഒ以上のもの

ํ 形 長࣠が୹࣠の 1.2 ഒະຬのもの

長 ํ 形 長࣠が୹࣠の 1.2 ഒ以上のもの

不 整 形 Ԝತで一定の平面形を࣋たないもの

୆ 形 状 ఈ部に平ୱ面をもち、؇やか〜֯ٸ度に立ち上がるもの

ശ　 状 ఈ部に平ୱ面をもち、ほ΅ਨ௚に立ち上がるもの

　ހ 状 ఈ部に平ୱ面をもたないࡼ状で、؇やかに立ち上がるもの

൒ 円 状 ఈ部に平ୱ面をもたない࿶状で、ٸ斜度に立ち上がるもの

̪ 字 状 確認面の長ܘよりもਂさの஋が大きく、ほ΅ਨ௚に立ち上がるもの

ା　 状 確認面のܘよりもఈ部のܘが大きく、内傾して立ち上がるもの

̫ 字 状 ఺的なఈ部をもち、ٸ斜度に立ち上がるもの

࿙ ే 状 下部が̪字状、上部が̫字状の二ஈ構造からなるもの

֊ ஈ 状 ֊ஈ状の立ち上がりをもつもの

Ϩ ϯ ズ 状 複数૚がϨϯズ状にଯ積する。

ਫ 平 複数૚がਫ平にଯ積する。

ϒϩッΫ状 ϒϩッΫ状にଯ積する。

୯ ૚ ෴土が୯一૚のもの

斜 位 斜めにଯ積するもの

ਫ平Ϩϯズ ෴土下位はਫ平、上位はϨϯズ状にଯ積する。

A # $

% E F

堆積状況

平面形態の分類

断面形態の分類

円 形 ପ円形 ํ 形 長ํ形 不整形

୆形状 ശ　状 状　ހ

൒円状 Ｕ
字
状

ା状

̫字状 漏
斗
状

֊ஈ状

第 9図　遺構平面形態・断面形態の分類と堆積状況
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2）遺構の֓要と時期

遺跡東側を北に޲かい௚ઢ的に流れる飯田川は、վमさ

れてݱ在の流路となっているが、かつてはऄ行を܁りฦし、

南側約 100m と北側約 30m に三日月ބとしてԟ時の流路

が残存する。遺跡は南東−北西ํ޲に形成された飯田川左

岸の自然堤防上に立地する。この自然堤防から֎れる北東

側と南西側は、遺構の分布がرബである。また堂古遺跡と

下割遺跡の間には、北東に޲かい೶業༻ਫ路が流れている。

このਫ路部分は南東側（堂古遺跡側）、北西側（下割遺跡側）

から地形が௿くなる地఺に当たり、飯田川のچ流路をར༻している可能性もある。飯田川はたͼたͼ൙ཞ

をىこし、流路が変わる๫れ川であったが、調査ൣғ内でߑਫのࠟ跡は確認できͣ、下割遺跡も含め比ֱ

的҆定した৔所であったことが分かる。

検出した遺構数は第 3 දのとおりである。近年の畑作の影響はあるものの遺構の遺存状況は比ֱ的良

なものも多く、154%29・298・299޷ をআき、基本的にⅢ૚で検出した。Ⅲ૚からは古代の遺物が少量

ではあるが出土する。主にⅢ૚で検出した遺構からは、古代の遺物のΈが出土する৔合、古代と中世の遺

物が出土する৔合、中世の遺物のΈが出土する৔合、古代から近世の遺物が出土する৔合、遺物が出土し

ない৔合などがあるが、遺構埋土がࠇ৭ܥやⅢ・ᶚ૚༝དྷの׊৭ܥでڞ௨することから、遺構の時期はほ

΅同じ、大൒が中世と判அした。時期のৄࡉは埋土がڞ௨する上、形態上のࠩҟもほとんど認められない

ことから不明のものも多い。154%29・299 はⅥ૚、154%298 はᶛ・Ⅵ૚で検出した。中世と判அした

遺構とはҟなり、׊৭ܥ埋土などが主体的にଯ積する。அ面の࡯؍などでいͣれもⅢ૚を掘り込Ήことを

確認したが（ਤ൛ 9）、埋土の৭調がⅢ૚とྨࣅするためⅢ૚では検出できなかった。分ੳの結果 154%29

の埋土は෗২含量が少なく（第Ⅲষ 5%）、中世の遺構とはଯ積؀境がҟなる可能性もある。そのため、ほ

かの中世の遺構よりも相ର的に古く、古代にさかの΅る可能性もあると考えているが、遺物が出土してい

ないことからৄࡉは不明である。そのため古代から中世の遺構とするにとどめる。またⅢ૚から古代の遺

物が少量ながら出土したこと、古代の可能性もある遺構（154%29・298・299）が存在することから、井

戸のஅち割り調査のࡍ、Ⅲ૚を重機でബくṞぎऔって遺構の༗ແを確認したが、遺構は検出できなかった。

周辺に古代の遺跡が所在し、そのԑ辺部に当たる可能性も考えられる。

遺構分布については、3・4E・F 周辺、7F 周辺、17・18.・/ 周辺に遺構のرബなൣғが存在する。

このうち 3・4E・F 周辺、17・18.・/ 周辺は、自然堤防から֎れていくൣғである。掘立柱建物柱は 8・

9(・) 周辺や 6 〜 10%・E 周辺に分布し、建物は一部重複しながら構ஙされている。井戸は建物周辺の

ほか、建物からややڑ཭のある 11 〜 14( 〜 * 周辺にも分布する。また竪穴状遺構は掘立柱建物と重複

する傾޲にあり、埋૴に関࿈する可能性のある土坑は建物と一定のڑ཭をとって分布する。調査ൣғ内は

畑地としてར༻され、そのߞ作ࠟは検出面にもٴんでいるが、ਫ田のࠟ跡は確認できなかった。自然堤防

上に位置するためਫ田には不޲きと考えられ、そのことは中世も同様であったとࢥわれる。

154%29・298・299 が古代から中世の遺構で、そのほかはおおΉね中世の遺構と考えられることから、

遺構の種別͝とにॱ次આ明していく。

遺 構 2014 年度 2015 年度 合 計

掘 立 柱 建 物 10 2 12

竪 穴 状 遺 構 8 0 8

井 戸 69 24 93

溝 20 7 27

畑 作 溝 12 0 12

焼 土 土 坑 1 0 1

土 坑 60 12 72

ピ ッ ト 850 以上 253 1103 以上

性格不明遺構 2 1 3

第 3表　堂古遺跡の遺構数
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3）掘 立 柱 建 物

掘立柱建物は 12 棟検出した。4#61・73・170・240・1013・1014・1019、154#295 は発掘調査

ஈ֊で掘立柱建物と認定していたが、そのほかの建物は整ཧ作業の結果、ਤ面上でந出・認定したもので

ある。多くが側柱建物で、ுり出しがつく建物（4#73・1014）、廂ないし下԰（以下、廂で౷一する）がつ

く建物（4#1013、154#304）も確認できる。柱穴の平面形状は円形やପ円形が多く、ن໛はܘ 0.20 〜 0.50m

のものが多い。ૅ൫や柱ࠜは遺存していなかったが、ਂさがややਂい柱穴などでは柱ࠟの確認できるもの

が多い。ఈ面には柱が接地してできた変৭部やߗ化部（柱の当たり）を伴うものもある。建物と認定した

柱穴以֎にも、柱ࠟや柱の当たりが確認できるものがあり、その多くは建物などを構成する柱穴として機

能した可能性が高いと考えている。掘立柱建物の記ड़に当たり、ศٓ上、柱数が多い側あるいは長࣠ํ޲

をʮܻ行ʯとし、柱数が少ない側あるいは୹࣠ํ޲をʮྊ行ʯとする。建物に෇ଐすると考えられるྻߌ

（154A305）と溝（4%653）も合わせて記ड़する。

SB61（ਤ൛ 11・65）

5F に位置する。ܻ行 2 間（3.42m）ʷྊ行 2 間（3.26m）、ܻ行ํ޲ /�15 �˃E の南北棟の建物である。

北西۱柱は検出できͣ、4E211 に੾られたと考えられる。面積は約 11.15m2 である。柱穴間ִはܻ行

1.81m と 3.42m、ྊ行 1.56 〜 1.71m である。18 がやや内側に位置するため、柱筋の௨りはѱい。柱

穴の平面形は円形がほとんどで、அ面形は 6 字状が多い。ن໛はܘが 0.30 〜 0.41m でほ΅同じだが、

ਂさは 0.27 〜 0.50m とやや͹らつく。地形的に௿い地఺に位置する 116 のఈ面標高は、ほかの柱穴に

比べやや௿い。柱ࠟは 3 基で確認でき、ܘは 0.12 〜 0.15m である。周辺には 4E33 などが位置する。

北西側で 4E211 と重複し、新چ関係は 4E211 に੾られる。遺物は出土していない。

SB73（ਤ൛ 11・65）

7・8(・) に位置する。ܻ行 3 間（6.45m）ʷྊ行 3 間（3.18m）の਎ࣷ西࠺側にுり出し（0.90m ʷ

2.04m）がつく建物である。ܻ行ํ޲は /�87 �˃8 で、面積は約 22.35m2 である。਎ܻࣷ行の柱穴間ִは

1.80 〜 2.63m で、ܻ 行中央の 172�168 間、167�171 間が޿くなる。ྊ行の間ִは 0.89 〜 1.71m となる。

ுり出しは਎ࣷから 0.90m の出となる。ܻ行北側の 167・71 がやや֎側に位置するが、柱筋の௨りは

比ֱ的よい。柱穴の平面形は円形やପ円形、அ面形は࿙ే状や 6 字状が多い。ن໛はܘ 0.20 〜 0.52m、

ਂさ 0.23 〜 0.63m と͹らつきがある。ுり出し部分の柱穴（179・81）は、ほかの柱穴と比べて特に

小ܕということはない。柱ࠟは 9 基で確認でき、ܘは 0.07 〜 0.22m と͹らつく。周辺には 4#1013・

1100・1134、154#304 が位置する。建物のほかにも 4*255 や 4E80・412・475・800、4%151、多

くのピットが隣接することから、4#73 が集落の中心域に位置していることが分かる。北東側で 4,63 と

重複するが、新چ関係は不明である。遺物は出土していない。

SB170・15SA305（ਤ൛ 11・66）

4#170 は 9E・F に位置し、東面から南面には 154A305（ญ）が設置される。ܻ行 2 間（5.01m）ʷྊ

行 2 間（3.76m）、ܻ行ํ޲ /�11 �˃E の南北棟の総柱建物である。面積は約 18.84m2 である。ܻ行の柱

穴間ִは 2.28 〜 2.71m、ྊ行は 1.80 〜 2.03m である。1831 がやや֎側に位置するものの、柱筋の௨

りは比ֱ的よい。柱穴の平面形はପ円形や円形、அ面形は֊ஈ状が多い。ن໛はܘ 0.24 〜 0.79m、ਂさ

0.29 〜 0.72m である。1831 がۃ୺に小さいが、それ以֎の柱穴はほかの建物に比べ大ܕのものが多い。

柱ࠟは 6 基で確認でき、ܘは 0.12 〜 0.23m である。建物内に位置する 1830 もほかの柱穴と同ن໛で、
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ଋ柱ではなく棟木を࣋ࢧする柱が据えられた可能性も考えられよう。遺物は 1828・832 から土師器片が

少量出土した。

154A305 は 5 基の柱穴で構成されるྻߌである。当初は 4#170 の廂と考えていたが、整ཧ作業時に

柱穴配置などを考ྀしてྻߌに変更した経緯がある。9E・F（4#170 の南東部分）に位置する。長࣠ํ޲

は /�6 �˃E、/�83 �˃8 である。4#170 とのڑ཭は約 0.6m で近接する。柱穴間ִは 1.12 〜 2.51m で、

柱穴の平面形はପ円形、அ面形は 6 字状が多い。ن໛はܘ 0.20 〜 0.47m、ਂさ 0.19 〜 0.37m である。

4#170 の柱穴よりも小ܕのものが多い。柱ࠟは 2 基で確認でき、ܘは 0.11m と 0.18m である。性格は

ญなどを想定しているが、4#170 に近接する఺にややٙ໰が残る。遺物は出土していない。

周辺には 4#1019、4E154・169、4%150・151 などが位置し、特に北西側約 2m に位置する 4#1019

とは࣠ํ޲をそろえている。4E306、1307 と重複し、新چ関係は 4E306、1307 を੾る。

SB240（ਤ൛ 11・66）

6$・%に位置する。周辺のඍ地形は北側に޲かいঃʑに傾斜する。ܻ 行3間（6.79m）̫ ྊ行2間（4.05m）、

ܻ行ํ޲ /�6 �˃E の南北棟の建物である。面積は約 27.50m2 である。ܻ行の柱穴間ִは 1.92 〜 2.77m、

ྊ行は 1.93 〜 2.14m で、柱筋の௨りはよい。ܻ行中央の 1230�1206 間、1226�1225 間が޿くなるが、

それ以֎は 2m 前ޙでྊ行の柱穴間ִとほ΅同じである。柱穴の平面形は円形が、அ面形は 6 字状が多い。

ܘ໛はن 0.23 〜 0.39m、ਂさ 0.09 〜 0.65m である。ن໛はほ΅同じだが、ਂさにかなり͹らつきが

あり、特にྊ行中央の 1242・244 はかなりઙい。1230�1225 間に位置する 1222 はਂさが 0.23m で、

1242・244 をআくと一番ઙい。間࢓੾柱が据えられていたと考えられる。柱ࠟは 7 基で確認できる。ܘ

は 0.08 〜 0.15m で、0.10m 前ޙが多い。西側で 4%209 と重複し、新چ関係は 4%209 に੾られる（ਤ

൛ 4）。建物内に 4,204 が位置するが、4,204 が埋૴に関࿈する土坑の可能性もあるため、4#240 と同

時に存在するとは考えにくい。遺物は出土していない。

SB1013（ਤ൛ 12・62・67）

7・8) に位置する。ܻ行 2 間（5.60m）̫ ྊ行 2 間（3.74m）の਎ࣷの北平側に廂がつく東西棟の建物

で、廂は਎ࣷから 1.15m の出となる。ܻ行ํ޲は /�79 �˃8、面積は約 27.38m2 である。਎ܻࣷ行の柱

穴間ִは 2.77 〜 2.88m、ྊ行は 1.80 〜 3.71m となる。柱筋の௨りはよい。柱穴の平面形は円形やପ

円形、அ面形は 6 字状が多い。ن໛はܘ 0.28 〜 0.56m、ਂさ 0.34 〜 0.96m で、ਂさに͹らつきがあ

る。柱穴のن໛は、਎ࣷよりも廂のํがやや小ܕとなる。建物内には、1604�1985 間に 1349 が位置する。

1349 のن໛はほかの柱穴と同じだが、ਂさは 1667 などに比べややઙい。棟木を࣋ࢧする柱が据えられ

た可能性も考えられる。柱ࠟは 8 基で確認できる。ܘは 0.08 〜 0.16m で、0.10m 前ޙが多い。1682

では柱の当たりが確認できる。周辺には 4#73・1100・1134、154#304、4E412、4%151・318・

328 のほか、竪穴状遺構や土坑なども集中しており、4#1013 が集落の中心域に位置することが分かる。

遺物は、1184・674 から少量の土師器片が出土した。

SB1014（ਤ൛ 12・62・67）

7・8E に位置する。ܻ行 3 間（7.32m）ʷྊ行 2 間（5.10m）の建物の東側に 4E249、1693・698・

703・705 が隣接する。1693・703 は建物の柱穴と柱筋の௨りが比ֱ的よく、建物に伴うと判அした。

1693・700・703・711 にғまれるように 4E249 が位置するため、1693・703 は 4#1014 に伴う井

戸の上԰の柱穴と考えている。また 1693・698・703・705 で୯ಠの上԰を構成し、4#1014と時期ࠩ

をもつ可能性も残るが、4 基の柱筋の௨りがѱく、その可能性は௿いと考えている。ܻ行ํ޲ /�10 �˃E
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の南北棟で、面積は約 43.52㎡である。ܻ行の柱穴間ִは 1.92 〜 2.64m、ྊ行は 2.21 〜 2.95m と͹ら

つく。柱筋の௨りは比ֱ的よい。柱穴の平面形はପ円形や円形で、அ面形は 6 字状が多い。ن໛はܘ 0.22 〜

0.50m、ਂさ 0.28 〜 0.87m で、ܘ・ਂさとも 0.30 〜 0.40m のものが多い。1112�1711 間に位置す

る 1130 は 4#1014 では平ۉ的なن໛・ਂさで、位置関係から間࢓੾柱が据えられていたと考えられる。

柱ࠟは 10 基で確認できる。ܘは 0.06 〜 0.17m で、0.10 〜 0.15m のものが多い。周辺には 4E202・

205・237、4%151、4,118・235・236 な ど が 位 置 し、4#1018、4*159・238、4E315、4%201、

4,245、1247・248・704・744 などと重複する。4E249 が 4#1014 に伴うと考えられることから、

新چ関係は 4*159・238、4E315、4%201、1704・744 に੾られ、4#1018、4,245、1247・248 と

の新چ関係は不明である。遺物は 1112・127 の 1 ૚から土師器が出土した。4E249 からは土師器・須

恵器・珠洲焼が出土し、4E205 出土の珠洲焼（4）と接合した。

SB1018（ਤ൛ 12・62・67・68）

8E・F に位置する。ܻ行 3 間（8.10m）、ྊ行 1 間（3.93m）で、ܻ 行ํ޲ /�5 �˃E の南北棟の建物である。

面積は約 31.83m2、ܻ行の柱穴間ִは 2.25 〜 3.07m で、ܻ行中央の 1138�1164 間、1174�1143 間は

くなる。ྊ行は޿ 3.56m と 3.93m で、ܻ行より޿い。ྊ行ํ޲の柱筋の௨りはѱい。柱穴の平面形は

円形がほとんどで、அ面形は 6 字状や֊ஈ状が多い。ن໛はܘ 0.24 〜 0.58m、ਂさ 0.21 〜 0.86m で、

かなり͹らつく。1138�1143 間に位置する 1114 は、ほかの柱穴とほ΅同じن໛で、その位置関係から

間࢓੾柱であろう。柱ࠟは 2 基で確認でき、ܘは 0.15m と 0.16m である。1163 では柱ࠟは確認できな

いが、ܘ 0.10m の柱の当たりがఈ面に残る。周辺には 4#170、4E205・237・315、4%151、4,235

などが位置する。4#1014、4*159 と重複するが、新چ関係は不明である。遺物は 1122 の 2 ૚から༻

్不明金ଐ製品（129）、1114 の 1 ૚から刀（130）ࢠが出土した。

SB1019（ਤ൛ 13・64・68）

10E に位置する。北西側は調査ൣғ֎に延伸するためશ༰は不明だが、ศٓ上、ܻ 行 2 間（4.37m）以上、

ྊ行 2 間（4.25m）以上、ܻ行ํ޲ /�82 �˃8 の東西棟の建物とした。面積は 18.57m2 以上である。柱穴

間ִは 2.02 〜 2.36m で、ほ΅౳間ִである。1168・199 がやや֎側に位置するが、柱筋の௨りは比ֱ

的よい。柱穴の平面形は円形、அ面形は 6 字状が多い。ن໛はܘ 0.25 〜 0.39m、ਂ さ 0.27 〜 0.40m で、

ほ΅同ن໛である。柱ࠟは 3 基で確認でき、ܘは 0.12 〜 0.13m である。1305 では柱ࠟは確認できな

いが、ఈ面にܘ 0.11m の柱の当たりが残る。建物内の 1309 は、調査で明確にできなかったが複数のピッ

トが重複している可能性がある。4#1019 を構成する柱穴の可能性も残るが、柱筋の௨りもあまりよく

ないので、ݱ状では 4#1019 の柱穴とは判அしない。周辺には 4#170、4E154・306、4%150 などが

位置するが、重複する遺構はない。遺物は、1168（ਂさ 0.27m）の 1 ૚から土師器・鎌（131）が出土した。

131 は立位に近い状態で出土し、ฑ部は残存していない。建物のղ体にࡍし、ฑのついていない鎌を柱

穴にೖれており、ّྱ行ҝの一種と考えている。

SB1100（ਤ൛ 13・62・68）

8) に位置する。ܻ行 2 間（4.62m）、ྊ行 2 間（3.54m）、ܻ行ํ޲ /�5 �˃E の南北棟の総柱建物で、面

積は約 16.35m2 である。ܻ行の柱穴間ִは 2.02 〜 2.40m、ྊ行は 1.68 〜 1.79m でほ΅౳間ִである。

柱穴の平面形はପ円形、அ面形は 6 字状がやや多い。ن໛はܘ 0.25 〜 0.53m、ਂさ 0.26 〜 0.64m で、

͹らつきがある。11129�1460 間の 1643 はਂさが 0.46m と平ۉ的だが、ن໛は 4#1100 のうちで࠷

小である。柱ࠟは 5 基で確認でき、ܘは 0.07 〜 0.11m である。周辺には 4#73・1013、4*255・732、
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4E368・412・475・800、4%151・318・328 のほか、多数のピットが位置し、集落の中心域に位置

していることが分かる。4#1134�1644、154#304、4*736、4E737、4,722 などと重複する。新چ関

係は 4E737 を੾り、4#1134�1644、154#304、4*736 に੾られる。4,722 との新چ関係は不明である。

遺物は 1419 から珠洲焼片が数఺出土した。

SB1134（ਤ൛ 13・62・69）

8・9) に位置する。ܻ行 3 間（5.71m）、ྊ行 2 間（4.02m）、ܻ行ํ޲ /�79 �˃8 の東西棟の建物で、面

積は約 22.95m2 である。ܻ行の柱穴間ִは 1.44 〜 2.20m、ྊ行は 1.80 〜 4.00m で、柱筋の௨りはѱい。

柱穴の平面形は円形やପ円形が多い。ن໛はܘ 0.21 〜 0.61m、ਂさ 0.26 〜 0.86m で、かなり͹らつ

きがある。1291 ではܘ 0.10m の柱ࠟが確認できる。周辺には 4#73・1013、4*255・736、4E368・

412・800、4%151・318・328 のほか、多くのピットが位置する。4#1100�1643、154#304�1406、

4*732、4E737 などと重複し、新چ関係は 4#1100�1643、4E737 を੾り、154#304�1406、4*732

に੾られる。遺物は 1650・743 から珠洲焼のほか、1760 から土師器・須恵器などが出土している。

15SB295（ਤ൛ 13・69）

13・14,・L に位置し、南東側は調査ൣғ֎に延伸する。ܻ行 3 間（5.60m）以上、ྊ行 2 間（4.02m）

以上、ܻ 行ํ�30/޲ �˃Eの東西棟の建物で、面積は22.51m2 以上である。ܻ 行の柱穴間ִは1.33〜2.14m、

ྊ行は 1.95m と 2.08m である。ྊ行はほ΅౳間ִだが、ܻ行は中央の 151272�151247 間がڱい。柱

穴の平面形は円形が多い。ن໛はܘ 0.20 〜 0.46m で、ほかの建物に比べ小ܕのものが多い。ਂ さは 0.19 〜

0.57m で͹らつきがある。いͣれも埋土は୯૚で、柱ࠟは確認できなかった。周辺には 154E226・

229、154%29・298 などが位置する。調査ൣғ֎となるためৄࡉは不明だが、154%298 とは重複する

可能性がある。その৔合、154#295 と 154%298 の埋土の特徴から 154#295 が੾る可能性が高い。そ

のほかピットとも重複するが、新چ関係は不明である。遺物は出土していない。

15SB304・SD653（ਤ൛ 14・62・69）

154#304 は 8・9(・) に位置する。整ཧ作業の結果、ܻ 行 3 間（7.71m）̫ ྊ行 2 間（3.76m）の਎ （ࣷ総柱）

の東側と西側に廂がつく南北棟の建物と判அした。廂部分を含めると、ܻ 行 7.71m ʷྊ行 5.76m となる。

ܻ行ํ޲は /�10 �˃E、面積は約 44.41m2 である。਎ܻࣷ行の柱穴間ִは 2.34 〜 2.79m、ྊ行は 1.74 〜

2.04m でやや͹らつく。廂は਎ࣷから東側・西側ともに 1.00m の出となる。柱穴の平面形は円形やପ円

形が多い。ن໛は਎ࣷがܘ 0.23 〜 0.59m、廂がܘ 0.20 〜 0.58m、ਂさは਎ࣷが 0.17 〜 0.81m、廂が

ਂさ 0.09 〜 1.14m である。ਂさは਎ࣷ・廂ともに͹らつきが大きい。柱ࠟは 10 基で確認でき、ܘは

0.07 〜 0.13m である。建物内に位置する 1458 と重複する 1435 は、埋土に明青փ৭೪質土を多く含ん

でおり、1458 のൈきऔり穴と考えられる。また、建物内北側ほ΅中央には 4,251 が位置する。4,251

の埋土はԫ׊৭೪質土を含Ή׊ࠇ৭೪質土で、ਂ さは 0.11m である。น面やఈ面などにඃ೤は認められͣ、

焼土なども出土していない。154#304 との関係は不明である。

4%653 は 9)（154#304 の南西部分）に位置する。長࣠ํ޲は 9)7・12 で /�8 �˃E、9)16・17 で

/�75 �˃8 である。平面形は L 字状、அ面形は൒円状をఄする。ن໛は長さ 6.20m、෯ 0.15 〜 0.37m、

ਂさ 0.25m である。埋土は 2 ૚に分૚でき、ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ήփ৭ܥ埋土とࠇ৭ܥ埋土

がϨϯズ状にଯ積する。4%653 の東西ํ޲は 154#304 のྊ行とฒ行し、その長さはྊ行の約 1�2、南

北ํ޲は 154#304 ܻ行とฒ行し、その長さはܻ行の 1 間分であることから、154#304 との関࿈を想定

した。4%653 が設置される 154#304 の南側は地形が高いことからഉਫ溝の可能性もあるものの、۩体
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的な性格は明確にできなかった。

周辺には 4#73・1013、4*255、4E368・412・475・800、4%151・318・328・462 のほか、多くのピッ

トが位置し、遺構が集中している。154#304 も集落の中心域に位置していることが分かる。4#1100、

4#1134�1410、4*465・732・736、4T684 などと重複し、新چ関係は 4#1100、4#1134�1410、4*465

を੾り、4*732・736、4T684 に੾られる。遺物は 1298・403・406・415・607・690 から土師器が出

土し、4%653 から珠洲焼が出土した。

4）竪 穴 状 遺 構

竪穴状の掘り込Έで、明確な柱穴が確認できないものをʮ竪穴状遺構ʯとした。޻๪や૔ݿなどの機能

が想定されʦ௽巻 2001、大໺ 2001ʧ、ӛࣷの構成要ૉともされているがʦࣰ崎 2010ʧ、堂古遺跡の竪

穴状遺構の性格は明確にできなかった。なお整ཧ作業の結果、4*159 は竪穴の掘り込Έの֎側に柱穴が

८る建物の可能性を考えているが、ほかの竪穴状遺構とともに報告する。

SI159（ਤ൛ 14・70）

8E16・17・21 〜 23、8F1・2 に位置する。整ཧ作業の結果、竪穴֎に柱穴（1146・155・171 〜 173・

177）が८る建物の可能性を考えている。長࣠ํ޲は /�77 �˃8 である。竪穴部の平面形はํ形、அ面形

は୆形状で、ఈ面はほ΅平ୱである。ن໛は長࣠ 2.76m、୹࣠ 2.67m、ਂさ 0.25m、面積は約 7.37m2

である。埋土は 5 ૚に分૚できる。ԫ׊৭೪質土やփ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ήࠇ৭ܥ埋土がϨϯ

ズ状にଯ積しており、人ҝ的な埋め໭しと考えられる。2 〜 4 ૚のఈ面部分にはްさ 2 〜 3Dm のషচ状

のߗ化面が認められ、かなりݎ៛である。น溝・࿍・ΧϚドなどのࢪ設やඃ೤のࠟ跡は確認できなかっ

た。柱穴は 6 基確認できたが、4E315 が位置する北側・北東側の柱穴は検出できなかった。新چ関係

は 4E315 を੾ることから、当初から柱穴は設置されていなかったと考えられ、出ೖ口が位置していた可

能性もある。柱穴の平面形は円形やପ円形で、அ面形は 6 字状が多い。ن໛はܘ 0.19 〜 0.44m、ਂさ

0.28 〜 0.54m である。埋土は 1 〜 3 ૚に分૚でき、ԫ׊৭೪質土を含Ήࠇ৭ܥ埋土が主体となる。柱

ࠟは 1172 で確認できた。4#1014�1178、4E315、1176・180 と重複し、新چ関係は 4#1014�1178、

4E315、1180 を੾り、1176 に੾られる。このほか 4#1018 とも重複するが、新چ関係は不明である。

遺物は土師器片、須恵器片、土師質土器（1）ࡼ、珠洲焼片、మᕥが竪穴部から少量出土した。またεεが

෇ணした᛽も出土した。

SI238（ਤ൛ 15・70）

7E3 〜 5・8 〜 10 に位置する。थ木ࠜの影響で、遺存状況はあまり良޷ではない。長࣠ํ޲は /�83 �˃8

である。平面形は長ํ形、அ面形はހ状に近く、掘り込Έはやや不明ྎである。ఈ面はԜತがݦ著で、明

ྎな平ୱ面はない。ن໛は長࣠ 3.28m、୹࣠ 2.01m、ਂさ 0.20m、面積は約 6.59m2 である。埋土は 2

૚に分૚でき、ਫ平にଯ積する。2 ૚は׊৭ܥ埋土で、1 ૚もԫ׊৭೪質土を含Ήことから、人ҝ的な埋

め໭し土と考えられる。น溝・షচ・࿍・ΧϚドなどは確認できない。4#1014�1693、4E237・249、

4%201、4,245 などと重複し、新چ関係は 4#1014�1693、4E249、4,245 を੾り、4E237、4%201

に੾られる。遺物は出土していない。

SI465（ਤ൛ 15・70）

9)2・3・7・8 に位置する。近年の畑作で一部࡟平され、遺存状況はあまり良޷ではない。長࣠ํ޲

は /�8 �˃E である。平面形は長ํ形に近く、北西側がுり出す。そのઌ୺は࡟平され形状が不明だが、約
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0.50m ுり出すとਪ測できる。அ面形はހ状に近く、ఈ面はほ΅平ୱで、立ち上がりは比ֱ的明ྎであ

る。ن໛は長࣠ 3.28m、୹࣠ 2.09m、ਂさ 0.10m、面積は 6.86m2 以上である。埋土は 2 ૚に分૚で

き、ࠇ৭ܥ埋土がおおΉねϨϯズ状にଯ積する。ఈ面の一部にはߗ化部分が認められたが、షচのような

形状ではない。154#304�4%653 と重複し、新چ関係は 4%653 に੾られる。遺物は、接合はしないが、

4%510 出土の須恵器（60）と同一個体の破片が出土した。畑作によるࠞೖと考える。

SI736（ਤ൛ 15・71）

8)13〜15・18〜20 に位置する。整ཧ作業時に柱穴（1965・967）が伴う可能性も考えたが、1965・

967 以֎の柱穴が不明なため、判அができなかった。長࣠ํ޲は /�78 �˃8 である。竪穴部の平面形は長

ํ形、அ面形は୆形状で、ఈ面は東側をআきほ΅平ୱである。ن໛は長࣠ 3.61m、୹࣠ 2.38m、ਂ さ 0.20m、

面積は約 8.59m2 である。埋土は 4 ૚に分૚でき、4 ૚はしまりのあるփ白৭シϧトのషচである。น溝・

࿍・ΧϚドなどは確認できない。2 基の柱穴は平面形がํ形基調で、அ面形が୆形状となる。平面のن໛

は 0.16 〜 0.26m、ਂさは 0.13m と 0.14m である。いͣれも柱ࠟが確認でき、ܘは 0.06m と 0.08m

である。4#1100�1976、154#304�1971、4*732、4E737 などと重複し、新چ関係は 4#1100�1976、

154#304�1971、4E737 を੾り、4*732 に੾られる。遺物は 1967 から土師器が出土した。

5）井　　　戸

井戸は௚ܘに比べ、ਂさがਂいものが多い。そのため井戸下部の調査は重機によるஅち割りを行い、遺

物の確認やஅ面の記録を行った。அち割りは上部調査時のηΫシϣϯϙイϯトのํ޲に合わせて行ったが、

井戸のີ集するൣғでは、上部のηΫシϣϯϙイϯトとは反ର側からஅち割りを行った井戸もある。そ

のような井戸の下部அ面ਤは左右反సして作成したが、ࣸ真は左右反ରでࡱ影している（4E796・950・

997・999・1101、154E3・61・99）。4E80・306・412 も反ର側からஅち割っているが、上部のஅ面ਤ

を左右反సして作成した。なお、அち割りを行った井戸の下୺などは平面ਤに反өできていない。

井戸は 93 基検出した。ૉ掘りのものが多いが、埋土のଯ積状況から 154E185 は井戸側が設置されて

いたと考えられる。基本的な埋土は、しまりがありԫ׊৭೪質土などを含Ήࠇ৭ܥ埋土とⅢ・ᶚ૚に༝དྷ

する׊৭ܥ・փ৭ܥ埋土で、人ҝ的に埋め໭されたと判அしている。น面の中位や下位は่落しているも

のが多く、原形をอつものは少ない（4E196・202・313・388・391・393・727・800・1087、154E185）。

同じ৔所で掘り௚したことが確࣮な井戸は 3 基確認できる（4E80・737、154E185）。なお 4E249・

313・315・800 は調査時には土坑としたが、整ཧ作業の結果、井戸と判அした。

SE33（ਤ൛ 16・71）

5F4・9・10 に位置する。平面形はํ形で、அ面形はശ状に近く、น面は่落している。ن໛は長࣠

1.45m、୹࣠ 1.32m、ਂさ 2.44m である。埋土は 11 ૚に分૚でき、下位はਫ平ଯ積で、上位〜中位は

Ϩϯズ状にଯ積する。փ৭׊・ܥ৭ܥ埋土とࠇ৭ܥ埋土のޓ૚である。遺物は 1 ૚から土師器片が少量

出土した。

SE80（ਤ൛ 16・71）

7(13・18 に位置する。平面形は円形で、அ面形はା状に近く、น面は่落している。ن໛は長ܘ 1.14m、

୹ܘ 1.02m、ਂさ 2.14m である。埋土は 14 ૚に分૚でき、おおΉねࠇ৭ܥ埋土とփ৭׊・ܥ৭ܥ埋土

のޓ૚となる。8 〜 14 ૚はਫ平ないしϨϯズ状、3 〜 7 ૚はϒϩッΫ状、1・2 ૚はϨϯズ状にଯ積する。

அ面࡯؍からは、น面の่落などのために埋め໭し（8 〜 14 ૚）、そのޙ掘り௚した（1 〜 7 ૚）状況が想
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定できるものの、掘り௚しのํが約 48Dm ઙい。遺物は須恵器が出土したほか、3 ૚から珠洲焼片口鉢

片（Ⅲ〜ᶚ期ࠒ）、下૚から൘状木製品（115・116）も出土した。

SE196（ਤ൛ 16・71・72）

9F24・25、9(4・5 に位置する。平面形は円形で、அ面形はശ状をఄする。น面の่落はなく、原形

をอつ。ن໛は長ܘ 0.94m、୹ܘ 0.84m、ਂさ 2.47m である。埋土は 5 ૚に分૚でき、ਫ平ないしϨ

ϯズ状にଯ積する。いͣれもࠇ৭ܥ埋土で、3 〜 5 ૚にはԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。遺物は 1

૚から土師器の小片、下૚から珠洲焼片口鉢（2）、5 ૚から漆器࿶（117）が出土している。

SE202（ਤ൛ 16・72）

7%20・25 に位置する。平面形は円形で、அ面形はശ状をఄする。น面の่落はなく、原形をอつ。

ܘ໛は長ن 1.17m、୹ܘ 1.02m、ਂさ 1.55m である。埋土は 7 ૚に分૚でき、ਫ平やϨϯズ状にଯ積

する。6・7 ૚が׊৭ܥ埋土、2 〜 5 はࠇ৭ܥ埋土、1 ૚はփ৭ܥ埋土で、1・4・5 ૚はԫ׊৭೪質土を

含Ή。遺物は土師器のほか、5 ૚から青磁࿶（3）が出土した。

SE205（ਤ൛ 16・72）

8%21、8E1に位置する。平面形は円形に近く、அ面形はା状で、น面は่落している。ن໛は長1.33ܘm、

୹ܘ 1.13m、ਂさ 2.13m である。埋土は 7 ૚に分૚できる。おおΉね׊৭ܥ・փ৭ܥ埋土とࠇ৭ܥ埋土

のޓ૚で、Ϩϯズ状にଯ積する。ԫ׊৭೪質土やփ৭ܥシϧトなどを含Ή૚が多い。4,118 と重複し、

新چ関係は 4,118 に੾られる。遺物は 3 ૚から珠洲焼片口鉢（4）が出土している。なお、4 は 4E249

出土の破片と接合した。

SE237（ਤ൛ 17・72）

7E8・9 に位置する。平面形は円形で、அ面形はା状に近く、น面は่落している。ن໛は長ܘ 1.11m、

୹ܘ 1.02m、ਂさ 2.31m である。埋土は 13 ૚に分૚できる。׊৭ܥ・փ৭ܥ埋土とࠇ৭ܥ埋土のޓ૚

で、下位はおおΉねਫ平に、中位は斜位に、上位はϨϯズ状にଯ積する。ԫ׊৭೪質土を含Ή૚が多い。

4*238 と重複し、新چ関係は 4*238 を੾る。遺物は下૚から珠洲焼、7 ૚から珠洲焼స༻ݚຏ۩（92）

が出土した。

SE249（ਤ൛ 17・73）

7E4・5・9・10 に位置する。平面形は円形で、அ面形はା状に近く、น面は่落している。ن໛は長

ܘ 2.40m、୹ܘ 2.04m、ਂさ 1.83m である。埋土は 31 ૚に分૚でき、おおΉねਫ平、Ϩϯズ状にଯ積

する。中位はࠇ৭ܥ埋土で、そのほかは׊৭ܥ・փ৭ܥ埋土などである。୸化物やԫ׊৭೪質土を含Ή૚

が多い。4*238、4%201、4,245、1247・248・704・744 と重複する。新چ関係は 4*238、4%201、

1704・744 に੾られるが、4,245、1247・248 との新چ関係は不明である。遺物は土師器・珠洲焼が

出土しており、珠洲焼は 4E205 出土の破片（4）と接合した。

SE306（ਤ൛ 17・73）

9E20・25、10E16・21 に位置する。平面形はପ円形で、அ面形は 6 字状に近く、น面は่落してい

る。ن໛は長ܘ 2.24m、୹ܘ 1.78m、ਂさ 2.26m である。埋土は 10 ૚に分૚でき、下位はおおΉねਫ

平に、中位は斜位に、上位はϨϯズ状にଯ積する。下位はփ৭ܥ埋土、中位は׊৭ܥ埋土、上位はԫ׊৭

೪質土をϒϩッΫ状に含Ήࠇ৭ܥ埋土である。4#170�1831 と重複し、新چ関係は 4#170�1831 に੾ら

れる。遺物は土師器、5 ૚から須恵器、土師質土器、6 ૚から珠洲焼片口鉢の破片（Ⅲ〜ᶚ期ࠒ）、青磁片、

1 ૚から砥石（103）、10 ૚から൘状木製品が出土している。
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SE313（ਤ൛ 18・73）

6)12・13・17・18 に位置する。南東側は調査ൣғ֎に延ͼ、શ༰は不明である。平面形は円形とਪ

定でき、அ面形はശ状でⅡ૚௚下から掘り込まれる。น面の่落はなく、原形をอつ。ن໛はܘ 2.60m、

ਂさ 1.56m である。埋土は 17 ૚に分૚でき、ࠇ৭׊・ܥ৭ܥ・փ৭ܥ埋土が斜位ないしϒϩッΫ状に

ଯ積する。ԫ׊৭೪質土や׊ࠇ৭೪質土がࠞೖし、人ҝ的な埋め໭しが想定できる。遺物は土師器のほか、

3・5 ૚などから珠洲焼ᆵ（5・6）・甕、3 ૚から青磁片が出土した。

SE315（ਤ൛ 18・73・74）

7E15・20、8E11・12・16・17 に位置する。平面形は円形で、அ面形はା状に近く、น面は่落し

ている。ن໛は長ܘ 2.83m、୹ܘ 2.71m、ਂさ 2.35m である。埋土は 19 ૚に分૚できる。中位〜下位

は主にփ৭׊・ܥ৭ܥ埋土がϒϩッΫ状にଯ積し、上位はԫ׊৭೪質土を含Ήࠇ৭ܥ埋土がϨϯズ状にଯ

積する。4#1014�1178・339、4*159 と重複し、新چ関係は 4#1014�1178・339 を੾り、4*159 に੾

られる。遺物は上૚から土師器、8 ૚から刀（132）ࢠが出土した。そのほか珠洲焼も出土した。

SE367（ਤ൛ 18・74）

8*13・14 に位置する。平面形は円形で、அ面形はା状に近く、น面は่落している。ن໛は長ܘ 1.05m、

୹ܘ 0.94m、ਂさ 1.64m である。埋土は 10 ૚に分૚でき、下位はおおΉねਫ平に、上位はϨϯズ状に

ଯ積する。下位はփ৭ܥ埋土、中位〜上位はࠇ৭ܥ埋土が主体で、นࡍには҉׊৭೪質土がଯ積する。な

お上部調査時、7 ૚と 8 ૚の૚境を確認できないまま、下部のஅち割りにҠ行した。そのため、૚境が不

明ྎとなったことから、அ面ਤには఺ઢでਤࣔした。遺物は土師器や珠洲焼、ຏ製石ි（104）が出土した。

104 は 10 ૚（ఈ面）から出土している。

SE380（ਤ൛ 18・74）

10*7・12に位置する。平面形は円形、அ面形はା状に近い。ن໛は長0.91ܘm、୹0.90ܘm、ਂ さ1.86m

である。埋土は 4 ૚に分૚できる。4 ૚がփ৭ܥ埋土、そのほかはԫ׊৭೪質土などを含Ήࠇ৭ܥ埋土で、

Ϩϯズ状にଯ積する。遺物は珠洲焼のほか、4 ૚から土師質土器（7）ࡼが出土した。

SE388（ਤ൛ 19・74・75）

8*3・8 に位置する。平面形は円形で、அ面形は 6 字状をఄする。น面の่落はなく、ほ΅原形をอつ。

ܘ໛は長ن 1.01m、୹ܘ 0.92m、ਂさ 1.47m である。埋土は 4 ૚に分૚でき、Ϩϯズ状にଯ積する。2

૚が׊৭ܥ埋土のほかはࠇ৭ܥ埋土で、4 ૚には᛽がࠞೖする。4%328 と重複し、新چ関係は 4%328

を੾る。遺物は珠洲焼甕・ᆵの破片や越前焼が出土した。

SE391（ਤ൛ 19・75）

10*3・8 に位置する。平面形は円形、அ面形は 6 字状をఄする。น面の่落はなく、原形をอつ。ن

໛は長ܘ 0.97m、୹ܘ 0.88m、ਂさ 1.72m である。埋土は 5 ૚に分૚でき、1 ૚はԫ׊৭೪質土を含

Ήࠇ৭ܥ埋土、2・3 ૚は׊৭ܥ埋土、4・5 ૚はփ৭ܥ埋土である。上位はਫ平に、下位はϨϯズ状にଯ

積する。遺物は土師器や須恵器、珠洲焼甕（8）・片口鉢（9）が出土した。

SE393（ਤ൛ 6・75）

10+2・3・7・8・12・13 に位置する。平面形は円形、அ面形は֊ஈ状をఄする。น面の่落はあまり

ない。ن໛は長ܘ 2.91m、୹ܘ 2.64m、ਂ さ 2.08m である。埋土は 12 ૚に分૚でき、下位にはփ৭ܥ埋土、

นࡍには׊৭ܥ埋土、上位には主にࠇ৭ܥ埋土がଯ積する。ଯ積状況はϨϯズ状ଯ積である。4%1034

と重複し、新چ関係は 4%1034 を੾る。遺物は土師器・須恵器が下૚から出土したほか、土師質土器ࡼ
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（10・11）や珠洲焼片口鉢（12・13）も出土した。13 は 4%318 出土の破片と接合した。

SE412（ਤ൛ 19・75）

8)1・6 に位置する。平面形は円形で、அ面形は 6 字状に近く、น面は่落している。ن໛は長ܘ 0.94m、

୹ܘ 0.79m、ਂさ 2.29m である。埋土は 12 ૚に分૚でき、上位はϨϯズ状、下位はਫ平にଯ積する。

おおΉねփ৭׊・ܥ৭ܥ埋土とࠇ৭ܥ埋土のޓ૚である。遺物は土師器や土師質土器、珠洲焼が少量出土

したほか、11 ૚からۂ物や漆器（118）ࡼが出土した。

SE588（ਤ൛ 19・64・76）

12(16・21 に位置する。平面形はପ円形、அ面形はା状に近く、น面は่落している（3 ૚）。ن໛は

長ܘ 1.08m、୹ܘ 0.84m、ਂさ 1.95m である。埋土は 5 ૚に分૚できる。中位がփ৭ܥ埋土、上位・

下位がࠇ৭ܥ埋土で、斜位ないしϨϯズ状にଯ積する。下部のஅち割り調査の5・4、ࡍ ૚（井戸ఈ部）に

物が設置されていたことが確認できた。4E588ۂ 以֎で、ۂ物が設置された井戸は確認できていない。

遺物は珠洲焼が 2・3 ૚から出土した。

SE613（ਤ൛ 19・76）

10)1・2・6・7 に位置する。平面形は円形、அ面形はା状をఄし、น面は่落している。ن໛は長ܘ

1.11m、୹ܘ 0.98m、ਂさ 1.83m である。埋土は 7 ૚に分૚でき、中位〜下位はਫ平に、上位はϨϯ

ズ状にଯ積する。5 ૚はփ৭ܥ埋土、そのほかはࠇ৭ܥ埋土である。遺物は土師器や珠洲焼片口鉢（14）、

平（93）נが出土した。93 は 6 ૚からの出土で、ࠞೖと考えている。

SE737（ਤ൛ 19・64・76・77）

8)13・14・18・19 に位置する。平面形はํ形に近く、அ面形はା状に近い。น面は่落している。

໛は長࣠ن 1.53m、୹࣠ 1.41m、ਂさ 2.46m である。埋土は 17 ૚に分૚でき、փ৭׊・ܥ৭ܥとࠇ

৭ܥ埋土のޓ૚で、Ϩϯズ状やਫ平にଯ積する。அ面࡯؍から井戸を掘り௚した状況がうかがえる。น

面の่落などで埋め໭し（13〜17 ૚）、そのޙ掘り௚した（1〜12 ૚）と考えられるが、掘り௚しのํが

約 22Dm ઙい。4#1100�11129、4#1134、4*736、1738・954 と重複し、新چ関係は 1954 を੾り、

4#1100�11129、4#1134、4*736、1738 に੾られる。遺物は土師質土器（15）ࡼや珠洲焼片口鉢（16）、

༻్不明石製品（105）、漆器࿶（119）、൘状木製品（120・121）、༻్不明金ଐ製品（埋土）が出土した。

土師器や須恵器も出土したが、ࠞೖと考える。119・120 は出土૚位から掘り௚した井戸に伴う。

SE800（ਤ൛ 20・77）

8(12・13・17・18・22・23 に位置する。平面形はํ形に近く、அ面形はା状に近い。น面の่落

はなく、原形をอつ。ن໛は長࣠ 3.01m、୹࣠ 2.68m、ਂさ 2.07m である。埋土は 30 ૚に分૚できる。

下位と上位は׊৭ܥ・փ৭ܥ埋土が、中位はࠇ৭ܥ埋土が主体となる。ଯ積状況は上位と下位はおおΉね

Ϩϯズ状、中位はϒϩッΫ状に近い。4*255 と重複し、新چ関係は 4*255 に੾られる。遺物は土師器や

須恵器（7 ૚など）、土師質土器、珠洲焼ᆵ（17 〜 19）・片口鉢（20・21）が出土した。19 は 4,256 出土

破片と接合し、20 は 4%151、4,264 出土破片と接合した。また 71・74 と接合する破片も出土した。

SE922（ਤ൛ 20・77）

12*21 に位置する。平面形はପ円形、அ面形はା状に近く、น面は่落している。ن໛は長ܘ 1.41m、

୹ܘ 1.21m、ਂさ 1.88m である。埋土は 22 ૚に分૚でき、おおΉね׊৭ܥ・փ৭ܥ埋土とࠇ৭ܥ埋土

のޓ૚である。ଯ積状況は下位がਫ平に近く、中位が斜位、上位がϒϩッΫ状である。遺物は土師器や須

恵器のほか、珠洲焼が 20 ૚から少量出土している。4E922 は 2014 年度に上部の調査を行い、2015 年
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度に下部のஅち割り調査を行った。その結果、埋土と考えた 1 〜 22 ૚の྆側で૚ংの不࿈ଓを確認した

（B 〜 I ૚）。B 〜 I ૚は׊৭ܥ埋土などで、I ૚以֎はࠞೖ物がほとんど認められͣ、B 〜 E・H・I ૚は

さらにその֎側にもଯ積する。そのため調査時には人ҝ的な埋め໭しには考えがٴ͹ͣ、基本૚ংに確認

できない F・G ૚の存在にٙ໰をもちながらも、井戸ਫをくΈ上͛たことにより周辺土૚がؕ຅するなど

した結果、૚ংの不࿈ଓがੜじたとཧղしていた。そのޙの整ཧ作業で、F・G ૚の存在、井戸ਫのくΈ

上͛による૚ংの不࿈ଓにしては周辺の遺構に影響がないことから、井戸側を設置したࡍのཪ込めや掘り

௚しなど、人ҝ的な埋め໭し土と考えたํがଥ当ではないかと考えている。

SE999（ਤ൛ 21・77・78）

12)3・4 に位置する。平面形は円形とࢥわれ、அ面形は 6 字状に近く、น面は่落している。ن໛は

ܘ 1.24m、ਂ さ 1.89m である。埋土は 13 ૚に分૚でき、上位・下位はϨϯズ状に、中位はਫ平にଯ積する。

おおΉねࠇ৭ܥ埋土と׊৭ܥ・փ৭ܥ埋土のޓ૚で、೪質土・シϧト・࠭質土を含Ή。154E99 と重複し、

新چ関係は 154E99 に੾られる。遺物は 6 ૚から須恵器、12・13 ૚から土師質土器、13 ૚からۂ物ఈ

൘（122）・֖  （123）が出土している。

SE1087（ਤ൛ 21・78）

11*4・8 〜 10・14 に位置する。平面形はପ円形に近く、அ面形は୆形状に近い。น面の่落はなく、

原形をอつ。ن໛は長ܘ 2.34m、୹ܘ 1.92m、ਂさ 1.96m である。埋土は 9 ૚に分૚できる。上位〜

中位はࠇ৭ܥ埋土、下位はփ৭ܥ埋土で、1 ૚をআきփ白৭೪質土などを含Ή。ଯ積状況は下位がϨϯズ状、

上位〜中位が斜位である。遺物は須恵器ഋ֖（23）・珠洲焼片口鉢（24）が 5 ૚から出土したほか、土師

質土器（2 ૚）や越前焼（上૚）も出土した。

SE1104（ਤ൛ 21・78・79）

11)15、12)11 に位置する。平面形は円形、அ面形は 6 字状に近く、น面の中位が大きく่落して

いる。ن໛は長ܘ 1.42m、୹ܘ 1.28m、ਂさ 2.76m である。埋土は 14 ૚に分૚できる。おおΉね׊৭

、૚で、下位はϨϯズ状、上位〜中位はਫ平に近いଯ積となる。11128ޓ埋土のܥ৭ࠇ埋土とܥփ৭・ܥ

151215・216 と重複し、新چ関係は 151215・216 を੾り、11128 に੾られる。遺物は珠洲焼が出土

したほか、土師器や砥石（106）が 1 ૚から出土している。

SE1124（ਤ൛ 22・79）

12)16 に位置する。平面形は円形、அ面形は 6 字状で、น面は一部่落している。ن໛は長ܘ 1.05m、

୹ܘ 0.90m、ਂさ 1.98m である。埋土は 19 ૚に分૚できる。おおΉね׊৭ܥ・փ৭ܥ埋土とࠇ৭ܥ

埋土のޓ૚で、Ϩϯズ状にଯ積する。なお 10 ૚は෗২物を多く含Ή。154E162 と重複し、新چ関係は

154E162 を੾る。遺物は珠洲焼ᆵ（25）が 17 ૚から出土し、154E185$ 出土の破片と接合した。この

ほか須恵器（上૚）や土師質土器が出土した。

15SE3（ਤ൛ 22・79）

13)5・10 に位置する。平面形は円形、அ面形はശ状に近く、น面が่落している。ن໛は長ܘ 1.36m、

୹ܘ 1.23m、ਂさ 1.92m である。埋土は 10 ૚に分૚できる。׊৭ܥ埋土とփ白৭〜ԫ׊৭೪質土を含

Ήࠇ৭ܥ埋土のޓ૚で、Ϩϯズ状やਫ平にଯ積する。遺物は土師器（2・3・5 ૚）や須恵器、༻్不明金

ଐ製品（3 ૚）のほか、珠洲焼甕（26）・ᆵ（27）・片口鉢（28）が 8・9 ૚から出土した。

15SE99（ਤ൛ 21・78）

12(23・24、12)3・4 に位置する。平面形はପ円形で、அ面形は 6 字状に近く、น面は่落している。
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ܘ໛は長ن 1.39m、୹ܘ 1.08m、ਂさ 1.89m である。埋土は 14 ૚に分૚できる。上位〜中位にはࠇ৭

৭〜փ白৭೪質土を含Ή૚が多い。4E999׊埋土がଯ積し、ԫܥ৭׊・ܥ埋土、下位にはփ৭ܥ と重複し、

新چ関係は 4E999 を੾る。遺物は珠洲焼が 7 ૚から出土した。また᛽（9・10 ૚）も出土した。

15SE162（ਤ൛ 22・80）

12)11・16 に位置する。平面形は長ํ形で、அ面形は 6 字状に近く、น面は一部่落している。ن

໛は長࣠ 1.41m、୹࣠ 0.97m、ਂさ 1.74m である。埋土は 13 ૚に分૚できる。׊৭ܥ埋土とԫ׊৭

೪質土などを含Ήࠇ৭ܥ埋土のޓ૚で、おおΉねϨϯズ状にଯ積する。4E1124、151170 と重複し、

新چ関係は 151170 を੾り、4E1124 に੾られる。遺物は珠洲焼片口鉢（29）が 7・8 ૚から出土し、

154E302（12)）出土の破片と接合した。また土師器も出土した。

15SE185（ਤ൛ 22・80）

11)14・15・19・20 に位置する。平面形は円形で、அ面形は 6 字状に近い。น面の่落はなく、原

形をอつ。ن໛は長ܘ 2.54m、୹ܘ 2.35m、ਂさ 2.24m である。埋土は 45 ૚に分૚できる。அ面؍

から࡯ 2 ճの掘り௚しが想定できるが、平面では確認できなかった。1 〜 26 ૚はもっとも新しい井戸

である（$）。17 〜 26 ૚は井戸側設置時のཪ込め土と考えられる。ややしまりのある׊৭ܥ埋土が主体

で、ਫ平ないし斜位にଯ積する。12 〜 16 ૚は井戸内部の埋土で、׊৭ܥ埋土がਫ平にଯ積する。1 〜

11 ૚は井戸ഇغ時に井戸側をൈきऔるなどのඞ要から、154E185$ の上部を掘࡟したޙに埋め໭された

土૚と考えている。主にࠇ৭ܥ埋土がϨϯズ状にଯ積し、นࡍには׊৭ܥ埋土が確認できる。27 〜 42

૚は二番目に新しい井戸である（#）。27・28 ૚がࠇ৭ܥ埋土のほかは、比ֱ的しまりのある׊৭ܥ・

փ৭ܥ埋土である。ଯ積状況は不明ྎではあるが、ਫ平ないし斜位と考えられる。17 〜 26 ૚のଯ積状

況ともྨࣅしており、井戸側設置時のཪ込め土と考える。43 〜 45 ૚は掘り௚す前の࠷初の井戸である

（A）。45 ૚は׊ࠇ৭೪質土で、井戸機能時にଯ積した土૚と考えられる。ଯ積状況はϨϯズ状でཪ込め

土は確認できない。154E185$ と 154E185# のఈ面標高はほ΅同じで、154E185A より約 26Dm ઙい。

154X182、154,218 と重複し、新چ関係は 154E185$ が 154,218 を੾る。154X182 は焼土の分布

ൣғで、154E185$ の上部にଯ積するため 154X182 のํが新しい。出土遺物は土師器（30 〜 33）や

৭土器（34）・須恵器（1ࠇ ૚）・珠洲焼（35）・青磁（9 ૚）・土製（94）٭ࢧ・円筒形土製品（95）などで、

154E185$ の埋土（1 〜 3・9 ૚）やཪ込め土（17 ૚）、154E185# のཪ込め土（28・32 ૚）、154E185A

の埋土（45 ૚）などから出土している。また 4E1124 出土の 25 と接合する破片も出土した。

15SE219（ਤ൛ 23・80・81）

11(7・11・12・16・17 に位置する。平面形は円形で、அ面形は࿙ే状に近く、น面は่落してい

る。ن໛は長ܘ 2.32m、୹ܘ 2.26m、ਂさ 2.94m である。調査した井戸のなかで、ਂさがもっともਂ

い。埋土は 37 ૚に分૚できる。փ৭׊・ܥ৭ܥ埋土が主体で、ԫ׊৭೪質土を含Ήࠇ৭ܥ埋土は上位に

ଯ積する。ଯ積状況は下位がਫ平に近く、上位がϨϯズ状である。151227・228 と重複し、新چ関係は

151227・228 を੾る。遺物は土師器、須恵器（2 ૚）、土師質土器（9 ૚）、珠洲焼片口鉢（36 〜 41）、越

前焼（2 ૚）、༻్不明金ଐ製品（上૚）、మᕥが出土した。

15SE222（ਤ൛ 23・64・81）

12,14・15 に位置する。平面形はପ円形で、அ面形はା状に近く、น面は่落している。ن໛は長

ܘ 1.51m、୹ܘ 1.13m、ਂさ 2.21m である。埋土は 15 ૚に分૚でき、下位はਫ平、中位は斜位、上

位はϨϯズ状にଯ積する。ࠇ৭ܥ埋土が主体で、փ৭׊・ܥ৭ܥ埋土は࠷下૚やนࡍ、中位にଯ積する。
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10 〜 12・14 ૚は෗২物を多く含Ή。遺物は土師器や珠洲焼のほか、白木࿶（124）・小刀（133）が 15

૚から出土した。中世の井戸から小刀が出土する事ྫは、周辺では下割遺跡（2002 年度調査 4E714）ʦ山崎・

֎山ほか前ܝʧ、ਗ਼ਫ田遺跡（4E1235・1525）ʦࠤ౻・城前ほか前ܝʧなどで確認できる。埋め໭しに関わる

ّྱ行ҝと考えられる。

15SE226（ਤ൛ 23・81）

13,14・19 に位置する。平面形はପ円形で、அ面形はା状に近く、น面は่落している。ن໛は長ܘ

1.68m、୹ܘ 1.09m、ਂさ 1.94m である。埋土は 30 ૚に分૚できる。おおΉねփ৭׊・ܥ৭ܥ埋土と

૚で、19・21・24ޓ埋土のܥ৭ࠇ 〜 26 ૚はࠎ片とࢥわれる白৭ཻࢠを含Ή。ଯ積状況は上位・下位は

Ϩϯズ状、中位はਫ平に近い。上部は近年の畑作の影響をडけている。遺物は 10 ૚から近世陶器、19

૚から珠洲焼が出土した。

15SE229（ਤ൛ 24・81・82）

13,12・17 に位置する。平面形は円形で、அ面形はା状に近く、น面は่落している。ن໛は長ܘ

1.47m、୹ܘ 1.31m、ਂさ 2.64m である。埋土は 21 ૚に分૚できる。おおΉねփ৭׊・ܥ৭ܥ埋土と

૚で、Ϩϯズ状ないしਫ平にଯ積する。17ޓ埋土のܥ৭ࠇ ૚にはࠎ片とࢥわれる白৭ཻࢠを多く含Ή。

遺物は須恵器・ࠋఈ൘ないし֖（125）が 21 ૚から出土したほか、᯿のӋ口片（20 ૚）も出土した。

15SE282（ਤ൛ 24・82）

12(7 に位置する。平面形は円形、அ面形はା状に近く、น面は่落している。ن໛は長ܘ 1.12m、

୹ܘ 0.98m、ਂさ 2.36m である。埋土は 22 ૚に分૚でき、おおΉねփ৭׊・ܥ৭ܥ埋土とࠇ৭ܥ埋土

のޓ૚である。4E896、151265・283 と重複し、新چ関係は 4E896、151265・283 に੾られる。遺

物は土師器や珠洲焼が出土したほか、സ（126）・部（127）ࡐが 21 ૚から出土している。

15SE296（ਤ൛ 24・82）

14+7・8 に位置する。平面形はପ円形、น面は่落し、அ面形が大きく変形している。ن໛は長ܘ 1.73m、

୹ܘ 1.43m、ਂさ 2.18m である。埋土は 30 ૚に分૚できる。下位はփ৭׊・ܥ৭ܥ埋土が主体で、上

位はおおΉねࠇ৭ܥ埋土と׊৭ܥ埋土のޓ૚となる。ଯ積状況はϨϯズ状である。下位には明੺׊৭࠭が

ଯ積しており（20・23・26・28 ૚）、比ֱ的地下ਫの作༻をडけやすい৔所に構ஙされていたとࢥわれる。

重複する近年の畑作の影響をडけており、遺物は土師器甕（42）や須恵器（2 ૚）、土師質土器（9・16 ૚）、

珠洲焼（1・16・30 ૚）、ۂ物ఈ൘（128）、༻్不明金ଐ製品（14 ૚）が出土した。

6）溝

溝は 39 条検出し、そのうち 12 条は畑作溝である。畑作溝は別項で記ड़し、154#304 に෇ਵする

4%653 も掘立柱建物の項で記ड़する。4%510 以֎の長࣠ํ޲は南北ํ޲と東西ํ޲に大別できる。埋

土に流ਫのࠟ跡は確認できͣ、区画溝や堀などの機能が想定できる。

SD150（ਤ൛ 5・83）

9E に位置する。長࣠ํ޲は /�0 で˃、ਖ਼ํ位である。平面形は௚ઢ状、அ面形はހ状をఄする。ن໛は

長さ 2.80m 以上、෯ 0.78 〜 1.21m、ਂさ 0.15m である。埋土はԫ׊৭೪質土を含Ή҉׊৭೪質土の୯

૚である。4E154、1326 と重複し、新چ関係は 4E154、1326 を੾る。遺物は出土していない。周辺

には 4#170・1019 などが位置し、4#170・1019 と長࣠ํ޲がそろう可能性がある。また 4%201 とは

南୺がほ΅同位置で、長࣠ํ޲もそろう可能性がある。
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SD151（ਤ൛ 5・62・83）

8(、9F・( に位置する。長࣠ํ޲は 9F・( で /�5 �˃E、8・9( で /�75 �˃8 である。平面形は L 字状で、

அ面形は 9F では୆形状、8( ではހ状をఄする。建物に隣接しており、4%318・328 と同様の区画溝と

考えている。ن໛は長さ 22.84m、෯ 0.72 〜 1.15m、ਂさ 0.25m である。埋土は 3 ૚に分૚でき、׊

৭ܥ埋土とࠇ৭ܥ埋土がϨϯズ状にଯ積する。4*255、4,256・262・264・296、1254・258 と重複し、

新چ関係は 4*255、4,256・262・296、1258 を੾り、4,264・1254 に੾られる。遺物は 1 ૚から

土師器や須恵器が出土したほか、珠洲焼片口鉢（43）やຏ石ྨ（107）が出土し、珠洲焼は 20・70・74

と接合する破片も出土している。遺物の主体は珠洲焼で、土師器や須恵器はࠞೖと考える。

SD201（ਤ൛ 4・62・83）

7%・E に位置する。長࣠ํ޲は /�15 �˃E である。平面形は௚ઢ状、அ面形はހ状をఄする。ن໛は長

さ 12.50m 以上、෯ 0.45 〜 1.18m、ਂさ 0.25m である。෯は一定ではなく、南側ほど޿い。埋土は 2

૚に分૚でき、ࠇ৭ܥ埋土がϨϯズ状にଯ積する。4*238、4E249、4,236・245、1247・248 と重複

し、新چ関係は 4*238、4E249、4,245 を੾り（ਤ൛ 15）、4,236 に੾られる。1247・248 との新چ

関係は不明である（ਤ൛ 17）。遺物は土師器や珠洲焼甕・ᆵが出土している。

SD209（ਤ൛ 4・62・83）

6$・% に位置する。長࣠ํ޲は /�13 �˃E である。平面形は௚ઢ状、அ面形はހ状をఄする。ن໛は長

さ 12.80m 以上、෯ 0.20 〜 0.65m、ਂさ 0.11m である。埋土はԫ׊৭೪質土を含ΉփΦリーϒ৭೪質

土の୯૚である。4#240�1210、4,234 と重複し、新چ関係は 4#240�1210、4,234 を੾る。遺物は

ං前ܥ陶器が少量出土した。近年の畑作によるࠞೖであろうか。

SD318・328（ਤ൛ 6・83・84）

4%318 は 7 〜 9*、8・9)、9・10+ に、4%328 は 7・8*、9) 〜 + に位置する。いͣれも平面形は

L 字状、அ面形は୆形状、長࣠ํ޲は 9) 〜 + 周辺で /�17 �˃E、7 〜 9)・* 周辺で /�75 �˃8 である。建

物に隣接し、4%151 と同様、区画溝と考える。ن໛は 4%318 が長さ 36.80m 以上、෯ 0.66 〜 1.11m、

掘り込Έ面からのਂさ 0.50m、4%328 が長さ 30.80m 以上、෯ 0.40 〜 0.83m、掘り込Έ面からのਂ

さ 0.25m で、4%318 のํが少し大きい。ともにⅡ૚௚下からⅢ૚を掘り込Έ、ఈ面に明確な傾斜は確

認できない。4%318 の埋土は 3 ૚に分૚でき、ࠇ৭ܥ埋土が主体となる。4%328 は׊ࠇ৭೪質土の୯

૚である。新چ関係は 4%318 が 4E368、4%366・462・1136、4,802、1804 を੾る。4%328 は

4E365・398 を੾り、4E388、4%366 に੾られる。4%318・328 は௚接重複していないが、4%318・

328 と 4%366 との新چ関係から、4%328 のํが古く 4%318 のํが新しい。同様の৔所にن໛をやや

大きくして、構ஙし௚している。建物に近い 9)18 周辺の 4%318 からは硯（108）や砥石（109 〜 111）、

刀（134）ࢠ、మᕥ（1 ૚）が出土した。そのほか土師器・須恵器・越前焼（2・3 ૚）・珠洲焼ᆵ（44）・੉

戸ඒೱ焼、༻్不明金ଐ製品が出土した。珠洲焼は 4E393 出土の破片（13）と接合した。4%328 から

は土師器や須恵器、珠洲焼、༻్不明金ଐ製品（135）が出土した。

SD366（ਤ൛ 6・84）

9) 〜 + に位置する。長࣠ํ޲は /�10 �˃E で、154#304 に෇ଐする 4%653 と位置や長࣠ํ޲がそろ

う可能性がある。平面形は௚ઢ状、அ面形は୆形状をఄする。ن໛は長さ 13.50m 以上、෯ 0.47 〜 0.90m、

ਂさ 0.30m である。北側は 4%318 を௒えて延ͼͣ、4%318 による࡟平はわͣかなൣғにとどまる。

埋土は 2 ૚に分૚でき、ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ήࠇ৭ܥ埋土がϨϯズ状にଯ積する。4E398、
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4%318・328・378 と重複し、新چ関係は 4E398、4%328 を੾り、4%318・378 に੾られる。遺物は

土師器のほか、主に 2 ૚から珠洲焼や越前焼が出土しており、珠洲焼甕・ᆵが比ֱ的多い。154#304 と

の関࿈から区画溝と考えられる。

SD462（ਤ൛ 6・84）

9( 〜 + に位置する。長࣠ํ޲はおおΉね南北ํ޲である。遺構の分布状況から、区画溝の可能性が高い。

平面形はހ状、அ面形は൒円状をఄする。ن໛は長さ 24.00m 以上、෯ 0.33 〜 0.85m、ਂ さ 0.25m である。

埋土は 2 ૚に分૚でき、փ৭ܥ埋土とࠇ৭ܥ埋土がϨϯズ状にଯ積する。いͣれもԫ׊৭೪質土をϒϩッ

Ϋ状に含Ή。4E392、4,685、4%318 と重複し、新چ関係は 4E392、4,685 を੾り、4%318 に੾られる。

遺物は土師器や須恵器、土師質土器（45）ࡼ、珠洲焼片口鉢・甕・ᆵ（主に 1 ૚）、越前焼甕（46）などが

出土しており、北側（4E392 周辺）にまとまる傾޲がある。

SD510（ਤ൛ 2・8・9・63・84）

12+・,、13* 〜 ,、14) 〜 +、15)・* に位置する。長࣠ํ޲は /�45 �˃8 である。平面形は௚ઢ状、

அ面形は୆形状をఄする。ن໛は長さ39.90m以上、෯3.72〜4.97m、ਂ さ1.45mである。埋土は׊৭ܥ・

փ৭ܥ埋土やࠇ৭ܥ埋土がϨϯズ状にଯ積し、主に北東側からڅڙされた様ࢠが࡯؍できる。4%510 機

能時にଯ積したと考えられるࠇ৭ܥ埋土は、北西側（ਤ൛ 9  A�A�）ではఈ面෇近（9 ૚）に、南東側（ਤ൛

9  #�#�）ではఈ面෇近（14・15 ૚）と中位෇近（10 ૚）にଯ積している。このことから、南東側では 2 時

期の変遷が想定できるが（1 〜 11 ૚ɿ#、12 〜 16 ૚ɿA）、平面では確認できなかった。ఈ面の標高は北

西側で 13.07m、南東側の 4%510A が 13.00m、4%510# が 13.30m である。古ஈ֊（4%510A）では

ほとんど傾斜しないが、新ஈ֊（4%510#）は北西側に޲かいやや傾斜する。

遺構の性格は、流ਫのࠟ跡や༻ਫࢪ設が確認できないことからਫ路とは考えにくく、4%510 の北東側

と南西側で遺構ີ度がҟなることから、区画溝（堀）と考えられる。4%510 にԊってྻߌが確認できな

いこと、௚近まで遺構が分布することから、ࡤやญなどのःณࢪ設、土ྥなどは設置されなかったと考え

られる。またఈ面に柱穴など、橋٭のࠟ跡も確認できなかった。4%510 の北西側は、下割遺跡との境ք

に位置する೶業༻ਫ路と合流し、北側に位置する飯田川のچ流路に接ଓする可能性がある。南東側は明

確ではないが、東にંれて飯田川چ流路に接ଓするか、別の区画ࢪ設を設けていたとࢥわれる。つまり、

4%510 や飯田川چ流路などにғまれたൣғに集落が構ஙされた可能性が考えられる。

遺物は土師器ແ୆࿶（47）・（49・48）ࡼ・甕（50 〜 ৭土器高ഋ（53）、須恵器ແ୆ഋ（54ࠇ、（52 〜

57）・༗୆ഋ（58）・ഋ֖（59）・ළྨ（60）、土師質土器、珠洲焼甕（61・62）、越前焼甕（63）、੉戸ඒೱ

焼ఱ目஡࿸（64・65）、白磁࿶ないし（66）ࡼ、土製（96）٭ࢧ、珠洲焼స༻ݚຏ۩（97 〜 99）、石鉢（112）、

砥石（113）、༻్不明金ଐ製品（1・2 ૚）などで、ਤ化できないࡉ片も多い。遺物は南東側にやや多く分

布する。土器・陶磁器の出土量を૚位͝とに見ると、1 〜 4 ૚（上૚）出土 �12 〜 14 ૚（下૚）�7 ૚（中૚）

となる。上૚では特に 1・2 ૚からの出土が多く、古代から近世の遺物が出土している。そのうち古代の

遺物（土師器・須恵器）が一番多く、次が中世（珠洲焼・越前焼・੉戸ඒೱ焼・青磁・白磁）、近世（ං前ܥ陶器、

17 世紀代）は少量であった。7 ૚（中૚）からは古代から中世の遺物が出土しており、古代の遺物（土師器・

須恵器）のํが多い。中世の遺物は越前焼甕の体部片が 1 ఺確認できる。12 〜 14 ૚（下૚）からは古代（土

師器・須恵器）から中世（珠洲焼・白磁）の遺物がほ΅同量出土している。

7 ૚と 12 〜 14 ૚出土の遺物は、新چ 2 ஈ֊（4%510#・A）に伴う遺物と考えられる。4%510A ஈ֊は、

12 ૚から 13 世紀ޙ൒〜 14 世紀初頭の白磁（66）が出土しており、14 世紀には埋め໭される。そのた
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め 13 世紀代と考えられる。次に古代から近世の遺物がࠞ在する上૚（1 〜 4 ૚）は、4%510# ஈ֊の埋

め໭し土と考えられる。1 ૚からං前ܥ陶器が出土したことから、࠷ऴ的には近世前൒（17 世紀代）に埋

め໭されたと判அできる。4%510# ஈ֊の時期に関しては、7 ૚出土の越前焼は破片のため時期は不明

である。遺跡શ体では 16 世紀代の遺物が明ྎではないことから、15 世紀ޙ葉以߱（珠洲Ⅵ期）集落はऴ

ᖼに޲かい、16 世紀代に機能をఀࢭし、17 世紀代に 4%510 が࠷ऴ的に埋め໭されたと考えられる。し

たがって 4%510# ஈ֊は 14 世紀〜 15 世紀代の年代が想定できる。

15SD23（ਤ൛ 8・9・84）

15・16*・+、16, 〜 . に位置する。長࣠ํ޲は /�10 �˃E である。平面形は௚ઢ状、அ面形はހ状

をఄする。ن໛は長さ 39.40m 以上、෯ 1.05 〜 2.44m、ਂさ 0.44m である。南西側に位置する೶業

༻ਫ路構ஙの時の影響か、北側は࡟平されている。埋土は 5 ૚に分૚でき、ࠇ৭ܥ埋土と׊৭ܥ埋土

がϨϯズ状にଯ積する。4%510 ほどではないが、154%23 の東側と西側で遺構分布にࠩҟが認められ

る。154E71、154%22・29・298・299 と 重 複 し、 新 چ 関 係 は 154%22・29・298・299 を ੾ り、

154E71 に੾られる。遺物は古墳時代の土師器片（ఈ面෇近）、須恵器甕（67）が出土した。154%23 がⅢ

૚を掘り込Ή 154%298・299 を੾ることや埋土の状況から、中世の遺構と判அできる。

15SD29（ਤ൛ 2・8・9・85）

13・14,、15,・L、16・17L に位置する。1 ૚がⅢ૚とྨࣅすることからⅥ૚で検出した。Ⅲ૚を

掘り込Ήため、Ⅲ૚検出の遺構と同じਤ൛にࡌܝする。長࣠ํ޲は /�65・76 �˃E である。平面形はほ

΅௚ઢ状だが、15, 周辺でやや北西側にுり出す形状となる。அ面形は࿙ే状をఄする。ن໛は長さ

43.20m 以上、෯ 0.32 〜 0.44m、ਂさ 0.80m である。北東側はঃʑにઙくなり 13, で収ଋするが、Ⅲ

૚を掘り込Ήことを考えれ͹、本དྷは 4%510 に接ଓしていたとࢥわれる。埋土は 4 ૚に分૚できる。上

位にはࠇ৭ܥ埋土が、下位には׊৭ܥ埋土がϨϯズ状にଯ積し、いͣれもփ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含

Ή。154%23・298、15130 と重複し、新چ関係は 154%298 を੾り、154%23、15130 に੾られる。

遺物は出土していない。154%29 はほかの中世の遺構と同様にⅢ૚を掘り込Ήが、下位に҉փԫ৭シϧ

トがଯ積するなど埋土の状況はҟなる。埋土の分ੳの結果、෗২含量が少ないことが判明した（第Ⅲষ

埋土がଯ積する中世の遺構とはଯ積؀境がҟなり、相ର的に時期が古くなる可能性が考えらܥ৭ࠇ。（5%

れる。したがって古代から中世の遺構と考える。

15SD298（ਤ൛ 8・9・85）

14・15L、15・16,、16+ に位置する。1・2 ૚がⅢ૚とྨࣅすることからᶛ・Ⅵ૚で検出した。Ⅲ

૚を掘り込Ήため、Ⅲ૚検出の遺構と同じਤ൛にࡌܝする。長࣠ํ޲は 16+・, で /�37 �˃8、それ以֎

では /�56 �˃8 である。平面形はほ΅௚ઢ状だが、16, で長࣠をやや北側にৼる。அ面形はހ状をఄす

る。ن໛は長さ 26.60m 以上、෯ 0.69 〜 1.20m、掘り込Έ面からのਂさは 0.55m である。北西側は

不明ྎで、ঃʑに収ଋするか、೶業༻ਫ路に࡟平されたと考えられる。埋土は 5 ૚に分૚でき、׊৭ܥ

埋土がϨϯズ状にଯ積する。154%23・29、154,262、151246 と重複し、新چ関係は 154%23・29、

154,262、151246 に੾られる。遺物は出土していない。Ⅲ૚を掘り込Ήが、׊৭ܥ埋土がଯ積するこ

とから、ࠇ৭ܥ埋土がଯ積する中世の遺構よりも相ର的に時期が古い可能性がある。したがって古代から

中世の遺構と考える。

15SD299（ਤ൛ 2・8・9・85）

15 〜 17L・. に位置する。2 ૚がⅢ૚とྨࣅすることからⅥ૚で検出した。Ⅲ૚を掘り込Ήため、Ⅲ
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૚検出の遺構と同じਤ൛にࡌܝする。長࣠ํ޲はおおΉね東西ํ޲である。平面形は 4 字状で、அ面形

はހ状をఄする。ن໛は長さ 14.80m 以上、෯ 0.61 〜 1.05m、掘り込Έ面からのਂさは 0.83m である。

埋土は 3 ૚に分૚でき、ࠇ৭ܥ埋土とփ৭׊・ܥ৭ܥ埋土がϨϯズ状にଯ積する。154%23、151122・

123 と重複し、新چ関係は 154%23、151122・123 に੾られる。遺物は出土していない。埋土の状況から、

154%298 と同様に古代から中世の遺構と考える。

7）畑 作 溝

$・がほ΅同じで、࿈ଓして構ஙされる溝を畑作溝とした。3・4#޲໛・埋土・長࣠ํن に位置す

る 4%85・86・91 〜 100 が֘当する（12 条）。4%86 と 4%91 の間ִがやや޿いことから（約 0.64m）、

4%85・86 と 4%91 〜 100 がそれͧれ一࿈の畑と考えている。

SD91 ～ 100（ਤ൛ 3・86）

4#・$ に位置し、10 条で構成される。長࣠ํ޲は /�2 〜 12 �˃8 である。ن໛は長さ 3.74 〜 7.44m 以上、

෯ 0.75 〜 0.97m、ਂさ 0.08 〜 0.16m である。அ面形はހ状や୆形状で、ఈ面にはԜತがある。埋土

は୯૚で、いͣれも೪性のڧい҉׊৭೪質土がଯ積している。溝同士の間ִは、ڱいところでは接してお

り、޿いところでは 0.48m（4%92 と 4%93 の間）である。溝の間が੊となるわけだが、溝の෯に比べて、

溝同士の間ִがڱいことが分かる。これは、複数ճにわたるߞ作によって、溝の部分がঃʑに޿がった結

果と考えている。遺物は古代の土師器甕・ᆵ片が多数出土しているが、ࡉ片のためਤࣔしていない。ߞ作

の影響でࡉ片になったとࢥわれる。

8）焼　土　土　坑

ST684（ਤ൛ 25・86）

9)12・17 に位置する。平面形は長ํ形で、அ面形はശ状をఄする。ن໛は長࣠ 0.86m、୹࣠ 0.32m、

ਂさ 0.14m で、遺存状況は良޷である。埋土は 4 ૚に分૚でき、下位には׊৭ܥ埋土が、上位にはࠇ৭

ܘ。埋土がଯ積する。ଯ積状況はϨϯズ状に近いܥ 3 〜 5Dm の焼土をϒϩッΫ状に多く含Ή 3 ૚には、

大࠷ 2Dm ఔ度のඃ೤したࠎ片がࠞ在している。分ੳの結果、ࠎ片は人ࠎであることが判明している（第

Ⅲষ 5$）。ఈ面やน面がඃ೤していないことから、土坑内部で火がขかれたとは考えにくく、別の৔所で

ᣡඏに෇され、रࠎのޙに残った୸・焼土・փなどをഇغした可能性が高い。そして、その中にरࠎし੾

れなかったࠎ片がࠞじっていたと考えている。出土したࠎ片が、࠷大でも 2Dm ఔ度と小さいのはそのた

めであろう。また、調査ൣғ内で火がขかれたࠟ跡は確認できなかったため、ᣡඏの৔所は調査ൣғ֎

と考えられる。154#304 に෇ଐする 4%653 と重複し、新چ関係は 4%653 を੾る。ࠎ片は出土したが、

そのほかの遺物は出土していない。

9）土 坑 ・ ピ ッ ト

土坑のうち、4,204・212・233・239・381・464・479・480・622・686・923 は、形態や埋土

の特徴から、埋૴に関࿈する可能性を考えている。

SK83（ਤ൛ 25・87）

4$24、4%4 に位置する。平面形はํ形で、அ面形は൒円状をఄする。ن໛は長࣠ 1.13m、୹࣠ 0.95m、

ਂさ 0.36m である。埋土は 3 ૚に分૚でき、ࠇ৭ܥ埋土と׊৭ܥ埋土がϨϯズ状にଯ積する。ԫ׊৭೪
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質土をϒϩッΫ状に含Έ、人ҝ的な埋め໭しと考えられる。遺物は土師器（1 ૚）が出土した。

SK167（ਤ൛ 25・87）

9E25、9F5、10E21、10F1に位置する。平面形はପ円形で、அ面形は୆形状をఄする。ن໛は長0.72ܘm、

୹ܘ 0.56m、ਂさ 0.15m である。埋土は୯૚で、׊ࠇ৭೪質土がଯ積する。遺物は珠洲焼ᆵが出土して

おり、1263 出土の 74 と接合した。

SK204（ਤ൛ 25・87）

6%8 に位置する。平面形は長ํ形で、அ面形は୆形状をఄする。ن໛は長࣠ 1.49m、୹࣠ 0.84m、ਂ

さ 0.47m である。埋土は 3 ૚に分૚できる。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ήࠇ৭ܥ埋土がϨϯズ状に

ଯ積し、人ҝ的な埋め໭しと考えられる。4#240 内に位置し新چ関係は不明だが、4,204 が埋૴に関࿈

する土坑と考えられるので、同時に存在したとは考えられない。遺物は出土していない。

SK212（ਤ൛ 25・87）

5E7・8・12・13 に位置する。平面形は長ํ形で、அ面形は୆形状をఄする。ن໛は長࣠ 1.84m、୹

࣠ 0.82m、ਂさ 0.39m である。埋土は 4 ૚に分૚できる。1 ૚はԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ήࠇ৭

埋土、2ܥ 〜 4 ૚は׊৭ܥ・փ৭ܥ埋土で、Ϩϯズ状にଯ積する。人ҝ的な埋め໭しと考えられる。近年

の畑作の影響で土師器がࠞೖしていた。

SK233（ਤ൛ 25・88）

6E2・3・7・8 に位置する。平面形はପ円形で、அ面形は୆形状をఄする。ن໛は長ܘ 1.84m、୹ܘ

0.99m、ਂさ 0.41m である。埋土は 7 ૚に分૚できる。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ήࠇ৭ܥ埋土が

主体で、人ҝ的な埋め໭しと考えられる。遺物は須恵器のഋ֖が出土したが、ࠞೖの可能性がある。

SK234（ਤ൛ 25・88）

6%25、6E5 に位置する。平面形はପ円形で、அ面形は୆形状をఄする。ن໛は長ܘ 1.36m、୹ܘ 0.96m、

ਂさ 0.48m である。埋土は 2 ૚に分૚でき、ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ήࠇ৭ܥ埋土と׊৭ܥ埋土

がϨϯズ状にଯ積する。人ҝ的な埋め໭しと考えられる。4%209と重複し、新چ関係は4%209に੾られる。

遺物は土師器が少量出土した。

SK235（ਤ൛ 25・88）

7E14 に位置する。平面形は円形で、அ面形は୆形状をఄする。ن໛は長ܘ 1.56m、୹ܘ 1.33m、ਂ

さ 0.29m である。埋土は 3 ૚に分૚できる。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ήࠇ৭ܥ埋土と׊৭ܥ埋土

がϨϯズ状にଯ積しており、人ҝ的な埋め໭しと考えられる。遺物は土師器・須恵器が出土したが、周辺

に近年の畑作溝が位置するため、ࠞೖの可能性が高い。

SK239（ਤ൛ 25・88）

5E20・25、6E16・21 に位置する。平面形は長ํ形に近く、அ面形は୆形状をఄする。ن໛は長࣠

1.69m、୹࣠ 1.09m、ਂさ 0.42m である。埋土は 3 ૚に分૚できる。1 ૚が主体で、Ϩϯズ状にଯ積す

る。人ҝ的な埋め໭しと考えられる。遺物は出土していない。

SK256（ਤ൛ 26・89）

9(2・6・7 に位置する。平面形は長ํ形で、அ面形は୆形状をఄする。ن໛は長࣠ 1.31m、୹࣠ 0.96m、

ਂさ 0.45m である。埋土は 4 ૚に分૚できる。ࠇ৭ܥ埋土とփ৭ܥ埋土のޓ૚で、Ϩϯズ状にଯ積す

る。4%151、4,296、1254 と重複し、新چ関係は 4,296 を੾り、4%151、1254 に੾られる。遺物

は土師器や珠洲焼が出土したほか、越前焼甕（68）・白磁（69）ࡼが 3・4 ૚から出土している。珠洲焼
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は 4E800 出土の 19 と接合する破片も出土した。

SK264（ਤ൛ 26・91）

8(13 に位置する。平面形は円形で、அ面形はހ状をఄする。ن໛は長ܘ 1.10m、୹ܘ 1.02m、ਂさ

0.18m である。埋土は 3 ૚に分૚でき、ࠇ৭ܥ埋土がϨϯズ状にଯ積する。4*255、4%151、1263 と

重複し、新چ関係は 4*255、4%151 を੾り、1263 に੾られる。遺物は珠洲焼片口鉢（70）が 1 ૚から

出土し、4*255、4%151 出土の破片と接合した。また、20・74 と接合する破片も出土した。

SK296（ਤ൛ 26・89）

9(6・7 に位置する。平面形はପ円形で、அ面形はހ状をఄする。ن໛は長ܘ 1.24m、୹ܘ 0.92m、

ਂさ 0.20m である。埋土は 2 ૚に分૚でき、ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ήփ৭ܥ埋土がϨϯズ状に

ଯ積する。4%151、4,256 と重複し、新چ関係は 4%151、4,256 に੾られる。遺物は珠洲焼片口鉢（71）

が 1 ૚から出土した。71 は 4E800 の出土破片と接合し、21 と同一個体の可能性がある。

SK381（ਤ൛ 26・89）

10*22・23、10+2 に位置する。平面形は長ํ形に近く、அ面形はശ状に近い。ن໛は長࣠ 1.24m、

୹࣠ 0.68m、ਂ さ 0.29m である。埋土は 3 ૚に分૚でき、׊৭ܥ埋土とࠇ৭ܥ埋土がϨϯズ状にଯ積する。

遺物は土師器甕（72）、༻్不明金ଐ製品・మᕥ（1 ૚）が出土した。ଯ積状況・出土遺物から 2・3 ૚が

4,381 本དྷの埋土で、埋຅ޙに掘࡟されたޙの埋土が 1 ૚と考えている。1 ૚は少量ながらԫ׊৭೪質

土を含Ήことから人ҝ的な埋め໭しが༧想され、そのࡍに土師器などがࠞೖしたとࢥわれる。周辺には近

年の畑作溝が位置しており、1 ૚も近年の畑作溝の可能性が高い。

SK503（ਤ൛ 26・89）

4E16・17・21・22 に位置する。平面形はํ形で、அ面形はശ状をఄする。ن໛は長࣠ 0.72m、୹࣠

0.68m、ਂさ 0.19m である。埋土は୯૚で、ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή҉׊৭೪質土がଯ積する。

遺物は土師器の破片が 1 ૚から少量出土した。

SK622（ਤ൛ 26・90）

9)15・20、10)11・16 に位置する。平面形は長ํ形で、அ面形はശ状をఄする。ن໛は長࣠ 1.32m、

୹࣠ 0.60m、ਂさ 0.42m である。埋土は 4 ૚に分૚できる。いͣれもԫ׊৭೪質土・୸化物を含Έ、Ϩ

ϯズ状にଯ積する。埋土をすべてᝲにかけたところ、1 〜 5mm のࠎ片が 6 ఺出土した。ࠎ片はඃ೤して

いる可能性があるが、土坑のఈ面やน面などにඃ೤のࠟ跡は確認できない。ࠎ片の出土から埋૴に関する

性格を想定しているが、4T684 に比べࠎ片は少なく、4,622 から焼土は出土していない。そのためৄࡉ

な性格は不明とする。4E727、1918 と重複し、新چ関係は 1918 を੾り、4E727 に੾られる。遺物は

土師器が少量出土した。

SK691（ਤ൛ 26・90）

9(10・15 に位置する。平面形は長ํ形で、அ面形はശ状をఄする。ن໛は長࣠ 1.20m、୹࣠ 0.87m、

ਂさ 0.28m である。埋土は 4 ૚に分૚できる。上位にࠇ৭ܥ埋土、下位に׊৭ܥ・փ৭ܥ埋土がϨϯズ

状にଯ積する。3 ૚をআきԫ׊৭೪質土やᒵ৭シϧトなどを含んでおり、人ҝ的な埋め໭しの可能性があ

る。遺物は土師器・須恵器の破片や༻్不明金ଐ製品（2 ૚）が出土した。

SK722（ਤ൛ 26・90）

8)17・18・22・23 に位置する。平面形はପ円形とࢥわれ、அ面形はހ状をఄする。ن໛はܘ 0.92m、

ਂさ 0.14m である。埋土は୯૚で、׊ࠇ৭೪質土がଯ積する。4#1100、1726 と重複し、新چ関係は
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1726 を੾り、4#1100 とは不明である。遺物は土師質土器（73）ࡼが 1 ૚から出土した。

15SK96（ਤ൛ 26・63・90）

15L15・20、16L11・16 に位置する。平面形は円形に近く、அ面形は൒円状をఄする。ن໛は長ܘ

0.75m、୹ܘ 0.66m、ਂさ 0.40m である。埋土は 6 ૚に分૚でき、ࠇ৭ܥ埋土と׊৭ܥ埋土がϨϯズ状

にଯ積する。調査中、ఈ面෇近から古墳時代の土師器が出土した。遺構掘形を確認したところ、土師器は

下位のⅥ૚から出土することが判明した。掘形を掘りすぎた結果で、154,96 に伴う遺物ではない。し

たがって、154,96 から遺物は出土していない。また、出土した土師器は摩耗がݦ著で接合も௿調のため、

ਤࣔしてはいないが、16L Ⅵ૚出土の土師器（89 〜 91）とほ΅同時期と考えている。

15SK218（ਤ൛ 26・91）

11)10・15 に位置する。平面形はପ円形に近く、அ面形は୆形状をఄする。ن໛は長ܘ 1.38m、୹

ܘ 0.74m、ਂさ 0.41m である。埋土は 3 ૚に分૚でき、׊৭ܥ・փ৭ܥ埋土の上にࠇ৭ܥ埋土がଯ積す

る。154E185$、151211・214 と重複し、新چ関係は 154E185$、151211・214 に੾られる。遺物

は土師質土器が 2 ૚から少量出土している。

15SK264（ਤ൛ 26・91）

14*20、15*11・16 に位置する。平面形は円形に近く、அ面形はހ状をఄする。ن໛は長ܘ 2.35m、

୹ܘ 2.12m、ਂさ 0.29m である。埋土は୯૚で、ԫ׊৭೪質土・୸化物を含Ή҉Φリーϒ׊৭೪質土が

ଯ積する。遺物は土師質土器が少量出土している。

P263（ਤ൛ 26・91・92）

8(13 に位置する。平面形は円形で、அ面形は୆形状をఄする。ن໛は長ܘ 0.68m、୹ܘ 0.58m、ਂ

さ 0.33m である。埋土は 5 ૚に分૚できる。1・2 ૚は柱ࠟで、ܘは 0.08 〜 0.10m である。4*255、

4,264 と重複し、新چ関係は 4*255、4,264 を੾る。遺物は珠洲焼ᆵ（74）が 3・4 ૚（掘形埋土）か

ら出土した。74 は 4E800、4%151、4,167・264 から出土した破片と接合した。

10）性 格 不 明 遺 構

15SX182（ਤ൛ 26・92）

11)15 に位置する焼土の分布ൣғである。平面形はପ円形で、அ面形はހ状をఄする。ن໛は長ܘ

0.62m、୹ܘ 0.36m、ਂさ 0.06m である。埋土は 3 ૚に分૚できる。1・2 ૚はࠇ৭ܥ埋土、3 ૚はし

まりのڧい҉੺׊৭࠭᛽でඃ೤する。154E185$ と重複し、新چ関係は 154X182 が 154E185$ の上

部にଯ積するため、154X182 のํが新しい。遺物は円筒形土製品（100）が出土した。

#　遺　　　物

1）土 器 ・ 陶 磁 器

a　概　　　要（第 4 ද、第 10・11 ਤ）

重量組成比を見ると、古墳時代 5� ऑ、古代 30� ऑ、中世 55� 近世、ڧ 1� 不明、ڧ 10� 。となるڧ

古墳時代の土器は土師器のΈである。分布はۃ୺にภり、15 〜 17L Ⅵ૚からの出土が多い。古代から近

世の遺物がほ΅分布しないൣғから出土するが、Ⅵ૚のඍ地形から（ਤ൛ 10）、地形の௿いところに流れ

込んだような状況が考えられる。ᆵなどの器種が確認できるが、摩耗がݦ著で、શ体を෮ݩできる個体は
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ない。古代の土器ྨは遺構が集中するൣғに分布し、中世の遺構に

ࠞೖする傾޲がある。井戸や 4%510 の掘࡟、मங、埋め໭し、近

年の畑作などにより、中世の遺構にࠞೖしたと想定する。このほか

14+ Ⅱ・Ⅲ૚でも土師器・須恵器が集中する。遺構は確認できない

が、遺存率が比ֱ的高い個体が出土している（78 〜 85）。古代の土

器ྨが 30� ऑを઎めることから、周辺に古代の遺跡が所在する可

能性が考えられる。中世の土師質土器・珠洲焼は出土量はҟなるも

のの、分布域はほ΅同じで、遺構が集中するൣғから出土する。井

戸や溝からの出土が多い。༻్別では、৯હ۩（࿶・ྨࡼ）は土師

質土器・੉戸ඒೱ焼・青磁・白磁などがあり、比率は土師質土器

75� 青磁、ڧ 15� 白磁、ڧ 5� ੉戸ඒೱ焼、ڧ 3� 、となる。一ํڧ

調ཧ۩（片口鉢）は珠洲焼のΈである。甕・ᆵྨのஷ蔵۩は珠洲焼・

越前焼があるが、珠洲焼が 90� を௒える。中世越前焼は 1.7� 、ڧ

近世や時期不明のものもՃえると 2.7� ऑとなる。珠洲焼に比ֱす

れ͹௿い比率だが、13 世紀〜 14 世紀の個体も出土し、越前焼は

遺跡内で一定の比率を઎めている。近世の土器・陶磁器の分布はਤ

ࣔしていないが、ほ΅શ域に散在する傾޲がある。

土器・陶磁器の時期・器種分ྨについて、古代の土師器・須恵器

はय़日真࣮ࢯの࿦考ʦय़日 1999ʧ、中世の土師質土器はਫᖒ޾一

の࿦考ʦਫᖒࢯ 2005ʧ、珠洲焼は٢岡߁ெࢯ・Ճլ真थࢯの࿦考ʦ٢

岡 1994・2003、Ճլ 1997ʧ、੉戸ඒೱ焼は౻ᖒ良༞ࢯの࿦考ʦ౻

ᖒ 2002・2008ʧ、越前焼はؠ田ོࢯ・木村޹一࿠ࢯの࿦考ʦؠ田

1997、木村 2008ʧ、༌ೖ陶磁器は主に大࠻෎条๥跡での調査成果

ʦ山本ほか 2000ʧをࢀ考にした。古代・中世のྐྵ年代は第 5・6 ද

を目҆とする。

b　遺　構　出　土

SI159（ਤ൛ 27・93）

1 はखͮくね成形の土師質土器ࡼで、口ܘは 12.6Dm である。器形は体部が௚ઢ的に立ち上がり、口ԑ

୺部は面औりされる。体部とఈ部の境քは不明ྎで、ఈ部にはࢦ頭ѹࠟが残る。時期は 14 世紀前൒と考

える。

SE196（ਤ൛ 27・93）

2 は珠洲焼片口鉢である。口ԑ୺部は丁ೡに面औりされ、内面はやや摩耗する。Է目は 7 条 1 ୯位である。

時期は珠洲Ⅲ期ࠒと考える。

SE202（ਤ൛ 27・93）

3 は青磁࿶で、᭩࿇ห文がࢪされる。破片が小さく不明な఺もあるが、時期は 13 世紀ޙ൒ࠒと考える。

SE205（ਤ൛ 27・93）

4 は珠洲焼片口鉢で、体部が内࿷ぎΈに立ち上がる。口ԑ୺部は面औりされ、上ํにఠΈ上͛られる。

時期 種別 組成比

古墳時代 土 師 器 4.63 � 

古　　代
土 師 器 17.66 �

須 恵 器 11.01 �

中　　世

土師質土器 0.67 �

珠 洲 焼 52.90 �

越 前 焼 1.71 � 

੉戸ඒೱ焼 0.03 � 

青 磁 0.14 � 

白 磁 0.05 � 

中 世 陶 器 0.02 �

近世陶磁器 1.10 �

時 期 不 明 10.09 �

第 4表　堂古遺跡土器・陶磁器の
　　　　   重量組成比

時期 ྐྵ年代

古代ᶗ期 6 世紀末〜 7 世紀前葉

古代Ⅱ期 7 世紀ޙ葉〜 7 世紀末

古代Ⅲ期 8 世紀初頭〜 8 世紀前葉

古代ᶚ期 8 世紀ޙ葉〜 9 世紀初頭

古代ᶛ期 9 世紀前葉〜 9 世紀中葉

古代Ⅵ期 9 世紀ޙ൒〜 10 世紀初頭前ޙ

第 5表　古代の暦年代
（य़日 1999 をվ変）

時期 ྐྵ年代

珠洲ᶗ 1 期 12 世紀中葉〜

珠洲ᶗ 2 期 1160 〜 1170 年代

珠洲ᶗ 3 期 1180 〜 1190 年代

珠洲Ⅱ 1 期 13 世紀第 1 四൒期

珠洲Ⅱ 2 期 13 世紀第 2 四൒期

珠洲 Ⅲ 期 13 世紀中葉〜 1270 年代

珠洲ᶚ 1 期 1280 〜 1310 年代

珠洲ᶚ 2 期 1320 〜 1350 年代

珠洲ᶚ 3 期 1360 〜 1370 年代

珠洲 ᶛ 期 1380 〜 1440 年代

珠洲 Ⅵ 期 1450 〜 1470 年代

第 6表　珠洲焼の暦年代
（Ճլ 1997 をվ変）
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ϩΫϩ目がݦ著で器面のԜತが著しい。Է目は 7 条 1 ୯位でઙい。内面には୸化物が෇ணし、中位から

下位にかけて࢖༻ࠟが著しい。4E249 出土の破片と接合した。時期は珠洲Ⅱ〜Ⅲ期と考える。

SE313（ਤ൛ 27・93）

珠洲焼のᆵ 3 種 $ ྨ（5）・ᆵ T 種（6）をਤࣔする。5 はᰍ部がわͣかにංްし、口ԑ୺部はほ΅平ୱ

になる。ᰍ部֎面と口ԑ部内面、口ԑ୺部に೾状文が८り、文様のৼ෯はややཚれる。時期は珠洲Ⅲ〜ᶚ

期と考える。6 の֎面にはزԿֶ文のλλΩが、内面にはあて۩ࠟが残る。あて۩ࠟの上からはφσがࢪ
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第 10図　堂古遺跡・下割遺跡の土器・陶磁器の分布（1）
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される。時期は珠洲Ⅱ期ࠒと考える。

SE380（ਤ൛ 27・93）

7 はखͮくね成形の土師質土器ࡼで、口ܘは 8.8Dm である。体部はఈ部から௚ઢ的に立ち上がり、口

ԑ୺部は面औりされる。体部とఈ部の境քは比ֱ的明ྎで、焼成は良޷である。時期は 13 世紀ޙ൒と考

える。

SE391（ਤ൛ 27・93）

珠洲焼の甕（8）・片口鉢（9）をਤࣔする。8 は体部にுりがऑく、口ԑ୺部はංްしてؙくおさめられる。

֎面は平行λλΩ、内面にはあて۩ࠟが残るが、あて۩ࠟは不明ྎである。時期は珠洲Ⅲ〜ᶚ期と考える。

9 の内面には 8 条 1 ୯位のԷ目がܺ間なくີにೖれられる。内面の࢖༻ࠟがݦ著で、特にఈ面はԷ目が

一部ফえている。

SE393（ਤ൛ 27・93）

土師質土器（11・10）ࡼ・珠洲焼片口鉢（12・13）をਤࣔする。10 はखͮくね成形で、口ܘ 9.0Dm、器

高は 1.8Dm である。器形はؙΈをもつఈ部から௚ઢ的に立ち上がり、口ԑ୺部はؙくおさめられる。体

部とఈ部の境քは不明ྎで、器นはややްい。内֎面に༉Ԏ様の୸化物が෇ணすることから、౮明ࡼとし

て࢖༻されたと༧想される。時期は 14 世紀前൒ࠒと考えておく。11 はϩΫϩ成形で、ఈ部の੾り཭し

はճసࢳ੾りである。体部は௚ઢ的に立ち上がり、ఈ部は器นがްい。内֎面には༉Ԏ様の୸化物が෇ண
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第 11図　堂古遺跡・下割遺跡の土器・陶磁器の分布（2）
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し、内面は器面のṞ落が目立つ。時期は 15 世紀代と考える。12・13 の器形は、体部から口ԑ部にかけ

て内࿷しながら立ち上がる。内傾する口ԑ୺部には೾状文がࢪ文される。12 の೾状文はৼ෯のཚれはほ

とんどなく、13 はৼ෯がཚれશ体的にࢪ文がૈい。いͣれも内面に୸化物が෇ணしており、12 の֎面に

はεεが෇ணする。Է目は 12 が 5 条 1 ୯位、13 が 8 条 1 ୯位である。なお 13 は 4%318 の 1 ૚から

出土した破片と接合している。時期はいͣれも珠洲ᶛ期である。

SE613（ਤ൛ 27・93）

14 は珠洲焼片口鉢で、ややࠊ高ぎΈの器形である。Է目は 16 条 1 ୯位で、ʮ米ʯの字状にೖれられる。

֎面とஅ面にεεが෇ணする。内面の࢖༻ࠟは比ֱ的ݦ著である。ఈ部֎面には、੾り཭しޙに൘上に置

いたとࢥわれるࠟ跡が残る。時期は珠洲Ⅲ期ࠒとࢥわれる。

SE737（ਤ൛ 27・93）

खͮくね成形の土師質土器（15）ࡼ・珠洲焼片口鉢（16）をਤࣔする。15 はఈ部からやや֎反ぎΈに立

ち上がり、ఈ部と体部の境քは不明ྎである。破片が小さくࠩޡもあるかもしれないが、口ܘは 10.6Dm

となる。時期は 14 世紀前൒と考える。16 は଻土が࠭質で、そのため摩耗が著しく器面もṞ落する。Է

目は 14 条 1 ୯位でີにೖれられる。

SE800（ਤ൛ 27・93）

珠洲焼のᆵ（17 〜 19）・片口鉢（20・21）をਤࣔする。17 はᆵ 3 種 $ ྨで、体部上൒にӶརな೾状文

が 2 ஈࢪされる。文様のৼ෯にཚれはほとんどない。時期は珠洲Ⅱ〜Ⅲ期とする。18 は֎反するᆵの口

ԑ部片で、୺部は面औりされる。時期は珠洲ᶚ期と考える。19 はᆵ , 種で、器形はఈ部から௚ઢ的に

立ち上がる。内面のϩΫϩ目がݦ著で、ఈ部֎面には੾り཭しޙに൘上に置いたとࢥわれるࠟ跡が残る。

4,256 の 4 ૚出土の破片と接合した。20 は体部が௚ઢ的に立ち上がる器形で、口ԑ୺部が面औりされ、

内側は上ํ΁ఠΈ上͛られる。Է目は 20 条 1 ୯位で、1 条当たりの෯がڱい。4%151、4,264 出土の

破片と接合している。時期は珠洲Ⅲ期ࠒと考える。21 も௚ઢ的に立ち上がる器形で、Է目は 7 条 1 ୯位

である。内面のϩΫϩ目や࢖༻ࠟはݦ著である。器形や଻土から 4,296 出土の 71 と同一個体の可能性

がある。

SE986（ਤ൛ 27・93）

22 は珠洲焼片口鉢で、11)23 に位置する 4E986 から出土した。ఈ部から内࿷しながら立ち上がる器

形で、口ԑ୺部は面औりされる。片口部内面の෯は約 1.5Dm（ࢦ 1 本ऑ）でڱい。1�2 ऑ遺存し、口ԑ部

は片口部に近いൣғしか遺存しない。そのためஅ定はできないが、Է目はࢪされていない可能性が高く、

内面には部分的にݦ著な࢖༻ࠟが確認できる。同様にࠩޡがあるかもしれないが、口ܘは 18.0Dm で、ʮ小

鉢ʯに分ྨできる。1�2 個体分の破片が出土する状況は、154E162 出土の 29 とྨࣅする。時期は珠洲ᶗ〜

Ⅱ期と考える。

SE1087（ਤ൛ 28・93）

須恵器ഋ֖（23）・珠洲焼片口鉢（24）をਤࣔする。23 は山ּ状のഋ֖で、口ԑ୺部は୹く、内側にや

や۶ۂする。時期は古代ᶚ期と考える。24 のԷ目は 9 条 1 ୯位で、Է目は比ֱ的ີにೖれられる。அ面

に୸化物が෇ணする。焼成はやや不良である。

SE1124（ਤ൛ 28・93）

25 は珠洲焼ᆵ T 種で、内࿷する体部にくの字状の口ᰍ部がつく。ᰍ部はංްし、口ԑ୺部は֎側΁ఠ

Έ出される。体部֎面にはҁਿ状のλλΩ、内面にはあて۩ࠟが残る。隣接するλλΩ同士の֯度がӶ֯
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なため、ҁਿが明ྎである。ᰍ部֎面にはʮ�ʯの記号文ないしࠁ字文がࠁまれる。චॱはॎઢˠԣઢの

ॱである。154E185$ の 1 ૚出土の破片と接合している。時期は珠洲Ⅱ〜Ⅲ期と考える。

15SE3（ਤ൛ 28・94）

珠洲焼の甕（26）・ᆵ T 種（27）・片口鉢（28）をਤࣔする。26 は内࿷する体部に୹い口ԑ部がつく器形で、

口ԑ୺部は֎側΁ఠΈ出される。体部֎面には平行λλΩ、内面にはあて۩ࠟが残る。また、体部֎面の

上位にはࠁ印が確認できる。時期は珠洲Ⅲ〜ᶚ期と考える。27は内࿷する体部にくの字状の口ᰍ部がつく。

ᰍ部は内֎面にྏが認められる。口ԑ୺部は֎側΁ఠΈ出され、ややؙΈをଳͼる。体部֎面にはҁਿ状

のλλΩ、内面にはあて۩ࠟが残る。λλΩがૈࡶで、ҁਿが่れ平行に近くなっている。体部֎面の上

位にはʮ大ʯのࠁ字文が確認できる。28 は体部から口ԑ部にかけてやや内࿷する器形で、୺面は少しく΅Ή。

内面には୸化物が෇ணし、11 条 1 ୯位のԷ目が確認できる。27・28 の時期は珠洲ᶚ期と考える。

15SE162（ਤ൛ 28・94）

29 は珠洲焼片口鉢である。器形はఈ部から௚ઢ的に立ち上がり、口ԑ部がわͣかに内࿷する。口ԑ୺

部は内傾し෯޿い面をもつが、内面のஈは不明ྎである。ࢪ文ํ法がૈࡶなためか、Է目は 7 条 1 ୯位

の部分と 5 条 1 ୯位の部分がࠞ在し、時計ճりで์ࣹ状にೖれられる。଻土は大小の᛽を含Έૈい。時

期は珠洲Ⅵ期と考える。12)2・3・8 に位置する 154E302 の 1・3 ૚出土の破片と接合するが、それͧ

れの井戸から約 1�2 個体分の破片が出土している。

15SE185（ਤ൛ 28・94）

土師器（30 〜 ৭土器（34）・珠洲焼（35）をਤࣔする。このほか青磁なども出土したが、小破ࠇ・（33

片のためਤ化していない。30 はඇϩΫϩ成形の小ܕ甕である。体部はやや内࿷ぎΈに立ち上がり、口ԑ

部はくの字状に୹く۶ۂする。୺部は面औりされる。体部֎面にはϋέやέズリがࢪされる。また内面に

はコή、֎面にはεεが෇ணする。31 〜 33 はඇϩΫϩ成形の長಑甕である。31・32 の体部は؇やかに

内࿷する。ᰍ部は௚立し、口ԑ部は֎傾する器形となる。調整はあまり明ྎではないが、φσやϋέがࢪ

される。33 の器形はఈ部から内࿷ぎΈに立ち上がる。内֎面にはϋέがࢪされ、ఈ部֎面までٴͿ。34

はඇϩΫϩ成形のഋྨとした。遺存状況から高ഋの可能性も残る。器形は体部が内࿷ぎΈに立ち上がり、

口ԑ部はわͣかに֎反する。30 〜 34 は古代ᶗ〜Ⅱ期の所࢈とࢥわれる。35 は片口鉢の口ԑ部片で、୺

面がわͣかにく΅Ή。破片のためԷ目の୯位は確認できない。時期は珠洲Ⅲ期ࠒである。

15SE219（ਤ൛ 28・94）

珠洲焼片口鉢（36 〜 41）をਤࣔする。36 はややࠊ高ぎΈの器形である。口ԑ୺部はංްし、୺面がや

やく΅Ή。Է目は 10 条 1 ୯位で、内面の࢖༻ࠟがݦ著である。37 の器形も 36 とほ΅同じだが、口ԑ

୺部はやや内傾する。Է目は 10 条 1 ୯位で、内面の࢖༻ࠟはݦ著である。36・37 の時期は珠洲ᶚ期と

考える。38 は口ԑ୺部が面औりされる。時期は珠洲Ⅲ期ࠒと考える。39 はఈ部から௚ઢ的に立ち上がる

器形である。Է目は 11 条 1 ୯位で、内面の࢖༻ࠟはݦ著である。଻土はૈく大小の᛽を多く含Ή。内֎

面ともに摩耗している。40・41 はఈ部の破片である。いͣれもԷ目は確認できないが、内面の࢖༻ࠟが

。著であることから片口鉢と判அしたݦ

15SE296（ਤ൛ 29・94）

42 は土師器の小ܕ甕で、ϩΫϩ成形とࢥわれる。器形はؙఈのఈ部から内࿷しながら立ち上がる。く

の字状に۶ۂする口ԑ部はわͣかに内࿷し、୺部はؙくおさめられる。଻土はࠞೖ物を多く含Ήૈいもの

で、やや摩耗している。時期は古代Ⅲ〜ᶚ期としておく。
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SD151（ਤ൛ 29・94）

43 は珠洲焼片口鉢である。体部はΏるやかに内࿷しながらに立ち上がり、口ԑ部はややංްする。Է

目は 16 条 1 ୯位で、内面の࢖༻ࠟはݦ著である。時期は珠洲ᶚ期と考える。

SD318（ਤ൛ 29・94）

44 は珠洲焼の小ܕᆵ 3 種である。ݞ部֎面には೾状文が८り、ৼ෯のཚれがほとんどない。内面શ体

に੺৭漆が෇ணするが、அ面には෇ணしていない。༻్としては漆༰器などが考えられる。時期は珠洲ᶚ

期ࠒであろうか。

SD462（ਤ൛ 29・94）

खͮくね成形の土師質土器（45）ࡼ・越前焼甕（46）をਤࣔする。45 はؙΈのあるఈ部からやや֎反ぎ

Έに立ち上がる器形で、口ԑ୺部はؙくおさめられる。内֎面には༉Ԏ様の୸化物が෇ணしており、౮明

された可能性がある。時期は༺࢖としてࡼ 14 世紀前൒と考える。46 の口ԑ部はडけ口状で、அ面形は

/ 字状となる。焼成は良޷である。時期は 13 世紀ޙ൒〜 14 世紀前൒としておく。

SD510（ਤ൛ 29・94・95）

古代の遺物は土師器（47 〜 ৭土器（53）・須恵器（54ࠇ・（52 〜 60）をਤࣔする。土師器はいͣれもϩ

Ϋϩ成形である。47 はແ୆࿶で、体部は内࿷し、口ԑ部はやや֎反する。器นはఈ部にްΈがあるが、

体部から口ԑ部は比ֱ的ۉ一である。શ体的に摩耗が著しい。48・49 の器種はࡼとした。ྨࣅの器形

はࠓ஑遺跡ʦ坂井ほか前ܝʧ（土師器）、ീ഼ྛ遺跡ʦ田中・܂原 1994ʧ（木器）、మ๒町遺跡ʦ౻巻・ԣ田

1995ʧ（須恵器）などで散見できる。器形は 48 が֎反しながら立ち上がり、口ԑ୺部はやや֎反しなが

ら上ํにఠΈ上͛られる。49 は௚ઢ的に立ち上がり、口ԑ୺部は௚立する。いͣれもఈ部੾り཭しٕ法

はճసࢳ੾りである。଻土はともにਫ਼良だが、焼成が不良で摩耗が著しい。47 〜 49 の時期はおおΉね

古代Ⅵ 2 〜 3 期と考える。50 は小ܕ甕で、口ԑ部はくの字状に۶ۂし、୺部はؙくおさめられる。51・

52 は長಑甕で、口ԑ部はくの字状に۶ۂする。52 は口ԑ部がややංްし、୺部は上ํにఠΈ上͛られる。

ともに体部はுりがなく、ほ΅ਨ௚状となる。調整は、֎面はφσ・ϋέ・έズリ、内面はφσ・ΧΩϝ

などがࢪされる。50 〜 52 の時期は古代ᶚ期と考える。53 の器種は高ഋで、ഋ部の内ఈ面と٭部が遺存

する。ഋ部の内面はࠇ৭ॲཧޙϛΨΩがࢪされ、٭部にはྠ積Έのࠟが明ྎに残る。時期は古代ᶗ期前

われる。54ࢥとޙ 〜 57 はແ୆ഋで、いͣれもఈ部੾り཭しٕ法はϔϥ੾りである。54 〜 56 はఈ部か

ら௚ઢ的に立ち上がり、57 はやや内࿷ぎΈに立ち上がる。55・57 の口ԑ部は֎反する。54 はఈ部がや

やްく、਎がਂい。56 の内֎面には火だすきのࠟ跡が残る。焼成は 54 をআき良޷である。時期は 54・

55 が古代ᶚ 1 〜 2 期、56 が古代Ⅲ 2 〜ᶚ 1 期、57 が古代Ⅲ 2 期と考えている。58 は༗୆ഋで、ఈ部

から内࿷しながら立ち上がり、口ԑ部は֎反する。高୆は֎΁౿んுるような形態で、内୺で接地する。

ϔϥ੾りによる੾り཭しޙ、そのࠟ跡をφσফす。焼成はやや不良である。時期は古代Ⅲ 2 期と考える。

59 はつまΈがٖๅ珠状となるഋ֖で、器นはްい。時期は古代ᶚ期と考える。60 はළྨとした。શ体の

器形は不明である。4*465 から同一個体片が出土している。

中世の遺物は珠洲焼（61・62）・越前焼（63）・੉戸ඒೱ焼（64・65）・白磁（66）をਤࣔする。61・62

は甕で、61 の口ԑ部はくの字状に۶ۂし、ややංްする。62 の口ԑ部は֎側にҾき出され、அ面形はコ

の字状となる。口ԑ୺部は比ֱ的平ୱである。ともに体部֎面には平行λλΩ、内面にはあて۩ࠟが残る。

時期はいͣれも珠洲ᶚ期ࠒと考える。63 は甕の体部片で、֎面に格ࢠ目のԡ印文が確認できる。ԡ印は

ॎઢ 11 条以上（4.0Dm 以上）、ԣઢ 6 条（3.1Dm）のԣ長である。4,256 出土の 68 にも同様のԡ印があ
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り、接合はしないが同一個体の可能性もある。ʮమృりʯٕ法が࠾༻されていないことから 16 世紀が下

となるʦ田中ݶ 1994ʧ。64・65 はఱ目஡࿸で、ఈ部をܽଛする。64 の器形は体部が௚ઢ的に立ち上がり、

口ԑ部は௚立する。時期は古੉戸ޙ期様式Ⅲ〜ᶚ期（15 世紀前葉〜末）ࠒと考える。65 は 64 に比べ体部

の器นがްく、口ԑ部のஅ面形はΏるい 4 字状となる。時期は大༼様式 2 〜 3 ஈ֊（16 世紀中葉〜末）ࠒ

と考えている。66 は口ಝ白磁で、器種は࿶ないしࡼと考える。口ԑ部は֎傾し、୺部はややؙΈをଳͼる。

時期は 13 世紀ޙ൒〜 14 世紀初頭と考える。

15SD23（ਤ൛ 29・95）

67 は֎面に೾状文がࢪされる須恵器甕で、ৼ෯のཚれはほとんどない。時期は古代ᶚ期ࠒとࢥわれる。

SK256（ਤ൛ 29・95）

越前焼甕（68）・口ಝ白磁（69）ࡼをਤࣔする。68 は֎面に格ࢠ目のԡ印文がࢪされる。ԡ印はॎઢ

12 条（4.6Dm）、ԣઢ 6 条（3.1Dm）のԣ長で、4%510 出土の 63 と同一個体の可能性もある。ʮమృりʯ

が確認できないことから、16 世紀が下ݶとなるʦ田中前ܝʧ。69 は体部がほ΅௚ઢ的に立ち上がり口ԑ

部にࢸる器形で、୺部はڧめに面औりされる。時期は 13 世紀ޙ൒〜 14 世紀初頭と考える。

SK264（ਤ൛ 29・95）

70 は珠洲焼片口鉢で、体部中位で内࿷する௿平な器形である。口ԑ୺部は面औりされ、୺面はわͣか

にく΅Ή。Է目は 10 条 1 ୯位である。4*255（1 ૚）、4%151 出土の破片と接合した。時期は珠洲Ⅲ〜

ᶚ期と考える。

SK296（ਤ൛ 29・95）

71 は珠洲焼片口鉢である。体部が௚ઢ的に立ち上がるややࠊ高の器形で、口ԑ୺部は面औりされる。

ϩΫϩ目がݦ著で、器面のԜತが著しい。Է目は 7 条 1 ୯位で、内面の࢖༻ࠟが目立つ。4E800 出土の

破片と接合し、4E800 出土の 21 と同一個体の可能性がある。時期は珠洲ᶚ期と考える。

SK381（ਤ൛ 30・95）

72 はϩΫϩ成形の土師器の小ܕ甕である。体部は௚ઢ的で、口ԑ部は؇くくの字状に۶ۂする。口ԑ

୺部は上ํにఠΈ上͛られる。֎面にはφσとΧΩϝがࢪされる。時期は古代ᶚ 1 期前ޙと考える。

SK722（ਤ൛ 30・95）

73 はखͮくね成形の土師質土器ࡼで、ややؙΈのあるఈ部から内࿷しながら立ち上がる器形である。

口ԑ୺部はؙくおさめられ、ఈ部と体部の境քは不明ྎである。શ体的に摩耗し、内面はṞ落する。時期

は 14 世紀前൒と考える。

P263（ਤ൛ 30・91・92・95）

74 は珠洲焼ᆵ T 種である。体部はなでݞ状となり、ᰍ部はややංްし֎面にྏが認められる。口ԑ୺

部は֎側にఠΈ出される。体部֎面にはҁਿ状のλλΩ、内面にはあて۩ࠟが残る。4E800（3・4・10 ૚）、

4%151（1・2 ૚）、4,167・264 出土の破片と接合した。時期は珠洲ᶚ期と考える。

P297（ਤ൛ 30・95）

75 は 8)10 に位置する 1297 から出土した口ಝ白磁ࡼである。体部は௚ઢ的に立ち上がり、口ԑ部は

֎傾する。口ԑ୺部はややڧめに面औりされる。時期は 13 世紀ޙ൒〜 14 世紀初頭と考える。

P500（ਤ൛ 30・95）

76 は 8)18 に位置する 1500 から出土したखͮくね成形の土師質土器ࡼで、口ܘは 9.0Dm である。

器นはްく、体部は内࿷しながら立ち上がる器形で、口ԑ୺部の面औりはऑい。શ体的に摩耗する。時期
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は 14 世紀前൒と考えておく。

P801（ਤ൛ 30・95）

77 は 7*5・8*1 に位置する 1801 から出土した珠洲焼甕で、口ԑ部はくの字状に۶ۂする。֎面には

平行λλΩ、内面にはあて۩ࠟが残る。時期は珠洲Ⅲ〜ᶚ期と考える。

c　遺 構 外 出 土（ਤ൛ 30・95・96）

古代の土師器・須恵器（78 〜 85）は 14+ Ⅱ・Ⅲ૚（中世遺構検出面）から出土し、遺存率が比ֱ的高い。

古墳時代の土師器（89 〜 91）は 15L 周辺や 16・17L 周辺のⅥ૚から出土したが、摩耗が著しくほとん

ど接合しない。器種はᆵや甕が多い。14+、15L 周辺、16・17L 周辺は中世の遺構がややرബである。

78・79 はϩΫϩ成形の土師器の小ܕ甕で、଻土はྨࣅする。78 は体部のுりがऑく、口ԑ部はくの

字状に۶ۂし、口ԑ୺部は面औりされる。体部内面にはΧΩϝが確認できる。શ体的に摩耗がݦ著である。

79 の器形は体部がٿ಑形で、口ԑ部はやや内࿷し、୺部は面औりされる。体部֎面はΧΩϝޙにέズリ

がࢪされ、内面はΧΩϝがࢪされている。78・79 の時期は古代ᶚ 1 期と考えている。80 は須恵器ແ୆

ഋである。器形はややؙΈのあるఈ部から௚ઢ的に立ち上がり、口ԑ部がやや֎反する。ఈ部੾り཭しٕ

法はϔϥ੾りで、焼成はやや不良である。時期は古代Ⅲ 2 〜ᶚ 1 期である。81 は須恵器༗୆ഋで、器形

は体部が؇やかに内࿷しながら立ち上がり、口ԑ部は֎反する。高୆が௿く、֎側΁౿んுるような形状

である。ఈ部੾り཭しٕ法はϔϥ੾りで、࢖༻ࠟがあまり確認できない。時期は古代Ⅲ 2 期と考えられる。

82 〜 85 は須恵器ഋ֖である。いͣれも器形はఱ井部がፏ平で、口ԑ୺部は୹く内側΁۶ۂする。82 は

ϔϥ੾りによる੾り཭しޙ、内֎面にϩΫϩφσがࢪされ、83 〜 85 は੾り཭しޙ、έズリとφσによ

り੾り཭しのࠟ跡がফされている。時期は 82 が古代Ⅲ 2 期前83、ޙ 〜 85 が古代Ⅲ 2 〜ᶚ 1 期と考え

ている。86 はखͮくね成形の土師質土器ࡼである。体部は内࿷しながら立ち上がり、口ԑ୺部は面औり

される。ఈ部と体部の境քは不明ྎで、器นがްい。ఈ部֎面にはࢦ頭ѹࠟが残る。時期は 14 世紀前൒

と考える。87 は珠洲焼ළྨの೺खで、खͮくねのࠟ跡が残る。88 は青磁࿶で、高୆内はࢪᬵされていな

い。ᬵのްさはશ体的にബい。89 〜 91 は古墳時代前期の土師器で、摩耗が著しい。89 は二重口ԑᆵの

口ԑ部片で、口ԑ部に೪土をష෇してஈを作出する。調整は֎面にφσ、内面にϛΨΩがわͣかに確認で

きる。90 も二重口ԑᆵとした。89 ほど明ྎではないが、ஈが設けられている。91 はᆵのᰍ部で、೪土

をష෇してஈを作出している。

2）土 製 品

a　遺　構　出　土

SE237（ਤ൛ 30・96）

92 は珠洲焼甕・ᆵの体部片をݚຏ۩にస༻している。比ֱ的खにもちやすい大きさである。֎面のλ

λΩ部分が࢖༻面で、特に中心部の摩耗が著しい。

SE613（ਤ൛ 30・96）

93 は須恵質の平נで、Ԝ面には布目ࠟが、ತ面にはೄୟきࠟが残る。焼成は良޷である。

15SE185（ਤ൛ 30・96）

94 は٭ࢧとした。下部をܽଛするが、٭部がつくとࢥわれる。֎面上部（残存長の 3�4）がඃ೤し、調

整はϋέがࢪされる。95 は円筒形土製品で、֎面にϋέがࢪされ、内面にはྠ積ࠟが残る。
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SD510（ਤ൛ 30・96）

96 は円柱状の٭ࢧ片で、௚ܘ約 1.0Dm の޸が確認できる。֎面にはखͮくねࠟが残り、内֎面はඃ೤

する。97 〜 99 は珠洲焼甕・ᆵのస༻ݚຏ۩である。97 は上୺・右側面のஅ面部分、98 は֎面λλΩ

部分とఈ部֎面、99 は֎面λλΩ部分が࢖༻面である。98・99 はखにもちやすい大きさである。

15SX182　（ਤ൛ 30・96）

100 は円筒形土製品である。֎面はϋέがࢪされ、内面には成形時のྠ積ࠟが残る。

b　遺 構 外 出 土 （ਤ൛ 30・96）

101 は 13(21 Ⅲ૚（中世遺構の検出面）から出土した٭ࢧで、٭部はϋの字状に։く。内面や֎面中

位にखͮくねࠟが残る。֎面上൒部はඃ೤し、શ体的に摩耗する。102 は珠洲焼甕・ᆵのస༻ݚຏ۩で、

֎面のλλΩ部分が࢖༻面である。比ֱ的खにもちやすい大きさで、7) ᶗ૚から出土した。

3）石 製 品

石製品は砥石・硯・ຏ石ྨ・石鉢・ຏ製石ිなどが出土した。ຏ製石ිはೄ文時代の所࢈で、中世の井

戸（4E367）にࠞೖしたものと考えている。石製品は井戸や溝から出土する傾޲にあり、遺構ີ度が高い

4%510 の北東側から多く出土する。

a　遺　構　出　土

SE306（ਤ൛ 31・96）

103 は砥石（中砥ないし࢓上砥）である。形状は֯柱状でްΈがあり、上୺をܽଛする。ਖ਼ཪ左右側面が

。であるؠփڽはࡐΈࠟがある。側面にやや反りが認められる。石ࠁかなઢ状ࠟやࡉ、面で༺࢖

SE367（ਤ൛ 31・96）

104 はຏ製石ිである。基部側がڱいᎢ形をఄしている。શ面を丁ೡにݚຏし、ਕ部には࢖༻ࠟが認

められる。石ࡐはऄ໲ؠで、4E367 ఈ面のほ΅中央からਕ部を南側に޲けて出土した。

SE737（ਤ൛ 31・96）

105 は༻్不明石製品とする。۱ؙ長ํ形の自然᛽の側面にඉ状のࡉいࠁΈࠟやࠟࡲ、ਖ਼ཪ面に溝状

のࠁΈࠟが確認できる。ఝやਲ਼のようなઌのࡉい޻۩のઑ୺などをݚຏした砥石の可能性もある。ݚຏは

ԟ෮ํ޲に行われている。石ࡐはೈ質のڽփؠである。

SE1104（ਤ൛ 31・96）

106 は砥石（ߥ砥）である。形状は֯柱状に近くްΈがあり、ほ΅׬形である。ਖ਼ཪ左右側面が࢖༻面で、

はࡐຏしたࠟ跡と考えられる。石ݚかなઢ状ࠟやਂい筋状ࠟがある。この筋状ࠟはઌ୺がઑったものをࡉ

。であるؠ࠭

SD151（ਤ൛ 31・96）

107 はຏ石ྨで、自然᛽をૉࡐとする。ਖ਼ཪ面ともᏏଧによるԜΈ、上下୺にπϒϨが認められる。

石ࡐはڽփؠで、શ体に෩化する。

SD318（ਤ൛ 31・83・96）

108 は硯で上୺（ւ部分）をܽଛする。શ体にṞ落が認められ、遺存状況はあまりよくない。ԑの内側

はཛ形で、ԑ辺に๽ࠟが残存する。ԑの高さは約 0.2Dm、ւ部のਂさ約 1.3Dm である。硯面は比ֱ的丁
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ೡな作りだが、ཪ左右側面にはઢ状ࠟが残る。製作ࠟであろうか。石ࡐはࠇ৭೪൘ؠで、石質はあまり៛

ີではない。109 〜 111 は砥石（中砥ないし࢓上砥）で、形状は֯柱状に近い。109 は側面にやや反りを

もつが、それ以֎はあまり反らない。石ࡐはすべてڽփؠである。

SD510（ਤ൛ 31・97）

112 は石鉢で、片口部分のΈ遺存する。特にεεなどの෇ண物も認められない。石ࡐは࠭ؠである。

113 は自然᛽をૉࡐとする砥石である。ਖ਼ཪ面が࢖༻面で、ࡉかなઢ状ࠟやࠁΈࠟが残る。左側面をܽ

ଛする。石ࡐは҆山ؠである。

b　遺 構 外 出 土（ਤ൛ 31・97）

114 は砥石（中砥ないし࢓上砥）である。形状は֯柱状で、側面は反っている。ਖ਼ཪ左右側面が࢖༻面で、

。であるؠは流໲ࡐかなઢ状ࠟがある。上下୺はܽଛしており、ද面にはεεが෇ணする。石ࡉ

4）木 製 品

漆器・ۂ物・സのほか、部ࡐなどが出土した。ਤࣔしていないものも含め、すべて井戸から出土している。

SE80（ਤ൛ 31・97）

115 はߌ状木製品で、下୺を右側ԑから斜めに࡟り、ઑ୺を作出する。上୺と下୺をܽଛする。116

は൘状木製品で、ཪ面と上下୺をܽଛする。

SE196（ਤ൛ 31・97）

117 は漆器࿶で、ఈ部から体部の一部が遺存する。内֎面にࠇ৭漆をృ布する。器形はఈ部から௚ઢ

的に立ち上がる。木औりはԣ木औりである。

SE412（ਤ൛ 31・97）

118は漆器ࡼで、内֎面にࠇ৭漆をృ布する。器形はఈ部から௚ઢ的に立ち上がる。木औりはॎ木औりで、

ఈ部に᫛᫡൨きのࠟ跡が残る。時期は 13 世紀ޙ൒〜 14 世紀前൒と考える。

SE737（ਤ൛ 31・64・97）

119 は漆器࿶である。内֎面にはࠇ৭漆をృ布し、੺৭漆で文様（২物文か）がඳかれる。֎面の文様

は同じものが 3 ୯位ඳかれる。ఈ部からΏるやかに内࿷しながら立ち上がる器形で、器นはશ体的にബい。

木औりはԣ木औりである。時期は 13 世紀ޙ൒〜 14 世紀代と考える。120・121 は൘状木製品で、木औ

りはຝ目である。120 は上下୺をܽଛし、ਖ਼面に斜位のՃࠟ޻が残る。121 も上下୺をܽଛし、ܘ 0.3 〜

0.5Dm の޸が 5 か所確認できる。޸はいͣれも摩耗し、ඥなどを௨していたとࢥわれる。

SE999（ਤ൛ 32・97）

122 はۂ物ఈ൘とする。木ఝ穴が確認できないため、側൘にऔりつける前の可能性がある。̏ຕの൘

を合ఝで接ぎ合せており、合ఝは遺存している。木औりはຝ目で、थ種はト΢ώଐである。123 は༰器

の֖であろうか。2 か所にܘ約 0.7Dm の޸が確認でき、側面؍は࿷ۂする。木औりは൘目で、थ種はΩ

ϋμである。

15SE222（ਤ൛ 32・64・97）

124 は白木࿶とした。器形はఈ部から内࿷しながら立ち上がり、口ԑ୺部は上ํに൨き出される。器

นはްΈがあり、᫛᫡൨きのࠟ跡が明ྎに残る。ఈ部には޸が 2 か所、ఈ部֎面には木地を᫛᫡にݻ定

したࠟ跡が 1 か所確認できる。ະ製品の可能性があり、小刀（133）とともにҙਤ的に井戸のなかにೖれ
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られたと考えられる。木औりはԣ木औりで、थ種はϒφଐである。

15SE229（ਤ൛ 32・97）

125 はࠋఈ൘ないしは༰器の֖であろうか。中央に 0.9Dm の޸、四۱に約 0.5Dm の޸が設けられる。

ਖ਼面にはࠇ৭෇ண物が認められる。木औりはຝ目で、左右側面をܽଛする。थ種はώノΩである。

15SE282（ਤ൛ 32・98）

126 はസで、上୺と下୺をઑらすようにՃ޻する。थ種はεΪである。127 は֯柱状の部ࡐで、下部

にはՃࠟ޻（ፘり）が認められる。木औりはຝ目で、上୺と下୺をܽଛする。

15SE296（ਤ൛ 32・98）

128 はۂ物ఈ൘とする。右֎周が破ଛするため明確ではないが、木ఝ穴などは確認できない。ਖ਼面な

どにՃࠟ޻やઢ状ࠟが確認できる。木औりはຝ目で、थ種はώノΩである。

5）金　ଐ　製　品

鎌・刀ࢠ・小刀・༻్不明金ଐ製品が柱穴・井戸・溝などから出土している。器種では刀ࢠ・小刀の出

土が多い傾޲がある。

a　遺　構　出　土

SB1018（ਤ൛ 32・68・98）

129 は 1122 から出土した༻్不明金ଐ製品である。上୺は݋ઌ状をఄするが、ઌ୺をܽଛするため

物が確認できる。長さىは不明である。下୺もܽଛし、下部には目ఝ状のಥࡉৄ 13.0Dm、෯ 2.8Dm、ް

さ 1.3Dm である。130 は 1114 から出土した刀ࢠで、ਕ部とܪの一部が残存する。

SB1019（ਤ൛ 32・64・98）

131 は 1168 から出土した鎌である。ਕ部のްさはബく、反りはほ΅ない௚ਕである。ਕ部の長さは

ਪ定約 17.0Dm である。ฑの部分には木質・目ఝが残存するが、ฑ自体は残存しない。形状や大きさか

ら࣮༻的なਕ鎌と考えられる。

SE315（ਤ൛ 32・98）

132 は刀ࢠである。ਕ部とܪをܽଛし、区の周辺のΈ残存する。

15SE222（ਤ൛ 32・64・98）

133 は小刀である。ほ΅׬形で、反りが認められる。ܪに目ఝ穴が 1 か所確認できるが、目ఝやฑ

は残存しない。ҙਤ的にฑが֎され、白木࿶（124）とともに井戸にೖれられた可能性がある。長さは

29.3Dm である。

SD318（ਤ൛ 32・98）

134 は刀ࢠで、区の周辺のΈ残存する。

SD328（ਤ൛ 32・98）

135 は༻్不明金ଐ製品で、一部がંり͛ۂられる。

b　遺 構 外 出 土（ਤ൛ 32・98）

136 は༻్不明金ଐ製品とした。下ํに޲かい෯が޿がる形状で、下୺は平ୱである。அ面形はፏ平で、

下ํに޲かいঃʑにްΈをݮじる。上୺はܽଛするが、֯柱状のฑがつく可能性がある。
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4　下　割　遺　跡

A　遺　　　構

1）֓　　　要

記ड़のํ法と遺構の分ྨについては第Ⅲষ 3A1）・3）に४じて

記ड़する。2015 年度調査で検出した、2010 年度調査遺構の延

伸部分は同一の遺構名を࢖༻した（4#09、4E212、4%253・267・

このうち。（4,291、߼、299 4E212 は 2010 年度にピット（1212）

としたが、2015 年度調査の結果、井戸と判அしたのでʮ4E212ʯ

として報告する。2015 年度調査の遺構については、遺構ུ号の前

に調査年ʮ15ʯを෇した。遺構数は 2010 年度遺構の延伸部分を

含め、掘立柱建物 1 棟、井戸 21 基、溝 11 条、߼ 1 条、土坑 23 基、ピット 260 基である（第 7 ද）。遺

構番号は 313 まで෇したが、245 はܽ番とした。

西側調査区（市道の南西側）の遺構分布は、19.・/、20. には溝が多く、20. 周辺には井戸がやや

まとまって位置する。20,・L 周辺はピットを中心に土坑や井戸などが఺在し、19L 周辺は遺構がややر

ബとなる。東側調査区（市道の北東側）は 18・19 ྻ間を境として、その東西で遺構分布にภりが見られる。

19・20 ྻ（西側）は大ܕ土坑（154,170・199・252）のほか、ピットがやや多く分布する。ピットのな

かには、ਂさがਂく建物などの柱穴として機能した可能性があるものも確認したが、4#09 をআき建物な

どの認定にはࢸらなかった。17・18 ྻは、堂古遺跡との間を流れる೶業༻ਫ路に޲かい地形が傾斜して

おり、遺跡のԑ辺部に当たる。そのため遺構分布がرബになっている。

2010・2011 年度調査では古代から近世の遺構が確認されているがʦ石川・山下ほか前ܝʧ、2015 年度

調査の遺構からは主に中世から近世の遺物が出土している。遺構出土の遺物量、遺物が出土した遺構数は

多くはなく、遺構の埋土や形態上のࠩҟなどもほとんど認められないため、時期を特定できる遺構は少な

い。そのため、時期を特定できる遺構以֎は、おおΉね中世から近世の遺構とまでしかٴݴできない。し

たがって、遺構の種別͝とにઆ明していく。

2）掘 立 柱 建 物

2015 年度は 262 基のピットを検出した。掘立柱建物を構成する柱穴となる可能性が考えられるもの

も存在したが、建物と認定できたものは 1 棟のΈである。

SB09（ਤ൛ 37・99）

2010 年度調査で調査ൣғ֎であった 4#09 の北東۱柱（15115・16）を検出した。西側調査区 20・

21L、21. に位置するܻ行 2 間（6.56m）ʷྊ間 1 間（4.16m）の建物である。2010 年度にはܻ行の延

伸が不明であったため 2 間以上としていたがʦ石川・山下ほか前ܝʧ、2015 年度調査でそれ以上の延伸が

ないことが判明した。ܻ行ํ޲ /�22 �˃E の南北棟で、面積は約 27.30m2 である。1213 をআき柱穴が 2

基 1 組、0.56 〜 0.96m 間ִでܻ行上に配置され、15115 の北側にも 15116 が位置する。これらのピッ

ト（1215・277・284・255 北、15116）は柱のิڧ目的やচଋ柱の可能性がࢦఠされているʦ石川・山

2010 年度の 
遺構の延伸 2015 年度

掘立柱建物 1 0

井  戸 1 20

溝 3 8

߼ 1 0

土  坑 1 22

ピ ッ ト 0 �260

� ピット 2 基は掘立柱建物で集計

第 7表　下割遺跡の遺構数
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下ほか前ܝʧ。ܻ行の柱穴間ִは 2.28 〜 4.24m で、北側がڱく、南側が޿い。ྊ行は 4.16m と 4.18m で、

ほ΅౳間ִである。柱穴の平面形はପ円形が多く、ن໛はܘ 0.18 〜 0.72m、ਂ さ 0.27 〜 0.84m である。

かなり͹らつきがあるが、北側に位置する 1215・277・284・255 北、15116 のํが、南側の柱穴よ

りおおΉね小ܕである。柱ࠟは 1213 で確認でき、ܘは 0.13m である。15116 内ではࠜ石状の᛽を確認

した。この᛽に関しては、柱のิڧとの関࿈性のほか、15116 でのΈ確認できることから柱の長さ調整

の可能性もࢦఠできる。遺物は 15115 の 1 ૚から近世陶器片が出土した。2010 年度調査で 1215 から

17 世紀ޙ൒〜 18 世紀前൒の陶磁器が出土しており、近世の建物とされているʦ石川・山下ほか前ܝʧ。

3）井　　　戸

西側調査区で 14 基、東側調査区で 7 基の合計 21 基の井戸を検出した。そのうちの 1 基（4E212）が

2010 年度調査時にピットとした遺構（1212）の延伸部分で、2015 年度の調査の結果、井戸と判அした。

井戸はすべてૉ掘りである。埋土はԫ׊৭೪質土やփ৭೪質土などを含Ήࠇ৭ܥ埋土とᶚ・ᶛ૚に༝དྷす

る׊৭ܥ・փ৭ܥ埋土がଯ積しており、基本的には人ҝ的に埋め໭されたと判அしている。2015 年度調

査では、遺構からの出土遺物は少ないとはいえ、遺構別では井戸から出土する傾޲が認められる。ここで

は、遺物の出土などであるఔ度時期のਪ定できる井戸を中心に記ड़する。井戸の調査のաఔでは、0.5 〜

0.6m 掘り下͛たところで༙ਫを確認し、่落のݥة性が考えられたため、人ྗでの掘࡟を約 1m までと

した。井戸下部の調査は、ۭࣸߤ真ࡱ影ޙに重機を࢖༻してஅち割りを行い、遺物の確認やஅ面の記録

を行った。அち割り調査のํ法などは、第Ⅲষ 3A 5）に४じている。なお、主に重機の作業εϖーεと

の関係で、上部調査時のηΫシϣϯϙイϯトとは反ର側からஅち割り調査を行った井戸は、154E100・

121・155 の 3 基である。

SE212（ਤ൛ 37・101）

2010 年度にピットとした遺構（1212）で、2015 年度の調査の結果、井戸と判அした。西側調査区

20L5・10、21L1・6 に位置する。平面形は円形、அ面形は上位でわͣかに։く 6 字状をఄする。น面

の่落はなく、原形をほ΅อつ。ن໛は長ܘ 1.09m、୹ܘ 1.00m、ਂさ 1.08m を測る。埋土は 3 ૚に

分かれ、փ৭׊・ܥ৭ܥ埋土がほ΅ਫ平にଯ積する。3 ૚はしまりがऑく、௚ܘ 4 〜 8Dm の᛽を少量含Ή。

15172 と重複し、新چ関係は 15172 に੾られる。遺物は出土していない。

15SE32（ਤ൛ 38・101）

西側調査区 20L7・8 に位置する。平面形は円形で、அ面形は 6 字状に近い。中位東側が大きく๲らΈ、

น面は่落している。ن໛は長ܘ 1.26m、୹ܘ 1.18m、ਂさ 2.31m、中位の࠷大ܘは 1.31m を測る。

埋土は 13 ૚に分かれる。おおΉねփ৭׊・ܥ৭ܥ埋土が主体で、上位・下位はϨϯズ状、中位はਫ平に

ଯ積する。154%48、15161・62 と重複し、新چ関係は 154%48、15161・62 を੾る。遺物は 1・3・

9・11 ૚から近世陶磁器片（Ꭼ鉢など）が出土したほか、ຏ石ྨ（48）も出土した。

15SE44（ਤ൛ 38・101）

西側調査区 20L17・22 に位置する。平面形は円形で、அ面形は下位がやや๲らΉ 6 字状をఄし、น

面は่落している。ن໛は長ܘ 0.83m、୹ܘ 0.76m、ਂさ 2.00m を測る。埋土は 11 ૚に分かれる。お

おΉねࠇ৭ܥ埋土とփ৭׊・ܥ৭ܥ埋土のޓ૚で、6 ૚が 7 〜 11 ૚を掘り込Ήようなଯ積状況が確認で

きる。上୺の中心と 6 ૚の中心が大きくͣれているためৄࡉは不明であるが、น面の่落などにより埋

め໭した（7 〜 11 ૚）ޙに、掘り௚した可能性も考えられるかもしれない。遺物は 6・11 ૚から近世陶
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磁器片、2 ૚から༻్不明金ଐ製品が出土している。

15SE74（ਤ൛ 38・102）

西側調査区 19L7・8 に位置し、154,38 掘ޙ࡟にఈ面で検出した。平面形は円形、அ面形はശ状をఄ

する。น面の่落はなく、原形をอつ。ن໛は長ܘ 0.79m、୹ܘ 0.72m、ਂさ 1.00m を測る。埋土は 8

૚に分かれる。փ৭׊・ܥ৭ܥ埋土が主体で、下位はਫ平、上位はϨϯズ状にଯ積する。154,38 と重複し、

新چ関係は 154,38 に੾られる。遺物は出土していない。

15SE81（ਤ൛ 38・102）

西側調査区 19.15 に位置し、南西側には 154E82 が隣接する。平面形はପ円形で、அ面形は下位が

やや๲らΉ 6 字状をఄし、น面は่落している。ن໛は長ܘ 1.09m、୹ܘ 0.87m、ਂさ 1.20m を測る。

埋土は 5 ૚に分かれ、主にփ৭׊・ܥ৭ܥ埋土がਫ平にଯ積する。࠷下૚（5 ૚）にしまりのऑい҉྘փ

৭೪質土がްくଯ積する状況は、154E82 とڞ௨する。遺物は୆石（49）が 5 ૚から出土した。

15SE82（ਤ൛ 38・102）

西側調査区 19.15・20、20.11・16 に位置し、北東側には 154E81 が隣接する。平面形はପ円形

で、அ面形は֊ஈ状をఄし、น面は่落している。ن໛は長ܘ 1.24m、୹ܘ 1.03m、ਂ さ 1.24m を測る。

埋土は 5 ૚に分かれ、փ৭׊・ܥ৭ܥ埋土がほ΅ਫ平にଯ積する。࠷下૚（5 ૚）にしまりのऑい҉྘փ

৭೪質土がްくଯ積する状況は、154E81 とڞ௨する。近世の可能性も残る 4%267 と重複し、新چ関係

は 4%267 を੾る。遺物は 5 ૚から珠洲焼片口鉢片（ᶚ〜ᶛ期）が出土した。

15SE100（ਤ൛ 39・102）

西側調査区 20.1 に位置する。明࣏以߱に構ஙされた߼ʦ石川・山下ほか前ܝʧ掘ޙ࡟に検出した。平

面形はํ形、அ面形はശ状をఄする。น面の่落はなく、原形をほ΅อつ。ن໛は長࣠ 0.86m、୹࣠ 0.83m、

ਂさ 1.10m を測る。埋土は 5 ૚に分かれ、શ体的にしまりがややऑいփ৭ܥ埋土や׊৭ܥ埋土がϨϯズ

状にଯ積する。૚ްは 4 ૚がもっともްく、1�2 以上を઎める。明࣏時代以߱に構ஙされた߼と重複し、

新چ関係はこの߼に੾られる。遺物は 3 ૚から須恵器片が出土した。

15SE107（ਤ൛ 39・103）

西側調査区 20.3・8 に位置する。4,291 掘ޙ࡟にఈ面で検出した。平面形はପ円形、அ面形はശ状

をఄする。น面の่落はなく、原形をほ΅อつ。ن໛は長ܘ 0.83m、୹ܘ 0.66m、ਂさ 1.20m を測る。

埋土は 4 ૚に分かれ、փ৭ܥ埋土がほ΅ਫ平にଯ積する。4,291 と重複し、新چ関係は 4,291 に੾られる。

遺物は砥石（50）や下駄（58）、൘状木製品が出土した。

15SE108（ਤ൛ 39・103）

西側調査区 20.7 に位置する。平面形は円形、அ面形は下位がڱく上位が։く 6 字状をఄし、น面の

่落はなく、原形をほ΅อつ。ن໛は長ܘ 0.88m、୹ܘ 0.83m、ਂさ 1.78m を測る。埋土は 5 ૚に分

かれる。主に下位にはࠇ৭ܥ埋土が、上位〜中位にはփ৭ܥ埋土がଯ積し、4 ૚は୸化物を多く含Ή。ଯ

積状況は下位がϨϯズ状、上位はਫ平ଯ積である。154E162 と重複し、新چ関係は 154E162 を੾る。

遺物は 3 ૚から珠洲焼片口鉢片、1 ૚から陶器片、5 ૚から砥石（51）などが出土した。

15SE111（ਤ൛ 39・103）

東側調査区 18*19 に位置する。平面形は円形、அ面形はശ状をఄする。น面の่落はなく、原形を

ほ΅อつ。ن໛は長ܘ 0.89m、୹ܘ 0.85m、ਂさ 0.78m を測る。埋土は 6 ૚に分かれ、ࠇ৭ܥ埋土

がϨϯズ状にଯ積する。特に 6 ૚は୸化物を多く含Έ、しまりがऑい。151221 と重複し、新چ関係は
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151221 を੾る。遺物は珠洲焼甕（1）や青磁࿶（2）、陶磁器（1 ૚）のほか、᛽も出土した。

15SE121（ਤ൛ 39・103）

東側調査区 20+18・23 に位置する。平面形はପ円形、அ面形は上位がやや։く 6 字状をఄする。น面

の่落はなく、原形をほ΅อつ。ن໛は長ܘ 1.00m、୹ܘ 0.81m、ਂさ 1.42m を測る。埋土は 7 ૚に

分かれる。7 ૚がփ৭ܥ埋土のほかは、いͣれもࠇ৭ܥ埋土で、Ϩϯズ状や斜位にଯ積する。151151 と

重複し、新چ関係は 151151 を੾る。遺物は出土していない。

15SE155（ਤ൛ 39・104）

東側調査区 19+19 に位置する。平面形はํ形に近く、அ面形は上位がやや։くശ状をఄする。น面の

่落はなく、原形をほ΅อつ。ن໛は長࣠ 0.98m、୹࣠ 0.94m、ਂさ 1.07m を測る。埋土は 5 ૚に分

かれる。おおΉねփ৭ܥ埋土とࠇ৭土ܥ埋土のޓ૚で、ਫ平ないしϨϯズ状にଯ積する。埋土はいͣれも

೪性がڧい。遺物は出土していない。

15SE162（ਤ൛ 39・104）

西側調査区 20.7 に位置する。平面形は円形、அ面形はശ状をఄする。น面の่落はなく、原形をอつ。

ܘ໛は長ن 1.09m、୹ܘ 1.03m、ਂさ 0.93m を測る。埋土は 4 ૚に分かれる。փ৭׊・ܥ৭ܥ埋土が

ଯ積し、2 ૚の明ԫ׊৭೪質土が約 1�2 を઎めている。154E108 と重複し、新چ関係は 154E108 に੾

られる。遺物は出土していない。

15SE193（ਤ൛ 39・104）

東側調査区 17+10、18+6 に位置する。平面形はପ円形、அ面形は 6 字状に近く、น面は่落している。

ܘ໛は長ن 1.62m、୹ܘ 1.33m、ਂさ 1.97m を測り、2015 年度調査分のなかで࠷大の井戸である。埋

土は 10 ૚に分かれ、おおΉねࠇ৭ܥ埋土とփ৭׊・ܥ৭ܥ埋土のޓ૚である。ଯ積状況は 6 〜 8 ૚がϨ

ϯズ状、そのほかはਫ平にଯ積する。遺物は 3・6・9 ૚から珠洲焼甕体部片や片口鉢片、2 ૚から近世

陶器片が出土したほか、୆石（52）も出土している。

15SE214（ਤ൛ 34・35・100・104）

東側調査区 19+18・22・23 に位置する。平面形は円形、அ面形はശ状に近く、น面は่落してい

る。ن໛は長ܘ 1.22m、୹ܘ 1.10m、ਂさ 1.77m を測る。埋土は 11 ૚に分かれ、8 〜 11 ૚はࠇ৭ܥ

埋土とփ৭ܥ埋土のޓ૚、1 〜 7 ૚はփ৭׊・ܥ৭ܥ埋土がଯ積する。埋土やஅ面࡯؍から、7 ૚以上

と 8 ૚以下で掘り௚されたと考えられる。154,170、151292 と重複し、新چ関係は 151292 を੾り、

154,170 に੾られる。遺物は 8 ૚から珠洲焼片口鉢片、11 ૚からંෑఈ൘（59）が出土した。

15SE291（ਤ൛ 34・35・100・105）

東側調査区 19+7 に位置し、154,252 掘࡟時に検出した。平面形はପ円形、அ面形は୆形状をఄする。

น面の่落はなく、原形をほ΅อつ。ن໛は長ܘ 0.89m、୹ܘ 0.68m、ਂさ 0.71m を測る。埋土は 17

૚に分かれ、おおΉねࠇ৭ܥ埋土とփ৭׊・ܥ৭ܥ埋土のޓ૚となる。154,170・252 と重複し、新چ

関係は 154,170・252 に੾られる。遺物は出土していない。

4）溝

西側調査区で 5 条、東側調査区で 6 条の溝を検出した。東側の溝は残存状態がѱいものや、調査ൣғ

֎΁延ͼશ༰が不明なものが多く、性格の特定にはࢸらなかった。西側の溝は区画溝と考えられ、2010

年度調査ൣғから延伸するものが多い。ここでは西側の溝について記ड़する。
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SD253（ਤ൛ 34・35・99・105）

2010 年度調査ൣғから延伸する溝で、20. に位置する。長࣠ํ޲は /�81 �˃8 である。平面形は௚ઢ状、

அ面形は൒円状をఄする。ن໛（2015 年度検出分）は長さ 5.80m、෯ 0.65 〜 1.10m、ਂ さ 0.25m である。

埋土は 3 ૚に分かれփ৭׊・ܥ৭ܥ埋土がଯ積する。154%94 と重複し新چ関係は 154%94 に੾られる。

遺物は出土していない。2010 年度の調査では近世ޙ期以߱の溝とされているʦ石川・山下ほか前ܝʧ。

SD267（ਤ൛ 34・35・99・105）

2010 年度調査ൣғから延伸する溝で、19・20. に位置する。長࣠ํ޲は /�70 �˃8 である。平面形

は௚ઢ状、அ面形は୆形状をఄする。ن໛（2015 年度検出分）は長さ 14.18m 以上、෯ 0.70 〜 1.20m、

ਂさ 0.55m である。埋土は 11 ૚に分かれ、׊৭ܥ埋土が主体となる。அ面࡯؍では 4 ૚以上と 5 ૚以

下で、掘り௚されたような状況が認められる。そのほかのஅ面では埋土は 15 ૚ఔ度に分૚でき、掘り௚

された状況は確認できない。2010 年度調査でも確認できないことから、ほかの遺構が位置していた可

能性も考えられるが、平面では確認できなかった。154E82、154%94、4,291 と重複し、新چ関係は

4,291 を੾り、154E82、154%94 に੾られる。遺物は主にนࡍから須恵器や珠洲焼、越前焼、近世陶

磁器が出土した。2010 年度の調査では中世の溝とされているʦ石川・山下ほか前ܝʧが、出土遺物から

近世の可能性もある。

SD299（ਤ൛ 34・35・99・105）

2010 年度調査ൣғから延伸する溝で、19・20/ に位置する。長࣠ํ޲は /�74 �˃8 である。平面形

はほ΅௚ઢ状、அ面形はހ状をఄする。ن໛（2015 年度検出分）は長さ 8.08m 以上、෯ 0.50 〜 0.70m、

ਂさ 0.26m である。埋土は׊փ৭೪質土の୯૚で、遺物は出土していない。2010 年度の調査では近世

の溝とされているʦ石川・山下ほか前ܝʧ。

15SD94（ਤ൛ 34・35・99・105）

19・20. に位置する。長࣠ํ޲は /�82 �˃8 である。平面形はほ΅௚ઢ状、அ面形は൒円状をఄする。

໛は長さن 7.40m 以上、෯ 0.45 〜 0.95m、ਂさ 0.17m である。埋土は 2 ૚に分かれる。փ৭ܥ埋土

がϨϯズ状にଯ積し、1 ૚はమ分を含Ή。4%253・267 と重複し、新چ関係は 4%253・267 を੾る。遺

物は出土していないが、4%253 が近世ޙ期の溝なのでʦ石川・山下ほか前ܝʧ、それ以߱の構ஙとなる。

5）土　　　坑

SK291（ਤ൛ 40・105）

2010 年度調査ൣғから延伸する土坑で、西側調査区 20.3・4・8・9 に位置する。平面形はପ円形、

அ面形は୆形状でఈ面は平ୱである。ن໛は長ܘ 3.15m、୹ܘ 2.05m、ਂさ 0.52m を測る。埋土はփ

৭ܥ埋土を主体に 7 ૚に分かれ、7 ૚は෗২物を多く含Ή。154E107、4%267、1290 と重複し、新چ

関係は 154E107 を੾り、4%267、1290 に੾られる。遺物は 7 ૚から珠洲焼甕体部片が出土している。

15SK140（ਤ൛ 40・105）

東側調査区 20+6 に位置する。平面形は不整形で、அ面形は൒円状に近い。ن໛は長࣠ 0.71m、୹࣠

0.59m、ਂさ 0.39m を測り、南東側が調査ൣғ֎΁延ͼる。埋土は 4 ૚に分かれ、ԫ׊৭೪質土や青փ

৭೪質土を含Ήࠇ৭ܥ埋土がϨϯズ状にଯ積する。遺物は 4 ૚から珠洲焼片が出土している。

15SK163（ਤ൛ 40・106）

東側調査区 18,10・15 に位置する。平面形はํ形、அ面形はހ状をఄする。ن໛は長࣠ 1.33m、୹
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࣠ 1.15m、ਂさ 0.29m を測る。埋土は 4 ૚に分かれる。փ৭׊・ܥ৭ܥ埋土がϨϯズ状にଯ積する。遺

物は出土していない。

15SK169（ਤ൛ 40・106）

東側調査区 18+11・12 に位置する。平面形は円形で、அ面形は 6 字状に近い。ن໛は長ܘ 1.62m、

୹ܘ 1.47m、ਂさ 0.70m を測る。埋土はփ৭׊・ܥ৭ܥ埋土を主体として 6 ૚に分かれ、ᶛ૚にྨࣅす

る 1 ૚がްくଯ積する。そのため人ҝ的に埋め໭されたと考えられる。調査時、ఈ面෇近の側นに確認

できた׊ࠇ৭೪質土を埋土と判அして掘࡟したところ、ほ΅ਫ平にଯ積していた。結果として、遺構掘形

を掘りすぎてしまったが、この׊ࠇ৭೪質土は堂古遺跡のⅥ૚であると判明した。2010・2011 年度調

査時にも遺構น面にⅥ૚は確認できていたが、2015 年度調査でも࠶確認できたことになる。Ⅵ૚から遺

物は出土していない。154,169 の 1 ૚から珠洲焼片が出土している。

15SK170・199・252（ਤ൛ 34・35・100）

東側調査区に位置する 154,170・199・252 は埋土の状況がڞ௨し、出土した陶磁器同士が接合する

ことから、相ޓに関࿈性がうかがえる。அ面࡯؍で埋土に不整合が認められたため新چ関係を想定したが、

陶磁器の接合関係や遺構の性格からほ΅同時に構ங・埋め໭しが行われたと考えている。そのため 3 基

まとめて記ड़する。

154,170 は 18・19+ に、154,199・252 は 19*・+ にそれͧれ位置する。北西からॱに 154,199、

154,252、154,170 となり、154,199 は北西側が調査ൣғ֎΁延ͼる。平面形は 154,170・199 が

不整形、154,252 がํ形で、அ面形は 154,170・199 が୆形状に近く、154,252 が൒円状に近い。

໛はن 154,170 が࠷大で、長࣠ 7.70m、୹࣠ 5.70m、ਂさ 0.92m を測る。154,199 は長࣠ 4.65m、

୹࣠ 2.40m、ਂさ 0.78m、154,252 は長࣠ 3.65m、୹࣠ 3.30m、ਂさ 0.80m となる。154,199・

252 では྆土坑の中間෇近 19+3 で、154,170 では 19+16・21 で、地山を掘り残す形で、土坑内部に

ઉ状にுり出すεςッϓ状の小ஈを作出している。それͧれにڞ௨する特徴的な構造である。埋土の状況

もڞ௨し、1 ૚にはにͿいԫ׊৭೪質土が、その下には୸化物をඇৗに多く含Ήࠇ৭ܥ埋土がଯ積してい

る。1 ૚はしまりがあり、2 ૚以下のࠇ৭ܥ埋土をパッΫする状況が見てऔれる。

154,170 は 154E214・291、154,247・252、151292 と重複し、新چ関係は 154E214・291、

154,247、151292 を੾り、154,252 に੾られる。154,199 は 154,252 と重複し、154,252 に੾

られる。154,252 は 154E291、154,170・199・305、151298 と重複し、新چ関係は 154E291、

154,170・199、151298 を੾り、154,305 に੾られる。154,170 と 154,199 の新چ関係は不明で

ある。遺物は近世陶磁器（3 〜 質土器（46）、石製品（53נ、（45 〜 57）、戸ं（ਤ൛ 110）、นࡐ（ਤ൛ 110）、

༻్不明金ଐ製品などが出土している。これらの遺物は୸化物を多く含Ήࠇ৭ܥ埋土から出土しており、

1 ૚からの出土は少ない。陶磁器には一定量ඃ೤しているものが含まれ、นࡐなどもඃ೤するものが確認

できる。なおนࡐには木෣自体は残っていなかったが、そのࠟ跡として௚ܘ 0.5 〜 0.7Dm の円形の޸が

確認できるものもある。154,170・199・252 は出土した陶磁器から、近世ޙ൒（19 世紀前൒）の遺構

と考えられる。

このような状況にՃえ、遺構のఈ面やน面にඃ೤のࠟ跡が確認できないことなどから、154,170・

199・252 は火事始末の跡と考えられる。ほかの৔所でىきた火ࡂのޙ片෇けとして、୸や不要となった

陶磁器などを 3 基の土坑内にഇغし、埋め໭したとਪ測する。そのࡍ、土坑中央までޮ率よくഇغする

ために設けられたのが、ઉ状にுり出したεςッϓ状の小ஈと考えられる。調査ൣғ内では火ࡂのࠟ跡は
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確認できないことから、火ࡂがىきた৔所は調査ൣғから཭れた地఺であったとਪ測でき、ॅډ地から཭

れた৔所にഇغしたことが分かる。この 154,170・199・252 と同様の土坑が 2011 年度にも検出され

ている（4,1124）ʦ石川・山下ほか前ܝʧ。4,1124 は 24. に位置し、この 3 基とは௚ઢで約 60m ཭れ

ている。4,1124 の出土遺物は近世のものが多く、18 世紀ޙ൒〜 19 世紀前൒の越前焼などが出土して

いる。154,170・199・252 出土の遺物とほ΅同時期である。

15SK180（ਤ൛ 40・106）

東側調査区 20+1 に位置する。平面形は円形で、அ面形は൒円状に近い。ن໛は長ܘ 0.56m、୹ܘ 0.49m、

ਂさ 0.35m を測る。埋土は 9 ૚に分かれ、ࠇ৭ܥ埋土が主体的にଯ積する。அ面࡯؍から、複数の土坑

が重複している可能性もある。遺物は出土していない。

15SK223（ਤ൛ 40・106）

東側調査区 18*25、19*21 に位置する。平面形はପ円形、அ面形は֊ஈ状をఄする。ن໛は長ܘ 1.17m、

୹ܘ 0.83m、ਂさ 0.70m を測る。埋土は 3 ૚に分かれ、下位に׊৭ܥ埋土が、上位〜中位にࠇ৭ܥ埋土

がϨϯズ状にଯ積する。遺物は出土していない。

#　遺　　　物

1）土 器 ・ 陶 磁 器

a　概　　　要（第 8 ද、第 10・11 ਤ）

重量組成比を見ると、古代 2� ऑ、中世 5� ऑ、近世 90� 、ڧ

時期不明 2� で、近世の陶磁器ྨが多く、近世の遺跡という印ڧ

৅をडける。近世陶磁器ྨは 154,170・199・252 からの出土

がಥ出して多く、近世陶磁器ྨશ体に઎める比率は 96� であڧ

る。火事始末という性格上、154,170・199・252 には大量の

陶磁器ྨがഇغされている。そこで 154,170・199・252 出土

の近世陶磁器ྨをআいた重量組成比を見ると、古代 10� 中、ڧ

世 40� ऑ、近世 30� ऑ、時期不明 20� ऑとなる。この数஋が

より遺跡の࣮態に近い比率であろう。土器・陶磁器ྨの分布傾޲に関して、2010・2011 年度調査成果

も含めて確認しておく。まͣ古代の土師器は、分布のݦ著なภりは確認できͣશ体的に散在する傾޲にあ

る。須恵器は遺構が集中するൣғに多く、遺構（溝・井戸）から出土する傾޲があるが、2015 年度調査

ൣғでは少ない。中世の土師質土器も出土量が少なく、散在する傾޲にある。珠洲焼は道路状遺構の位置

する 1 ྻ周辺や遺構が集中するൣғに多く分布している。また、2015 年度調査では 154E111 から出土

している（1）。青磁の出土は少なく不明な఺もあるが、遺構から出土する傾޲が認められる。近世陶磁器

ྨの分布傾޲としては、19 〜 28. 〜 2（2010・2011 年度調査ൣғの中央）と 154,170・199・252 に

集中している。

古代・中世の土器・陶磁器の時期・器種分ྨは堂古遺跡と同じ࿦考をࢀ考にした（第Ⅲষ 3# 1）B）。近

世陶磁器の時期・器種分ྨは、ං前ܥ陶磁器は大橋߁二ࢯの࿦考ʦ大橋 1989・1994ʧやh ۝भ陶磁の編年ʱ

ʦ۝भ近世陶磁ֶ会 2000ʧ、੉戸焼はʰѪ஌県࢙ ʦɦѪ஌県࢙編さん委員会編 2007ʧ、৴ָ焼は畑中英二

の࿦考ʦ畑中ࢯ 2003・2005ʧなど、越前焼は木村޹一࿠ࢯの࿦考ʦ木村 2004ʧをࢀ考にした。

時期 種別 組成比 組成比 �

古代
土 師 器 1.22 � 10.28 �

須 恵 器 0.42 � 3.50 �

中世

土師質土器 0.06 � 0.46 �

珠 洲 焼 4.38 � 36.79 �

青 磁 0.08 � 0.64 �

近世陶磁器 91.49 � 28.44 �

時期不明 2.37 � 19.90 �

 � 154,170・199・252 出土の近世陶磁器をআいた
   重量組成比

第 8表　2015 年度下割遺跡土器・
　  陶磁器の重量組成比
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b　遺　構　出　土

15SE111（ਤ൛ 41・107）

1 は珠洲焼甕である。ؐݩԌ焼成が不׬શなため、ೈ質な࢓上がりで、શ体的に摩耗が著しい。体部֎

面には平行λλΩがࢪされる。内面は摩耗のため不明だが、あて۩ࠟが残るとਪ測する。ᰍ部は௚立ぎΈ

に立ち上がり、口ԑ部はڧく۶ۂする。時期は珠洲Ⅱ期と考える。2 は青磁࿶で、体部֎面には᭩࿇ห文

がࢪされる。᭩のྏઢはやや不઱明である。時期は 13 世紀ޙ൒ࠒと考える。

15SK170・199・252（ਤ൛ 41 〜 43・107 〜 109）

154,170・199・252 は火事始末の跡で、一ׅ性が高いと判அできることからまとめて記ड़する。第

9 දに重量組成比をࡌܝする。器種別では࿶が約 が約ࡼ、�10 12�、Ꭼ鉢が約 16�、鉢が約 7�、火ೖ・

߳࿍ྨが約 3�、ළྨが約 5�、ᆵ・甕が約 36�、火鉢が約 3� などである。৯હ۩（࿶・ࡼ）と調ཧ۩（Ꭼ

鉢）、ஷ蔵۩（ᆵ・甕）で 70� を௒える。種ྨ別ではං前ܥ陶器が約 56�、ං前ܥ磁器が約 質土נ、�26

器が約 9�、੉戸焼が約 3� などとなる。次に器種別では、࿶、ࡼ、ළྨはං前ܥ磁器の比率が高く、Ꭼ

鉢、鉢、ᆵ・甕はං前ܥ陶器が高い。火ೖ・߳࿍ྨでは੉戸焼とං前ܥ磁器がほ΅同じ比率である。おお

よその傾޲は反өしていると考えているが、重量による組成比のため、Ꭼ鉢、鉢、ᆵ・甕の比率がやや高

くなっている可能性がある。主体となるං前ܥ陶磁器が18世紀ޙ൒〜19世紀前൒を中心とすることから、

その時期のࢿྉと考えられる。

椀（3 〜 15）　੉戸焼（3・4）・৴ָ焼（5）・ං前ܥ磁器（6 〜 15）の 13 ఺をਤࣔする。そのうち 6・8・

10・12 は࿶֖である。3 は୺反࿶で、高୆がܽଛする。口ԑ部には྘ᬵが、それ以֎にはಁ明ᬵがࢪᬵ

される。4 はࡺࠊ࿶で、体部֎面に 2 本の௜ઢが८る。௜ઢから上にはಁ明ᬵが、下にはѿᬵがࢪされる。

内面はಁ明ᬵがかかる。৞෇はແᬵで、֎面はඃ೤する。時期は 19 世紀前൒と考える。5 は小ਿ࿶であ

るが、破片ࢿྉのためか文様は確認できない。体部が内࿷しながら立ち上がる器形で、ఈ部との境քはஈ

を形成する。高୆は࡟り出し高୆である。口ܘ 8.9Dm、高୆ܘ 3.4Dm の小ܕ品で、時期は 18 世紀ޙ൒〜

19 世紀初頭と考える。6・7 はともに֎面に٠Ֆ文やদ文がඳかれる。口ԑ部内面には四ํ᧪文が८り、

見込には二重ݍઢ内にコϯχϟΫ印判のޒหՖがࢪされる。7 の高୆周りには二重ݍઢが८り、ఈ部はං

ްする。8・9 はബखの޿東࿶である。ともに֎面に果थ文・Ո԰文などがඳかれ、8 は高୆内もࢪ文さ

れる。見込には࡝文がඳかれる。9 には焼ܧのࠟ跡が残る。10 〜 12 は֎面に青磁ᬵがࢪされる。10・

11 はともに口ԑ部内面には四ํ᧪文が८る。11 の見込には二重ݍઢ内にコϯχϟΫ印判のޒหՖがࢪさ

れ、高୆はܽଛする。12 の高୆内には、二重֯࿮内に่れたӔ福がೖる。৞෇には࠭が෇ணし、ࢪᬵ前

にはమటがృられる。口ԑ部には四ํ᧪文が८り、見込にखඳきのޒหՖがඳかれる。13・14 はともに

֎面にઇྠ૲Ֆ文がඳかれ、高୆内に่れた໏がೖる。発৭はやや不良である。14 は 13 よりもやや大

される。15ࢪหՖ（コϯχϟΫ印判）がޒで、見込にܕ は൒筒形の࿶である。֎面にؙ文と斜格ࢠ文が८り、

高୆周りに二重ݍઢが८る。内面は見込にखඳきのޒหՖがඳかれる。

小杯（16・17）　ං前ܥ磁器を 2 ఺ਤࣔする。16 は白磁の小ഋで、ఈ部がංްし、口ԑ部は֎反する。

高୆はແᬵである。17 は֎面にएদ文と二重ݍઢがඳかれ、内面はແ文である。

皿（18 〜 の法量分布をもとに、10Dmܘは口ࡼ　（25 以下をʮ小ࡼʯ、10Dm ௒ 20Dm 以下をʮ中ࡼʯ、

20Dm ௒をʮ大ࡼʯに分ྨした。さらにං前ܥ磁器の中ࡼは 3 法量にࡉ分できる（21 〜 23）。小ࡼは 2

఺ਤࣔする（18・19）。18 はං前ܥ陶器の小ࡼである。内֎面にమᬵがࢪされる。見込には重ね焼きࠟ、
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ఈ部にはճసࢳ੾りࠟが残る。19 はං前ܥ磁器のखԘࡼである。器形は۱ؙඛ形に成形され、高୆はష

り෇け高୆となる。口ԑ部は口ߚ૷০がࢪされ、֎面にはদ葉文、内面にはদ文がඳかれている。中ࡼは

4 ఺ਤࣔする（20 〜 23）。20 はං前ܥ陶器の中ࡼで、内面と֎面上部に刷ໟ目文様がࢪされ、口ԑはྏ

Ֆ形となる。֎面下部はແᬵで、見込はऄの目ᬵṞぎとなる。21 〜 23 はං前ܥ磁器で、内面にはそれ

ͧれ格ࢠ目文（21）、കՖܨぎ文と見込ޒหՖ（22）、૲文と見込ޒหՖ（23）がඳかれる。いͣれも֎面

はແ文で、内面にඳかれた二重ݍઢの内側はऄの目ᬵṞぎとなる。大ࡼはං前ܥ磁器を 2 ఺ਤࣔする（24・

25）。24 はඇৗにബखのྠՖ形のࡼで、内面には෤ಒ文がࢪされる。25 は破片ࢿྉではあるが、内面に

は๟႗のようなௗྨの文様がඳかれ、֎面にはʮ෋و長य़ʯ໏がೖる。

種ྨ

器種

近世 古代 中世
不明 器種合計

組成比ං前ܥ
陶器

陶଻
છ෇ ੉戸焼 ৴ָ焼 越前焼 越中

੉戸焼 උ前焼  ං前ܥ
磁器

৭ֆ
磁器

質נ
土器 須恵器 珠洲焼

࿶ 69.2 
0.10�

255.3 
0.37�

556.2 
0.80�

5586.8 
8.04�

8.7 
0.01�

6476.2 
9.32�

࿶֖ 724.6 
1.04�

724.6 
1.04�

小ഋ 19.2 
0.03�

183.6 
0.26�

202.8 
0.29�

ࡼ

大 412.6 
0.59�

1655.2 
2.38�

11.1 
0.02�

2078.9 
2.99�

中 362.6 
0.52�

5549.0 
7.98�

6.1 
0.01�

5917.7 
8.51�

小 57.8 
0.08�

74.3 
0.11�

26.8 
0.04�

158.9 
0.23�

分ྨ不可 81.9 
0.12�

81.9 
0.12�

Ꭼ鉢 10986.7 
15.81�

10986.7 
15.81�

鉢 4240.8 
6.10�

795.6 
1.14�

5036.4 
7.25�

ਫ֖ྨࢦ 30.0 
0.04�

30.0 
0.04�

火ೖ・߳࿍ྨ 78.5 
0.11�

895.4 
1.29�

874.5 
1.26�

269.2 
0.39�

2117.6 
3.05�

౮明ࡼ 22.2 
0.03�

22.2 
0.03�

ළྨ 46.3 
0.07�

352.3 
0.51�

2663.9 
3.83�

67.0 
0.10�

178.1 
0.26�

3307.6 
4.76�

ਫ஫ 452.6 
0.65�

105.2 
0.15�

557.8 
0.80�

ਫణ 106.0 
0.15�

106.0 
0.15�

壺
・
甕

大 18561.1 
26.70�

18561.1 
26.70�

中 1855.8 
2.67�

1855.8 
2.67�

中・小 1364.3 
1.96�

1364.3 
1.96�

小 485.0 
0.70�

485.0 
0.70�

分ྨ不可 267.4 
0.38�

389.9 
0.56�

657.3 
0.95�

ᆵ 254.2 
0.37�

662.2 
0.95�

916.4 
1.32�

ᆵ֖ 147.8 
0.21�

147.8 
0.21�

甕 434.8 
0.63�

405.8 
0.58�

5.0 
0.01�

164.7
0.24�

1010.3 
1.45�

֖ 76.6 
0.11�

21.5 
0.03�

32.3 
0.05�

83.7 
0.12�

214.1 
0.31�

火鉢 1798.2
2.59�

1798.2 
2.59�

戸ं 248.4 
0.36�

248.4 
0.36�

不明 23.7 
0.03�

50.5 
0.07�

8.3 
0.01�

134.2 
0.19�

4226.2
6.08�

4442.9 
6.39�

種ྨ合計 38624.4 78.5 1903.4 1351.2 1209.7 662.2 452.6 17862.8 67.0 6024.4 5.0 164.7 1101.0 69506.9 

組成比 55.57� 0.11� 2.74� 1.94� 1.74� 0.95� 0.65� 25.70� 0.10� 8.67� 0.01� 0.24� 1.58� 100.00�

第 9表　下割遺跡 15SK170・199・252 出土陶磁器ほかの重量組成比（୯位ɿH）
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鉢・擂鉢（26 〜 28）　ං前ܥ陶器のᎬ鉢（26）・鉢（27）と越前焼の鉢（28）をਤࣔする。26 の口ԑは

くの字状に୹く֎反し、内֎面ともమᬵがࢪされる。高୆はషり෇け高୆で、அ面形は֎側に౿んுるよ

うな形状である。Է目は 14 条 1 ୯位、1 ୯位の෯は 3.5Dm である。ඃ೤による࿪Έのためか、接合の

状況がよくない。18 世紀前葉〜中葉にさかの΅る可能性がある。27 の内面には刷ໟ目による೾状文やԣ

ઢがࢪされる。器形はわͣかに内࿷しながら立ち上がり、口ԑ部はくの字状に۶ۂし、୺部は上ํにఠΈ

上͛られる。高୆は෯޿く、֎側下部を斜めに੾り落として成形している。時期は 18 世紀前葉〜中葉に

さかの΅る可能性がある。28 はϩΫϩ成形の鉢で、֎面のϩΫϩ目はݦ著である。体部֎面にはಥىが

ష෇される。19 世紀初頭ࠒに位置ͮける。

火入・香炉類（29 〜 33）　火ೖはං前ܥ磁器を 2 ఺ਤࣔする（29・30）。29 の口ԑ部はංްし、୺部が

平ୱである。ఈ部はܽଛする。֎面にはদ஛文とઇྠ文がඳかれている。30 は青磁ᬵがࢪされる。口ԑ

部は内側にಥ出し、୺部は平ୱになる。ඃ೤がݦ著である。߳࿍は 3 ఺ਤࣔする（31 〜 33）。31 は੉戸

焼の筒形߳࿍（陶器）である。֎面にはϔϥூりによる文様がࢪされ、֎面と口ԑ部内面はࢪᬵされる。

ඃ೤が著しい。時期は 18 世紀ޙ൒ࠒと考える。32・33 はං前ܥ磁器で、32 は青磁ᬵがࢪされる߳ࠊއ

࿍である。三଍がつくが、଍は小さく接地はせͣ、1 本をܽଛする。33 も青磁ᬵがࢪされる。৞෇はແ

ᬵでమటがృられ、32 と同様に三଍がつく。

瓶類（34 〜 37）　ළྨは৴ָ焼 1 ఺（34）・ං前ܥ磁器 3 ఺（35 〜 37）ਤࣔする。34 はඃ೤によりᬵ

がはがれ、器面はߥれている。器形はఈ部から内࿷しながら立ち上がる。35 は比ֱ的小ܕで、֎面には

দ஛ക文、ࣃڒ状文がඳかれる。৞෇はແᬵである。36 の文様は૲文とࢥわれ、ݞ部には؏ೖがೖる。

内面はແᬵで、ϩΫϩ目がݦ著である。37 は৭ֆ磁器である。੺৭と྘৭の৭ֆで文様がඳかれるが、

ܽଛ部分が多く、文様のৄࡉは不明である。

水指類（38）　38 はං前ܥ磁器で、器種はਫྨࢦの֖であろうか。ፏ平な器形で、つまΈ部分はܽଛする。

֎面には౜૲文がࢪされ、口ԑ部の֎周はᬵṞぎされる。ࢪᬵ前にమటがృられている。

水滴（39）　39 はං前ܥ磁器のਫణである。ཅࠁがࢪされているが、文様は不明である。஫口部は֎面

から内面に޲かいઠ޸される。ఈ部֎面はແᬵで、ఈ部・஫口部周辺にはεεが෇ணする。

壺・甕類（40 〜 45）　৴ָ焼 2 ఺（40・41）・੉戸焼 1 ఺（42）・ං前ܥ陶器 3 ఺（43 〜 45）をਤࣔする。

40・41 はᆵの֖・਎とした。40 は֎面のΈにࢪᬵされる。41 の体部はなでݞ状で、口ԑ部はडけ口に

なる。内֎面にࢪᬵされるが、体部下位はέズリがࢪされࢪᬵされない。40・41 のᬵの৭調はྨࣅする。

42 は甕で、ٿ಑形の体部にくの字状に۶ۂする口ԑ部がつく。৞෇と高୆内をআく内֎面には֟ᬵがࢪ

される。6 条の௜ઢが८るᰍ部周辺には、֟ᬵの上からփᬵが流しかけられる。内面には目ࠟがݦ著に残

る。時期は 19 世紀前൒と考える。ං前ܥ陶器の甕（43 〜 45）は口ܘの法量分布から、小10）ܕDm 以下）・

中10）ܕDm ௒ 20Dm 以下）・大ܕ（口ܘ 20Dm ௒）に分ྨできる。43 は小ܕの甕である。体部はややݞが

ுる器形で、୹く௚立する口ԑ部はංްする。ඃ೤がݦ著である。44 は大ܕの൒಑甕である。֎面は体

部下部にమᬵをృり、その上から体部から口ԑ部にかけて白化হ土をృる。体部下位のその化হ土を一部

ଳ状に残してṞぎऔる。そして、Ṟぎऔった部分から上位（体部中位〜口ԑ部）に࠶度白化হ土をృり、మ

ֆと྘࠼でদの文様をඳいている。ޙ࠷にಁ明ᬵをશ面にృる。内面は上部のΈ白化হ土をృったޙ、さ

らに白化হ土を流しかけている。時期は 18 世紀ޙ൒〜 19 世紀中葉と考えるʦਇほか 2012ʧ。45 は口ܘ

32.7Dm で、大ܕに分ྨできる。口ԑ୺部は内֎面ともಥ出し、அ面形は T 字状となる。体部֎面にはೄ

状ಥଳが८り、内面にはૈい格ࢠ目状のあて۩ࠟが残る。
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火鉢（46）　46 はנ質土器の火鉢である。1�2 以上ܽଛしており、不明ྎであるが、口ԑ部と高୆に 3

୯位のಁかし、口ԑ部内面に 4 ୯位のಥىがつくと༧想される。内֎面にはφσがࢪされ、શ体的にε

εが෇ணする。

c　遺 構 外 出 土（ਤ൛ 43・109）

47 は土師器のುである。体部は内࿷しながら立ち上がり、口ԑ部はくの字状に۶ۂし、୺部はわͣか

にංްする。શ体的に摩耗するため調整はあまり明ྎではないが、口ԑ部内面にはϋέが確認できる。体

部の֎面上൒にはεε、内面中位から下൒にかけてコήが෇ணする。時期は古代ᶚ期と考える。

2）石 製 品

砥石・硯・୆石・ຏ石ྨなどが確認でき、井戸や 154,170・199・252 から出土する傾޲にある。

154,170・199・252 の出土遺物はεεの෇ணやඃ೤が認められるものもある。

15SE32（ਤ൛ 43・110）

48 はପ円形の自然᛽をૉࡐとするຏ石ྨである。上下୺と右側面にᏏଧࠟが確認できる。石ࡐは҆山

。であるؠ

15SE81（ਤ൛ 43・110）

49 は୆石とした。ܽଛൣғが޿く、શ体の形状は不明である。ਖ਼面を࢖༻面とし、ઢ状ࠟなども確認

できる。石ࡐは҆山ؠである。上୺とཪ面は成形している可能性がある。

15SE107（ਤ൛ 43・110）

50 は砥石（中砥ないし࢓上砥）である。形状は֯柱状で、ްΈがある。反りがڧく、鎌砥の可能性も考

えられる。ઢ状ࠟのほか、ਕ物のઌ୺をݚいだとࢥわれるࠁΈࠟが残る。石ࡐはڽփؠである。

15SE108（ਤ൛ 43・110）

51 は砥石（中砥ないし࢓上砥）で、上୺と下୺をܽଛする。著しく変形しており、࢖༻ස度の高さがう

かがえる。石ࡐはڽփؠである。

15SE193（ਤ൛ 43・110）

52 はܽଛൣғが޿く、શ体の形状が不明だが、୆石と考えた。ਖ਼ཪ面と右側面が࢖༻面で、શ体的に

εεが෇ணしている。石ࡐは҆山ؠである。

15SK170（ਤ൛ 44・110）

53 は硯である。ւ部と཮部で破片同士が接合し、ほ΅׬形となる。๽ࠟが認められ、཮部には࢖༻ࠟ

とはҟなるԣํ޲のઢ状ࠟが多数残る。ઢ状ࠟは明ྎで、人ҝ的につけられている。またඃ೤が確認でき

るが、཮部の破片はඃ೤がڧく、ւ部の破片はあまりඃ೤していない。石ࡐは೪൘ؠであろうか。54・

55 は砥石である。54 は中砥ないし࢓上砥で、側面؍はו๶形となる。શ体的にεεが෇ணし、左上୺は

ܽଛする。石ࡐはڽփؠである。55 はߥ砥と考えられる。֯柱状でްΈのある形状で、ਖ਼面の࢖༻面は

ややく΅Ή。置き砥石であろうか。石ࡐは࠭ؠである。56 は༻్不明石製品である。長さ 13.0Dm、෯

8.5Dm、ްさ 4.0Dm のཛ形の平面形で、खにもちやすい形状・大きさである。࢖༻ࠟは不明ྎだが、ਖ਼

面にはԜΈがある。周ԑには୸化物が෇ணする。石ࡐは҆山ؠである。57 は建ங部ࡐであろうか。֯は

丁ೡに面औりされ、下面には約 2.6Dm ʷ約 3.7Dm の۱ؙ長ํ形の޸が設けられる。શ面にՃࠟ޻がݦ著

に残る。石ࡐはڽփؠである。
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3）木 製 品

下駄・ંෑなどが確認でき、井戸から出土している。出土量はほかの遺物に比べ少ない。

15SE107（ਤ൛ 44・110）

58 は࿐ӎ下駄である。୆のද面は破ଛが著しいが、平面形は֯ܕとࢥわれる。ࣃޙの枘穴にはࠩࣃの

枘が遺存する。木औりは൘目で、थ種はϞΫϨϯଐである。࿐ӎ下駄は 12 世紀以߱に出ݱすることがࢦ

ఠされておりʦ古ઘ 2001ʧ、そのため中世から近世の所࢈と考えられる。

15SE214（ਤ൛ 44・110）

59 はંෑのఈ൘で、約 1�2 が遺存する。四۱を੾り落として多֯形状に成形している。ද面にはઢ状

ࠟやՃࠟ޻が認められ、まな൘などにస༻された可能性も残る。木औりはຝ目で、थ種はεΪである。

5　自 然 Պ ֶ 分 ੳ

A　は　じ　め　に

堂古遺跡・下割遺跡（新潟県上越市米岡字堂古・ころころ原）は、高田平໺の中央部、ݱ在の飯田川左岸に

分布する自然堤防上に立地する。これらの遺跡は、ਫ路をڬんで隣接しており、発掘調査の結果、堂古遺

跡が中世（13 世紀〜 15 世紀）の集落、下割遺跡が中世から近世の集落であることが明らかとされている。

本分ੳでは、堂古遺跡ٴͼ下割遺跡から出土した木製品のथ種ٴͼ木ࡐར༻の検౼、堂古遺跡で検出さ

れた遺構から出土した焼ࠎ片の同定、さらに同遺跡で検出された溝の時期の検౼を目的として、自然Պֶ

分ੳを࣮ࢪした。

#　थ　種　同　定

ྉ　　　ࢼ（1

ྉは、堂古遺跡から出土した木製品ࢼ 6 ఺（122 〜 126・128）と、下割遺跡から出土した木製品 2 ఺（58・

59）である。このうち、58 の下駄は、ࣃޙの枘穴内にࣃの一部が残存する。

2）分　ੳ　ํ　法

した上で、ం刀を༻いて木口（ԣஅ面）・ຝ目（์ࣹஅ面）・൘目（接ઢஅ面）の࡯؍ྉの木औりをࢼ 3 அ

面のెख੾片を௚接࠾औする。੾片をΨϜ・Ϋϩϥーϧ（๊ਫΫϩϥーϧ・ΞϥϏΞΰϜค末・άリηリϯ・

ৠཹਫのࠞ合ӷ）で෧ೖし、ϓϨパϥートとする。ϓϨパϥートは、ੜ物ݦඍڸで木ࡐ組৫の種ྨや配ྻ

を࡯؍し、その特徴をݱੜ標本ٴͼಠ立行੓法人৿ྛ総合ڀݚ所の日本࢈木ࣝࡐ別σーλϕーεと比ֱし

て種ྨ（分ྨ܈）を同定する。

なお、木ࡐ組৫の名শや特徴は、ʦౡ地・ҏ東 1982、8IFFMFS ほか 1998、3JDIUFS ほか 2006ʧをࢀ考にする。

また、日本࢈木ࡐの組৫配ྻは、ʦྛ 1991、ҏ東 1995�1999ʧをࢀ考にする。

3）結　　　果

同定結果を第 10 දにࣔす。木製品は、਑葉थ 3 分ྨ܈（ト΢ώଐ・εΪ・ώノΩ）と޿葉थ 3 分ྨ܈（ϒ

φଐ・ϞΫϨϯଐ・Ωϋμ）に同定された。以下に、各種ྨのղ๤ֶ的特徴౳を記す。
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・ト΢ώଐ（Picea）　ϚπՊ

道でࢷ組৫は、Ծ道؅とਨ௚थ޲ํ࣠

構成される。Ծ道؅のૣࡐ部から൩ࡐ部

΁のҠ行は؇やかで、൩ࡐ部の෯は޿い。

ਨ௚थࢷ道は൩ࡐ部に認められる。์ࣹ

組৫は、Ծ道؅、ਫ平थࢷ道、์ࣹॊ組

৫、Τピηリ΢Ϝࡉ๔で構成される。์

ࣹॊ組৫のࡉ๔นはްく、ਨ௚นٴͼਫ

平นにはじΎͣ状のංްが認められる。์ࣹԾ道؅の༗ԑน޸のϑνは主としてト΢ώܕ。分໺น޸はト

΢ώܕで、1 分໺に 3�6 個。์ࣹ組৫は୯ྻ、1�20 。๔高ࡉ

・εΪ（Cryptomeria japonica（L. G.）%. %PO）　εΪՊεΪଐ

部ࡐで、൩ٸ部΁のҠ行はややࡐ部から൩ࡐ๔で構成される。Ծ道؅のૣࡉࢷ組৫はԾ道؅とथ޲ํ࣠

の෯は比ֱ的޿い。थࡉࢷ๔はほ΅൩ࡐ部に認められる。์ࣹ組৫はॊࡉ๔のΈで構成される。分໺น޸

はεΪܕで、1 分໺に 2�4 個。์ࣹ組৫は୯ྻ、1�10 。๔高ࡉ

・ώノΩ（Chamaecyparis obtusa（4JFC. FU ;VDD.）EOEMDIFS）　ώノΩՊώノΩଐ

、でٸ部΁のҠ行は؇やか〜ややࡐ部から൩ࡐ๔で構成される。Ծ道؅のૣࡉࢷ組৫はԾ道؅とथ޲ํ࣠

൩ࡐ部の෯はڱい。थࡉࢷ๔は൩ࡐ部෇近に認められる。์ࣹ組৫はॊࡉ๔のΈで構成される。分໺น޸

はώノΩܕ〜ト΢ώܕで、1 分໺に 1�3 個。์ࣹ組৫は୯ྻ、1�10 。๔高ࡉ

・ϒφଐ（Fagus）　ϒφՊ

散ࡐ޸で、道؅は୯ಠまたは์ࣹํ޲に 2�3 個が複合して散在し、年ྠք෇近でܘをݮじる。道؅の

分布ີ度は高い。道؅は୯ઠٴ޸ͼ֊ஈઠ޸を༗し、น޸はରྻ状〜֊ஈ状に配ྻする。์ࣹ組৫はほ΅

同性、୯ྻ、数ࡉ๔高のものから複合์ࣹ組৫まである。

・ϞΫϨϯଐ（Magnolia）　ϞΫϨϯՊ

散ࡐ޸で、道؅は、୯ಠまたは 2�4 個が์ࣹํ޲に複合して散在する。道؅の分布ີ度は比ֱ的高い。

道؅は୯ઠ޸を༗し、น޸は֊ஈ状〜ରྻ状に配ྻする。์ࣹ組৫はҟ性、1�2 ๔෯、1�40ࡉ 。๔高ࡉ

・Ωϋμ（Phellodendron amurense 3VQSFDIU）　ϛΧϯՊΩϋμଐ

部はݍ޸、でࡐ޸؀ 3�5 に໲޲じたのち、մ状に複合して接ઢ・斜ํݮをܘにܹٸでやや֎ݍ޸、ྻ

様状に配ྻし、年ྠքに޲かってܘを઴ݮさせる。道؅は୯ઠ޸を༗し、น޸はަޓ状に配ྻ、小道؅内

นにはらせんංްが認められる。์ࣹ組৫は同性、1�5 ๔෯、1�40ࡉ 。๔高ࡉ

4）考　　　࡯

分ੳର৅とされた木製品は、ʦҏ東・山田 2012ʧの木器分ྨをࢀ考にすると、堂古遺跡のࢿྉは༰器（ۂ

物・࿶・֖  ）、調ཧՃ޻۩（ࠋか֖）、৯事۩（സ）、下割遺跡のࢿྉが෰০۩（下駄）、৯事۩（ંෑ）に分

ྨされる。

थ種同定の結果、これらの木製品には、਑葉थのト΢ώଐ・εΪ・ώノΩと、޿葉थのϒφଐ・ϞΫϨ

ϯଐ・Ωϋμの計 6 種ྨが確認された。਑葉थのト΢ώଐは山地にੜ育するৗ྘高木、εΪは谷Ԋいや

ઔ状地ઔ୺部の༙ਫ஑周辺などのਫ分の多い৔所にੜ育するৗ྘高木、ώノΩは山地౳にੜ育するৗ྘高

木である。また、޿葉थのϒφଐは、山地にੜ育する落葉高木であり、日本ւ側では山地のྫྷԹଳ性落葉

遺跡名 報告番号 遺構名 ૚位 器種 部位 木औり 種ྨ 
（分ྨ܈）

堂古遺跡

122 4E999 13 ૚ 物ۂ ఈ൘ ຝ目 ト΢ώଐ

123 4E999 13 ૚ ֖  − ൘目 Ωϋμ

124 154E222 15 ૚ ࿶ − ԣ木地ຝ目औ ϒφଐ

125 154E229 21 ૚ か֖ࠋ − ຝ目 ώノΩ

126 154E282 21 ૚ സ − 出๮状࡟ εΪ

128 154E296 30 ૚ 物ۂ ఈ൘ ຝ目 ώノΩ

下割遺跡
58 154E107 4 ૚ 下駄

୆ ൘目 ϞΫϨϯଐ

ࣃޙ ൘目 ϞΫϨϯଐ

59 154E214 11 ૚ ંෑ ఈ൘ ຝ目 εΪ

第 10表　堂古遺跡・下割遺跡樹種同定結果
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൞౳にੜ育するܢ葉थྛ（ϒφྛ）の主要な構成種であるϒφを含Ή。ϞΫϨϯଐは、山地やٰྕ地の޿

落葉高木、ΩϋμはՏ൞౳にੜ育する落葉高木である。また、各種ྨの木ࡐのࡐ質について見ると、ト΢

ώଐは਑葉थのなかではܰೈな部ྨにೖり、อ存性が௿いが、ڧ度は比重の割には高いとされ、εΪやώ

ノΩは木ཧが௨௚で割྾性と଱ਫ性が比ֱ的高い。ϒφଐは重ߗな部ྨにೖり、ڧ度が高いものの、อ存

性は௿い。ϞΫϨϯଐとΩϋμはいͣれもܰೈな部ྨにೖるが、ϞΫϨϯଐはڧ度とอ存性が௿く、Ωϋ

μはڧ度が௿いが଱ٺ性は高いとされる。

遺跡別に見ると、中世（13 世紀〜 15 世紀）を主体とする集落である堂古遺跡のࢿྉは、༰器、調ཧՃ޻

۩、৯事۩などからなる。༰器はۂ物のఈ൘ 2 ఺（122・128）からなり、いͣれもຝ目൘である。थ種は

ώノΩとト΢ώଐが各 1 ఺確認されたことから、分割Ճ޻が༰қな਑葉थのར༻が考えられ、ώノΩにつ

いては଱ਫ性も考ྀされている可能性がある。上越市域における調査事ྫでは、中世のۂ物は、隣接する

下割遺跡をはじめീ反田遺跡・ւ道遺跡・༻ࣉݴ遺跡・஥田遺跡などで、εΪを中心にώノΩ・サϫϥ・

ώノΩՊがࠞじる組成が認められているʦҏ東・山田 2012ʧ。ト΢ώଐは確認されていないが、ຽଏ事

ྫではト΢ώの特घな༻్としてྠۂが͛ڍられているʦ平井 1996ʧ。ࠓճのࢿྉは、ト΢ώଐのར༻

の࣮ྫをࣔす出土ࢿྉとして஫目される。また、ト΢ώଐは、標高 1500m 以上のѥ高山ଳにੜ育しており、

高田平໺周辺にはੜ育していないため、ト΢ώଐのۂ物の製作事৘やೖखに関してはޙࠓの՝୊である。

一ํ、֖  （123）は、Ωϋμの൘目൘がར༻されており、ڧ度の௿い޿葉थࡐからなる。Ωϋμのར

༻は、ڧ度よりもՃ޻性や଱ٱ性を考ྀした木ࡐར༻と考えられる。新潟県内における中世の木製品にΩ

ϋμが確認された事ྫでは、三֯田遺跡や஥田遺跡（上越市）の柱ࠜ、大෢遺跡（چ和ౡ村、ݱ長岡市）の

下駄、ॅ٢遺跡（ࢵچӢࣉ町、ݱ新発田市）の柱ࠜ、田԰道遺跡（چਆྛ村、ݱ村上市）の柱ࠜなどが͛ڍら

れ、柱としてのར༻ྫが多いʦҏ東・山田 2012ʧ。ࠓճのࢿྉは、中世におけるΩϋμのར༻状況を஌

る上でو重なࢿྉといえる。また、࿶（124）は、ૉ地࿶であり、内面には᫛᫡による同心円状の木൨き

ࠟが認められる。ԣ木地ຝ目औであり、ϒφଐがར༻されることから、Ճ޻が༰қな木ࡐのར༻と考えら

れる。ϒφଐは、本地域の中世や近世の漆器࿶にも多くར༻されているथ種でありʦҏ東・山田 2012ʧ、

漆器࿶と同様の木ࡐར༻がਪ定される。

調ཧՃ޻۩のࠋか֖（125）は、中央に 1 か所、ԑ辺 4 か所に穴の։いた円形のຝ目൘であり、ࠋの中

൘か֖の可能性があるࢿྉである。ώノΩがར༻されることから、ۂ物のఈ൘と同様の木ࡐར༻がਪ定さ

れる。なお、ࠋに関する調査事ྫは、新潟県内をはじめ、隣接する長໺県や෋山県には認められないʦҏ

東・山田 2012ʧ。

৯事۩のസ（126）は、࡟出๮状をఄするࢿྉであり、εΪが確認された。このことから、Ճ޻性の高

い木ࡐのར༻がਪ定される。本地域の調査事ྫでは、സの多くがεΪに同定されており、このほかにώノ

Ωଐ、Ξεφϩ近ࣅ種、Ϋリ近ࣅ種、Ξδサイଐ近ࣅ種がわͣかに認められるʦҏ東・山田 2012ʧ。こ

のうち、εΪのར༻状況を見ると、本地域では小ܕの木製品だけではなく、柱、࢓口・ܧぎखߌ、ࡐ、井

戸部ࡐといった大ܕの建ங部ࡐやࢪ設ࡐ౳にも認められ、޿くར༻されていたこと明らかとされている。

なお、സのような製品は、Ճ޻時にੜじる小ܕの木片からも製作可能であるため、こうした大ܕの部ࡐ製

作に෇ਵして製作されていた可能性がある。

一ํ、中世から近世の集落される下割遺跡のࢿྉは、ཤ物（下駄）、৯事۩（ંෑ）からなる。下駄（58）は、

୆とࣃを別ࡐで製作したࠩࣃ下駄であり、ࣃの枘穴が୆දまで؏௨する࿐ӎλイϓである。枘穴は、前ޙ

とも中央に 1 か所である。୆のほか、ࣃޙの枘穴内にࣃの一部が残存しており、୆とࣃの組Έ合わせが
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分かるࢿྉである。थ種は୆・ࣃޙともにϞΫϨϯଐであり、ܰい木ࡐのར༻がਪ定される。高田平໺で

は、஥田遺跡から出土したࠩࣃ下駄の୆にΫεノΩՊが確認されたྫがあるが、୆とࣃの組Έ合わせを確

認できる事ྫは認められないʦҏ東・山田 2012ʧ。一ํ、新潟県内の中世のࠩࣃ下駄の調査事ྫを見ると、

前遺跡（出Ӣ崎町）のࣉ 12 世紀とされるࢿྉにεΪが多数確認されるが、これをআくとϞΫϨϯଐのར

༻ྫがもっとも多く、当֘期の木ࡐར༻を反өすると考えられる。

৯事۩のંෑ（59）は、ఈ൘のΈの出土である。ബいຝ目൘のεΪがར༻されており、Ճ޻性の高い木

、のར༻がਪ定される。高田平໺における中世のંෑの調査事ྫは、ւ道遺跡や三֯田遺跡などがありࡐ

εΪとサϫϥが確認されているほか、県内のଞ地域でもεΪの事ྫがѹ౗的に多く、わͣかにώノΩが含

まれるʦҏ東・山田 2012ʧ。ࠓճのࢿྉに認められたεΪのར༻は、ط存の調査事ྫと調和する結果と

いえる。

ࠎ　$ 同 定

ྉ　　　ࢼ（1

ྉは、堂古遺跡で検出されたࢼ 4T648 から࠾औされた土৕ 1 ఺である。ࢼྉは、焼ࠎ片がࠞじる土৕

であり、ס૩した状態でอ؅されている。

2）分　ੳ　ํ　法

一ன໷ਫにਁ௮してట化を行い、0.5mm、ޙྉの重量を計測したࢼ のᝲ上でܰくਫચする。ᝲ上に残っ

た残ᕓを自然ס૩させ、ࠎをந出する。ந出したࠎは、೑ٴ؟ͼ࣮体ݦඍڸ下で࡯؍し、形態的特徴から

種ྨ・部位を同定する。

3）結　　　果

同定結果を第 11 දにࣔす。土৕ࢼྉ（ס重 43.62H）のਫચによりճ収されたࠎ片は、いͣれも白৭をఄし、

小ܕであった。このうち、種ྨٴͼ部位を特定できたࠎ片は、ώトの中અࠎ近位୺片・末અࠎ近位୺片、

ώトの可能性があるࣃէ片・基અࠎ � 中અࠎԕ位୺片である。このほかは、種ྨ・部位不明破片である。

άリッド 遺構名 分ੳ量（H） 種ྨ 部位 部分 数量 ඃ೤ උ考

9)12・17 4T684 43.62

ώト
中અࠎ 近位୺ 1 ༗

末અࠎ 近位୺ 1 ༗

ώト  
էࣃ 片ࠜࣃ 4 ༗

基અࠎ � 中અࠎ ԕ位୺片 1 ༗ ԕ位୺破ଛ

ᄡೕߝ 不明 10.59 H ༗

残ᕓ 2.77 H

第 11表　 堂古遺跡 ST684 出土骨同定結果

1
4

3

2 1. ώト中અࠎ（4T648）
2. ώト末અࠎ（4T648）
3. ώト ࣃէ（4T648）
4. ώト 基અࠎ�中અࠎ
　（4T648）

1Dm

第 13図　堂古遺跡 ST684 出土骨
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4）考　　　࡯

4T648 から出土したࠎ片は、いͣれも白৭をఄしており、ද面にࡉかなͻͼ割れがੜじるなど焼ࠎの

特徴が認められた。出土ࠎはいͣれも小ܕの破片であり、種ྨと部位が特定できたのは、ώトのࢦ᪇ࠎの

破片であり、ώト  としたࣃէ片やࢦ᪇ࠎ片もώトの可能性が高いと考えられる。

なお、4T648 については、調査所見によれ͹、೩焼行ҝのࠟ跡とは考えられないことが明らかとされ

ている。そのため、ࠓճのࢼྉに確認された出土ࠎの状況は、遺構֎における火૴行ҝのࠟ跡、すなわち

頭֖ࠎや四ࠎࢶなどの大ࠎܕや主要部位をरい出したޙのॲཧ状況をࣔしている可能性が考えられるが、

この఺については、本遺跡周辺における火૴ࢪ設のن໛や形態、火૴ࢪ設内部の出土ࠎの状況などの調査

事ྫの஝積による検౼が๬まれる。

%　土৕ཧ化ֶ分ੳ

ྉ　　　ࢼ（1

औされた土৕࠾ྉは、堂古遺跡で検出された溝（154%29）からࢼ 4 ఺と、遺跡内に確認されたଯ積૚

（基本૚ং）から࠾औされた土৕ 2 ఺の計 6 ఺である（ࢼྉはいͣれもਤ൛ 9%�%� 部分から࠾औした）。以下に、

。ྉの֓要を記すࢼ

15SD29

154%29 は、基本૚ংⅢ૚を確認面とするが、Ⅲ૚での検出がࠔ೉なため、࣮ࡍはⅥ૚で検出されて

いる。調査所見によれ͹、埋土は 1 〜 4 ૚に区分されており、1・2 ૚がΦリーϒ׊৭೪質土、3・4 ૚

が҉փԫ৭シϧトからなる。ࢼྉは、154%29 埋土の 1 〜 4 ૚の各૚から࠾औされた土৕ 4 ఺（埋土 1 〜

4 ૚）からなる。

基 本 層 序

ྉは、154%29ࢼ の記録のࡍのஅち割り面に確認された基本૚ংのᶛ૚とⅥ૚より࠾औされている。

調査所見によれ͹、ᶛ૚は҉׊৭೪質土、Ⅵ૚が׊ࠇ৭೪質土からなり、Ⅵ૚からは古墳時代の土師器の

出土が確認されている。

本分ੳでは、遺構の年代に関わるࢿྉの作成として、遺構の埋積աఔ（埋土の形成）に関わるଯ積物の

化ֶ性にண目し、上記した土৕ࢼྉ 6 ఺について、୸ૉ（෗২）、リϯࢎ、Χϧシ΢Ϝの各種成分含量の

測定を行った。

2）分　ੳ　ํ　法

༗機୸ૉはνϡーリϯ法、リϯࢎ含量は঳ࢎ・աԘૉࢎ分ղ−όφドϞリϒσϯࢎ比৭法、Χϧシ΢Ϝ

含量は঳ࢎ・աԘૉࢎ分ղ−原ٵࢠ光法ʦ土৕標४分ੳ・測定法委員会 1986ʧにैった。以下に各項目

のૢ作޻ఔをࣔす。

分析試料の調製

土մをܰく่して、ޙסྉを෩ࢼ 2mm のᝲでᝲい分ける。このᝲ௨աࢼྉを෩ࡉס土ࢼྉとし、分ੳ

にڙする。また、෩ࡉס土ࢼྉの一部をೕ鉢でคࡅし、0.5mm ᝲをશ௨させ、คࡅ土ࢼྉを作成する。

෩ࡉס土ࢼྉについては、105ˆで 4 時間ס૩し、分ੳࢼྉਫ分をٻめる。
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有 機 炭 素

คࡅ土ࢼྉ 0.100 〜 1.500H を 100mM 三֯ϑϥεコにਖ਼確にടりとり、0.4/ ΫϩϜࠞࢎེ・ࢎӷ

10mM をਖ਼確にՃえ、約 200ˆの࠭ཋ上でਖ਼確に 5 分間ࣽ෸する。ྫྷ0.2、ޙ٫� ϑェχϧΞϯトϥχϧ

ༀにࣔࢦӷをࢎ 0.2/ めたਫ分量からٻ量法でݮͼՃ೤ٴ第一మΞϯϞχ΢Ϝӷでణ定する。ణ定஋ࢎེ

$�土当たりの༗機୸ૉ量（0SHס 土ס �）をٻめる。これに 1.724 を৐じて෗২含量（�）をࢉ出する。

リン酸・カルシウム含量

คࡅ土ࢼྉ 1.00H をέϧμーϧ分ղϑϥεコにട量し、はじめに঳（03/(）ࢎ約 10mM をՃえてՃ೤

分ղする。์ྫྷޙ、աԘૉࢎ（)$M04）約 10mM をՃえて࠶ͼՃ೤分ղを行う。分ղऴྃޙ、ਫで 100mM

に定༰し、ろաする。ろӷの一定量を؅ݧࢼに࠾औし、リϯࢎ発৭ӷをՃえて分光光度計によりリϯࢎ

（1205）ೱ度を測定する。別にろӷの一定量を؅ݧࢼに࠾औし、ׯব཈੍ࡎをՃえたޙに原ٵࢠ光光度計

によりΧϧシ΢Ϝ（$B0）ೱ度を測定する。これら測定஋とՃ೤ݮ量法でٻめたਫ分量からס土当たりの

リϯࢎ含量（1205mH�H）とΧϧシ΢Ϝ含量（$B0mH�H）をٻめる。

3）結　　　果

分ੳ結果を第 12 ද・第 14 ਤにࣔす。以下に、地఺͝とに結果を記す。

15SD29

154%29 埋土の໺֎土性ʦϖドϩδーֶ会編 1997ʧは、埋土 1 〜 4 ૚のいͣれも )$（重৥土）と೪

質であり、土৭も׊৭（10:34�6）である。

地఺名 � 遺構名 � ૚位名 土৭ 1） 土性 2）
༗機୸ૉ

$
（�）

෗২
（�）

શリϯࢎ
1205

（mH�H）

શΧϧシ΢Ϝ
$B0

（mH�H）

154%29

埋土 1 ૚ 10:34�6 ׊ )$ 0.56 0.97 2.08 3.47

埋土 2 ૚ 10:34�6 ׊ )$ 0.67 1.16 2.16 2.88

埋土 3 ૚ 10:34�6 ׊ )$ 0.47 0.81 1.87 2.65

埋土 4 ૚ 10:34�6 ׊ )$ 0.29 0.50 1.50 2.67

基本૚ং
ᶛ૚ 10:34�6 ׊ )$ 0.80 1.38 3.38 3.51

Ⅵ૚ 10:33�4 ׊҉ )$ 0.90 1.55 1.56 3.19

1）土৭ɿϚϯηϧද৭ܥに४じた新൛標४土৭஽（೶ྛল೶ྛਫٕ࢈ज़会ٞ؂म ,1967）による。
2）土性ɿ土৕調査ϋϯドϒッΫվగ൛（ϖドϩδーֶ会編 ,1997）の໺֎土性による。
)$ɿ重৥土（೪土 45 〜 100�、シϧト 0 〜 55�、࠭ 0 〜 55�）

第 12表　堂古遺跡土壌理化学分析結果

0.00 4.00

෗২含量（�）
2.00

0.00 2.00 4.00

શリϯࢎ・શΧϧシ΢Ϝ（mH�H）

෗২含量

શリϯࢎ

શΧϧシ΢Ϝ

埋土1૚

埋土2૚

埋土3૚

埋土4૚

0.00 4.00

෗২含量（�）
2.00

0.00 2.00 4.00

શリϯࢎ・શΧϧシ΢Ϝ（mH�H）

ᶛ૚

Ⅵ૚

基本層序15SD29

第 14 図　堂古遺跡 15SD29・基本層序の土壌理化学分析結果
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分ੳの結果、෗২含量は埋土 2 ૚が 1.16� ともっとも多く、埋土 1 ૚が 0.97�、埋土 3 ૚が 0.81�、

埋土 4 ૚が 0.50� である。શリϯࢎは、෗২含量と同様に埋土 2 ૚が 2.16mH�H ともっとも高く、埋土

1 ૚が 2.08mH�H、埋土 3 ૚が 1.87mH�H、埋土 4 ૚が 1.50mH�H である。શΧϧシ΢Ϝは、埋土 1 ૚

が 3.47mH�H ともっとも高く、埋土 2 ૚が 2.88mH�H、埋土 3 ૚が 2.65mH�H、埋土 4 ૚が 2.67mH�H

である。

基 本 層 序

基本૚ংの໺֎土性は、ᶛ૚とⅥ૚はいͣれも )$ である。土৭は、ᶛ૚が׊৭（10:34�6）、Ⅵ૚が

。৭（10:33�4）である׊҉

分ੳの結果、෗২含量はᶛ૚が 1.38�、Ⅵ૚が 1.55� である。શリϯࢎは、ᶛ૚が 3.38mH�H とࠓճ

のࢼྉ中でもっとも多く、Ⅵ૚は 1.56mH�H である。શΧϧシ΢Ϝは、ᶛ૚が 3.51mH�H とશリϯࢎと

同様にࠓճのࢼྉ中をもっとも多く、Ⅵ૚が 3.19mH�H である。

4）考　　　࡯

一般的に෗২含量は、主に২ੜൟໜのࢦ標として༻いられるが、その෗২の集積量は主に২物遺体څڙ

量にن定され、ީؾ的要因による২ੜのൟໜ状態が、෗২含量に大きく影響を༩えているとされる。また、

リϯࢎの多くが২物に༝དྷすることが஌られている。

なお、リϯはੜ物にとって主要な構成ݩૉであり、ಈ২物中にීว的に含まれるݩૉであるが、特に人

やಈ物のࠎやࣃには多量に含まれている。ੜ物体内に஝積されたリϯはやがて土৕中にؐݩされ、土৕༗

機物や土৕中のమやΞϧϛχ΢Ϝと೉༹性の化合物を形成することがある。特に׆性Ξϧϛχ΢Ϝの多い

火山փ土では、ඇ火山性の土৕やԭ積௿地ଯ積物などに比べれ͹リϯࢎのݻ定ྗが高いため、火山փ土に

立地した遺跡でのੜ物ݯى残ཹ物のࠟ跡確認にリϯࢎ含量は༗ޮなことがある。

土৕中にී௨に含まれるリϯࢎ含量、いわΏるఱ然ො存量については、いくつかの報告事 ʦྫ#PXFO1983、

#PMU・#SVHHFOXFSU1980、川崎ほか 1991、ఱ໺ほか 1991ʧがあるが、これらの事ྫからਪ定されるఱ然

ො存量の上ݶは約 3.0mH�H ఔ度である。また、人ҝ的な影響（化ֶංྉのࢪ༻など）をडけたࠇϘΫ土の

地ではߞط 5.5mH�H という報告ྫʦ川崎ほか 1991ʧがあり、当社におけるこれまでの分ੳ調査事ྫでは

片などのࠟ跡が認められる土৕ではࠎ 6.0mH�H を越える৔合が多い。一ํ、Χϧシ΢Ϝのఱ然ො存量は

ී௨ 1 〜 50mH�Hʦ౻؏ 1979ʧといわれ、含量෯がリϯࢎよりも大きい傾޲にある。これは、リϯࢎに

比べると土৕中にݻ定され೉い性質による。

ͼΧϧシ΢Ϝ含量が多く、Ⅵ૚は෗ٴࢎճの分ੳ調査の結果、基本૚ংのᶛ・Ⅵ૚では、ᶛ૚はリϯࠓ

২含量がएׯ高いという特徴をࣔした。一ํ、154%29 埋土は、上૚で෗২やリϯࢎ（埋土 2 ૚）やΧϧ

シ΢Ϝ含量が高い（埋土 1 ૚）という特徴が認められたが、શ体的に埋土下位に޲かって各種成分の含量

がݮ少するという傾޲をࣔす。

調査所見によれ͹、154%29 はⅢ૚を遺構検出面としてⅥ૚以ਂまで掘࡟されており、上૚に当たる

埋土 1 ૚がⅢ૚を、埋土 2 ૚がᶛ૚をน面とし、下૚に当たる埋土 3・4 ૚はⅥ૚をน面とする。これら

のରԠ関係を考ྀすると、埋土 2 ૚は埋積のաఔでᶛ૚の影響をडけている可能性があり、埋土 1 ૚は

ᶛ૚よりも上位にあることから、Ⅲ૚やそれ以ޙに形成されたଯ積物の影響が想定される。

また、飯田川のର岸に位置する二反割遺跡では、本遺跡と同様に基本૚ংをର৅とした土৕の化ֶ性

の検౼を行い、リϯࢎ含量と෗২含量との間に高い相関が認められたほか、Χϧシ΢Ϝ含量は各૚४で



5　自 然 Պ ֶ 分 ੳ

68

1mH�H となる状況が明らかとされている（第ᶚষ ճの結果と比ֱすると、෗২含量は二反割遺跡ࠓ。（5$

の中世や古墳時代の遺物แ含૚や遺構検出面にରして༗ҙに少ない状況がうかがえる。一ํ、Χϧシ΢Ϝ

含量は、上ड़したఱ然ො存量のൣғ内にあるものの、二反割遺跡の各ࢼྉよりも高い஋をࣔすという఺で

特徴ͮけられる。

以上の఺を౿まえると、154%29 埋土は෗২含量が少ないଯ積物が埋積した、あるいはこのようなଯ

積物を฼ࡐとしているとਪ定される。また、溝埋土やᶛ૚認められたリϯࢎやΧϧシ΢Ϝ含量については

人ҝによるԿらかの影響などの可能性も考えられる。これらの఺については、ଯ積૚の形成やଯ積ޙの地

ྺの検౼、さらにⅢ૚ٴͼⅢ૚より上位の土৕の化ֶ性の検౼によるධՁが๬まれる。
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第ᶚষ　二 反 割 遺 跡

1　άリッドの設定（第 15 ਤ）

άリッドは、2011（平成 23）年度調査で設定したάリッドを延長して࢖༻した。真北ํ޲を基४に、

調査ൣғをΧόーできるように೚ҙに設定しているʦࡉ井・高橋ほか 2012ʧ。άリッドは大小 2 種ྨあり、

大άリッドは 10m 四ํを୯位とし、小άリッドはそれを 2m 四ํに 25 ౳分した。大άリッドの名শは

南西۱を基఺に、東西ํ޲（西ˠ東）をࢉ༻数字、南北ํ޲（南ˠ北）をΞϧϑΝϕットとし、྆者の組

Έ合せでදࣔしている。小άリッドは 1 〜 25 のࢉ༻数字でදし、北西۱を 1、南東۱を 25 とした。ά

リッドのද記は大άリッドと小άリッドを組Έ合わせ、ʮ8)1ʯのようにݺশした。なお、άリッドߌの

は（のิਖ਼஋ޙࡂ東日本大਒）標஋࠲ 8( ܥ世ք測地）ߌ X�126100.514、:� −15740.319）、12+ 世ք測地）ߌ

ܥ X�126130.515、:� −15700.321）である。

2　基　本　૚　ং（第 15 ਤ）

2015 年度調査ൣғは遺跡の東୺に当たり、東側には೶業༻

ਫ路が北流する。2012（平成 24）年度の確認調査の結果、こ

のਫ路の東側と西側では૚ংがҟなることが判明した。ਫ路東

側は自然堤防എޙの௿地、西側は自然堤防と考えられ、この地

形の相ҧが૚ংのࠩҟの要因となっている。そして、ਫ路はお

おΉね自然堤防とޙഎ௿地との地形の変׵఺に位置している。

遺跡はਫ路の西側、飯田川右岸の自然堤防上に立地し、標高は

13.9 〜 14.8m である。ޙഎ௿地に当たるਫ路東側は、遺跡の

ൣғから֎れている。調査ൣғのඍ地形は北東側、南西側に޲かい؇やかに傾斜し、その間のඍ高地に掘

立柱建物などが位置している。基本૚ংはᶗ〜ᶛ૚に分૚し、Ⅱ૚とᶚ૚はࠞೖ物の༗ແにより 2 ૚に

分した。これはࡉ 2011 年度の調査成果とほ΅同じだが（第 13 ද）、2015 年度は遺物の出土がඇৗに少

ない。

ᶗ૚ɿ҉׊৭シϧト〜೪質土（10:33�4）　೪性・しまりී௨。ݱද土。

Ⅱ૚ɿ҉׊৭シϧト〜೪質土（10:33�3）　೪性ී௨〜ऑ。しまりऑ。փ৭೪質土をま͹らに含Ή C ૚

と含まない B ૚にࡉ分する。中世の遺物แ含૚。

Ⅲ૚ɿࠇ৭シϧト〜೪質土（10:32�1）　೪性ややڧ。しまりී௨。古墳時代の遺物แ含૚。

ᶚ૚ɿ׊৭シϧト〜೪質土（10:34�4 〜 4�6）　೪性ී௨〜ऑ。しまりऑ。׊ࠇ৭೪質土をま͹らに含

Ή B ૚と含まない C ૚にࡉ分する。基本的にᶚC ૚で遺構を検出した。

ᶛ૚ɿԫ׊৭シϧト〜೪質土（10:35�8）　೪性・しまりऑ。青փ৭೪質土をま͹らに含Ή。

2011 年度 2015 年度 උ考

ᶗ ૚ ᶗ ૚
ද土

ᶗ� ૚ −

ᶗ�B ૚ − 近世以߱畑ߞ作土

Ⅱ ૚ ⅡB ૚
中世遺物แ含૚

− ⅡC ૚

Ⅲ ૚ Ⅲ ૚ 古墳時代遺物แ含૚

− ᶚB ૚

ᶚ ૚ ᶚC ૚ 遺構検出面

ᶛ ૚ ᶛ ૚

第 13表　二反割遺跡基本層序対応表
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3　遺　　　構

3　遺　　　構

A　֓　　　要

記ड़のํ法と遺構の形態分ྨなどについては、第Ⅲষ 3A1）・3）に४じて記ड़する。2015 年度調査

ൣғ南西側には 2011 年度調査区が隣接するため、2011 年度調査遺構の延伸部分は同一の遺構名を࢖

༻する（4#124）。2015 年度調査の遺構については、遺構ུ号の前に調査年ʮ15ʯを෇した。遺構数は

2011 年度遺構の延伸部分を含め、掘立柱建物 14 棟、井戸 6 基、溝 31 条（そのうち畑作溝 16 条）、土坑

13 基、ピット 402 基、性格不明遺構 2 基である。なお遺構番号 9 はܽ番である。

調査ൣғ内のඍ地形は 8) がもっとも高く、北東側、南西側に޲かいঃʑに௿下する。遺跡は飯田川

右岸の自然堤防上に立地する。北東୺は自然堤防とޙഎ௿地の地形の変׵఺に当たり、自然堤防の末୺

にԊって೶業༻ਫ路が北流する。遺構は調査ൣғのほ΅શ域に分布する傾޲にあるが、地形が௿い 5( 周
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辺がرബになる。また 7) 周辺に位置する畑作溝（154%369・375 〜 377・385・386・429 〜 431・452 〜

456・469・470）は、時期が近世以߱の可能性が高いためʦࡉ井・高橋ほか前ܝʧ、報告のର৅とはしない。

154,188・238、154X129 は埋土に୸化物૚が見られ、人ҝ的に埋め໭されている。平面やஅ面の形

状もڞ௨している。ද土౳掘࡟時から୸化物の分布が確認でき、掘り込Έ面は比ֱ的上位と考えられた。

埋土の状況などもՃຯすれ͹、中世以前にさかの΅る可能性は௿いと考えられ、7) 周辺の畑作溝と同様

に報告のର৅とはしない。2011 年度調査では古墳時代の遺構・遺物（5 世紀〜 6 世紀）が検出されたが、

2015 年度は検出されなかった。

遺構埋土は、৭調からࠇ৭ܥ埋土・׊৭ܥ埋土・փ৭ܥ埋土（׊փ৭など）の 3 種ྨに大別できるが、

遺構の新چ関係や出土遺物からは時期ࠩを明確にすることはできなかった。出土遺物から遺構の時期が

判明したのは 154X435 のΈで、古代の遺構と考えられる。そのほかの遺構は、建物の柱穴形状・柱穴ن

໛・構造・࣠ํ޲のྨࣅ性から、2011 年度調査の中世集落（12 世紀）との関࿈性がうかがえた。そこで

建物と関࿈する井戸（154E471）出土のߌ状木製品（15）の年代測定を行ったところ、11 世紀中葉〜 13

世紀初頭の年代が得られたことから（第ᶚষ 5#）、2015 年度調査の集落は 12 世紀中心の集落と判அし

た。その前ఏで遺構埋土を見௚すと、建物・井戸・溝はࠇ৭ܥ埋土が主体で、畑作溝、154,188・238、

154X129 は׊৭ܥ埋土やࠇ৭ܥ埋土となる。ࠇ৭ܥ埋土の一部には、Ⅲ૚（古墳時代のแ含૚）に༝དྷす

る埋土も見られ、ᶚ・ᶛ૚をϒϩッΫ状に含Ήものが多い。このⅢ૚༝དྷの埋土は、柱穴や井戸にも見ら

れること、古墳時代の遺物が確認できないことから、中世遺構を埋めるࡍにࠞೖしたと考えられ、古墳時

代の遺構とは判அしていない。փ৭ܥ埋土は不明な఺が多いが、建物の一部に認められ、中世以前の可能

性がある。׊৭ܥ埋土はᶚ・ᶛ૚に༝དྷし、中世の遺構にも少ないながら確認できる。

#　古 代 の 遺 構

古代の遺構と判அできるのは 154X435 のΈで、時期は古代ᶗ〜Ⅱ期（7 世紀代）と考えられる。

15SX435（ਤ൛ 49・112・113）

8)4 に位置する。平面形がପ円形、அ面形が୆形状をఄする土坑の内部に、土師器（1 〜 7）が据えら

れていた。そのうち 4 個体（2 〜 4・7）が原位置をอち、2・3 は口ԑ部側を下にして立てた状態で検出

された。4・7 の上下は不明である。土師器の残存高は 3.4 〜 12.5Dm で、土坑ఈ面から約 10Dm ුいて

いた。土坑のن໛は長ܘ 1.02m、୹ܘ 0.70m、ਂさ 0.25m である。埋土は 4 ૚に分૚でき、׊৭ܥ埋

土や҉੺׊৭೪質土などがଯ積するが、҉੺׊৭೪質土がଯ積する遺構は 154X435 のΈで、น面やఈ面

などにඃ೤のࠟ跡はない。154#567 の内部に位置し、周辺にはピットや畑作溝なども位置するが、௚接

の新چ関係はない。8) 周辺は地形が高く、ݱ地දから遺構検出面まで 15 〜 20Dm で比ֱ的ઙい。その

ため、154X435 やその周辺も畑作の影響をडけていることが༧想される。土師器の遺存状況もそれをࣔ

しており、土坑の掘り込Έももう少しਂかった可能性もある。

154X435 や周辺の遺物の出土状況から、性格は建物のΧϚドやஷ蔵穴、ุ坑などの可能性が༧想され

た。9(2 でやや཭れるが、円筒形土製品（12）の出土は周辺での竪穴建物の存在をࣔࠦする。154X435

を 154#567 に伴うࢪ設とすると、柱穴の形状・配置などから 154#567 は古代の建物とは考えにくいた

め、໰୊が残る。154#567 以֎の建物のࢪ設とした৔合、ྫえ建物が؆қ的な構造であったとしても、

そのࠟ跡がまったく検出できなかった఺で໰୊が残る。また埋土の分ੳも行ったが、ุ坑の可能性をࣔす

結果ではなかった（第ᶚষ 5$）。土師器が土坑内部に据えられるという 154X435 の形態的な特徴を考ྀ
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すると、それ୯ಠで機能したとは考えにくいものの、۩体的な性格は不明である。

$　中 世 の 遺 構

1）掘 立 柱 建 物

掘立柱建物は 14 棟検出し、そのうち 1 棟は 2011 年度調査の延伸（4#124）で、4 棟は整ཧ作業の結

果認定した建物（154#564 〜 567）である。建物の構造は四面廂建物、片廂建物、総柱建物が各 1 棟ͣつ

で、そのほかはすべて側柱建物である。建物同士は柱筋をそろえるものや࣠がਖ਼ํ位をࢦすものなどがあ

り、計画的に配置されたことがうかがえる。重複は少なく、集落の存ଓ期間を反өしていると考えられる。

2011 年度調査分の建物とは柱穴のن໛や埋土などにྨࣅ性が認められ、建物配置も相ޓに関࿈する可能

性が高い。そのため 2011 年度調査と同時期（12 世紀）の集落と想定でき、自然Պֶ分ੳでも同様の結果

が得られている（第ᶚষ 5#）。ただし、154#567 はほかの建物とは࣠がҟなる一ํ、近世以߱の畑作溝

と࣠が近ࣅする。そのため、中世の建物とするには໰୊も残る。

SB124（ਤ൛ 49・113）

5・6F に位置する。2011 年度調査時に検出した建物で、その延伸部分が確認できた。その結果、ܻ行

2 間（5.00m）ʷྊ行 2 間（3.30m）、ܻ行ํ޲ /�88�E の˃東西棟の建物であることが判明した。面積は約

16.50m2 となる。ܻ行の柱穴間ִは 1.85 〜 3.20m で、ྊ行は 1.60 〜 1.80m である。柱筋の௨りはよ

い。柱穴の平面形は円形が多く、அ面形は 6 字状がほとんどである。ن໛はܘが 0.15 〜 0.31m、ਂさ

は 0.14 〜 0.50m である。いͣれも͹らつきがあり、小ܕのものが多い。柱ࠟは確認できなかった。周

辺には 4#125、154#561、154%371、4,111 などが位置する。4E3 と重複しているが、新چ関係は

不明である。遺物は出土していない。

15SB354（ਤ൛ 50・114）

11,・L に位置する。ܻ行 3 間（8.78m）以上ʷྊ行 1 間（5.10m）、ܻ行ํ޲ /�0 の˃南北棟の建物であ

る。北西側が調査ൣғ֎に延伸するが、ܻ 行は 3 間ないし 4 間とࢥわれる。面積は 44.78m2 以上となる。

ܻ行の柱穴間ִは 2.32 〜 3.44m で͹らつく。ྊ行は 5.10m でܻ行より޿い。ܻ 行の柱筋の௨りはよいが、

ྊ行はѱい。柱穴の平面形はପ円形がほとんどで、அ面形は 6 字状や୆形状が多い。ن໛はܘが 0.24 〜

0.63m、ਂさは 0.30 〜 0.56m で、いͣれも͹らつく。柱ࠟは 2 基で確認でき、ܘは 0.13m と 0.15m

でほ΅同ن໛である。内部には 154,31 が位置するが、154#354 との関係は不明である。このほか周

辺には 154#356・425、154,51 などが位置する。154#354 の東側ܻ行は 154#426 の西側ܻ行と柱

筋をそろえており、そのڑ཭は約 13.2m である。154#355、154E30、154%1A と重複し、新چ関係

は 154%1A に੾られるが、154#355、154E30 との新چ関係は不明である。遺物は 151223 の 4 ૚か

ら摩耗した土師器の小片が 1 ఺出土した。

15SB355（ਤ൛ 50・114）

11,・L に位置する。ܻ行 2 間（4.96m）以上ʷྊ行 1 間（5.61m）、ܻ行ํ޲ /�0 の˃南北棟の建物であ

る。面積は 27.83m2 以上で、北西側が調査ൣғ֎に延伸する。ܻ行の柱穴間ִは 2.26 〜 2.70m で、͹

らつく。ྊ行は 5.61m で、ܻ行より޿い。柱筋の௨りは比ֱ的よい。重複する 154#354 より一ճり大

きい建物と考えられる。柱穴の平面形は円形が多く、அ面形は୆形状が多い。ن໛はܘ 0.25 〜 0.45m、

ਂさ 0.34 〜 0.50m で、やや͹らつきがある。15121・38 では柱ࠟと柱の当たりが見られた。周辺には

154#356・425、154E30、154,51 などが位置する。154#354、154%1A と重複する。154#354 と
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の新چ関係は不明だが、154#354・355 がほ΅同時期と想定できることから 154%1A に੾られるとࢥ

われる。遺物は 15114 の 1 ૚から土師質土器が出土した。

15SB356（ਤ൛ 50・115）

10・11+・, に位置する。ܻ行 3 間（6.10m）̫ ྊ行 2 間（3.68m）の਎ࣷの 4 面に廂がつく、5 間（10.00m）

ʷ 4 間（6.36m）の東西棟の建物（ܻ行ํ޲ /�75 �˃8）である。਎ࣷ部分の面積は約 22.45m2、廂を

含めると約 63.60m2 となる。਎ܻࣷ行の柱穴間ִは 1.68 〜 2.80m で、中央の 151170�151159 間、

151119�151151 間が޿い。ྊ行は 1.83 〜 2.03m で西࠺側がやや޿い。廂部分ܻ行の柱穴間ִは 1.48 〜

3.00m で、਎ࣷ同様に中央の 151180�151160 間、151148�151330 間が޿い。ྊ行の柱穴間ִは 1.28 〜

1.74m である。廂の出はྊ行ํ޲が約 1.40 〜 1.50m、ܻ行ํ޲が約 1.80 〜 2.00m である。਎ࣷの柱

筋の௨りは比ֱ的よいが、廂はѱい。਎ࣷ・廂ともに柱穴の平面形は円形が多く、அ面形は 6 字状が多

い。ن໛は、਎ࣷがܘ 0.19 〜 0.36m、ਂ さ 0.13 〜 0.51m、廂がܘ 0.17 〜 0.35m、ਂ さ 0.16 〜 0.46m

である。͹らつきはあるが、਎ࣷと廂で柱穴のن໛にݦ著なࠩҟは認められない。柱ࠟは਎ࣷで 5 基、

廂で 6 基確認でき、ܘは਎ࣷが 0.05 〜 0.14m、廂が 0.06 〜 0.13m で、ほ΅同ن໛である。周辺には

154#354・355・425・492・563、154E132、154,51 などが位置する。154#563 の東側ྊ行の柱

筋と廂部分西側ྊ行の柱筋をそろえており、ڑ཭は約 6.6m となる。154E130 と重複し、新چ関係は

154E130 に੾られる。遺物は出土していない。

15SB425（ਤ൛ 51・115）

11+・, に位置する。ܻ 行 2 間（3.40m）̫ ྊ行 2 間（2.54m）の南北棟建物である。ܻ 行ํ޲は /�31 �˃8 で、

面積は約 8.64m2 である。ܻ行の柱穴間ִは 1.46 〜 1.80m で、ྊ行は 1.12 〜 1.32m となる。柱筋の

௨りはѱい。柱穴の平面形は円形やପ円形、அ面形は֊ஈ状が多い。ن໛はܘ 0.16 〜 0.35m で、ਂさ

は 0.13 〜 0.46m と͹らつきがある。柱ࠟは 3 基で確認でき、15196 のܘは 0.16m である。周辺には

154#354 〜 356・426、154E132、154%1A、154,51 などが位置する。154%1A の長࣠ํ޲とܻ行

。がそろうが、ほかの建物とはそろわない。遺物は出土していない޲ํ

15SB426（ਤ൛ 51・116）

11+、11・12* に位置する。ܻ行 3 間（7.86m）ʷྊ行 1 間（4.70m）の਎ࣷの東側に廂（1.18m の出）

がつく南北棟建物である。ܻ 行ํ޲は /�3 �˃E で、面積は約 46.22m2 である。਎ܻࣷ行の柱穴間ִは 2.16 〜

3.14m で、中央の 15144�15167 間、15118�15149 間が޿くなる。ྊ行は 4.70m の౳間ִである。廂

の柱穴間ִは 2.42 〜 2.94m で、਎ࣷ同様中央の 15110�15122 間が޿い。柱筋の௨りはѱい。柱穴の

平面形はପ円形が多く、அ面形はശ状や୆形状などさまざまである。ن໛は਎ࣷでܘが 0.23 〜 0.53m、

ਂさが 0.10 〜 0.60m、廂でܘが 0.16 〜 0.31m、ਂさが 0.12 〜 0.37m である。いͣれも͹らきが認め

られるが、਎ࣷのํが廂よりも大きい傾޲にある。柱ࠟは਎ࣷの 2 基で確認でき、ܘは 0.10m と 0.13m

である。15149 には᛽が 3 ஈ積まれていた。柱のൈきऔりޙにೖれられたのか、柱の長さ調અのためೖ

れられたのかなど、その機能は明確にできなかった。周辺には 154#425・492、154E70、154%1A な

どが位置する。154#426 の東側ܻ行の柱筋は 154#354 の西側ܻ行の柱筋とそろえている。遺物は出土

していない。

15SB492（ਤ൛ 51・114）

10・11*・+ に位置する。ܻ行 2 間（3.35m）ʷྊ行 2 間（3.14m）、ܻ 行ํ޲ /�4 �˃E の南北棟の建物で、

北側ྊ行中央の柱穴は確認できなかった。面積は約 10.52m2 である。ܻ行の柱穴間ִは 1.25 〜 2.10m



74

3　遺　　　構

で、北側のํが޿い。柱筋の௨りは、151559 がやや֎側に位置するなど、あまりよくない。柱穴の平

面形はପ円形や円形で、அ面形は࿙ే状に近いものなどさまざまである。ن໛はܘが 0.17 〜 0.30m、ਂ

さは 0.22 〜 0.52m で͹らつきがある。柱ࠟは 4 基で確認でき、ܘは 0.08 〜 0.14m である。周辺には

154#356・426・563、154E132 などが位置する。遺物は 151181 の 1 ૚から須恵器ഋの小破片が出

土している。

15SB561（ਤ൛ 52・117）

6・7E・F に位置する。ܻ行 5 間（8.06m）ʷྊ行 4 間（6.70m）、ܻ行ํ޲ /�89 �˃8 の東西棟の総柱

建物であるが、3 か所で柱穴が確認できなかった。4#121・261（2011 年度調査）とともに、約 20m の

཭をอちڑ L 字状に配置される（第 20 ਤ）。面積は約 54.00m2 である。建物の東側にピットが位置する

ことから、廂やญが෇ଐする可能性も残る。柱穴間ִはܻ行が 1.33 〜 2.40m、ྊ行が 1.14 〜 2.00m で、

いͣれもかなり͹らつきがある。平ۉの柱穴間ִはܻ行が約 1.65m、ྊ行が約 1.58m となり、ܻ行のํ

が޿い。柱筋の௨りはѱい。柱穴の平面形は円形、ପ円形が多く、அ面形は 6 字状、൒円状、୆形状な

どさまざまである。ن໛はܘが 0.11 〜 0.41m、ਂさは 0.05 〜 0.45m で͹らつく。154%371 ఈ面で検

出した 151519 をআいても、͹らつきが認められる。柱ࠟは 4 基で確認でき、ܘは 0.10 〜 0.19m である。

周辺には 4#124・125、154#562・564、154E350 などが位置する。154E471、154%325・371、

154,474 などと重複し、新چ関係は 154E471、154%325、154,474 を੾り（ਤ൛ 55）、154%371 に

੾られる。遺物は出土していない。

15SB562（ਤ൛ 52・117・118）

8・9F・( に位置する。ܻ行 4 間（8.78m）ʷྊ行 1 間（4.78m）の南北棟の建物で、南側ྊ行の柱筋

と 154#561 北側ܻ行の柱筋がそろうと判அしている。ܻ行ํ޲は /�4 �˃E で、154#565・566 のܻ行

や޲ํ 154%176 の長࣠ํ޲とそろう。面積は約 41.97m2 である。ܻ行の柱穴間ִは 1.82 〜 2.66m

で、中央 2 間分の間ִがややڱい。ྊ行は 4.78m である。柱筋の௨りはѱい。柱穴の平面形は円形が

多く、அ面形は୆形状が多い。ن໛はܘ 0.20 〜 0.47m、ਂさ 0.13 〜 0.48m と͹らつきがある。柱ࠟ

は 2 基で確認でき、ܘは 0.07m と 0.17m である。周辺には 154#561・564・566・567、154%176、

154,305 などが位置する。東側で 154#565 と重複するが、新چ関係は不明である。154#562 内部に

はਂ度がઙい 154,554・555 が位置するが、建物との関係は不明である。遺物は出土していない。

15SB563（ਤ൛ 53・118）

9+、9・10* に位置する。ܻ行 3 間（10.10m）ʷྊ行 1 間（4.26m）、ܻ行ํ޲ /�77 �˃8 の東西棟の建

物である。面積は約 43.03m2 である。ܻ行の柱穴間ִは 2.24 〜 3.74m で、中央の 1 間分がやや޿い。

ྊ行は 4.20m と 4.26m でほ΅同じである。151242・216・236 が柱筋上から֎れるため、௨りはѱ

い。柱穴の平面形は円形やପ円形などで、அ面形は࿙ే状に近いものや൒円状が多い。ن໛はܘが 0.22 〜

0.56m、ਂさは 0.12 〜 0.41m で、いͣれも͹らつく。柱ࠟは確認できない。周辺には 154#356・

492・567、154E130 などが位置する。東側ྊ行の柱筋が 154#356 廂部分の西側ྊ行の柱筋とそろい、

約 6.6m のڑ཭がある。遺物は 151226 の 2 ૚から土師器が出土した。

15SB564（ਤ൛ 53・117・118）

整ཧ作業で認定した建物である。7・8( に位置する。ܻ行 2 間（3.52m）ʷྊ行 2 間（2.60m）、ܻ行ํ

޲ /�82 �˃8 の東西棟の建物である。南西۱柱は確認できない。面積は約 9.15m2 である。ܻ行の柱穴間

ִは 1.68 〜 1.82m でほ΅同じで、ྊ行は 1.17 〜 1.43m となる。柱筋の௨りは比ֱ的よい。柱穴の平



第ᶚষ　二 反 割 遺 跡

75

面形は円形やପ円形で、அ面形は 6 字状が多い。ن໛はܘが 0.18 〜 0.31m でほ΅同じだが、ਂ さは 0.19 〜

0.40m とやや͹らつく。柱ࠟは 2 基で確認でき、ܘは 0.07m と 0.12m である。周辺には 154#561・

562・567、154E350 などが位置する。東側で 154,305 と重複し、新چ関係は 154,305 を੾る。遺

物は出土していない。

15SB565（ਤ൛ 53・117・119）

整ཧ作業で認定した建物で、9F・( に位置する。南東側の大部分が調査ൣғ֎に延ͼるが、154#562

との関࿈性を考ྀし、ܻ行 2 間（3.10m）以上ʷྊ行 2 間（4.17m）の南北棟建物と判அした。ܻ行ํ޲

は /�3 �˃E で、154#562・566 のܻ行ํ176%154、޲ の長࣠ํ޲とそろう。面積は 12.93m2 以上であ

る。ܻ行の柱穴間ִは 3.10m で、ྊ行は 1.96m と 2.21m である。柱穴の平面形は円形などで、அ面形

は୆形状などである。ن໛はܘが 0.18 〜 0.35m で、ਂさは 0.08 〜 0.76m とかなり͹らつきがある。

柱ࠟは 151501 で確認でき、ܘは 0.10m である。周辺には 154%176、154,554・555 などが位置する。

東側で 154#566、西側で 154#562 と重複するが、新چ関係は不明である。154#566 とは北側ྊ行の

柱筋がほ΅そろうことから、建てସえている可能性もある。遺物は出土していない。

15SB566（ਤ൛ 53・117・119）

整ཧ作業で認定した建物で、9F・( に位置する。南東側の大部分が調査ൣғ֎に延ͼるが、154#565

と同様に、ܻ 行 2 間（2.67m）以上ʷྊ行 2 間（4.50m）の南北棟建物と判அした。ܻ行ํ޲は /�5 �˃E で、

154#562・565 のܻ行ํ176%154、޲ の長࣠ํ޲とそろう。面積は 12.02m2 以上である。ܻ行の柱

穴間ִは 2.67m で、ྊ行は 2.00m と 2.50m である。柱穴の平面形はପ円形が多く、அ面形はさまざま

である。ن໛はܘが 0.15 〜 0.38m で、ਂさは 0.18 〜 0.49m と͹らつきがある。柱ࠟは確認できない。

周辺には 154#562、154,554・555 などが位置する。西側で 154#565、東側で 154%176 と重複す

るが、新چ関係は不明である。154#565・566 は北側ྊ行の柱筋がほ΅そろうことから、建てସえてい

る可能性もある。遺物は出土していない。

15SB567（ਤ൛ 54・119）

整ཧ作業で認定した建物である。8・9)・* に位置する。ܻ行 3 間（8.52m）ʷྊ行 2 間（6.22m）、ܻ

行ํ޲ /�25 �˃E の南北棟の建物で、南۱柱は確認できない。154#567 と࣠がそろう建物や溝はなく、

西側に隣接する畑作溝（近世以߱か）の࣠に近い。面積は約 52.99m2 である。ܻ行の柱穴間ִは 2.44 〜

3.06m、ྊ行は 2.80 〜 3.30m で͹らつきがある。151368・403 が֎側に位置するため、柱筋の௨り

はѱい。柱穴の平面形はପ円形がほとんどで、அ面形は 6 字状がやや多い。ن໛はܘが 0.17 〜 0.70m、

ਂさは 0.23 〜 0.58m で、かなりの͹らつきがある。柱ࠟは確認できない。周辺には 154#562 〜 564、

154,384、畑作溝などが位置する。南側で 154%416 と重複するが、新چ関係は不明である。内部には

154X435 が位置する。154X435 が伴なうとすると 154#567 も古代の遺構になるが、柱穴の形状や配

置などを考えると古代の遺構とは考えにくい。そのため 154X435 とは関࿈がないと判அする。遺跡周辺

は近世以߱畑地としてར༻されていた可能性が高くʦࡉ井・高橋ほか前ܝʧ、154#567 の西側にも畑作溝

が隣接する。ܻ行ํ޲と畑作溝の࣠が近ࣅすることから、154#567 は畑地に伴う可能性もある。しかし

遺物が出土していないため、時期についてこれ以上ٴݴできない。なお周辺のⅡB ૚などから土師器が少

ないながら出土しているが、周辺の地形が高いため畑作の影響をڧくडけていると考えられる。そのため、

௚接 154#567 に関係する遺物ではないと判அした。
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2）井　　　戸

2011 年度調査の井戸は 1.5 〜 1.7m のਂさで、堂古遺跡の井戸も比ֱ的ਂかったことから、2015 年

度の井戸もਂいものと༧想していた。そこで人ྗでの掘࡟を約 1m までとし、それ以下は重機を࢖༻して

அち割りを行い、遺物の確認やஅ面の記録を行うことにした。அち割り調査のํ法は第Ⅲষ 3A 5）に४

じている。なお、上部調査時のηΫシϣϯϙイϯトと反ର側からஅち割り調査を行った井戸はない。井戸

は 6 基検出した。基本的にૉ掘りと考えている。154E471 をআき、น面の่落はなく比ֱ的原形をอつ

ものが多い。主に平面のن໛から大ܕ（154E70・130・471）・中ܕ（154E132・350）・小ܕ（154E30）に

分ྨできるが、2011 年度調査の井戸はすべて大ܕに分ྨできる（4E3・79・83・110・169）。埋土はԫ׊

৭೪質土などを含Ήࠇ৭ܥ埋土とᶚ・ᶛ૚に༝དྷする׊৭ܥ・փ৭ܥ埋土などで、人ҝ的に埋め໭された

と判அしている。

15SE30（ਤ൛ 54・120）

11L25 に位置する。平面形は円形で、அ面形は 6 字状をఄする。น面の่落はなく、原形をอつ。ن

໛は長ܘ 0.65m、୹ܘ 0.64m、ਂさ 0.98m で、小ܕの井戸とした。埋土は 11 ૚に分૚できる。中位に

埋土がϨϯズ状にଯ積する。154#354ܥ埋土が、下位・上位にփ৭ܥ৭ࠇ と重複するが、柱穴と௚接重

複しないため、新چ関係は不明である。遺物は 7 ૚から土師器の小片が出土した。

15SE70（ਤ൛ 54・120）

12+18・23 に位置する。平面形は円形で、அ面形は࿙ే状をఄする。น面の่落はなく、原形をอつ。

ܘ໛は長ن 1.75m、୹ܘ 1.54m、ਂさ 1.91m で、大ܕの井戸である。埋土は 16 ૚に分૚でき、主に

。埋土がϨϯズ状にଯ積する。上位のଯ積状況を見ると、井戸側の設置や掘り௚しの可能性も残るܥ৭ࠇ

154%1A、15146・69 と重複し、新چ関係は 154%1A、15146・69 を੾る。遺物は 3 ૚から土師質土器、

2 ૚から珠洲焼・ຏ石ྨが出土し、そのほかඃ೤した᛽も出土した。

15SE130（ਤ൛ 55・120）

10+6・7・11・12 に位置する。平面形は円形で、அ面形は 7 字状に近い。น面の่落はなく、原形を

อつと考える。ن໛は長ܘ 2.03m、୹ܘ 1.70m、ਂさ 1.78m で、大ܕの井戸である。埋土は 18 ૚に分

૚でき、ࠇ৭ܥ埋土とփ৭׊・ܥ৭ܥ埋土のޓ૚でϨϯズ状にଯ積する。ԫ׊৭・փ白৭・青փ৭೪質土

を含Ή૚が多い。அ面形や埋土のଯ積状況から、井戸側の設置や掘り௚しの可能性も残る。154#356 と

重複し、新چ関係は 154#356 を੾る。遺物は 3 ૚から土師質土器、12 ૚から石造物（13）・ຏ石ྨ・

๮状木製品、17 ૚から漆器片が出土した。そのほかඃ೤した᛽も出土した。

15SE132（ਤ൛ 55・120）

11+22・23 に位置する。平面形は円形で、அ面形は 6 字状をఄする。น面の่落はなく、原形をอつ。

ܘ໛は長ن 0.95m、୹ܘ 0.88m、ਂさ 1.31m で、中ܕの井戸である。埋土は 11 ૚に分૚でき、Ϩϯズ

状にଯ積する。11 ૚がփ৭ܥ埋土で、それ以֎はࠇ৭ܥ埋土がଯ積する。3・4・9・10 ૚はᶚ・ᶛ૚༝

དྷの೪質土を含Ή。遺物は出土していない。

15SE350（ਤ൛ 55・121）

7F15・20 に位置する。この周辺の 5( 〜 8F にかけては地形が௿く、遺構の分布がرബである。平面

形は円形で、அ面形は୆形状をఄする。น面の่落はなく、原形をอつ。ن໛は長ܘ 1.05m、୹ܘ 0.96m、

ਂさ 1.06m で、中ܕの井戸である。埋土は 6 ૚に分૚でき、ࠇ৭ܥ埋土がおおΉねਫ平にଯ積する。1・
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3 〜 5 ૚はԫ׊৭೪質土を含Ή。遺物は 3 ૚から土師器が出土した。

15SE471（ਤ൛ 55・121）

7E2・3・7・8 に位置する。平面形は円形で、அ面形は 6 字状に近い。น面は่落している。ن໛は

長ܘ 1.92m、୹ܘ 1.77m、ਂさ 1.92m で、大ܕの井戸である。埋土は 40 ૚に分૚でき、ࠇ৭ܥ埋土

や׊৭ܥ・փ৭ܥ埋土がϒϩッΫ状にଯ積する。154#561�151515、154%371 と重複し、新چ関係は

154#561�151515、154%371 に੾られる。遺物は 32 ૚から土師質土器ࡼとࢥわれるఈ部片（8）、39

૚から下駄（14）、35 ૚からߌ状木製品（15）が出土し、そのほかඃ೤した᛽が出土した。ߌ状木製品（15）

の年代を測定したところ、11 世紀中葉〜 13 世紀初頭ࠒという結果が得られ（第ᶚষ 5#）、2011 年度調

査と同様 12 世紀を中心とする集落と判明した。

3）溝

15SD1（ਤ൛ 48・112・121）

11,、11・12+、12・13* に位置し、அ面の࡯؍から 4 ճの変遷が確認できる（ਤ൛ 48  154%1A 〜

%）。平面の記録が残せたのはᶚ૚を掘り込Ή 154%1A のΈである。長࣠ํ޲は /�33 �˃8 で、平面形は

௚ઢ状、அ面形は୆形状（A）、ހ状（#）、൒円状（$・%）をఄする。長さは 31.65m 以上、෯は 0.78m

（A）、0.76m（#）、0.70m 以上（$）、1.18m（%）、ਂさは 0.32m（A）、0.24m（#）、0.35m（$）、0.42m

（%）である（A は検出面、# 〜 % は掘り込Έ面でのن໛）。埋土はいͣれもࠇ৭ܥ埋土と׊৭ܥ埋土がϨϯズ

状にଯ積する。154%1A 南西側の 7 〜 9 ૚は、ࠞೖ物やしまり、ଯ積状況から盛土と判அした。北東側

には確認できないが、154%1$ の構ங時に࡟られたと考えている。154%1A 〜 % は相ޓの新چ関係、掘

り込Έ面から A ˠ # ˠ $ ˠ % のॱに変遷する。ݱ地ද面を࡯؍すると؇くく΅んでいることが分かる

（ਤ൛ 48A�A�）。調査ൣғ֎の 154%1A 延長ઢ上には道が延ͼ、調査前まで道としてར༻されていたよう

で（ਤ൛ 112）、そのࠟ跡が؇いԜΈとして残っている。このことから 154%1# 〜 % も 154%1A と同じ

で、同様の৔所に構ஙし௚されたことがうかがえる。この৔所が自然堤防ԑ辺に位置することを考え޲ํ

れ͹、土地の区画として機能しଓけたことが想定できるが、道のࠟ跡や流ਫのࠟ跡は確認できなかった。

周辺には 154#356・425・426 などが位置し、154#425 のܻ行ํ޲と長࣠ํ޲がそろう。154%1A

が 154#354�151223、154#355、154E70、15146 と重複し、新چ関係は 154#354�151223 を੾り、

154E70、15146 に੾られる。154#355 とは௚接重複しないが、154#354・355 がほ΅同時期と想定

できることから 154#355 を੾ると考えられる。遺物は出土していない。

15SD176（ਤ൛ 47・122）

9F 〜 * に位置する。長࣠ํ޲は /�8 �˃E である。平面形は௚ઢ状、அ面形は୆形状をఄする。ن໛は

長さ 21.70m 以上、෯ 1.00m、ਂさ 0.25m である。埋土は 4 ૚に分૚できる。1 〜 3 ૚はࠇ৭ܥ埋土、4

૚が׊৭ܥ埋土で、Ϩϯズ状にଯ積する。154#566、151239・240・250・531・536 と重複し、新چ

関係は 151531・536 を੾るが、154#566、151239・240・250 とは不明である。遺物は土師器（1・

2・4 ૚）や須恵器（1 ૚）が出土し、そのほかඃ೤した᛽（1・2 ૚）も出土した。周辺には 154#562・

563・565 などが位置し、154#562・565・566 のܻ行ํ޲と長࣠ํ޲がそろう。

15SD325（ਤ൛ 46・122）

6・7E に位置する。長࣠ํ޲は /�33 �˃E である。平面形は௚ઢ状、அ面形はހ状をఄする。ن໛は

長さ 5.51m、෯ 0.47m、ਂさ 0.14m である。埋土は׊ࠇ৭シϧトの୯૚である。154#561�151509、
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154,474 と重複し、新چ関係は 154,474 を੾り、154#561�151509 に੾られる。遺物は出土してい

ない。長࣠ํ޲から建物との関࿈は想定できないが、154%371 とは関࿈する可能性がある。

15SD371（ਤ൛ 46・122）

6・7F、7E に位置する。長࣠ํ޲は /�45 �˃8 である。平面形は௚ઢ状、அ面形は֊ஈ状に近い。ن໛

は長さ 15.60m 以上、෯ 1.01m、ਂさ 0.25m である。埋土は 3 ૚に分૚でき、ࠇ৭ܥ埋土と׊৭ܥ埋土

がଯ積する。ଯ積状況はਫ平ないしϨϯズ状である。154#561�151473・516・518・519、154E471、

154,474、151556 と重複し、新چ関係は 154#561�151473・516・518・519、154E471、154,474、

151556 を੾る。遺物は༻్不明金ଐ製品（16）が 2 ૚から出土している。長࣠ํ޲を見ると、建物との

関࿈は想定できないが、154%325 とは関࿈する可能性がある。

4）土 坑 ・ ピ ッ ト

15SK31（ਤ൛ 56・123）

11,14・19 に位置する。平面形はପ円形で、அ面形は 6 字状をఄする。ن໛は長ܘ 0.90m、୹ܘ 0.64m、

ਂさ 0.30m である。埋土は 6 ૚に分૚でき、׊৭ܥ・փ৭ܥ埋土とࠇ৭ܥ埋土がϨϯズ状にଯ積する。

154#354 内部に位置するが、建物との関係は不明である。遺物は出土していない。

15SK51（ਤ൛ 56・123）

11,23・24 に位置する。平面形は不整形、அ面形はހ状をఄする。ن໛は長࣠ 1.24m、୹࣠ 1.22m、

ਂさ 0.18m である。埋土は׊ࠇ৭೪質土の୯૚である。遺物は土師質土器の小片とຏ石ྨが出土した。

15SK305（ਤ൛ 56・123）

8(16・17 に位置する。平面形は長ํ形で、அ面形はހ状をఄする。ن໛は長࣠ 1.68m、୹࣠ 1.30m、

ਂさ 0.23m である。埋土は 4 ૚に分૚でき、׊৭ܥ埋土とࠇ৭ܥ埋土がϨϯズ状にଯ積する。上位はԫ

৭೪質土・୸化物を含Ή。154#564�151306׊ と重複し、新چ関係は 154#564�151306 に੾られる。

遺物は出土していない。

15SK384（ਤ൛ 56・123）

9)11・16 に位置する。平面形はପ円形で、அ面形はހ状をఄする。ن໛は長ܘ 0.97m、୹ܘ 0.67m、

ਂさ 0.14m である。埋土は୯૚で、にͿいԫ׊৭೪質土がଯ積する。遺物は古代の土師器甕の体部片が

1 ૚から出土した。この土師器は 154,384 検出時に同じϨϕϧから出土し、隣接する 8) ⅡB ૚出土の

破片が接合した。8) 周辺の地形が高く、ද土から遺構検出面までのਂさが 10 〜 20Dm であることを考

ྀすると、畑作や২ྛの影響をडけている可能性がある。そのためࠞೖと判அした。

15SK447（ਤ൛ 56・124）

6)9・10・15 に位置する。平面形は不整形で、அ面形はހ状をఄする。ن໛は長࣠ 1.26m、୹࣠ 1.10m、

ਂさ 0.27m である。埋土は҉փԫ৭೪質土の୯૚である。遺物は出土していない。

15SK554（ਤ൛ 56・124）

8F10 に位置する。平面形はପ円形で、அ面形はހ状をఄする。ن໛は長ܘ 0.90m、୹ܘ 0.65m、ਂ

さ 0.10m である。埋土は 2 ૚に分૚でき、ࠇ৭ܥ埋土がଯ積する。154#562 内部に位置するが、建物

との関係は不明である。遺物は出土していない。

15P560（ਤ൛ 56・124）

11)16・21 に位置する。平面形は円形で、அ面形は 6 字状をఄする。ن໛は長ܘ 0.56m、୹ܘ 0.51m、
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ਂさ 0.72m である。二反割遺跡の一般的な建物の柱穴より大ܕのため、柱穴とは判அしなかった。埋土

は 4 ૚に分૚でき、ࠇ৭ܥ埋土と׊৭ܥ埋土がおおΉねϨϯズ状にଯ積する。遺物は出土していない。

4　遺　　　物

A　土 器 ・ 陶 磁 器

土師器・須恵器・珠洲焼などが 2 ശ（54 ʷ 34 ʷ 10Dm）出土している。一般的に中世は遺物の出土量

が少ない傾޲にあるが、それでも二反割遺跡の遺物量は少ない印৅をडける。土器・陶磁器は小破片で器

形を෮ݩできる個体は少なく、摩耗しているものも多い。そのため時期を特定できる個体は少ない。小破

片や摩耗している個体が多いということは、少なからͣ畑作の影響をडけた結果と考えられる。古代・中

世の土器・陶磁器の時期・器種分ྨは堂古遺跡と同じ࿦考をࢀ考にした（第Ⅲষ 3# 1）B）。

15SX435（ਤ൛ 57・125）

土師器を 7 ఺ਤࣔする（1 〜 7）。器種は 1 をআき甕である。1 の器種は鉢であろうか。口ԑ部֎面にや

やڧいφσがࢪされ、わͣかにくͼれる。2 は体部が内࿷しながら立ち上がり、口ԑ部はڧく֎傾する。

摩耗が著しいが、内֎面にϋέが確認できる。3 の口ԑ部はංްし、くの字状に୹く֎傾する。଻土は比

ֱ的ਫ਼良で、焼成も良޷である。4 は体部片で、内面にはφσ・ϋέ、֎面にはϋέ・έズリがࢪされる。

5 〜 7 はऔり上͛番号が同じだが、それͧれ別個体である。5 の口ԑ部はΏるく֎傾する。଻土がૈѱで

摩耗も著しいため、調整は不明である。଻土は 2 に大変ྨࣅするが、器形がҟなる。6 は୺部をわͣかに

ܽଛする口ԑ部片で、֎面にはφσがࢪされる。଻土や焼成は 3 とྨࣅするが、器形や調整がҟなる。7

は体部片でφσやϋέがࢪされる。いͣれも埋土から出土しているが、154X435 に本དྷ据えられていた

個体は 2 〜 4・7 である。時期は古代ᶗ〜Ⅱ期に位置ͮける。

15SE471（ਤ൛ 57・125）

8 は土師質土器ࡼであろうか。଻土が࠭質で摩耗が著しく、調整などは࡯؍できない。

遺構外出土（ਤ൛ 57・125）

9 は土師器甕で、ਤ上で器形を෮ݩすることができた。ఈ部から֎反しながら立ち上がり、体部下൒が

される。内面のϋࢪとなる。口ԑ部はくの字状に୹く֎傾する。֎面にはϋέ・έズリ・ϛΨΩがܘ大࠷

έはややૈい。10 は土師器甕で、やや上͛ఈとなる。֎面にはέズリがࢪされ、ఈ面にも一部έズリが

確認できる。11 は須恵器のແ୆ഋである。器นは比ֱ的ബく、丁ೡな作りである。ఈ部にはέズリがࢪ

され、ʮ,ʯの字状のϔϥ記号が確認できる。いͣれも時期は古代ᶗ〜Ⅱ期と考えている。

#　土 製 品（ਤ൛ 57・125）

12 は 9(2 ᶚB ૚から出土した円筒形土製品である。内面のྠ積ࠟは比ֱ的丁ೡな調整によってফされ、

あまり目立たない。௚ܘは8〜10Dmఔ度に෮ݩできるが、࿪Έがあるため、多少のࠩޡはあるとࢥわれる。

֎面はඃ೤のࠟ跡が確認できる。

$　石 製 品（ਤ൛ 57・125）

13 は 154E130 の 12 ૚から出土した。石造物の一種と考えているが、ৄࡉは不明である。下୺をআ

く周ԑやཪ面は破ଛしている。石ࡐは҆山ؠで、ਖ਼面には明ྎなՃࠟ޻（ਤ面の୓本部分）が残る。
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%　木 製 品（ਤ൛ 57・125）

154E471 から出土した 2 ఺（14・15）をਤࣔする。

14 は࿈ࣃ下駄で、上୺から右側面をܽଛする。୆の下୺には周ԑにԊうようにఝ穴が認められ、ཪ面

からਖ਼面に؏௨するものと؏௨しないものがある。୆ਖ਼面のܽଛは著しいが、下൒で 6.5Dm ʷ 2.5Dm、

3.8Dm ʷ 1.7Dm ఔ度のࡉ長いൣғ 2 か所がઙくく΅んでいる。

15 はߌ状木製品で、ॎに൒割した൒円形の木ࡐ（௚ܘ約 3Dm）を左ํ޲から斜位に੾அし、ઌ୺をઑら

せている。ਖ਼面には部分的に୸化したथൽが残り、ཪ面ઌ୺にはՃࠟ޻が残る。थ種はΧΤσଐである。

年代測定に࢖༻したࢿྉで、11 世紀中葉〜 13 世紀初頭ࠒという結果が得られた（第ᶚষ 5#）。

E　金　ଐ　製　品（ਤ൛ 57・125）

16 は 154%371 の 2 ૚から出土した。ϑッΫのような形状の金ଐ製品で、༻్は不明である。෯は中

央部が޿く、上୺と下୺はڱくなる。ઌ୺はઑっているが、Ӷརではない。上୺は左に޲かい࿷ۂし、下

୺は右に޲かい࿷ۂする。

17 は 11,2・7 に位置する 15184 の 1 ૚から出土した金ଐ製品（ਤ൛ 124）で、ްさ 0.6Dm ఔ度の൘

状をఄしている。種別や༻్などは明確ではないが、࿷ۂしていることから、ುなどの可能性も考えられ

る。上ԑのܽଛは判அできないが、それ以֎の周ԑはܽଛしているとࢥわれる。

5　自 然 Պ ֶ 分 ੳ

A　は　じ　め　に

二反割遺跡（新潟県上越市三和区岡木字二反割）は、高田平໺の中央部、ݱ在の飯田川右岸に分布する自

然堤防上に立地する。本遺跡は、発掘調査の結果、中世（12 世紀）を主体とする集落であることが明らか

とされており（2011 年度調査）、掘立柱建物や井戸、溝などが確認されている。

本分ੳでは、井戸から出土したߌ状木製品（15）の年代やथ種、性格不明遺構の性格౳に関わるࢿྉの

作成を目的として、自然Պֶ分ੳを࣮ࢪした。

#　์ࣹ性୸ૉ年代測定・थ種同定

ྉ　　　ࢼ（1

์ࣹ性୸ૉ年代測定にڙされたࢼྉは、154E471 から出土したߌ状木製品（15）1 ఺である。ߌ状木

製品（15）はܘ 3Dm の൒ፊ状をఄし、֎面にはथൽが残存する。また、一部が୸化し、Ճࠟ޻とࢥわれ

るࠟ跡も࡯؍される。測定には、破ଛ部をར༻し、थൽ௚下より࠾औした木片（年ྠ 5 〜 6 年分）をڙし、

同木片についてはซせてथ種同定も࣮ࢪした。

2）分　ੳ　ํ　法

放射性炭素年代測定

測定ࢼྉに土৕やࠜ౳の目的物とҟなる年代を࣋つものが෇ணしている৔合、これらをピϯηット、௒

Ի೾ચড়౳により物ཧ的にআڈする。そのޙ、)$M による୸ࢎԘ౳ࢎ可༹成分のআڈ、/B0) による෗
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২ࢎ౳ΞϧΧリ可༹成分のআڈ、)$M によりΞϧΧリॲཧ時にੜ成した୸ࢎԘ౳ࢎ可༹成分のআڈを行

う（ࢎ・ΞϧΧリ・ࢎॲཧ）。ࢼྉをόイコーϧ؅にೖれ、1H のࢎ化ಔ（Ⅱ）とۜഩ（ེ化物をআڈするため）

をՃえて、؅内を真ۭにして෧じ੾り、500ˆ（30 分）、850ˆ（2 時間）でՃ೤する。ӷ体஠ૉとӷ体஠

ૉ � ΤλノーϧのԹ度ࠩをར༻し、真ۭϥイϯにて $02 をਫ਼製する。真ۭϥイϯにてόイコーϧ؅にਫ਼

製した $02 とమ・ਫૉを౤ೖし෧じ੾る。మのあるόイコーϧ؅ఈ部のΈを 650ˆで 10 時間以上Ճ೤し、

άϥϑΝイトをੜ成する。化ֶॲཧޙのάϥϑΝイト・మคࠞ合ࢼྉを内ܘ 1mm の޸にϓϨεして、λ

ϯσϜՃ଎器のイΦϯݯに૷ணし、測定する。

測定機器は、3.7 小ܕλϯσϜՃ଎器をϕーεとした 14$�A.4 ઐ༻૷置（/E$ 1FMMFUSPO 94%)�2）を

する。A.4༺࢖ 測定時に、標४ࢼྉである米国国立標४ہ（/*4T）からఏڙされるシϡ΢0(）ࢎX� Ⅱ）とόッ

Ϋάϥ΢ϯドࢼྉの測定も行う。また、測定中同時に 13$�12$ の測定も行うため、この஋を༻いてЎ13$

をࢉ出する。

์ࣹ性୸ૉの൒ݮ期は L*##: の൒ݮ期 5,568 年を࢖༻する。また、測定年代は 1950 年を基఺

とした年代（#1）であり、ࠩޡは標४ภࠩ（0OF 4JHmB�68�）に相当する年代である。ྐྵ年ֱਖ਼は、

3A%*0$A3#0/ $AL*#3AT*0/ 130(3A. $AL*# 3E77.1.0（$PQZSJHIU 1986�2015 . 4UVJWFS BOE 

1+ 3FJmFS）を༻い、ࠩޡとして標४ภࠩ（0OF 4JHmB）を༻いる。

ྐྵ年ֱਖ਼とは、大ؾ中の 14$ ೱ度が一定で൒ݮ期が 5,568 年としてࢉ出された年代஋にରし、աڈの

Ӊ஦ઢڧ度や地ٿ磁৔の変ಈによる大ؾ中の 14$ ೱ度の変ಈ、ٴͼ൒ݮ期のҧい（14$ の൒ݮ期 5,730 ʶ

40 年）をֱਖ਼することである。ྐྵ年ֱਖ਼は、$AL*# 7.1.0. のϚχϡΞϧにैい、1 年୯位までදされた

同位体ޮ果のิਖ਼を行った年代஋ٴͼ北൒ٿの大ؾ中୸ૉに༝དྷするֱਖ਼ۂઢを༻いる。

ྐྵ年ֱਖ਼結果はМ・2М（Мは౷計的に真の஋が 68.2� の確率で存在するൣғ、2Мは真の஋が 95.4� の確率で

存在するൣғ）の஋をࣔす。また、ද中の相ର比は、М・2Мのൣғをそれͧれ 1 とした৔合、そのൣғ内

で真の஋が存在する確率を相ର的にࣔしたものである。

樹 種 同 定

した上で、ం刀を༻いて木口（ԣஅ面）・ຝ目（์ࣹஅ面）・൘目（接ઢஅ面）の࡯؍ྉの木औりをࢼ 3 அ

面のెख੾片を௚接࠾औする。੾片をΨϜ・Ϋϩϥーϧ（๊ਫΫϩϥーϧ・ΞϥϏΞΰϜค末・άリηリϯ・

ৠཹਫのࠞ合ӷ）で෧ೖし、ϓϨパϥートとする。ϓϨパϥートは、ੜ物ݦඍڸで木ࡐ組৫の種ྨや配ྻ

を࡯؍し、その特徴をݱੜ標本ٴͼಠ立行੓法人৿ྛ総合ڀݚ所の日本࢈木ࣝࡐ別σーλϕーεと比ֱし

て種ྨ（分ྨ܈）を同定する。

なお、木ࡐ組৫の名শや特徴は、ʦౡ地・ҏ東 1982、8IFFMFS ほか 1998ʧをࢀ考にする。また、日本

の組৫配ྻは、ʦྛࡐ木࢈ 1991、ҏ東 1995�1999ʧをࢀ考にする。

3）結　　　果

औした木片の同位体ޮ果によるิਖ਼を行った測定結果（ิਖ਼年代）は࠾状木製品（15）からߌ 900 ʶ

20#1 をࣔす。また、このิਖ਼年代に基ͮくྐྵ年ֱਖ਼結果（2М）は、DBMA% 1,042 − DBMA% 1,208 であ

る（第 14 ද・第 16 ਤ）。なお、ߌ状木製品（15）のथ種同定の結果、޿葉थのΧΤσଐに同定された。以

下に、ղ๤ֶ的特徴౳を記す。

・ΧΤσଐ（Acer）　ΧΤσՊ

散ࡐ޸で、道؅は୯ಠまたは 2�3 個が複合して散在し、年ྠքに޲かってܘ؅を઴ݮさせる。道؅は
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୯ઠ޸を༗し、น޸はରྻ〜ަޓ状に配ྻ、内นに

はらせんංްが認められる。์ࣹ組৫は同性、1�5

๔෯、1�30ࡉ ๔高。木ણҡが木口面において不ࡉ

。ଇな໲様をなすن

4）考　　　࡯

154E471 は、調査所見によれ͹、中世（12 世紀）

の集落に伴う可能性が考えられている。154E471

から出土したߌ状木製品（15）は、൒ፊ状（ܘ約

3Dm）をఄする、一部が୸化し、Ճࠟ޻とࢥわれる

ࠟ跡が確認されるࢿྉである。本ࢿྉの์ࣹ性୸ૉ

年代に基ͮくྐྵ年ֱਖ਼年代（2М）は 11 世紀中ࠒ〜

13 世紀初頭ࠒとਪ定されたことから、上記した調査所見を࣋ࢧする結果といえる。

また、थ種同定の結果、ߌ状木製品（15）は޿葉थのΧΤσଐに同定された。ΧΤσଐは、Տ൞、二次ྛ、

山地などに޿く分布する落葉௿木〜高木であり、木ࡐは重ߗ・៛ີでڧ度が高い。自然木に༝དྷするもの

であれ͹、集落の周辺にΧΤσଐがੜ育していた可能性がある。一ํ、Ճࠟ޻とࢥわれるࠟ跡が認められ

る఺などを考ྀすると、ΧΤσଐのࡐ質などからڧ度をඞ要とする器種・部位としてのར༻の可能性もあ

る。ࢀ考までに、周辺地域の古代から中世の木製品におけるΧΤσଐが確認された事ྫについて見ると、

஥田遺跡（چ൘૔町、ݱ上越市൘૔区）の鎌૔時代からࣨ町時代前൒の୺部Ճࡐ޻、分割ߌ、ࡐなど、大෢

遺跡（چ和ౡ村、ݱ長岡市）の鎌૔時代からࣨ町時代前൒とされる柱ࠜやߌなどが͛ڍられるʦҏ東・山田

2012ʧ。

ྉࢼ 測定年代 
（ZS#1）

Ў13$ 
（̄）

ิਖ਼年代
（ྐྵ年ֱਖ਼༻）

（ZS#1）
ྐྵ年ֱਖ਼結果 相ର比 測定機関 

$PEF/P.

154E471 
 状木製品ߌ

（ΧΤσଐ）
 900 ʶ 20 �21.24 ʶ 0.45 899 ʶ 24

М

DBM A% 1,048 − DBM A% 1,087
DBM A% 1,122 − DBM A% 1,138
DBM A% 1,149 − DBM A% 1,169
DBM A% 1,176 − DBM A% 1,182

DBM #1 902 − 863
DBM #1 828 − 812
DBM #1 801 − 781
DBM #1 774 − 768

0.523
0.162
0.268
0.047 *AAA�152452

2М DBM A% 1,042 − DBM A% 1,106
DBM A% 1,117 − DBM A% 1,208

DBM #1 908 − 844
DBM #1 833 − 742

0.467
0.533

第 14表　二反割遺跡放射性炭素年代測定及び暦年較正結果
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第 16図　二反割遺跡暦年較正結果

第 17図　二反割遺跡の木材

1. ΧΤσଐ（154E471ʀߌ状木製品）
　Bɿ木口ɼCɿຝ目ɼDɿ൘目

100ЖmɿB

100ЖmɿC, D

1c1b1a
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$　土৕ཧ化ֶ分ੳ

ྉ　　　ࢼ（1

ྉは、154X435ࢼ 埋土ٴͼ調査区南นに確認されたଯ積૚（以下、基本૚ং）から࠾औされた土৕ 8 ఺

である。以下に、ࢼྉの֓要を記す。

15SX435

154X435 は、平面がପ円形をఄし、ਂさ 25Dm を測る。調査所見によれ͹、埋土は 1 〜 4 ૚に区分

されており、1 ૚が҉Φリーϒ׊৭೪質土、2 ૚が҉੺׊৭೪質土、3 ૚がにͿいԫ׊৭೪質土、4 ૚が

ԫ׊৭೪質土とされている。ࢼྉは、上記した 1 〜 4 ૚の各૚から࠾औされた土৕ 4 ఺からなる（ਤ൛

49  154X435 A�A� から࠾औ）。

基 本 層 序

基本૚ংࢼྉは、上記した 154X435 の比ֱରরとして調査区南นに認められたଯ積૚より࠾औされて

いる（ਤ൛ 46）。南นの基本૚ংは、調査所見によれ͹、ᶗ〜ᶛ૚に区分されており、ᶗ૚とⅡ૚が҉׊

৭シϧト〜೪質土、Ⅲ૚がࠇ৭シϧト〜೪質土、ᶚ૚が׊৭シϧト〜೪質土、ᶛ૚がԫ׊৭シϧト〜೪質

土からなる。このうち、Ⅱ૚が中世の遺物แ含૚、Ⅲ૚が古墳時代の遺物แ含૚とされ、ᶚC ૚やᶛ૚が

遺構検出面とされている。ࢼྉは、これらの૚४のうち、ⅡB ૚（サϯϓϧᶄ）、Ⅲ૚（サϯϓϧᶇ）、ᶚB ૚（サ

ϯϓϧᶉ）、ᶛ૚（サϯϓϧᶌ）より࠾औされた土৕ 4 ఺からなる。

本分ੳでは、遺構の性格に関わるࢿྉの作成として、とくに土৕の化ֶ性にண目し、上記した土৕ࢼྉ

8 ఺について、୸ૉ（෗২）、リϯࢎ、Χϧシ΢Ϝの各種成分含量の測定を行った。

2）分　ੳ　ํ　法

༗機୸ૉはνϡーリϯ法、リϯࢎ含量は঳ࢎ・աԘૉࢎ分ղ−όφドϞリϒσϯࢎ比৭法、Χϧシ΢Ϝ

含量は঳ࢎ・աԘૉࢎ分ղ−原ٵࢠ光法ʦ土৕標४分ੳ・測定法委員会 1986ʧにैった。以下に、各項

目のૢ作޻ఔをࣔす。

分析試料の調製

土մをܰく่して、ޙסྉを෩ࢼ 2mm のᝲでᝲい分ける。このᝲ௨աࢼྉを෩ࡉס土ࢼྉとし、分ੳ

にڙする。また、෩ࡉס土ࢼྉの一部をೕ鉢でคࡅし、0.5mm ᝲをશ௨させ、คࡅ土ࢼྉを作成する。

෩ࡉס土ࢼྉについては、105ˆで 4 時間ס૩し、分ੳࢼྉਫ分をٻめる。

有 機 炭 素

คࡅ土ࢼྉ 0.100 〜 1.000H を 100mM 三֯ϑϥεコにਖ਼確にടりとり、0.4/ ΫϩϜࠞࢎེ・ࢎӷ

10mM をਖ਼確にՃえ、約 200ˆの࠭ཋ上でਖ਼確に 5 分間ࣽ෸する。ྫྷ0.2、ޙ٫� ϑェχϧΞϯトϥχϧ

ༀにࣔࢦӷをࢎ 0.2/ めたਫ分量からٻ量法でݮͼՃ೤ٴ第一మΞϯϞχ΢Ϝӷでణ定する。ణ定஋ࢎེ

$�土当たりの༗機୸ૉ量（0SHס 土ס �）をٻめる。これに 1.724 を৐じて෗২含量（�）をࢉ出する。

リン酸・カルシウム含量

คࡅ土ࢼྉ 1.00H をέϧμーϧ分ղϑϥεコにട量し、はじめに঳（03/(）ࢎ約 10mM をՃえてՃ೤

分ղする。์ྫྷޙ、աԘૉࢎ（)$M04）約 10mM をՃえて࠶ͼՃ೤分ղを行う。分ղऴྃޙ、ਫで 100mM

に定༰し、ろաする。ろӷの一定量を؅ݧࢼに࠾औし、リϯࢎ発৭ӷをՃえて分光光度計によりリϯࢎ

（1205）ೱ度を測定する。別にろӷの一定量を؅ݧࢼに࠾औし、ׯব཈੍ࡎをՃえたޙに原ٵࢠ光光度計
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によりΧϧシ΢Ϝ（$B0）ೱ度を測定する。これら測定஋とՃ೤ݮ量法でٻめたਫ分量からס土当たりの

リϯࢎ含量（1205mH�H）とΧϧシ΢Ϝ含量（$B0mH�H）をٻめる。

3）結　　　果

分ੳ結果を第 15 ද・第 18 ਤにࣔす。以下に、地఺͝とに結果を記す。

15SX435

1 〜 4 ૚の໺֎土性ʦϖドϩδーֶ会編 1997ʧはいͣれも )$（重৥土）と೪質であり、土৭は、1・

2 ૚が҉׊৭（10:33�3、7.5:33�4）、3・4 ૚がにͿいԫ׊৭（10:35�4）である。

分ੳの結果、෗২含量は 1 ૚が 3.74� ともっとも多く、2 〜 4 ૚は 1.66 〜 2.34� とやや少ない。શ

リϯࢎは 1・2 ૚が 1.84 〜 1.85mH�H と同ఔ度の含量をࣔし、3・4 ૚が 1.37 〜 1.47mH�H と 1・2 ૚

として比ֱしてやや少ない。શΧϧシ΢Ϝは、1 〜 4 ૚を௨じて 0.54 〜 0.69mH�H と一定して少ない。

基 本 層 序

基本૚ংの໺֎土性は、LJ$（ܰ৥土）から )$（重৥土）と೪質である。土৭はⅡB ૚・Ⅲ૚（サϯϓϧᶄ・ᶇ）

が׊ࠇ৭（10:33�2、10:3�2�3）、ᶚB ૚・ᶛ૚（サϯϓϧᶉ・ᶌ）がにͿいԫ׊৭（10:34�3、10:35�4）

である。

分ੳの結果、෗২含量はⅡB ૚・Ⅲ૚（サϯϓϧᶄ・ᶇ）が 4.93 〜 4.90�、ᶚB ૚が 3.15�、ɒ ૚が 1.05�

と、それͧれ土৭に相Ԡする傾޲にある。શリϯࢎはⅢ૚（サϯϓϧᶇ）が 2.84mH�H と多い。このほか、

ⅡB ૚が 2.40mH�H、ᶚB ૚が 2.12mH�H、ᶛ૚（サϯϓϧᶌ）が 0.82mH�H と下૚に޲かってݮ少する傾

地఺名 ྉ名ࢼ 土৭ 1） 土性 2）
༗機୸ૉ

$
（�）

෗২
（�）

શリϯࢎ
1205

（mH�H）

શΧϧシ΢Ϝ
$B0

（mH�H）

154X435

1 ૚ 10:33�3 ׊҉ )$ 2.17 3.74 1.84 0.55

2 ૚ 7.5:33�4 ׊҉ )$ 1.36 2.34 1.85 0.61

3 ૚ 10:35�4 にͿいԫ׊ )$ 1.30 2.24 1.47 0.54

4 ૚ 10:35�4 にͿいԫ׊ )$ 0.96 1.66 1.37 0.69

南น 
（基本૚ং）

ⅡB ૚（サϯϓϧᶄ） 10:33�2 ׊ࠇ LJ$ 2.86 4.93 2.40 0.82

Ⅲ ૚（サϯϓϧᶇ） 10:32�3 ׊ࠇ LJ$ 2.84 4.90 2.84 0.60

ᶚB ૚（サϯϓϧᶉ） 10:34�3 にͿいԫ׊ )$ 1.83 3.15 2.12 0.42

ᶛ ૚（サϯϓϧᶌ） 10:35�4 にͿいԫ׊ )$ 0.61 1.05 0.82 0.44

1）土৭ɿϚϯηϧද৭ܥに४じた新൛標४土৭஽ʦ೶ྛল೶ྛਫٕ࢈ज़会ٞ؂म 1967ʧによる。
2）土性ɿ土৕調査ϋϯドϒッΫվగ൛ʦϖドϩδーֶ会編 1997ʧの໺֎土性による。
LJ$ɿܰ৥土（೪土 25 〜 45�、シϧト 0 〜 45�、࠭ 10 〜 55�）　　　)$ɿ重৥土（೪土 45 〜 100�、シϧト 0 〜 55�、࠭ 0 〜 55�）

第 15表　二反割遺跡土壌理化学分析結果

෗২含量

શリϯࢎ

શΧϧシ΢Ϝ
4૚

3૚

2૚

1૚

0.00 2.00 4.00 6.00

0.00 2.00 4.00 6.00

෗২含量（�）

શリϯࢎ・શΧϧシ΢Ϝ（mH�H）

15SX435

෗২含量

શリϯࢎ

શΧϧシ΢Ϝ
ᶛ૚

ᶚB૚

Ⅲ૚

ⅡB૚

0.00 2.00 4.00 6.00

0.00 2.00 4.00 6.00

෗২含量（�）

શリϯࢎ・શΧϧシ΢Ϝ（mH�H）

基本層序

第 18図　二反割遺跡 15SX435・基本層序の土壌理化学分析結果
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にある。શΧϧシ΢Ϝは、1޲ 〜 4 ૚を௨じて 0.42 〜 0.82mH�H と一定して少ない。

4）考　　　࡯

一般的に෗২含量は、主に২ੜൟໜのࢦ標として༻いられるが、その෗২の集積量は主に২物遺体څڙ

量にن定され、ީؾ的要因による২ੜのൟໜ状態が、෗২含量に大きく影響を༩えているとされる。また、

リϯࢎの多くが২物に༝དྷすることが஌られている。

なお、リϯはੜ物にとって主要な構成ݩૉであり、ಈ২物中にීว的に含まれるݩૉであるが、特に人

やಈ物のࠎやࣃには多量に含まれている。ੜ物体内に஝積されたリϯはやがて土৕中にؐݩされ、土৕༗

機物や土৕中のమやΞϧϛχ΢Ϝと೉༹性の化合物を形成することがある。特に׆性Ξϧϛχ΢Ϝの多い

火山փ土では、ඇ火山性の土৕やԭ積௿地ଯ積物などに比べれ͹リϯࢎのݻ定ྗが高いため、火山փ土に

立地した遺跡でのੜ物ݯى残ཹ物のࠟ跡確認にリϯࢎ含量は༗ޮなことがある。

土৕中にී௨に含まれるリϯࢎ含量、いわΏるఱ然ො存量については、いくつかの報告事ྫʦ#PXFO1983、

#PMU・#SVHHFOXFSU1980、川崎ほか 1991、ఱ໺ほか 1991ʧがあるが、これらの事ྫからਪ定されるఱ然

ො存量の上ݶは約 3.0mH�H ఔ度である。また、人ҝ的な影響（化ֶංྉのࢪ༻など）をडけたࠇϘΫ土の

地ではߞط 5.5mH�H という報告 ʦྫ川崎ほか 1991ʧがあり、ࠎ片などのࠟ跡が認められる土৕では 6.0mH�

H を越える৔合が多い。一ํ、Χϧシ΢Ϝのఱ然ො存量はී௨ 1 〜 50mH�Hʦ౻؏ 1979ʧといわれ、含

量෯がリϯࢎよりも大きい傾޲にある。これは、リϯࢎに比べると土৕中にݻ定され೉い性質による。

ճの分ੳ結果のうち、基本૚ংの各種成分について見ると、Χϧシ΢ϜはⅡBࠓ ૚からᶛ૚においてఱ

然ො存量を௒える特徴的な஋は認められͣ、その含量もほ΅一定であることから、Χϧシ΢Ϝが෋化され

る状況にはなかったとਪ定される。また、リϯࢎは、中世ٴͼ古墳時代の遺物แ含૚とされるⅡB ૚やⅢ

૚でやや含量が多いものの、ఱ然ො存量の上ݶとされる 3.0mH�H を下ճる。また、第 19 ਤにࣔすように、

リϯࢎ含量と෗২の相関が高いことから、リϯࢎは主に২物遺体༝དྷとਪ定される。

一ํ、154X435 埋土ࢼྉについて見ると、1 ૚は෗২がやや多く、基本૚ংのᶚ૚（遺構検出面）より

も多いという特徴をࣔす。ただし、このほかの結果について見ると、ᶚ૚ٴͼ上位の遺物แ含૚との比ֱ

では、1 〜 4 ૚の各種成分はいͣれもそれを下ճる傾޲にあり、明ྎなࠩҟを見出すにはࢸらない。この

ような状況から、154X435 については、リϯࢎやΧϧシ΢Ϝなどの成分が෋化されるような行ҝはなかっ

たとਪ定される。また、1 ૚の෗২に関しては、遺構埋積աఔにおける෗২のڅڙや෗২含量が高い遺物

แ含૚の影響などがਪ定される。

リϯࢎ含量（mH�H）
0.00 2.00 4.00

0.00

2.00

4.00

6.00

腐
植
含
量
（
％
）

ᶛ૚

ᶚB૚

ⅡB૚

Ⅲ૚

1૚

2૚3૚

4૚

Z�2.1203Y�0.8974
32�0.8641

第 19図　二反割遺跡リン酸含量と腐植含量の相関図
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1　二反割遺跡について

A　中世集落の変遷（第 20・21 ਤ）

2015 年度調査では掘立柱建物 14 棟（そのうち 1 棟は 2011 年度調査分の延伸）、井戸 6 基、溝 31 条（そ

のうち畑作溝 16 条）、土坑 13 基、ピット 402 基、性格不明遺構 2 基を検出し、中世を主体とする集落

遺跡（12 世紀）であることが判明した。このうち、7) 周辺に位置する畑作溝（154%369・375 〜 377・

385・386・429 〜 431・452 〜 456・469・470）、154,188・238、154X129 は中世以前となる可能性

は௿く、154X435 は古代の遺構（7 世紀）と考えられる。上記の遺構をআいた中世集落の変遷について、

新چ関係や࣠ํ޲をもとに、2011 年度の調査成果も含め検౼する。

2015 年度調査では、遺構の重複は 154#354・355 と 154%1A、154%1A と 154E70、154#562・

565・566 と 154%176、154#561 と 154E471 周辺で確認できる。遺跡の存ଓ期間を反өしてか、重複

は比ֱ的少ない。そして௚接の重複となると、154#354 と 154%1A、154%1A と 154E70、154#561

と 154E471 でさらに少なくなる。154#354、154%1A、154E70 は、相ޓの新چ関係から 154#354 ˠ

154%1A ˠ 154E70 と変遷する。また 11+・, に位置する 154#425 のܻ行ํ޲は、154%1A の長࣠

と一கすることから、同時期と判அできる。154#354 と 154#426 も柱筋がそろい、同時期と判அす

る。154#354・355 は位置関係やܻ行ํ޲から関࿈性がࢦఠでき、ほ΅同時期の建物と考えられる。ま

た 154%1 は A ˠ # ˠ $ ˠ % と変遷するが、154%1# はᶗ૚（ද土）௚下からⅡB ૚（中世遺物แ含

૚）を掘り込んでおり、ほかの遺構より相ର的に新しいことが分かる。したがって、154#354・355・

426 ˠ 154#425・154%1A ˠ 154E70 ˠ 154%1#（13 世紀以߱か  ）ˠ 154%1$ ˠ 154%1% という変

遷が想定でき、前ड़のように、154%1 の長࣠ํ޲がݱ代までଓく土地の区画として౿ऻされた可能性が高い。

154#562・565・566 と 154%176 の関係については、154#562 と 154%176 はํ޲が一கするこ

とから同時期と判அする。154#565・566 は重複はあるものの、北側の柱筋がほ΅そろい、ن໛もほ΅

同じと想定できることから、ほ΅同時期と考えられる。また 154%176 とは、154#566 が重複すること

から、一定の時期ࠩを想定することができる。つまり、154#562 と 154%176、154#565・566 とい

うάϧーϓ分けができるが、その新چ関係は不明である。

154#561 と 154E471 周辺では、相ޓの新چ関係から 154E471ˠ154%325ˠ154#561ˠ154%371

という変遷になる。154%325・371 は長࣠ํ޲が௚ަすることから、関࿈性が想定できる。ただし、そ

のほかの建物や溝と長࣠ํ޲が一கしないなど、不明な఺も多い。

次に建物のܻ行ํ޲を見ると、B ํ位（ਖ਼ํ

位から 5 度以内のৼれ）、C ํ位（ਖ਼ํ位から 5 〜

15 度ఔのৼれ）、D ํ位（ਖ਼ํ位から 20 〜 30 度ఔ

のৼれ）に分けられる（第 16 ද）。2015 年度の

建物は柱穴などの௚接の重複がなく出土遺物も

少ないため、2011 年度の調査成果をࢀ考にす

ํ位 2015 年度建物 2011 年度建物

B ํ位
/�0 〜 5 �˃E 154#354・355・426・

492・562・565・566 4#121・126・127

/�89 �˃8 154#561 −

C ํ位

/�10 �˃E − 4#263

/�75 〜 85 �˃8 154#356・563・564 4#122・123・261・262

/�82 �˃E − 4#125

D ํ位
/�31 �˃8 154#425 −

/�25 �˃E 154#567 −

第 16表　二反割遺跡の建物長軸方向



88

1　二反割遺跡について

ると、B ํ位（12 世紀前൒）ˠ C ํ位（12 世紀ޙ൒）という変

遷が想定できそうである（第 17 ද）。D ํ位の建物は 2011 年

度調査では確認できないが、154#425 は区画として౿ऻされ

る 154%1A との関࿈から、ほかの中世遺構より相ର的に新し

く位置ͮけることが可能である。時期が不明な 154#567 は別として、154#425 は 154#492 とن໛が

することから、ほかの中世の遺構と著しく時期をִてているとも考えにくい。したがって、Bࣅྨ ํ位（12

世紀前൒）ˠ C ํ位（12 世紀ޙ൒）ˠ D ํ位（12 世紀末以߱）という変遷が想定できるが、B ํ位の建物の

なかにも 154#354 と 154#355、154#562 と 154#565・566 が重複しており、B ํ位ஈ֊で 2 〜 3

ճ変遷する。このことから、B ํ位ஈ֊のํが C ํ位ஈ֊より相ର的に存ଓ期間が長かったのではないか

とࢥわれる。つまり B ํ位ஈ֊は 12 世紀前൒、C ํ位ஈ֊は 12 世紀ޙ൒としているがʦࡉ井・高橋ほか

前ܝʧ、12 世紀中葉ࠒまで B ํ位ஈ֊に含まれる可能性があるのではないかと考えている。

2015 年度の井戸について見௨しをࣔしておく。出土遺物が๡しいため、周辺の建物との位置関係から

考えてΈたい。井戸は 6 基検出した。このうち 154E30・471 は B ํ位の建物と重複し、154E471 は

154#561 に੾られる。154E30 は、154#354 との新چ関係は不明だが、154#355 に隣接する関係で

もある。154E471 の周辺にも B ํ位の 154#562・565・566 が位置している。いͣれも B ํ位の建物

との関係がࢦఠでき、B ํ位ஈ֊でも 2〜3 ճの変遷が想定可能なことから、154E30・471 も B ํ位ஈ

֊と考える。B ํ位の 154#561・562 はޓいに柱筋をそろえている可能性があるが、154E350 はその

柱筋延長ઢ上に位置する。このことから 154#561・562 との関࿈がうかがえ、B ํ位ஈ֊の井戸と考え

られる。154E130 は C ํ位の 154#356 を੾り、154#563 と隣接する。154#356・563 との関࿈性から

C（〜D）ํ位ஈ֊としておく。154E70 は 154#426 に隣接するが、D ํ位ஈ֊の 154%1A を੾る。そ

のため D ํ位ஈ֊以߱とする。154E132 は B〜D ํ位の建物に隣接し、時期をܾめかねるが、建物が集

中するൣғの中央෇近に位置することから、12 世紀を௨じ機能していた可能性がある。

2011 年度調査ൣғ南西に位置する 4%84 は、集落の内側と֎側を区画する堀と考えられているʦࡉ井・

高橋ほか前ܝʧ。調査区น面のஅ面࡯؍では、土ྥなどは確認できなかった。同様の堀は飯田川ର岸に位置

する堂古遺跡でも確認できる。ただし、堂古遺跡の集落が飯田川と堀などでғまれる可能性が高いのにର

し、二反割遺跡の集落では北側と南側の区画ࢪ設がݱ状で確認できないという相ҧ఺もある。

#　掘立柱建物について

掘立柱建物の特徴についてまとめると、まͣ 154#356 や 154#426 の਎ࣷに見られるように、ܻ行 3

間のうち中央の 1 間分の柱間が前ޙの柱間より޿い建物が確認できる。154#562 はܻ行 4 間のうち中央

の柱間 2 間分がڱいが、その 2 間分を合わせると、前ޙの柱間より޿くなる。一定のنଇ性は認められ

るようだが、154#354・355 のように֘当しない建物も存在する。ྊ行に஫目すると、2 間の建物では

中柱が中央に位置する建物（154#356）と位置しない建物（154#492・566 など）が認められる。中央に

位置しない建物は、建物ن໛とは関係なく認められ、中柱がどちらか一ํに著しくภることもない。総柱

建物では、柱間ڑ཭が一定しないという特徴がある。柱筋の௨りがѱい 4#261、154#561 は͹らつき

がݦ著である。柱筋の௨りがよい 4#121 でも͹らつくが、調査ൣғ֎に延伸する可能性があり、柱間に

関して一定のنଇ性にଇしている可能性も残る。このような特徴をந出できるが、このうちܻ行中央の柱

間が޿い建物、ྊ行の中柱がภる建物は、時期的にޙଓする堂古遺跡（13 世紀〜 15 世紀）でも確認でき

時期 B ํ位 C ํ位

12 世紀前൒ 4#121・126・127 4#261

12 世紀ޙ൒ − 4#122・123・262

12 世紀代 − 4#125

第 17表　2011 年度二反割遺跡の
           建物長軸方向と時期
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1　二反割遺跡について
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る（ܻ行中央の柱間が޿い建物 4#73・240・1018、中柱がภる建物 4#1014、154#304）。このことは、建物構

造の৘報が堂古遺跡の建物ともڞ༗されていたと考えられよう。一ํ、ॅډ༻の大ܕ総柱建物は、堂古遺

跡や下割遺跡（13 世紀ޙ൒〜 14 世紀）では確認できͣ、総柱建物自体は小ܕのものが確認できるのΈであ

る。また、下割遺跡では 2002・2003 年度調査で竪穴状遺構が検出されたが、ஷ蔵༻の機能を୲ってい

たのかもしれない。ܻ行中央の柱間が޿い建物も下割遺跡には認められͣ、ܻ行の柱間が౳間ִの建物が

多い。154#356 は 4 面に廂をもつ建物で、そのܥේは古代にٻめることができるʦ高橋 2003ʧ。この

ような古代にܥේをٻめられる建物が認められることも二反割遺跡の特徴といえ、堂古遺跡や下割遺跡に

は確認できない建物形態である。

建物のن໛について、堂古遺跡、2002・2003・2010・2011 年度調査分下割遺跡と比ֱしてΈる（第

22 ਤ）。2011 年度調査分を含めた二反割遺跡の建物ن໛は、20m2 ະຬの小ܕと 40m2 ௒の大ܕに分け

られ、さらに大ܕの建物は約 60m2 を境に分けられる可能性がある。検౼した 16 棟中 7 棟が小9、ܕ 棟

が大ܕ、大ܕ 9 棟中 2 棟が 60m2 ௒である。一ํ、堂古遺跡では、20m2 ະຬの小ܕが 3 棟、40m2 ୆の

大ܕが 2 棟、残り 5 棟が中ܕとでもいうべき 20 〜 40m2 のൣғにおさまる。下割遺跡は 24 棟中 13 棟

が中ܕで、大ܕが 1 棟、小ܕが 10 棟となる。二反割遺跡から堂古遺跡・下割遺跡΁時期が下るにつれ、

大ܕのݮ少と中ܕ・小ܕの૿Ճが確認でき、建物は小ܕ化の傾޲がうかがえる。大ܕ総柱建物や廂෇建物

のݮ少とともに、ܻ行中央の柱間が޿い建物も構造はそのままに小ܕ化する傾޲が確認できる。

$　中世集落の造Ӧについて（第 20・21 ਤ）

B ํ位ஈ֊（12 世紀前葉〜中葉）は集落の成立期に当たり、掘立柱建物 12 棟、井戸 5 基、区画溝 1 条、

堀などで構成される。ศٓ上、北側の遺構܈と南西側の遺構܈に分けて考えてΈたい。北側の遺構܈

は 154#354・355・426・492、154%176 である。154#354 と 154#426 は柱筋がそろい、そのڑ

཭は約 13.2m（約 44 ई）である。154#426 の南側柱筋と 154%176 の北୺もおおΉねそろい、ڑ཭は

約 20m（約 67 ई）となる。154#492 は 154#426 の西側に位置し、南側の柱筋は 154#426 ܻ行の北

から 1 間目とそろう。また、154#426 の西側柱筋と 154#492 の西側柱筋のڑ཭は約 10m（約 33 ई）

で、154#426 と 154%176 のڑ཭の約 1�2 である。154#355 と 154#492 の関係は、154#355 西側

柱筋と 154#492 ྊ行中央がほ΅そろい、ڑ཭は約 14.1m（約 47 ई）である。南西側は 4#121・126・

127・261、154#561・562・565・566、154%176 である。建物܈のほ΅中央に位置する 154#561

を中心にして考えてΈる。南側に位置する 4#121 とは、154#561 東側柱筋と 4#121 ྊ行の西から 1

間目がそろい、ڑ཭は約 19.2m（約 64 ई）である。4#261 との関係は、154#561 北側柱筋が 4#261

ܻ行の北から 1 間目とほ΅そろう。ڑ཭は約 21.3m（約 71 ई）である。4#121・261、154#561 は

総柱構造で、4#121 は૔ݿの可能性がࢦఠされʦࡉ井・高橋ほか前ܝʧ、4#261、154#561 はॅډ༻建

物と考えられる。また 4#261、154#561 の柱穴は 4#121 に比べて小ܕで、柱筋の௨りもѱい。この

二反割遺跡 堂古遺跡 下割遺跡
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第 22図　二反割遺跡・堂古遺跡・下割遺跡の建物面積
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2　堂古遺跡・下割遺跡について

3 棟の建物は遺跡内でも大ܕで、相ޓに 20m 前ޙのڑ཭をとり L 字状に配置している。154#561 と

154#562・565・566 とのڑ཭は、それͧれ約 11.1m（約 37 ई）、約 15m（約 50 ई）、約 17.1m（約 57 ई）で、

154#562 と 154%176 とのڑ཭は約 4.5m（約 15 ई）となる。また、154#562 南側柱筋は 154#561

北側柱筋とそろえている可能性がある。建物の柱間は 1 ई（˺ 0.3m）୯位で割り੾れる数஋に近ࣅする。

総柱建物をআく大ܕ建物（154#354・355・426・562）のܻ行は約 8（・9）・10・11 ईが多く、ྊ行は約

16・17（・19）ईである。小ܕの 154#492 の柱間はܻ行約 4・7 ई、ྊ行約 4・5 ई、総柱建物のܻ行・

ྊ行は約 4・5・6・7・10 ईで、建物の形態͝とにҟなる。

C ํ位ஈ֊（12 世紀ޙ葉）は、建物のܻ行ํ޲が南北༏位から東西༏位΁と変化する時期である。掘立

柱建物 6 棟、井戸 4 基、堀などで構成される。このஈ֊も北側遺構܈と南西側遺構܈に分けられ、中央

に小ܕの建物が 1 棟設けられる（154#564）。北側では 154#356 西側と 154#563 東側の柱筋がそろい、

཭は約ڑ 6.6m（約 22 ई）である。南西側では、4#126・127、154#561・562・565・566 にޙଓす

る C ํ位ஈ֊の建物は確認できないが、4#121・261 では C ํ位ஈ֊に建てସえが行われる（4#122・

123・262）。4#122 と 4#123 はܻ行が平行し、約 2.1m（約 7 ई）のڑ཭がある。中央に位置する

154#564 と 154#563 南側、4#122 北側の柱筋、4#262 東側の柱筋とのڑ཭は、それͧれ約 24m（約

80 ई）、約 33.6m（約 112 ई）、約 29.1m（約 97 ई）となる。154#564 はܻ行ํ޲から C ํ位ஈ֊と考

えたが、B ํ位ஈ֊の 154#562 のܻ行北から 1 間目や 154#565・566 北側の柱筋と 154#564 南側の

柱筋がおおΉねそろう。B ํ位ஈ֊とも一定の関࿈性を想定できるため、時期的には、B ํ位ஈ֊から C

ํ位ஈ֊΁のҠ行期に位置ͮけられるのかもしれない。柱間は大ܕの154#356が਎ࣷ・廂を合わせ約5・

6・9 ईで、B ํ位ஈ֊の大ܕ建物に比べややڱい。そのほかは B ํ位ஈ֊とほ΅同じである。

D ํ位ஈ֊（12 世紀末以߱）は掘立柱建物 2 棟、井戸 1 基、区画溝 1 条で構成される。遺構数がݮ少し、

遺構の࣠が大きく変わる時期で、中世集落のऴᖼ期である。154#425 のܻ行ํ޲が 154%1A の長࣠ํ

とそろう。154#567޲ は時期が不明で、154#425 や 154%1A とはํ޲がҟなる。

計測のํ࢓で多少のࠩޡはあるとࢥうが、建物同士のڑ཭、建物の柱間は 1 ई（˺ 0.3m）୯位で割り

੾れる、ないしその数஋に近ࣅする。なかには୺数が出ている৔合もあるが、この集落がईを୯位として

造ӦされたとΈなすことができよう。また重複の少ない C ํ位ஈ֊をࢀ考にすると、建物同士は数 m か

ら 30m ఔ度のڑ཭をとって配置され、建物の柱筋をそろえているものも確認できる。このことは、高い

計画性に基ͮいて集落が造Ӧされていることをࣔしている。二反割遺跡の集落؍ܠは比ֱ的ൣ޿ғに複数

の大ܕ建物が一定のڑ཭をとって整然と配置され、溝による区画を行い、中ܕ・小ܕの建物や井戸などを

配置する堂古遺跡とは様相がҟなる。

2　堂古遺跡・下割遺跡について

A　堂古遺跡の中世集落の変遷（第 19 ද、第 24・25 ਤ）

遺構の変遷に関して、出土遺物・新چ関係・࣠ํ޲に基ͮき考えてΈる。掘立柱建物は出土遺物・新چ

関係が認められる৔合は、࣠ํ޲や構造によるڞ௨性よりも༏ઌさせる。井戸も同様に、建物との位置関

係よりも、出土遺物・新چ関係を༏ઌさせる。

まͣ、建物のܻ行ํ޲について考えてΈる。建物 12 棟のうち、8 棟が南北棟（約 67�）、4 棟が東西棟

（約 33�）である。検出できていない建物も存在するとࢥわれるが、南北棟が༏੎である。建物のܻ行ํ
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をややৄしく見ると、南北棟が޲ 4 ํ位、東西棟が 2 ํ位にࡉ分

できそうである（第 18 ද B 〜 G ํ位）。このうち、4#1019（F ํ位）、

154#295（E ํ位）については、建物のશ༰が不明のため変更にな

る可能性も残る。

前ड़のように、4%510 は埋土のଯ積状況、出土遺物から新چ 2

時期の変遷が確認できる。4%510A ஈ֊は 13 世紀代 � 珠洲Ⅱ・

Ⅲ期で、柱状高୆の土師質土器ࡼが出土していないことから 12 世

紀代まではさかの΅らない。珠洲焼はⅡ期ࠒから出土し始めるため、13 世紀にೖり集落が成立したと考

えている。4%510# ஈ֊は 14 世紀〜 15 世紀代 � 珠洲ᶚ〜ᶛ期ないしⅥ期である。4%510 は 16 世紀

代には機能をఀࢭし、࠷ऴ的には 17 世紀に埋め໭される。࠷初に 4%510 を掘࡟した A ஈ֊、4%510

をमஙした # ஈ֊には相Ԡの作業量が見込まれ、一定の࿑ಇྗがඞ要になる。それに合わせて、集落内

の遺構配置も変更されたことが༧測される。そのため、4%510 の変遷を中世集落શ体の基本的な変遷と

想定したい。

遺跡内の遺構分布にはૈີがあり、分布がີなൣғでは遺構の重複が見られる。そこで、遺構が重複

する 8E 周辺と 7・8(・) 周辺の遺構の新چ関係や変遷について考えてΈる（第 19 ද）。8E の周辺には、

4#1014・1018、4*159・238、4E202・205・237・249・315、4,235 などが位置している。新چ

関係に基ͮく基本的な変遷は、4#1014（C ํ位）ˠ 4E315 ˠ 4*159 である。4#1014 は東側にுり出

しがあり、隣接する 4E249 と関࿈性の高い建物なので、4#1014 と 4E249 は同時期と判அする。9E・

F に位置する 4#170（C ํ位）との関係は、4#1014 南側柱筋と 4#170 北側柱筋がそろうことから建物

配置に関࿈性がうかがえ、同時期と想定できる。4E315 と 4#1018（B ํ位）は隣接する関係にあり、ほ

΅同時期と想定しておく。6$・% に位置する 4#240（B ํ位）と 4#1018 はྊ行が 2 間と 1 間でҟなるが、

そのほかの構造（間࢓੾柱をもつ、ܻ行 3 間のうち中央 1 間分の柱間がやや޿い）やن໛にྨࣅ性が認められる

ことから、ほ΅同時期と想定できる。10E に位置する 4#1019（F ํ位）は調査ൣғ֎にも延伸するため

明確ではないが、南側の柱筋が 4#1018 ܻ行の南から 1 間目とほ΅そろうので、関࿈があるのかもしれ

ない。8E 周辺の遺構の時期について、4E249 出土の破片が 4E205 から出土したⅡ〜Ⅲ期の珠洲焼片口

鉢（4）と接合している。そのため、4E205・249、4#1014・170 は 4%510A ஈ֊と判அできる。なお

4#170・1014 から時期を判அできる遺物は出土していない。4*159 は 14 世紀前൒の土師質土器（1）ࡼ

が出土していることから、4%510# ஈ֊と考えられる。4#240・1018、4E315 については判然としない。

A ஈ֊の建物が C ํ位であるのにରし、4#240・1018 は B ํ位である。# ஈ֊の建物が B・F ํ位ˠ C

ํ位と変遷することを考ྀし（ޙड़）、4#240・1018、4E315 は # ஈ֊としておく。そのほかの遺構では、

4%510 珠洲 基本変遷 そのଞの変遷 建物ํ位

A ஈ֊
Ⅱ
〜
Ⅲ

˻ 8E 周辺˼ ˻ 7・8(・) ˼

4#1014・4#170・4E249・4E205 4E202 ʪC ํ位ʫ

# ஈ֊

Ⅳ
〜
Ⅴ
（
・
Ⅵ
）

4#1018・4#240・4E315・（4#1019） 4*465 ʪB ํ位・（F ํ位）ʫ

4*159　4E737　　˻ 7・8(・) ˼
4E800

4%462
4%151 4%328・4%366

4#1100 ʪB ํ位ʫ

4#1134・（4#1013） 4*238 ʪF ํ位ʫ

154#304 4%318 ʪC ํ位ʫ

4*736

4*732
4T684

第 19表　堂古遺跡の遺構変遷

ํ位 建物

̰ํ位
/�5 �˃E

南北棟

4#1018・1100

/�6 �˃E 4#240

̱ํ位
/�10 �˃E 4#1014、154#304

/�11 �˃E 4#170

̲ํ位 /�15 �˃E 4#61

̳ํ位 /�30 �˃E 154#295

̴ํ位
/�79 �˃8

東西棟

4#1013・1134

/�82 �˃8 4#1019

̵ํ位 /�87 �˃8 4#73

第 18表　堂古遺跡の建物長軸方向
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2　堂古遺跡・下割遺跡について

4*238 は 4E249 との新چ関係から # ஈ֊に、4E202 は出土遺物（3）から A ஈ֊にそれͧれ位置ͮける。

4E237 も 4*238 との新چ関係から # ஈ֊以߱となる。

7・8(・) 周辺の遺構について見てΈると、この周辺は遺跡内でも特に遺構がີ集するൣғで、多く

の建物や竪穴状遺構、井戸などが位置する。新چ関係による基本的な遺構の変遷は 4E737 ˠ 4#1100 ˠ

4#1134 ˠ 154#304 ˠ 4*736 ˠ 4*732 で、4E737 は 14 世紀前൒の土師質土器（15）ࡼが出土している

ことから、4%510# ஈ֊と考えられる。したがって 4#1100・1134、154#304、4*732・736 も # ஈ

֊に位置ͮけられる。建物のܻ行ํ޲にண目すると、B・F ํ位ˠ C ํ位と変遷するため（第 19 ද）、#

ஈ֊は 2 時期にࡉ分できる可能性がある。次に建物周辺の溝（4%151・318・328・366・462）について

考えてΈる。このうち新چ関係に基ͮく溝の変遷は、4%328 ˠ 4%366 ˠ 4%318 である。4%318 の

時期は、出土した珠洲焼片が 4E393 出土のᶛ期の片口鉢（13）と接合していることから、珠洲ᶛ期と考

えられる。4%318 に੾られる 4%462 の時期は、出土遺物（45）から 14 世紀前൒と判அでき、4*159、

4E737 と同時期である。4%318 よりも古い 4%328・366 は、出土遺物からは判அしにくいが、4%328

と 4%318 の関࿈性を考ྀすれ͹、4%318 とそれほどִたった時期とは考えにくい。そのため 4%328・

366 の時期は、珠洲ᶚ〜ᶛ期と考えておく。また 4%151 の時期は出土遺物（43）から珠洲ᶚ期である。

したがって、溝は 4%462・151� 珠洲ᶚ期ˠ 4%328・366� 珠洲ᶚ〜ᶛ期ˠ 4%318� 珠洲ᶛ期という変

遷となる。これらの溝は建物に伴う区画溝と考えているが、平面形が L 字状となる 4%151・318・328

の内側には建物が配置されていない。4%318・328 の南側はະ調査であるが、そこに位置する建物に伴

う可能性も残る。また 4%462 の平面形はހ状で、ほかの溝とは形状がҟなる。4%462 と 4%510 の間

には多くの井戸・土坑が位置する一ํ、建物は位置しない。建物域と井戸・土坑などを区画する溝の可能

性が考えられる。そのほかの遺構では、4*465・4T684 は 154#304 に෇ଐする 4%653 との新چ関係

から A 〜 # ஈ֊と # ஈ֊に、4E800 も出土遺物や 4%151 との遺物の接合関係から # ஈ֊とする。

次に埋૴と関࿈する土坑について考えてΈたい（第 20 ද・第 23 ਤ）。4T684、4,622 からࠎ片が出土

し、4T684 出土のものはඃ೤した人ࠎと判明した（第Ⅲষ 5$）。4,622 からはඍࡉなࠎ片が少量出土し、

分ੳはしていないがඃ೤している可能性が高い。いͣれもఈ面やน面はඃ೤せͣ、埋土に୸化物を定量含

Ήという఺もڞ௨する。4T684 に関しては、ᣡඏに෇され、रࠎしたޙに残ったࠎ片・୸・焼土・փな

どをഇغした可能性を考えている。4,622 も埋૴に関࿈する性格を想定しているが、ࠎ片や୸化物の出

土量が 4T684 とҟなるため、۩体的な性格は不明である。また平面形が 4,622 にྨࣅする土坑（4,204・

212・233・239・381・464・479・480・686・923）はࠎ片の出土やఈ面などのඃ೤は確認できͣ、埋土

遺構名 片ࠎ ඃ೤ ୸化物 長࣠ ୹࣠ ໛ن 長࣠ 分布 主な出土遺物

4T684 ˕ ʷ ˕ 0.86 0.32 小ܕ 東西 西側 −

4,204 ʷ ʷ ʷ 1.49 0.84 

中ܕ

南北 東側 −

4,381 ʷ ʷ ʷ 1.24 0.68 東西 西側 土師器（72）・మᕥ・༻
్不明金ଐ製品

4,464 ʷ ʷ ʷ 1.44 0.72 南北 西側 土師器・珠洲焼

4,479 ʷ ʷ ˚ 1.20 0.80 南北 西側 土師器・మᕥ  

4,480 ʷ ʷ ʷ 1.50 1.00 南北 西側 土師器

4,622 ˚ ʷ ˓ 1.32 0.60 南北 西側 土師器

4,923 ʷ ʷ ʷ 1.36 0.90 東西 西側 −

4,212 ʷ ʷ ˚ 1.84 0.82 

大ܕ

南北 東側 土師器

4,233 ʷ ʷ ʷ 1.84 0.99 南北 東側 須恵器

4,239 ʷ ʷ ʷ 1.69 1.09 南北 東側 −

4,686 ʷ ʷ ʷ 1.88 0.88 南北 西側 土師器・須恵器・珠洲焼

第 20表　堂古遺跡の埋葬関連土坑
（˕ɿ多、˓ɿී௨、˚ɿ少、ʷɿແ）୯位ɿ̼

0
0.2 0.4 0.6 0.8 1.0 1.2 1.4 1.6 1.8 2.0

1.2

1.0

0.8

0.6

0.4

0.2

୹ （࣠m）

長 （࣠m）

第 23図　堂古遺跡の埋葬関連土坑の法量分布
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第 24図　堂古遺跡・下割遺跡の遺構変遷（1）

SD510A 段階

SD510B 段階前半



97・98

第ᶛষ　ま と め

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

6

5

4

3

L

M

N

O

P

Q

R

S

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

SI238

SD500
SD510

SE393

15SE162

15SE302

SD1023

SD1031 SI732

SI736

SD318

ST684

15SB304

SD653

0 50m1ɿ1,000

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

6

5

4

3

L

M

N

O

P

Q

R

S

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

15SK199
15SK252

15SK170

SB09

15SE32

15SE44

SX414
SD299

15SD94

SE401

SE397

SE352

SB12

SB13

SE410
SE441

SX412

SE444

SE79

SE78

SB01・02

SE65
SE25
SE39

SB14SD1045

SB16

SE627 SK762

SK520

SB18

SE1110

SE1191

SK1124

SK1044

SE1020

SD1003

SD1046

SX1090

SD1093

SD1002
SD1008

SE1041
SD1017 SK1126

SX407

SK1107

SE59

SK70

SD253

SD900

SK777

SD460

0 50m1ɿ1,000

202122232425262728 19181716151413121110 9 8 7 6 5 4 3
B
C
D
E
F
G
H
I
J
K
L
M
N
O
P
Q
R
S

堂古遺跡

2015年度調査
下割遺跡

2010・2011年度調査
下割遺跡

堂古遺跡

2015年度調査
下割遺跡

2010・2011年度調査
下割遺跡

第 25図　堂古遺跡・下割遺跡の遺構変遷（2）

SD510B 段階後半

近世
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には୸化物を含まないものが多い（4,212・479 は埋土の一部に含Ή）。分ੳは行っていないのでஅ定できな

いが、これらの土坑は形状などから 4,622 同様、埋૴に関࿈する遺構の可能性もあり、第 20 දにࡌܝ

した 4T684、4,622、それ以֎の土坑に見られる特徴がそれͧれの性格のࠩを反өしていると考えられ

る。土坑のن໛は小ܕ・中ܕ・大ܕに分ྨできる。大ܕ土坑は埋土中にࠎ片は確認できͣ、୸化物の含༗

も௿調である。長࣠ํ޲は南北が多く、特に大ܕ土坑は南北ํ޲のΈである。分布を見ると、4T684 を

আき、建物の多くが位置する 7 〜 9 ྻはҙਤ的にආけて、5・6%・E（東側）と 10( 〜 +（西側）にまと

まる傾޲にある（ਤ൛ 4・6）。西側土坑܈は 4%462 の東側にはほとんど分布せͣ、井戸の分布と合わせ、

4%462 の区画としての性格がうかがえる。土坑のن໛と分布との関࿈では、東側には大ܕの土坑が多く、

西側には中ܕが多い傾޲がある。長࣠との関࿈では、東西ํ޲の土坑は西側にのΈ分布する。中世の遺物

は 4,464・686 から珠洲焼甕・ᆵの体部片などが出土しているが、副૴されたような状況は認められな

い。土坑܈の変遷は明確にはできないが、土坑܈と建物܈の重複が少ないこと、4%510# ஈ֊の 4%462

が区画の性格と想定できることから、特に西側土坑܈は#ஈ֊の建物とほ΅同時に存在したと考えられる。

また、ن໛と分布域、長࣠ํ޲と分布域がそれͧれ関࿈性をもつ可能性が高く、一定の計画のもとに土坑

が構ங・配置されていたと考えられる。

#　下割遺跡の集落について（第 24・25 ਤ）

2010・2011・2015 年度の調査では古代から近世の遺構・遺物が確認できた。中世の遺構は掘立柱建

物（4#04 〜 08）や井戸、溝などで、22・23+・, 周辺を中心に分布する。遺構の時期は 13 世紀ޙ൒〜

14 世紀でʦ石川・山下ほか前ܝʧ、堂古遺跡 4%510A ஈ֊ޙ൒〜 4%510# ஈ֊前൒に当たる。2002・

2003 年度調査の中世集落（13 世紀ޙ൒〜 14 世紀）は、比ֱ的小ن໛の溝などで区画された԰ෑ地が集合

して集落を形成していたが、2010・2011・2015 年度調査では集落の中心から֎れており、状況は明

確ではない。この集落は堂古遺跡の中世集落から約 140m ཭れ、2002・2003 年度調査の集落からも約

200m ཭れている。それͧれの集落の間には遺構の分布が少ないൣғも見られることから、それͧれが

別の集落である可能性が高い。また、2002・2003 年度調査の中世集落とਗ਼ਫ田遺跡（13 世紀ޙ൒〜 14

世紀中心）間にはਫ田が位置しておりʦ飯坂・高橋ほか 2011ʧ、集落間のॅډにదさない土地はੜ࢈域など

にར༻されたことが分かる。そのޙ、下割遺跡は 15 世紀以߱、堂古遺跡も 16 世紀以߱ਰୀする。

堂古遺跡 4%510 は 17 世紀に埋め໭される。その17、ޙ 世紀ޙ൒以߱、下割遺跡では近世の遺構・

遺物が૿Ճするʦ石川・山下ほか前ܝʧ。21 〜 23L 〜 3 周辺には建物もつくられ、集落が成立するが、ډ

ॅ域からやや཭れた৔所は火事始末などにར༻されている（154,170・199・252、4,1124）ʦ石川・山下

ほか前ܝʧ。中世末から近世初頭にかけて集落が࠶編され、近世集落が成立する。そして近世集落はݱ在の

集落にҾきܧがれていくことになるが、堂古遺跡・下割遺跡ではその状況が確認できる。

3　総　　　ׅ

A　中世集落の特徴

二反割遺跡・堂古遺跡の中世集落を相ޓに比ֱしたࡍの特徴は第 21 දのとおりである。集落内の遺構

配置は、二反割遺跡は建物同士が柱筋をそろえ、ਖ਼ํ位をࢦす建物もある。そして、建物同士は数 m か

ら 30m のڑ཭をとって配置され、建物周辺や建物間に井戸を配置する。一ํ、堂古遺跡は溝によって区
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3　総　　　ׅ

画し、建物や井戸、土坑などを配置するが、遺構͝とに配置

する位置を変えている可能性が高い。二反割遺跡と堂古遺跡

では集落内の遺構配置がҟなり集落の؍ܠもҟなるが、堀を

もつ఺ではڞ௨する。また、2002・2003 年度調査の下割

遺跡は区画内に建物や井戸を配置するが、その位置はภ在し、堀はもたない。2010・2011・2015 年度

下割遺跡では遺構の配置状況が明確ではないが、建物がڱいൣғにまとまること、溝を多༻することから、

堂古遺跡や 2002・2003 年度集落と同様とਪ測できる。

#　遺 跡 の ಈ ޲

二反割遺跡は古代（7 世紀）と中世（12 世紀）の遺跡で、中世が主体となる。古代の遺構は 1 基（154X435）

のΈで、その性格は不明である。飯田川のର岸に位置する堂古遺跡では 8 世紀〜 9 世紀の遺物が出土し

ているが、遺構は確認できなかった。特に堂古遺跡の遺物（78 〜 85）の遺存状況や、2009 年度下割遺

跡の調査成果ʦ飯坂・高橋ほか前ܝʧから、周辺に古代の集落が位置していると考えられる。また米岡か

ら௽町にかけては第二次世ք大ઓ௚ޙまで、条ཬのࠟ跡とࢥわれる地割も確認できる（ਤ൛ 58）。8 世紀

以߱、飯田川中流域にも集落がӦまれ、条ཬもࢪ行されて、周辺の։発がਐんでいったと考えられる。古

代の二反割遺跡はその୺ॹと位置ͮけられる。

中世になると二反割遺跡で集落が成立するが、存ଓ期間はほ΅ 12 世紀にݶられる。大小の建物ن໛か

ら集落内での֊૚ࠩも想定できるがʦࡉ井・高橋ほか前ܝʧ、出土遺物からそれを明確にはできͣ、機能ࠩ

を反өする可能性もある。13 世紀になると堂古遺跡に集落が成立、15 世紀末ࠒまで存ଓし、飯田川中流

域における中世集落の成立からਰୀまでのաఔをうかがうことができる。堂古遺跡からやや஗れて下割遺

跡に集落がつくられるが、そのഎܠには周辺地域の։発のਐలによるੜྗ࢈の޲上や人口૿などが考えら

れる。これらの中世集落では、二反割遺跡と堂古遺跡は建物構造や堀をもつことでڞ௨する部分があり、

集落内の遺構配置ではڞ௨しない。堂古遺跡と下割遺跡とは区画に基ͮく遺構配置という఺でڞ௨し、堀

の༗ແはҟなる。下割遺跡と二反割遺跡はڞ௨性が確認できない。このように、堂古遺跡・下割遺跡はそ

れͧれઌ行する集落とڞ௨性・相ҧ性をもっていることが分かる。二反割遺跡は飯田川中流域における中

世集落の成立というධՁの一ํ、その集落のऴྃをもって四面廂建物のような古代的な要ૉが෷১される

という一面もあわせもっている。堂古遺跡・下割遺跡の出土遺物は当時の日༻品が多く、建物は中ܕ・小

。建物も少ないながら確認できるが、基本的には೶業をੜ業とする集落と想定できるܕが主体となる。大ܕ

飯田川はऄ行を܁りฦしていたが、自然堤防上に立地する二反割遺跡・堂古遺跡・下割遺跡はそのඃ֐

をडけていない。中世集落の成立からਰୀまで一؏して自然堤防上に集落がӦまれ、ॅډにదしていたこ

とが分かるが、自然堤防から֎れॅډにదさない集落間の௿地はੜ࢈域などにར༻される。このように中

世集落が一定のڑ཭をとって఺ʑと所在し、その間にੜ࢈域がల։する؍ܠはݱ在の高田平໺の؍ܠにも

௨じる光ܠである。そして、中世末から近世初頭に集落は࠶編され、ݱ在とほ΅同じ位置に近世集落が成

立する。二反割遺跡・堂古遺跡・下割遺跡の調査では、中世集落の成立期の様相やその変遷、中世末から

近世初頭の࠶編を経て成立した近世集落の様相を۩体的に確認できた。

遺跡名 堀 建物ن໛ 区画溝 遺構配置

二反割遺跡 ༗ 大ܕʼ小ܕ 少 柱筋・ํ位

堂古遺跡 ༗ 中・小ܕʼ大ܕ 多 遺構を区画

第 21表　二反割遺跡・堂古遺跡の
　　　　　　　 中世集落の特徴
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Ѫ஌県࢙編さん委員会編　2007　h Ѫ஌県࢙ʱ別編  ༼業 2  中世・近世  ੉戸ܥ　Ѫ஌県

҆౻ਖ਼ඒ 1999 ʮ第 2 અ  陶磁器ྨの組成と変遷  第 3 項  近世ʯ新潟県考古ֶ会編ʰ新潟県の考古ֶ  ɦ  高ࢤ書Ӄ

飯坂盛泰・Տ崎ত一・ۅ原խ࢙　2007　ʮ第Ⅱষ  遺跡の位置と؀境ʯh 新潟県埋蔵文化財調査報告書第 171 集  ٶޅ

遺跡ʱ 新潟県教育委員会・財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団

飯坂盛泰・Տ崎ত一ほか　2007　h 新潟県埋蔵文化財調査報告書第 171 集  ٶޅ遺跡ʱ 新潟県教育委員会・財団法人新

潟県埋蔵文化財調査事業団

飯坂盛泰・高橋อ༤ほか　2011　h 新潟県埋蔵文化財調査報告書第 227 集  ٶޅ遺跡Ⅱ  下割遺跡ᶚʱ 新潟県教育委員

会・財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団

石川ஐ紀・山下　ݚほか　2012　h 新潟県埋蔵文化財調査報告書第 230 集  下割遺跡ᶛʱ 新潟県教育委員会・財団法人

新潟県埋蔵文化財調査事業団

田　ོ 1997 ʮ第ؠ 2 અ  越前ʯ北཮中世土器ڀݚ会編ʰ中・近世の北཮−考古ֶがޠる社会࢙−ʱ 書๪ܡ

上田ल෉ 1982 ʮ14 〜 16 世紀の青磁࿸の分ྨについてʯh ๵қ陶磁ڀݚʱ/0.2　日本๵қ陶磁ڀݚ会

大໺　2001 ږ ʮ竪穴建物とはなにかʯ東北中世考古ֶ会編ʰ掘立と竪穴  中世遺構࿦の՝୊ʱ 高ࢤ書Ӄ

大橋߁二 1989 ʰ考古ֶϥイϒϥリー 55  ං前陶磁ʱ χϡー・サイΤϯε社

大橋߁二 1994 ʰ古ҏສཬの文様−初期ං前磁器を中心に−ʱ ཧֶ޻社

ඌ崎高޺・長প٢࢚ほか　2011　h 新潟県埋蔵文化財調査報告書第 217 集  下割遺跡Ⅲʱ 新潟県教育委員会・財団法人

新潟県埋蔵文化財調査事業団

岡本Үӫ 1999 ʮ第 1 અ  新潟県の地形֓؍ʯ新潟県考古ֶ会編ʰ新潟県の考古ֶʱ 高ࢤ書Ӄ

Ճլ真थ 1997 ʮ第 1 અ  珠洲༼ʯ北཮中世土器ڀݚ会編ʰ中・近世の北཮−考古ֶがޠる社会࢙−ʱ 書๪ܡ

य़日真࣮ 1999 ʮ第 2 અ  土器編年と地域性ʯ新潟県考古ֶ会編ʰ新潟県の考古ֶʱ 高ࢤ書Ӄ

Ճ౻　ֶ・ߥ川ོ࢙　1999　h 新潟県埋蔵文化財調査報告書第 93 集  和ઘ A 遺跡ʱ 新潟県教育委員会・財団法人新

潟県埋蔵文化財調査事業団

Ճ౻　ֶ・ਿ田和޺ほか　2006　h 新潟県埋蔵文化財調査報告書第 159 集  ༻ࣉݴ遺跡ᶗʱ 新潟県教育委員会・財団法

人新潟県埋蔵文化財調査事業団

木村޹一࿠ 2004 ʮ近世越前焼における編年的ڀݚノートʯh 福井城跡ᶚʱ 福井県福井市文化財อޢηϯλー

木村޹一࿠　2008 ʮ越前焼の編年的ڀݚノートʯh ʑの考古ֶʱޗ 和田੖ޗઌੜؐྐྵ記೦࿦集ץ行会

۝भ近世陶磁ֶ会　2000　h ۝भ陶磁の編年  ۝भ近世陶磁ֶ会 10 周年記೦ʱ

古ઘ　2001 ߂ ʮཤ物 2  下駄ʯ江戸遺跡ڀݚ会編ʰਤઆ  江戸考古ֶڀݚ事యʱ ദ書๪株式会社

小ౡ޾༤・中村ඒ恵1984　ࢠ　h 新潟県上越市  本長者原ഇࣉ確認調査֓要ʱ 新潟県上越市教育委員会

坂井ल໻ 1995 ʮ越ޙの道・町・村−中世から近世΁−ʯ໢໺ળ඙・石井ਐ編ʰ中世の෩ܠをಡΉ 4  日本ւަ

௨のల։ʱ 新人物ԟདྷ社

坂井ल໻ほか 1982 ʰ܀原遺跡  第 4 次・第 5 次発掘調査֓報ʱ 新潟県教育委員会・新潟県新井市教育委員会

坂井ल໻ほか 1984 ʰ新潟県埋蔵文化財調査報告書第 35 集  ࠓ஑遺跡  下新町遺跡  ҆ࢠ遺跡ʱ 新潟県教育委員会

.ᖒਖ਼࢙ 2002 ʮ3࡫ 上越地ํ࠷大の須恵器༼跡܈−末໺・日޲༼跡܈−ʯh 三和村࢙ʱ自然・考古編　新潟県三

和村

ᖒਖ਼࢙ 2003B ʮ第࡫ 1 અ  時代֓આʯ上越市࢙編さん委員会編ʰ上越市࢙ʱࢿྉ編 2  考古　新潟県上越市

ྉ編ࢿᖒਖ਼࢙ 2003C ʮ10  越前遺跡ʯ上越市࢙編さん委員会編ʰ上越市࢙ʱ࡫ 2  考古　新潟県上越市

ྉ編ࢿʯ上越市࢙編さん委員会編ʰ上越市࢙ʱ܈橋古༼跡޲  ᖒਖ਼࢙ 2003D ʮ30࡫ 2  考古　新潟県上越市

城前喜英ほか　2015　h・ࢠ༑౻ࠤ 新潟県埋蔵文化財調査報告書第 251 集  ਗ਼ਫ田遺跡ʱ 新潟県教育委員会・公益財団

法人新潟県埋蔵文化財調査事業団

慎 2013 ʰົ高市埋蔵文化財調査報告書第　౻ࠤ 5 集  ૔田遺跡ʱ 新潟県ົ高市教育委員会

୔田　敦・ࡉ井Ղߒほか　2006　h 新潟県埋蔵文化財調査報告書第 154 集  三֯田遺跡ʱ 新潟県教育委員会・財団法人

新潟県埋蔵文化財調査事業団

ࣚ見一෉ 1999 ʮ砥石について−中世遺跡出土の࢓上砥を中心に−ʯ北཮中世考古ֶڀݚ会編ʰ中世北཮の石文

化ᶗʱ

ࣰ崎ৡ࣏ 2010 ʰഅ小԰の考古ֶʱ 高ࢤ書Ӄ

Ҿ༻・ࢀ考文ݙ
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高田平原団体ڀݚάϧーϓ　1962　ʮ高田平原のԭ積૚について−高田平原の団体ڀݚ・そのᶚ−ʯh 紀要ʱ第ڀݚ 7

号　新潟大ֶ教育ֶ部高田分ߍ

高田平໺団体ڀݚάϧーϓ　1980　ʮ高田平໺の第四ܥとその形成࢙−新潟県の第四ܥ・そのⅩⅩᶚ−ʯh 紀要ʱ第ڀݚ

25 号　新潟大ֶ教育ֶ部高田分ߍ

高橋　ษ 1984 ʰ܀原遺跡  第 7 次・第 8 次発掘調査報告書ʱ 新潟県新井市教育委員会

高橋ᢛ右Ӵ໳　1989　ʮ掘立柱建物の間ईとその時代性ʯh 紀要ʱᶟ　（財）ؠख県文化ৼڵ事業団埋蔵文化財ηϯλー

高橋ᢛ右Ӵ໳　2003　ʮ中世の建物跡ʯ小໺ਖ਼හ・ഡ原三༤編ʰઓ国時代の考古ֶʱ 高ࢤ書Ӄ

田中রٱ 1994 ʮ越前焼のྺ࢙ʯh 越前古陶とそのٱ−ݱ࠶右Ӵ໳༼の記録ʱ 出光ඒज़ؗ

田中　༃・܂原ཅ一　1994　h 和ౡ村埋蔵文化財調査報告書第 3 集  ീ഼ྛ遺跡 　ɦ新潟県和ౡ村教育委員会

௽巻ࢤ߁ 2001 ʮ越ࠤ・ޙ渡地ํの中世竪穴状遺構ʯ東北中世考古ֶ会編ʰ掘立と竪穴  中世遺構࿦の՝୊ʱ 高

書Ӄࢤ

௽巻ࢤ߁・ਫᖒ޾一　2003　ʮ9  ࢸಙࣉ遺跡（ࢸಙؗࣉ跡・ࢸಙࣉ跡）ʯ上越市࢙ઐ໳委員会考古部会編ʰ上越市࢙૓

書 8 考古−中・近世ࢿྉ−ʱ 新潟県上越市

東ژ大ֶ埋蔵文化財調査ࣨ　1998　h 東ژ大ֶ構内遺跡ڀݚ年報 2 別࡭ 東ژ大ֶ構内遺跡出土陶磁器・土器の分ྨ

（1）ɦ

戸ࠜ༩ീ࿠ 2003 ʮ第 1 અ  時代֓આʯ上越市࢙ઐ໳委員会考古部会編ʰ上越市࢙૓書 8 考古−中・近世ࢿྉ−ʱ

新潟県上越市

土橋༝ཧࢠ・ඌ崎高޺ほか　2011　h 新潟県埋蔵文化財調査報告書第 221 集  古渡路遺跡ʱ 新潟県教育委員会・財団法

人新潟県埋蔵文化財調査事業団

໺村忠司ほか 2009 ʰ҆ࢠ遺跡ʱ 新潟県上越市教育委員会

ਇ　ݑ二ほか 2012 ʰ༗明ւԊ岸道路大川όイパε関係埋蔵文化財調査報告第 12 集  ໼Ճ部町԰ෑ遺跡ᶚ  וધ津西

ノ内遺跡  וધ津ਫ町遺跡ʱ 福岡県教育委員会

畑中英二 2003 ʰ৴ָ焼の考古ֶ的ڀݚʱ サϯϥイズ出൛

畑中英二 2005 ʰ近ـ自ಈं道名古԰ਆ戸ઢ建設事業に伴う発掘調査報告書 3  西೦ࣉ北遺跡ʱ ࣎լ県教育委員

会・財団法人࣎լ県文化財อڠޢ会

ി໺ٛত 2008 ʮ第Ⅱষ  遺跡の؀境ʯh新潟県埋蔵文化財調査報告書第 201 集  延໋ࣉ遺跡ʱ 新潟県教育委員会・

財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団

౻ᖒ良༞ 2002 ʮ੉戸・ඒೱ大༼編年の࠶検౼ʯh 財団法人੉戸市埋蔵文化財ηϯλーڀݚ紀要ʱ第 10 ा　財団

法人੉戸市埋蔵文化財ηϯλー

౻ᖒ良༞ 2008 ʰ中世੉戸༼のڀݚʱ 高ࢤ書Ӄ

౻巻ਖ਼৴・ԣ田　1995　ߒ　h 新潟県埋蔵文化財調査報告書第 65 集  మ๒町遺跡ʱ 新潟県教育委員会・財団法人新潟

県埋蔵文化財調査事業団

高橋อ༤ほか　2012　h・ߒ井Ղࡉ 新潟県埋蔵文化財調査報告書第 236 集  二反割遺跡  延໋ࣉ遺跡Ⅱʱ 新潟県教育委

員会・財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団

ਫᖒ޾一 2003 ʮ3  ԣીࠜ遺跡ʯ上越市࢙ઐ໳委員会考古部会編ʰ上越市࢙૓書 8  考古  −中・近世ࢿྉ−ʱ

新潟県上越市

ਫᖒ޾一 2005 ʮ越ޙの中世土器ʯh 新潟考古ʱ第 16 号　新潟県考古ֶ会

৿田　ษ 1982 ʮ14 〜 16 世紀の白磁の分ྨと編年ʯh ๵қ陶磁ڀݚʱ/0.2　日本๵қ陶磁ڀݚ会

山崎忠良・֎山࢙ߒほか　2003　h 新潟県埋蔵文化財調査報告書第 120 集  下割遺跡ᶗʱ 新潟県教育委員会・財団法人

新潟県埋蔵文化財調査事業団

山崎忠良・金ࢠਖ਼޺ほか　2004　h 新潟県埋蔵文化財調査報告書第 134 集  下割遺跡Ⅱʱ 新潟県教育委員会・財団法人

新潟県埋蔵文化財調査事業団

山崎忠良・ി໺ٛতほか　2008　h 新潟県埋蔵文化財調査報告書第 201 集  延໋ࣉ遺跡ʱ 新潟県教育委員会・財団法人

新潟県埋蔵文化財調査事業団

山下　2012 ݚ ʮ第Ⅱষ  遺跡の位置と؀境ʯh 新潟県埋蔵文化財調査報告書第 230 集  下割遺跡ᶛʱ 新潟県教

育委員会・財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団

山本৴෉ほか　2000　h ଠ࠻෎市の文化財第 49 集  大࠻෎条๥跡Ⅹɒ −陶磁器分ྨ−ʱ 福岡県ଠ࠻෎市教育委員会

٢岡߁ெ 1994 ʰ中世須恵器のڀݚʱ ٢川߂文ؗ

٢岡߁ெ 2003 ʮ珠洲焼֓࿦ʯh 平成 15 年度埋蔵文化財࣮຿ݚमᶃ  珠洲焼֓࿦ʱ 新潟県教育ி文化行੓՝

四柳Յষ 1997 ʮ北཮の漆器考古ֶ−中世とその前ޙ−ʯ北཮中世土器ڀݚ会編ʰ北཮の漆器考古ֶ−中世とそ

の前ޙ−ʱ
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堂古遺跡　掘立柱建物観察表（1）
 ୯位ɿm

遺構番号 位置 ܻ行ํ޲ 間数 面積（㎡） ܻ行 ྊ行

උ考

4#61

5F /�15 �˃E 2間ʷ2間 11.15 3.42 3.26 

柱穴 柱ࠟ 平面形 அ面形 ໛ن ਂさ ఈ面標高 柱穴間ִ

18 ແ 円形 ൒円状 0.38ʷ0.32 0.27 13.87 18�116 1.81 

116 ༗ 円形 ̪字状 0.34ʷ0.32 0.41 13.73 116�119 1.71 柱ࠟ0.15 ܘ

119 ༗ ପ円形 ୆形状 0.41ʷ0.33 0.50 13.86 119�124 1.56 柱ࠟ0.14 ܘ

124 不明 円形 不明 0.36ʷ0.32 0.41 13.92 124�111 3.42 

111 ༗ 円形 ̪字状 0.32ʷ0.30 0.38 13.95 111�118 1.60 柱ࠟ0.12 ܘ

118 ແ 円形 ̪字状 0.37ʷ0.36 0.44 13.88 − −

遺構番号 位置 ܻ行ํ޲ 間数 面積（㎡） ܻ行 ྊ行

උ考

4#73

7・8(・) /�87 �˃8 3ʴ0.5間ʷ3間 22.35 6.45ʴ0.90 3.18 

柱穴（਎ࣷ） 柱ࠟ 平面形 அ面形 ໛ن ਂさ ఈ面標高 柱穴間ִ

176 ༗ ପ円形 ࿙ే状 0.47ʷ0.39 0.46 13.95 176�172 1.99 柱ࠟ0.16 ܘ

172 ༗ ପ円形 ࿙ే状 0.52ʷ0.37 0.57 13.84 172�168 2.44 柱ࠟ0.21 ܘ

168 ແ 円形 ࿙ే状 0.29ʷ0.28 0.23 14.21 168�170 2.01 

170 不明 円形 不明 0.45ʷ0.38 0.23 14.21 170�166 1.46 

166 ༗ 円形 ࿙ే状 0.31ʷ0.27 0.46 13.93 166�164 1.71 柱ࠟ0.07 ܘ

164 ༗ ପ円形 ̪字状 0.30ʷ0.20 0.50 13.90 164�167 1.99 柱ࠟ0.10 ܘ

167 ༗ 円形 ࿙ే状 0.34ʷ0.29 0.63 13.78 167�171 2.63 柱ࠟ0.11 ܘ

171 ༗ ํ形 ̪字状 0.36ʷ0.33 0.45 13.94 171�174 1.80 柱ࠟ0.14 ܘ

174 ແ ପ円形 ࿙ే状 0.41ʷ0.34 0.41 13.99 174�178 0.96 

178 ༗ 円形 ̪字状 0.44ʷ0.37 0.41 14.01 178�1481 0.89 柱ࠟ0.15 ܘ

1481 ແ ํ形 不明 0.31ʷ0.30 0.58 13.83 1481�176 1.17 

柱穴 
（ுり出し）

柱ࠟ 平面形 அ面形 ໛ن ਂさ ఈ面標高 柱穴間ִ උ考

179 ༗ 円形 ̪字状 0.47ʷ0.42 0.55 13.89 179�181 2.04 柱ࠟ0.22 ܘ

181 ༗ 円形 ̪字状 0.48ʷ0.43 0.63 13.80 181�178 0.90 柱ࠟ0.13 ܘ

遺構番号 位置 ܻ行ํ޲ 間数 面積（㎡） ܻ行 ྊ行

උ考

4#170 
154A305

9E・F /�11 �˃E 2間ʷ2間 18.84 5.01 3.76 

柱穴 柱ࠟ 平面形 அ面形 ໛ن ਂさ ఈ面標高 柱穴間ִ

1828 ༗ 円形 ֊ஈ状 0.65ʷ0.64 0.53 13.50 1828�1831 2.69 柱ࠟ0.17 ܘ

1831 ༗ ପ円形 ശ状 0.31ʷ0.24 0.42 13.74 1831�1834 2.39 柱ࠟ0.12 ܘ

1834 ༗ ପ円形 ֊ஈ状 0.61ʷ0.41 0.54 13.53 1834�1833 1.80 柱ࠟ0.20 ܘ

1833 ༗ ପ円形 ֊ஈ状 0.66ʷ0.53 0.58 13.54 1833�1832 2.03 柱ࠟ0.20 ܘ

1832 ༗ ପ円形 ̪字状 0.71ʷ0.44 0.72 13.44 1832�1829 2.28 柱ࠟ0.23 ܘ

1829 ແ 長ํ形 ֊ஈ状 0.79ʷ0.62 0.48 13.69 1829�1826 2.71 

1826 ແ 円形 ̪字状 0.40ʷ0.36 0.47 13.59 1826�1827 1.96 

1827 ༗ 円形 ֊ஈ状 0.56ʷ0.51 0.29 13.76 1827�1828 1.98 柱ࠟ0.17 ܘ

1830 ແ ପ円形 ֊ஈ状 0.67ʷ0.46 0.45 13.69 
1831�1830 
1830�1829

2.00 
2.00

ྻߌ 長࣠ํ޲ 間数 長さ

ఈ面標高 柱穴間ִ උ考154A305
/�6 �˃E、
/�83 �˃8

3間 7.60 

柱穴 柱ࠟ 平面形 அ面形 ໛ن ਂさ

1310 ແ 円形 ̪字状 0.22ʷ0.20 0.19 13.94 1310�1200 1.82 

1200 ༗ ପ円形 ֊ஈ状 0.47ʷ0.33 0.37 13.80 1200�1837 1.12 柱ࠟ0.18 ܘ

1837 ແ ପ円形 ̪字状 0.29ʷ0.23 0.27 13.90 1837�1836 2.51 

1836 ༗ ପ円形 ࿙ే状 0.29ʷ0.24 0.25 13.81 1836�1835 1.85 柱ࠟ0.11 ܘ

1835 不明 円形 不明 0.31ʷ0.26 0.20 13.89 − −

遺構番号 位置 ܻ行ํ޲ 間数 面積（㎡） ܻ行 ྊ行

උ考

4#240

6$・% /�6 �˃E 3間ʷ2間 27.50 6.79 4.05 

柱穴 柱ࠟ 平面形 அ面形 ໛ن ਂさ ఈ面標高 柱穴間ִ

1208 ༗ 円形 ̪字状 0.32ʷ0.31 0.51 13.19 1208�1230 2.02 柱ࠟ0.15 ܘ

1230 ༗ 長ํ形 ̪字状 0.39ʷ0.24 0.65 13.14 1230�1206 2.77 柱ࠟ0.11 ܘ

1206 ༗ 円形 ̪字状 0.31ʷ0.30 0.41 13.55 1206�1210 1.97 柱ࠟ0.12 ܘ

1210 ༗ ํ形 ̪字状 0.34ʷ0.31 0.44 13.58 1210�1242 2.01 柱ࠟ0.11 ܘ

1242 ແ 円形 ൒円状 0.26ʷ0.23 0.16 13.88 1242�1241 2.01 

1241 ແ 円形 ̪字状 0.31ʷ0.28 0.49 13.52 1241�1226 1.92 

1226 ༗ 長ํ形 ̪字状 0.34ʷ0.24 0.48 13.49 1226�1225 2.71 柱ࠟ0.09 ܘ

1225 ༗ ํ形 ̪字状 0.31ʷ0.30 0.57 13.30 1225�1243 2.16 柱ࠟ0.10 ܘ

1243 ༗ 円形 ൒円状 0.30ʷ0.29 0.30 13.47 1243�1244 1.93 柱ࠟ0.08 ܘ

1244 ແ 円形 状ހ 0.27ʷ0.26 0.09 13.65 1244�1208 2.14 

1222 ແ 円形 不明 0.26ʷ0.25 0.23 13.61 
1230�1222 
1222�1225

2.04 
2.05

遺構番号 位置 ܻ行ํ޲ 間数 面積（㎡） ܻ行 ྊ行

උ考

4#1013

7・8) /�79 �˃8 2間ʷ2ʴ1間 27.38 5.60 3.74ʴ1.15

柱穴（਎ࣷ） 柱ࠟ 平面形 அ面形 ໛ن ਂさ ఈ面標高 柱穴間ִ

1674 ༗ 円形 ֊ஈ状 0.33ʷ0.29 0.89 13.59 1674�1604 2.82 柱ࠟ0.10 ܘ

1604 ༗ ପ円形 不明 0.56ʷ0.44 0.39 14.12 1604�1184 2.84 柱ࠟ0.16 ܘ

1184 ແ 円形 ̪字状 0.50ʷ0.43 0.51 14.00 1184�1351 3.71 

1351 ແ ପ円形 ̪字状 0.51ʷ0.42 0.82 13.92 1351�1985 2.77 

1985 ༗ 円形 ֊ஈ状 0.55ʷ0.52 0.71 13.77 1985�1667 2.88 柱ࠟ0.12 ܘ

1667 ༗ 円形 ̪字状 0.48ʷ0.42 0.96 13.49 1667�1300 1.80 柱ࠟ0.09 ܘ

1300 ༗ 円形 ̪字状 0.43ʷ0.36 0.58 13.88 1300�1674 1.94 柱ࠟ0.11 ܘ

1349 ແ 円形 ̪字状 0.52ʷ0.44 0.56 13.92 
1604�1349 
1349�1985

1.80 
2.01

柱穴（廂） 柱ࠟ 平面形 அ面形 ໛ن ਂさ ఈ面標高 柱穴間ִ උ考

1331 ແ 円形 ୆形状 0.42ʷ0.36 0.54 13.92 1331�1332 1.35 

1332 ༗ ପ円形 ̪字状 0.41ʷ0.33 0.44 13.99 1332�1334 1.44 柱ࠟ0.08 ܘ

1334 ༗ 円形 ୆形状 0.40ʷ0.36 0.46 13.98 1334�1682 2.88 柱ࠟ0.14 ܘ

1682 ༗ 長ํ形 不明 0.44ʷ0.28 0.34 14.12 1682�1667 1.15 当たりあり
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遺構番号 位置 ܻ行ํ޲ 間数 面積（㎡） ܻ行 ྊ行

උ考

4#1014

7・8E /�10 �˃E 3間ʷ2ʴ1間 43.52 7.32 5.10ʴ2.61

柱穴 柱ࠟ 平面形 அ面形 ໛ن ਂさ ఈ面標高 柱穴間ִ

1102 ༗ 円形 ൒円状 0.42ʷ0.37 0.34 13.68 1102�1112 2.40 柱ࠟ0.12 ܘ

1112 ༗ 円形 ̪字状 0.32ʷ0.32 0.48 13.57 1112�1119 2.59 柱ࠟ0.11 ܘ

1119 ༗ ପ円形 ֊ஈ状 0.49ʷ0.26 0.36 13.75 1119�1127 1.92 柱ࠟ0.16 ܘ

1127 ༗ ପ円形 ୆形状 0.49ʷ0.38 0.37 13.68 1127�1178 2.95 柱ࠟ0.15 ܘ

1178 ༗ 円形 ̪字状 0.43ʷ0.38 0.67 13.35 1178�1338 2.21 柱ࠟ0.15 ܘ

1338 不明 円形 不明 0.29ʷ0.27 0.28 13.76 1338�1339 2.35 

1339 ༗ ପ円形 ̪字状 0.33ʷ0.27 0.40 13.57 1339�1711 2.32 柱ࠟ0.15 ܘ

1711 ༗ 円形 ̪字状 0.30ʷ0.29 0.58 13.43 
1711�1693
1711�1700

2.50
2.64 

柱ࠟ0.10 ܘ

1693 ༗ 円形 ̪字状 0.23ʷ0.22 0.87 13.22 1693�1703 2.34 柱ࠟ0.10 ܘ

1703 ແ 長ํ形 不明 0.29ʷ0.22 − − 1703�1700 2.65 

1700 ༗ ପ円形 ̪字状 0.35ʷ0.29 0.77 13.31 1700�1126 2.23 柱ࠟ0.06 ܘ

1126 ༗ ପ円形 ൒円状 0.50ʷ0.38 0.30 13.74 1126�1102 2.51 柱ࠟ0.17 ܘ 

1130 ແ 円形 ̪字状 0.38ʷ0.36 0.37 13.69 
1109�1130 
1130�1711

2.66 
2.16

（1698） ༗ ପ円形 不明 0.36ʷ0.28 0.53 13.55 1711�1698 0.44 

（1705） 不明 ପ円形 不明 0.36ʷ0.30 0.44 13.62 1700�1705 0.45 

遺構番号 位置 ܻ行ํ޲ 間数 面積（㎡） ܻ行 ྊ行

උ考

4#1018

8E・F /�5 �˃E 3間ʷ1間 31.83 8.10 3.93 

柱穴 柱ࠟ 平面形 அ面形 ໛ن ਂさ ఈ面標高 柱穴間ִ

1122 ແ 円形 ֊ஈ状 0.41ʷ0.38 0.86 13.24 1122�1138 2.77 

1138 ແ 円形 ̪字状 0.39ʷ0.38 0.47 13.53 1138�1164 3.07 

1164 ༗ ํ形 ֊ஈ状 0.58ʷ0.50 0.68 13.44 1164�1161 2.25 柱ࠟ0.16 ܘ

1161 ແ 円形 ̪字状 0.30ʷ0.26 0.28 13.90 1161�1163 3.56 

1163 ແ 円形 ֊ஈ状 0.25ʷ0.24 0.21 13.91 1163�1174 2.58 当たり0.10ܘ

1174 ແ ପ円形 ̪字状 0.37ʷ0.30 0.43 13.62 1174�1143 2.93 

1143 不明 円形 不明 0.34ʷ0.33 0.47 13.58 1143�11011 2.41 

11011 不明 円形 不明 0.37ʷ0.35 0.30 13.77 11011�1122 3.93 

1114 ༗ 円形 ֊ஈ状 0.37ʷ0.31 0.45 13.58 
1138�1114 
1114�1143

2.05 
1.62

柱ࠟ0.15 ܘ

遺構番号 位置 ܻ行ํ޲ 間数 面積（㎡） ܻ行 ྊ行

උ考

4#1019

10E /�82 �˃8 2間〜ʷ2間〜 18.57 〜 4.37 〜 4.25 〜

柱穴 柱ࠟ 平面形 அ面形 ໛ن ਂさ ఈ面標高 柱穴間ִ

1303 ༗ 円形 ̪字状 0.33ʷ0.28 0.36 13.67 1303�1168 2.36 柱ࠟ0.13 ܘ

1168 不明 円形 不明 0.26ʷ0.25 0.27 13.76 1168�1195 2.02 

1195 ༗ 円形 ശ状 0.39ʷ0.35 0.34 13.71 1195�1305 2.04 柱ࠟ0.12 ܘ

1305 ແ ପ円形 ̪字状 0.30ʷ0.25 0.40 13.64 1305�1199 2.18 当たり0.11ܘ

1199 ༗ 円形 ̪字状 0.31ʷ0.29 0.36 13.49 − − 柱ࠟ0.12 ܘ

（1309） ༗ ପ円形 ̪字状 0.56ʷ0.39 0.51 13.42 − − 柱ࠟ0.12 ܘ

遺構番号 位置 ܻ行ํ޲ 間数 面積（㎡） ܻ行 ྊ行

උ考

4#1100

8) /�5 �˃E 2間ʷ2間 16.35 4.62 3.54 

柱穴 柱ࠟ 平面形 அ面形 ໛ن ਂさ ఈ面標高 柱穴間ִ

1419 ༗ 円形 ֊ஈ状 0.48ʷ0.42 0.42 13.98 1419�11129 2.26 柱ࠟ0.10 ܘ

11129 不明 ପ円形 不明 0.48ʷ0.34 0.56 13.93 11129�1976 2.34 

1976 ༗ ପ円形 ֊ஈ状 0.40ʷ0.26 0.26 13.99 1976�1353 1.68 柱ࠟ0.09 ܘ

1353 ແ 円形 ൒円状 0.35ʷ0.33 0.30 14.18 1353�1337 1.79 

1337 不明 ପ円形 不明 0.38ʷ0.30 0.46 13.99 1337�1460 2.40 

1460 ༗ ପ円形 ̪字状 0.44ʷ0.26 0.51 14.00 1460�1276 2.02 柱ࠟ0.09 ܘ

1276 ༗ 円形 ̪字状 0.46ʷ0.43 0.64 13.83 1276�1278 1.79 柱ࠟ0.07 ܘ

1278 ༗ ପ円形 ̪字状 0.53ʷ0.42 0.61 13.83 1278�1419 1.74 柱ࠟ0.11 ܘ

1643 不明 円形 不明 0.27ʷ0.25 0.46 13.99 
11129�1643 
1643�1460

1.84 
1.68

遺構番号 位置 ܻ行ํ޲ 間数 面積（㎡） ܻ行 ྊ行

උ考

4#1134

8・9) /�79 �˃8 3間ʷ2間 22.95 5.71 4.02 

柱穴 柱ࠟ 平面形 அ面形 ໛ن ਂさ ఈ面標高 柱穴間ִ

1646 ແ 円形 不明 0.28ʷ0.26 0.26 14.17 1646�1743 1.65 

1743 ༗ ํ形 不明 0.31ʷ0.30 0.46 14.21 1743�1760 1.88 

1760 不明 円形 不明 0.25ʷ0.24 0.29 14.45 1760�1644 2.20 

1644 ༗ ପ円形 不明 0.29ʷ0.21 − − 1644�1291 4.00 

1291 ༗ 長ํ形 ̪字状 0.39ʷ0.26 0.86 13.59 1291�1410 2.07 柱ࠟ0.10 ܘ

1410 ແ ପ円形 不明 0.38ʷ0.28 0.66 13.77 1410�1635B 1.89 

1635B 不明 ପ円形 不明 0.61ʷ0.50 0.52 14.06 1635B�1424 1.44 

1424 ແ 円形 不明 0.36ʷ0.31 0.55 13.87 1424�1650 1.92 

1650 不明 円形 不明 0.45ʷ0.42 0.66 13.76 1650�1646 1.80 

遺構番号 位置 ܻ行ํ޲ 間数 面積（㎡） ܻ行 ྊ行

උ考

154#295

13・14,・L /�30 �˃E 3間〜ʷ2間〜 22.51 〜 5.60 〜 4.02 〜

柱穴 柱ࠟ 平面形 அ面形 ໛ن ਂさ ఈ面標高 柱穴間ִ

151234 ແ 円形 不明 0.32ʷ0.30 0.20 13.98 151234�151272 2.12 

151272 ແ 円形 ശ状 0.21ʷ0.20 0.19 14.17 151272�151247 1.33 

151247 ແ 円形 不明 0.22ʷ0.20 0.23 14.18 151247�151240 2.14 

151240 ແ ପ円形 不明 0.46ʷ0.27 0.25 14.10 − −

151237 ແ 円形 不明 0.23ʷ0.20 0.57 13.87 151237�151232 1.95 

151232 ແ 円形 不明 0.27ʷ0.26 0.45 13.91 151232�151234 2.08 

堂古遺跡　掘立柱建物観察表（2）
 ୯位ɿm
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遺構番号 位置 ܻ行ํ޲ 間数 面積（㎡） ܻ行 ྊ行

උ考

154#304 
4%653

8・9(・) /�10 �˃E 3間ʷ2ʴ2間 44.41 7.71 3.76ʴ1.00ʴ1.00

柱穴（਎ࣷ） 柱ࠟ 平面形 அ面形 ໛ن ਂさ ఈ面標高 柱穴間ִ

1452 ແ ପ円形 不明 0.34ʷ0.23 0.17 14.19 1452�1298 2.65 

1298 ແ 長ํ形 ̪字状 0.59ʷ0.44 0.81 13.61 1298�1404 2.79 

1404 ༗ 円形 不明 0.34ʷ0.33 0.37 14.08 1404�1690 2.34 

1690 ແ ପ円形 不明 0.50ʷ0.26 − − 1690�1754 1.91 

1754 ༗ 円形 不明 0.35ʷ0.35 − − 1754�1756 1.99 

1756 ༗ ํ形 ̪字状 0.42ʷ0.39 0.60 13.69 1756�1403 2.41 柱ࠟ0.13 ܘ

1403 ༗ 長ํ形 ֊ஈ状 0.59ʷ0.45 0.43 13.92 1403�1406 2.49 柱ࠟ0.10 ܘ

1406 ༗ 円形 ֊ஈ状 0.50ʷ0.44 0.54 13.71 1406�1472 2.58 柱ࠟ0.12 ܘ

1472 ༗ 円形 不明 0.40ʷ0.37 0.50 13.87 1472�1607 2.04 

1607 ༗ ପ円形 不明 0.35ʷ0.25 0.37 14.04 1607�1452 1.74 

1287 ແ ପ円形 不明 0.44ʷ0.34 0.36 14.03 
1298�1287 
1287�1406

1.64 
2.32

1458 ༗ 円形 ୆形状 0.43ʷ0.37 0.76 13.60 
1404�1458 
1458�1403

1.83 
2.14

柱ࠟ0.10ܘ

柱穴（廂） 柱ࠟ 平面形 அ面形 ໛ن ਂさ ఈ面標高 柱穴間ִ උ考

1270 ແ 円形 不明 0.48ʷ0.42 0.35 14.06 1270�1635C 2.67 

1635C 不明 ପ円形 不明 0.47ʷ0.37 0.52 14.06 1635C�1660 2.68 

1660 不明 円形 不明 0.42ʷ0.40 0.78 13.94 1660�1658 2.38 

1658 不明 長ํ形 不明 0.58ʷ0.48 0.36 14.38 1658�1690 0.96 

1971 ແ 円形 状ހ 0.20ʷ0.20 0.09 14.18 1971�1415 2.41 

1415 ༗ ํ形 ୆形状 0.50ʷ0.48 1.14 13.25 1415�1272 2.50 柱ࠟ0.07 ܘ

1272 ༗ 長ํ形 ̪字状 0.39ʷ0.30 0.65 13.70 1272�1406 0.90 柱ࠟ0.09 ܘ

෇ଐ溝 長࣠ํ޲ 平面形 அ面形 長さ ෯ ਂさ 新چ関係 උ考

4%653 /�8 �˃Eɼ/�75 �˃8 ̡字状 ൒円状 6.20 0.15 〜 0.37 0.25 �4*465ɼ�4T684

遺構番号 άリッド 平面形 அ面形 長࣠・長ܘ ୹࣠・୹ܘ ਂさ ఈ面標高 新چ関係

4E33 5F4・9・10 ํ形 ശ状 1.45 1.32 2.44 11.90 

4E80 7(13・18 円形 ା状 1.14 1.02 2.14 12.27 

4E196 9F24・25、9(4・5 円形 ശ状 0.94 0.84 2.47 11.94 

4E202 7%20・25 円形 ശ状 1.17 1.02 1.55 12.40 

4E205 8%21、8E1 円形 ା状 1.33 1.13 2.13 11.92 �4,118

4E237 7E8・9 円形 ା状 1.11 1.02 2.31 11.80 �4*238

4E249 7E4・5・9・10 円形 ା状 2.40 2.04 1.83 12.28 �4*238・4%201・1704・1744

4E306 9E20・25、10E16・21 ପ円形 ̪字状 2.24 1.78 2.26 11.80 �4#170�1831

4E313 6)12・13・17・18 円形 ശ状 2.60ܘ 1.56 12.86 

4E315 7E15・20、8E11・12・16・17 円形 ା状 2.83 2.71 2.35 11.70 �4#1014�1178・1339、�4*159

4E367 8*13・14 円形 ା状 1.05 0.94 1.64 12.87 

4E380 10*7・12 円形 ା状 0.91 0.90 1.86 12.65 

4E388 8*3・8 円形 ̪字状 1.01 0.92 1.47 12.77 �4%328

4E391 10*3・8 円形 ̪字状 0.97 0.88 1.72 12.70 

4E393 10+2・3・7・8・12・13 円形 ֊ஈ状 2.91 2.64 2.08 12.26 �4%1034

4E412 8)1・6 円形 ̪字状 0.94 0.79 2.29 12.16 

4E588 12(16・21 ପ円形 ା状 1.08 0.84 1.95 12.35 

4E613 10)1・2・6・7 円形 ା状 1.11 0.98 1.83 12.60 

4E737 8)13・14・18・19 ํ形 ା状 1.53 1.41 2.46 11.98 
�1954、�4#1100�11129・4#1134・4*736・
1738

4E800 8(12・13・17・18・22・23 ํ形 ା状 3.01 2.68 2.07 12.35 �4*255

4E922 12*21 ପ円形 ା状 1.41 1.21 1.88 12.58 

4E999 12)3・4 円形 ̪字状 1.24ܘ 1.89 12.55 �154E99

4E1087 11*4・8 〜 10・14 ପ円形 ୆形状 2.34 1.92 1.96 12.51 

4E1104 11)15、12)11 円形 ̪字状 1.42 1.28 2.76 11.67 �151215・151216、�11128

4E1124 12)16 円形 ̪字状 1.05 0.90 1.98 12.49 �154E162

154E3 13)5・10 円形 ശ状 1.36 1.23 1.92 12.55 

堂古遺跡　掘立柱建物観察表（3）
 ୯位ɿm

堂古遺跡　竪穴状遺構観察表
୯位ɿm

堂古遺跡　井戸観察表（1）
 ୯位ɿm

遺構番号 位置 長࣠ํ޲  平面形 அ面形 面積（㎡） 長࣠ ୹࣠ ਂさ 新چ関係

4*159

8E・F /�77 �˃8  ํ形 ୆形状 7.37 2.76 2.67 0.25

�4#1014�1178・4E315・1180、�1176

柱穴 柱ࠟ 平面形 அ面形 ໛ن ਂさ ఈ面標高 柱穴間ִ

1177 ແ ପ円形 ̪字状 0.24ʷ0.19 0.37 13.68  1177�1146 1.41 

1146 ແ 円形 ̪字状 0.31ʷ0.27 0.34 13.72  1146�1155 1.23 

1155 ແ 円形 ̪字状 0.27ʷ0.25 0.28 13.72  1155�1173 1.33 

1173 ແ ପ円形 ֊ஈ状 0.40ʷ0.32 0.38 13.68  1173�1172 1.32 

1172 ༗ 0.15 ପ円形 ൒円状 0.44ʷ0.29 0.30 13.76  1172�1171 1.29 

1171 ແ 円形 ̪字状 0.37ʷ0.32 0.54 13.55 − −

遺構番号 位置 長࣠ํ޲  平面形 அ面形 面積（㎡） 長࣠ ୹࣠ ਂさ 新چ関係

4*736

8) /�78 �˃8  長ํ形 ୆形状 8.59 3.61 2.38 0.20

�4#1100�1976・154#304�1971・4E737、
�4*732

柱穴 柱ࠟ 平面形 அ面形 ໛ن ਂさ ఈ面標高 柱穴間ִ

1965 ༗ 0.06 長ํ形 ୆形状 0.26ʷ0.16 0.14 14.24 1965�1967 2.13 

1967 ༗ 0.08 ํ形 ୆形状 0.26ʷ0.24 0.13 14.27 − −

遺構番号 位置 長࣠ํ޲  平面形 அ面形 面積（㎡） 長࣠ ୹࣠ ਂさ 新چ関係

4*238 7E /�83 �˃8  長ํ形 ހ状 6.59 3.28 2.01 0.20
�4#1014�1693・4E249・4,245、
�4E237・4%201

遺構番号 位置 長࣠ํ޲  平面形 அ面形 面積（㎡） 長࣠ ୹࣠ ਂさ 新چ関係

4*465 9) /�8 �˃E  長ํ形 ހ状 6.86 〜 3.28 2.09 0.10 �154#304�4%653
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遺構番号 άリッド 長࣠ํ޲ 平面形 அ面形 長さ ෯ ਂさ 新چ関係

4%150 9E /�0˃ ௚ઢ状 状ހ 2.80 〜 0.78 〜 1.21 0.15 �4E154・1326

4%151 8(、9F・(
/�5 �˃E 

/�75 �˃8
̡字状

୆形状 
状ހ

22.84 0.72 〜 1.15 0.25 
�4*255・4,256・4,262・4,296・1258、
�4,264・1254

4%201 7%・E /�15 �˃E ௚ઢ状 状ހ 12.50 〜 0.45 〜 1.18 0.25 �4*238・4E249・4,245、�4,236

4%209 6$・% /�13 �˃E ௚ઢ状 状ހ 12.80 〜 0.20 〜 0.65 0.11 �4#240�1210・4,234

4%318 7 〜 9*、8・9)、9・10+
/�17 �˃E 
/�75 �˃8

̡字状 ୆形状 36.80 〜 0.66 〜 1.11 0.50 
�4E368・4%366・4%462・4%1136・4,802・
1804

4%328 7・8*、9) 〜 +
/�17 �˃E 
/�75 �˃8

̡字状 ୆形状 30.80 〜 0.40 〜 0.83 0.25 �4E365・4E398、�4E388・4%366

4%366 9) 〜 + /�10 �˃E ௚ઢ状 ୆形状 13.50 〜 0.47 〜 0.90 0.30 �4E398・4%328、�4%318・4%378

4%462 9( 〜 + 南北ํ޲ 状ހ ൒円状 24.00 〜 0.33 〜 0.85 0.25 �4E392・4,685、�4%318

4%510
12+・,、13* 〜 ,、14) 〜 +、
15)・*

/�45 �˃8 ௚ઢ状 ୆形状 39.90 〜 3.72 〜 4.97 1.45 

154%23 15・16*・+、16, 〜 . /�10 �˃E ௚ઢ状 状ހ 39.40 〜 1.05 〜 2.44 0.44 
�154%22・154%29・154%298・154%299、
�154E71

154%29 13・14,、15,・L、16・17L /�65・76 �˃E ௚ઢ状 ࿙ే状 43.20 〜 0.32 〜 0.44 0.80 �154%298、�154%23・15130

154%298 14・15L、15・16,、16+ /�37・56 �˃8 ௚ઢ状 状ހ 26.60 〜 0.69 〜 1.20 0.55 �154%23・154%29・154,262・151246

154%299 15 〜 17L・. 東西ํ޲ ̨字状 状ހ 14.80 〜 0.61 〜 1.05 0.83 �154%23・151122・151123

堂古遺跡　畑作溝観察表
 ୯位ɿm

遺構番号 άリッド 長࣠ํ޲ 平面形 அ面形 長さ ෯ ਂさ උ考

4%91 4#・$ /�11 �˃8 ௚ઢ状 状ހ 7.29 〜 0.75 0.13 

一࿈の畑作溝

4%92 4#・$ /�8 �˃8 ௚ઢ状 ୆形状 7.44 〜 0.93 0.13 

4%93 4#・$ /�9 �˃8 ௚ઢ状 ୆形状 7.34 〜 0.93 0.14 

4%94 4#・$ /�9 �˃8 ௚ઢ状 ୆形状 7.33 〜 0.87 0.16 

4%95 4#・$ /�5 �˃8 ௚ઢ状 状ހ 6.89 〜 0.97 0.14 

4%96 4#・$ /�2 �˃8 ௚ઢ状 状ހ 6.70 〜 0.94 0.10 

4%97 4#・$ /�4 �˃8 ௚ઢ状 状ހ 6.42 〜 0.84 0.13 

4%98 4#・$ /�4 �˃8 ௚ઢ状 状ހ 6.26 〜 0.89 0.11 

4%99 4#・$ /�9 �˃8 ௚ઢ状 状ހ 4.40 〜 0.81 0.13 

4%100 4#・$ /�12 �˃8 ௚ઢ状 状ހ 3.74 〜 0.85 0.08 

遺構番号 άリッド 平面形 அ面形 長࣠・長ܘ ୹࣠・୹ܘ ਂさ 新چ関係 උ考

4T684 9)12・17 長ํ形 ശ状 0.86 0.32 0.14 �154#304�4%653 片出土、焼土ࠎ

4,83 4$24、4%4 ํ形 ൒円状 1.13 0.95 0.36 

4,167 9E25、9F5、10E21、10F1 ପ円形 ୆形状 0.72 0.56 0.15 

4,204 6%8 長ํ形 ୆形状 1.49 0.84 0.47 4#240内

4,212 5E7・8・12・13 長ํ形 ୆形状 1.84 0.82 0.39 

4,233 6E2・3・7・8 ପ円形 ୆形状 1.84 0.99 0.41 

4,234 6%25、6E5 ପ円形 ୆形状 1.36 0.96 0.48 �4%209

4,235 7E14 円形 ୆形状 1.56 1.33 0.29 

4,239 5E20・25、6E16・21 長ํ形 ୆形状 1.69 1.09 0.42 

4,256 9(2・6・7 長ํ形 ୆形状 1.31 0.96 0.45 �4,296、�4%151・1254

4,264 8(13 円形 状ހ 1.10 1.02 0.18 �4*255・4%151、�1263

4,296 9(6・7 ପ円形 状ހ 1.24 0.92 0.20 �4%151・4,256

4,381 10*22・23、10+2 長ํ形 ശ状 1.24 0.68 0.29 

4,503 4E16・17・21・22 ํ形 ശ状 0.72 0.68 0.19 

4,622 9)15・20、10)11・16 長ํ形 ശ状 1.32 0.60 0.42 �1918、�4E727 片出土ࠎ

4,691 9(10・15 長ํ形 ശ状 1.20 0.87 0.28 

4,722 8)17・18・22・23 ପ円形 状ހ 0.92ܘ 0.14 �1726

154,96 15L15・20、16L11・16 円形 ൒円状 0.75 0.66 0.40 

154,218 11)10・15 ପ円形 ୆形状 1.38 0.74 0.41 �154E185$・151211・151214

154,264 14*20、15*11・16 円形 状ހ 2.35 2.12 0.29 

1263 8(13 円形 ୆形状 0.68 0.58 0.33 �4*255・4,264 柱ࠟ0.08ܘ 〜 0.10

堂古遺跡　性格不明遺構観察表
 ୯位ɿm

遺構番号 άリッド 平面形 அ面形 長ܘ ୹ܘ ਂさ 新چ関係 උ考

154X182 11)15 ପ円形 状ހ 0.62 0.36 0.06 �154E185$ 焼土

堂古遺跡　溝観察表
୯位ɿm

堂古遺跡　焼土土坑・土坑・ピット観察表
୯位ɿm

堂古遺跡　井戸観察表（2）
 ୯位ɿm

遺構番号 άリッド 平面形 அ面形 長࣠・長ܘ ୹࣠・୹ܘ ਂさ ఈ面標高 新چ関係

154E99 12(23・24、12)3・4 ପ円形 ̪字状 1.39 1.08 1.89 12.58 �4E999

154E162 12)11・16 長ํ形 ̪字状 1.41 0.97 1.74 12.66 �151170、�4E1124

154E185 11)14・15・19・20 円形 ̪字状 2.54 2.35 2.24 12.27 �154,218、�154X182

154E219 11(7・11・12・16・17 円形 ࿙ే状 2.32 2.26 2.94 11.41 �151227・151228

154E222 12,14・15 ପ円形 ା状 1.51 1.13 2.21 12.26 

154E226 13,14・19 ପ円形 ା状 1.68 1.09 1.94 12.36 

154E229 13,12・17 円形 ା状 1.47 1.31 2.64 11.86 

154E282 12(7 円形 ା状 1.12 0.98 2.36 12.04 �4E896・151265・151283

154E296 14+7・8 ପ円形 ࿙ే状ʁ 1.73 1.43 2.18 12.14 
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堂古遺跡　土器・陶磁器観察表（1）
࠭ɿཻ࠭、英ɿ石英、Ӣ、金Ӣ฼、ࠇɿࠇ৭ཻࢠ、ւɿւ໖ࠎ਑、長ɿ長石、νɿνϟート

報告 
番号

種ྨ 器種 時期
出土地఺ 法量（Dm） ৭調 ଻土の 

ࠞೖ物
෇ண物 調整など

උ考
άリッド 遺構 ૚位 口ܘ 器高 ఈܘ 内側 ֎側 内面 ֎面 内面 ֎面

1 土師質 ࡼ
14世紀
前൒

8E22 4*159 2 12.6 2.9 7.8 
にͿい
ԫᒵ৭

にͿい
ԫᒵ৭

英・Ӣ・
ࠇ

୸化物 φσ
φσ・ࢦ頭ѹ
ࠟ

खͮくね成形

2 珠洲焼 片口鉢 Ⅲ期ࠒ 9F24・25 4E196 下૚ փ৭ փ৭
࠭・英・
ւ

ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ Է目7条1୯位（෯1.4Dm）

3 青磁 ࿶
13世紀
ࠒ൒ޙ

7%25 4E202 5 ྘փ৭ ྘փ৭ ࣶ࿇ห文

4 珠洲焼 片口鉢 Ⅱ〜Ⅲ期 8%21 4E205 3 30.4 （9.2） փ৭ փ৭
࠭・長・
英・ւ

୸化物 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ
Է目7条1୯位（෯1.4Dm）、

（4E249）

5 珠洲焼
ᆵ3種 
$ྨ

Ⅲ〜ᶚ
期

6)18 4E313 埋土 13.4 （3.7） ԫփ৭ ԫփ৭
࠭・ւ・
ࠇ

φσ φσ ೾状文

6 珠洲焼 ᆵT種 Ⅱ期ࠒ 6)18 4E313 3・5 ԫփ৭ ԫփ৭
英・ւ・
ࠇ

あて۩ࠟˠφ
σ

λλΩ（زԿ
ֶ文）

7 土師質 ࡼ
13世紀
൒ޙ

10*7 4E380 4 8.8 1.7 6.4 
にͿい
ԫᒵ৭

にͿい
ԫᒵ৭

࠭・長 φσ
φσ・ࢦ頭ѹ
ࠟ

खͮくね成形

8 珠洲焼 甕
Ⅲ〜ᶚ
期

10*3 4E391 埋土 փ৭ փ৭
࠭・英・
ւ

φσ・あて۩
ࠟ

ϩΫϩφσ・ 
平行λλΩ

9 珠洲焼 片口鉢 10*3 4E391 埋土 （10.9） 12.8 փ৭ փ৭
英・ւ・
ࠇ

୸化物 φσ ϩΫϩφσ Է目8条1୯位（෯2.8Dm）

10 土師質 ࡼ
14世紀
前൒ࠒ

10+3・7・8・
12

4E393 埋土 9.0 1.8 2.0 
ઙԫᒵ
৭

ઙԫᒵ
৭

࠭・英・
Ӣ

୸化物 ୸化物 φσ
φσ・ࢦ頭ѹ
ࠟ

౮明ࡼ 、खͮくね成形

11 土師質 ࡼ
15世紀
代

10+3・7・8・
12

4E393 11 8.0 1.8 5.0 փ白৭ փ白৭ 長・ࠇ ୸化物 ୸化物 Ϥコφσ Ϥコφσ
ϩΫϩ成形、ఈ部ճసࢳ੾
り（右）

12 珠洲焼 片口鉢 ᶛ期 10+3・7 4E393 埋土 36.2 （12.3） փ白৭ փ৭ ࠭・英 ୸化物 εε ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ
Է目5条1୯位（෯1.6Dm）、
೾状文

13 珠洲焼 片口鉢 ᶛ期 10+3・8 4E393 埋土 （11.9） փ白৭ փ৭ ࠭・ւ ୸化物 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ
Է目8条1୯位（෯2.7Dm）、
೾状文、（4%318）

14 珠洲焼 片口鉢 Ⅲ期ࠒ
10)1・2・
6・7

4E613 7 （6.8） 11.2 փ৭ փ৭
࠭・長・
英・ւ・
ࠇ

εε ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ
Է目16条1୯位（෯
2.8Dm）、ఈ部൘ ѹࠟ

15 土師質 ࡼ
14世紀
前൒

8)13 4E737 埋土 10.6 2.0 6.0 
にͿい
৭׊

にͿい
৭׊

長・英・
Ӣ

εε εε φσ
φσ・ࢦ頭ѹ
ࠟ

खͮくね成形、焼成良޷

16 珠洲焼 片口鉢 8)13 4E737 埋土 （8.5） 15.6 փ৭ փ৭
英・ւ・
ࠇ

φσ φσ Է目14条୯位（෯2.4Dm）

17 珠洲焼
ᆵ3種 
$ྨ

Ⅱ〜Ⅲ
期

8(18 4E800 1 7.8 （8.0） փ৭ փ৭
長・英・
ࠇ

φσ φσ ೾状文

18 珠洲焼 ᆵ ᶚ期 8(17 4E800 埋土 փ৭ փ৭
長・英・
ւ

ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ

19 珠洲焼 ᆵ,種 8(18 4E800 埋土 7.6 փ৭ փ৭
࠭・英・
Ӣ・ւ

୸化物 ϩΫϩφσ έズリ
ఈ部੩ࢳࢭ੾り、ఈ部൘ 
ѹࠟ、（4,256）

20 珠洲焼 片口鉢 Ⅲ期ࠒ 8(18 4E800 8 28.0 （7.2） փԫ৭ ԫփ৭
࠭・長・
ւ

ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ
Է目20条1୯位（෯3.5Dm）、

（4%151・4,264）

21 珠洲焼 片口鉢 8(18 4E800 8 （6.2） փ৭׊ 12.0 փ৭׊ 英・ւ ୸化物 ୸化物 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ
Է目7条1୯位（෯1.5Dm）、
71と同一個体 

22 珠洲焼
片口鉢 
ň小鉢ŉ

ᶗ〜Ⅱ期 11)23 4E986 埋土 18.0 7.6 8.8 փ৭ փ৭
࠭・長・
英・ւ

ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ଻土ਫ਼良

23 須恵器 ഋ֖ ᶚ期 11*4・8〜10 4E1087 5 16.0 （3.0） փ৭ 　
࠭・長・
英

ϩΫϩφσ
ϩΫϩφσ・ 
ϩΫϩέズリ

24 珠洲焼 片口鉢 11*4・8〜10 4E1087 5 փ白৭ փ白৭
࠭・英・
ւ・ࠇ

அ面に୸化物 φσ φσ Է目9条1୯位（෯3.5Dm）

25 珠洲焼 ᆵT種 Ⅱ〜Ⅲ期 12)16 4E1124 17 23.8 （8.2） փ৭ փ৭
࠭・長・
英・ࠇ

ϩΫϩφσ・ 
あて۩ࠟ

ϩΫϩφσ・ 
ҁਿ状λλΩ

ᰍ部 ň�ŉ の記号・ࠁ字文、
（154E185$）

26 珠洲焼 甕 Ⅲ〜ᶚ期 13)5 154E3 8・9 41.2 （10.8） փ৭ փ৭
࠭・長・
英・ւ・
ࠇ

あて۩ࠟ 平行λλΩ 体部֎面上位にࠁ印

27 珠洲焼 ᆵT種 ᶚ期 13)5 154E3 8 19.8 （13.0） փ৭ փ৭
࠭・英・
ւ・ࠇ

あて۩ࠟ
ϩΫϩφσ・ 
ҁਿ状λλΩ

体部֎面上位 ň大ŉ のࠁ字
文

28 珠洲焼 片口鉢 ᶚ期 13)5 154E3 8 25.2 （6.9） փԫ৭ փ৭
長・英・
ࠇ

୸化物 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ Է目11条1୯位（෯2.4Dm）

29 珠洲焼 片口鉢 Ⅵ期 12)11・16 154E162 7・8 25.0 9.9 12.0 փ৭ փ৭
࠭・長・
英・ւ

ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ
Է目7条1୯位（෯2.3Dm）・
5条1୯位（෯1.3Dm）、
଻土ૈѱ、（154E302）

30 土師器 小ܕ甕 ᶗ〜Ⅱ期
11)14・15・
19・20

154E185 3 11.6 （9.0） փ৭׊
明ԫ׊
৭

࠭・長・
ࠇ

コή εε φσ・ϋέ
φσ・ϋέ・ 
έズリ

ඇϩΫϩ成形

31 土師器 長಑甕 ᶗ〜Ⅱ期
11)14・15・
19・20

154E185 28 15.0 （5.6） փ白৭ ᒵ৭
࠭・英・
ࠇ

コή εε φσ φσ・ϋέ ඇϩΫϩ成形

32 土師器 長಑甕 ᶗ〜Ⅱ期
11)14・15・
19・20

154E185 3 17.2 （7.8）
にͿい
ᒵ৭

にͿい
ԫᒵ৭

࠭・長・
英・ࠇ

εε φσ・ϋέ φσ・ϋέ ඇϩΫϩ成形、内面ࠇൗ

33 土師器 長಑甕 ᶗ〜Ⅱ期
11)14・15・
19・20

154E185
28・ 
32

（14.0） 6.0 
にͿい
ᒵ৭

にͿい
ᒵ৭

ࠇ・࠭ ϋέ
ϋέ、ఈ部֎
面ϋέ

ඇϩΫϩ成形、֎面ࠇൗ

34
৭ࠇ
土器

ഋྨ ᶗ〜Ⅱ期 11)20 154E185 17 16.8 （5.3） ৭ࠇ փ白৭
英・Ӣ・
ࠇ

ϛΨΩ ϛΨΩ ඇϩΫϩ成形

35 珠洲焼 片口鉢 Ⅲ期ࠒ
11)14・15・
19・20

154E185 17 փ৭ փ৭
࠭・長・
英・ւ

ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ Է目9条1୯位以上

36 珠洲焼 片口鉢 ᶚ期
11(7・11・
12・16・17

154E219 1 32.2 （10.0） փԫ৭
にͿい
ԫᒵ৭

࠭・長・
ւ

ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ
Է目10条1୯位（෯2.8Dm）、
ԍ焼成不े分ݩؐ

37 珠洲焼 片口鉢 ᶚ期
11(7・11・
12・16・17

154E219 25 34.4 （11.6） ৭ࠇ ৭ࠇ
࠭・長・
英・ւ

ϩΫϩφσ φσ Է目10条1୯位（෯2.6Dm）

38 珠洲焼 片口鉢 Ⅲ期ࠒ
11(7・11・
12・16・17

154E219 上૚ փ৭ փ৭
࠭・長・
ւ・ࠇ

φσ φσ ྠ積ࠟ

39 珠洲焼 片口鉢
11(7・11・
12・16・17

154E219 2 （7.8） 13.0 փ৭ փ৭
࠭・長・
英・ւ・
ࠇ

ϩΫϩφσ
Է目11条1୯位（෯
2.9Dm）、଻土ૈѱ

40 珠洲焼 片口鉢
11(7・11・
12・16・17

154E219 4 （4.3） 11.2 
Φリー
ϒփ৭

Φリー
ϒփ৭

࠭・長・
英・ւ・
ࠇ

φσ φσ 内面ݦࠟ༺࢖著

41 珠洲焼 片口鉢
11(7・11・
12・16・17

154E219 2 （4.6） 10.4 ԫփ৭ փ৭ ࠭・長 ୸化物 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ 内面ݦࠟ༺࢖著

42 土師器 小ܕ甕 Ⅲ〜ᶚ期 14+7・8 154E296 埋土 14.1 10.4 ᒵ৭ ᒵ৭ ࠭・英 φσ・ϋέ φσ ϩΫϩ成形、଻土ૈѱ

43 珠洲焼 片口鉢 ᶚ期 8(13 4%151 1 30.6 （11.2） փ৭ փ৭
࠭・長・
英・ւ

ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ
Է目16条1୯位

（෯2.7Dm）
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報告 
番号

種ྨ 器種 時期
出土地఺ 法量（Dm） ৭調 ଻土の 

ࠞೖ物
෇ண物 調整など

උ考
άリッド 遺構 ૚位 口ܘ 器高 ఈܘ 内側 ֎側 内面 ֎面 内面 ֎面

44 珠洲焼 ᆵ3種 ᶚ期ࠒ 9* 4%318 埋土 փ白৭ փ৭ 英・ւ ੺৭漆 φσ φσ ೾状文

45 土師質 ࡼ
14世紀
前൒

4%462 埋土 7.5 1.7 3.0 
にͿい
ԫᒵ৭

にͿい
ԫᒵ৭

長・英・
ւ・ࠇ

୸化物 ୸化物 φσ
φσ・ࢦ頭ѹ
ࠟ

౮明ࡼ、खͮくね成形

46 越前焼 甕

13世紀
〜൒ޙ
14世紀
前൒

9)5 4%462 埋土 ৭׊ࠇ փ׊৭
࠭・英・
ࠇ

φσ φσ /字状口ԑ、焼成良޷

47 土師器 ແ୆࿶
Ⅵ2〜3
期

14*18 4%510 1 11.8 3.9 6.0 ᒵ৭ ᒵ৭ ࠭・英 ϩΫϩ成形、摩耗

48 土師器 ࡼ
Ⅵ2〜3
期ࠒ

14+1 4%510 1 13.0 2.5 6.0 ᒵ৭ ᒵ৭ ࠭・長 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ
ϩΫϩ成形、ఈ部ճసࢳ੾
り、摩耗

49 土師器 ࡼ
Ⅵ2〜3
期ࠒ

13+10 4%510 1 15.0 2.4 7.4 
にͿい
ԫᒵ৭

にͿい
ԫᒵ৭

࠭・英 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ
ϩΫϩ成形、ఈ部ճసࢳ੾
り、摩耗

50 土師器 小ܕ甕 ᶚ期 14+6 4%510 1 15.0 （5.5） ᒵ৭ ᒵ৭
࠭・長・
英

ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ϩΫϩ成形、焼成良޷

51 土師器 長಑甕 ᶚ期 14+1 4%510 1 22.8 （6.1）
にͿい
ԫᒵ৭

にͿい
ԫᒵ৭

࠭・英・
Ӣ

φσ・ΧΩϝ φσ・ϋέ ϩΫϩ成形

52 土師器 長಑甕 ᶚ期 14+2 4%510 1 21.8 （10.8）
にͿい
ԫᒵ৭

にͿい
ԫᒵ৭

࠭・長・
英

φσ・ΧΩϝ
φσ・ϋέ・
έズリ

ϩΫϩ成形

53
৭ࠇ
土器

高ഋ
ᶗ期前
ޙ

14*18 4%510 1 （5.3） ৭ࠇ փ白৭ ࠭・英 ϛΨΩ φσ ඇϩΫϩ成形、ྠ積ࠟ

54 須恵器 ແ୆ഋ
ᶚ1〜2
期

14*13 4%510 7 11.4 3.6 6.4 փԫ৭ փԫ৭ ࠭ ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ
ఈ部ϔϥ੾り、ؐݩԍ焼成
不े分

55 須恵器 ແ୆ഋ
ᶚ1〜2
期

14+1 4%510 1 12.0 3.0 7.6 փ৭
փΦリー
ϒ৭

長・英・
ࠇ

ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ఈ部ϔϥ੾り、଻土࠭質

56 須恵器 ແ୆ഋ
Ⅲ2 〜
ᶚ1期

13*25・14+1 4%510 1 12.6 3.0 8.0 փ৭ փ৭ ࠇ ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ
ఈ部ϔϥ੾りˠφσ、内֎
面े字の火だすきࠟ

57 須恵器 ແ୆ഋ Ⅲ2期 13,1 4%510 12 12.8 3.1 7.8 փ৭ փ白৭ 英・ࠇ ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ఈ部ϔϥ੾り、଻土ਫ਼良

58 須恵器 ༗୆ഋ Ⅲ2期 14+2 4%510 1 12.2 4.1 8.9 ୶ԫ৭ ୶ԫ৭ ࠭・英 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ
ఈ部ϔϥ੾りˠφσ、଻土
ਫ਼良、ؐݩԍ焼成不े分

59 須恵器 ഋ֖ ᶚ期 14+1 4%510 1 （1.9）
փΦリー
ϒ৭

փ৭ 英・ࠇ ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ଻土ਫ਼良

60 須恵器 ළྨ 13+19 4%510 1 փ白৭ փ৭ 英 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ 焼成良（465*4）、޷

61 珠洲焼 甕 ᶚ期ࠒ 12,8 4%510 1 ԫփ৭ ԫփ৭
࠭・英・
ւ

ϩΫϩφσ・ 
あて۩ࠟ

ϩΫϩφσ・ 
平行λλΩ

焼成良޷

62 珠洲焼 甕 ᶚ期ࠒ
13+14・
15)22

4%510 1・2 փ৭ փ৭
英・ւ・
ࠇ

φσ・あて۩
ࠟ

φσ・平行λ
λΩ

焼成良޷

63 越前焼 甕
16世紀
下ݶ

14*18 4%510 1 փ৭׊
҉੺׊
৭

࠭・英 φσ
ԡ印文（格ࢠ目）、68と同
一個体 

64
੉戸ඒ
ೱ焼

ఱ目
古੉戸
〜期Ⅲޙ
ᶚ期ࠒ

13+12 4%510 1 11.6 （3.9） ৭ࠇ ৭ࠇ 長 内֎మᬵ

65
੉戸ඒ
ೱ焼

ఱ目
大༼2 〜
3期ࠒ

12+24 4%510 1 11.0 （3.1） ৭׊҉ ৭׊҉ 英 内֎మᬵ

66 白磁 ࿶・ࡼ

13世紀
〜൒ޙ
14世紀
初頭

12+25 4%510 12 փ白৭ փ白৭ 口ಝ白磁

67 須恵器 甕 ᶚ期ࠒ 16,10 154%23 3 փ৭ փ৭ 長・英 φσ φσ ೾状文

68 越前焼 甕
16世紀
下ݶ

9(2 4,256 3 փ৭׊
҉੺׊
৭

࠭・長・
英

φσ φσ
ԡ印文（格ࢠ目）、
63と同一個体 

69 白磁 ࡼ

13世紀
〜൒ޙ
14世紀
初頭

9(2 4,256 4 10.0 （2.8）
明Φリー
ϒփ৭

明Φリー
ϒփ৭

口ಝ白磁

70 珠洲焼 片口鉢 Ⅲ〜ᶚ期 8(13 4,264 1 28.0 （7.2） փԫ৭ ԫփ৭
英・ւ・
ࠇ

φσ φσ
Է目10条1୯位（෯
1.8Dm）、（4*255・
4%151）

71 珠洲焼 片口鉢 ᶚ期 9(6 4,296 1 30.4 （11.7） փ৭׊ փ৭׊
英・ւ・
ࠇ

ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ
Է目7条1୯位（෯1.2Dm）、
21と同一個体 （4E800）

72 土師器 小ܕ甕
ᶚ1期前
ޙ

10*22 4,381 1 14.0 （4.2）
にͿい
ԫᒵ৭

にͿい
ԫ׊৭

࠭・長・
ւ

εε φσ・ΧΩϝ φσ・ΧΩϝ ϩΫϩ成形

73 土師質 ࡼ
14世紀
前൒

8)22 4,722 1 8.4 1.3 5.0 
にͿい 
ԫᒵ৭

ᒵ৭ ࠭・長 ୸化物 φσ
φσ・ࢦ頭ѹ
ࠟ

खͮくね成形、焼成不良、
摩耗

74 珠洲焼 ᆵT種 ᶚ期 8(13 1263 3・4 20.8 （33.8） փ৭׊ փ৭׊
࠭・長・
ւ

୸化物
φσ・あて۩
ࠟ

ϩΫϩφσ・ 
ҁਿ状λλΩ

（4E800・4%151・
4,167・4,264）

75 白磁 ࡼ

13世紀
〜൒ޙ
14世紀
初頭

8)10 1297 埋土 12.2 （2.6） փ白৭ փ白৭ 口ಝ白磁

76 土師質 ࡼ
14世紀
前൒

8)18 1500 埋土 9.0 1.5 7.6 
にͿい
ԫᒵ৭

にͿい
ԫᒵ৭

長・英・
Ӣ

୸化物
 

୸化物
 

φσ
φσ・ࢦ頭ѹ
ࠟ

खͮくね成形、摩耗

77 珠洲焼 甕 Ⅲ〜ᶚ期 7*5・8*1 1801 埋土
Φリー
ϒࠇ৭

փ৭
࠭・英・
ւ

ϩΫϩφσ・ 
あて۩ࠟ

ϩΫϩφσ・ 
平行λλΩ

78 土師器 小ܕ甕 ᶚ1期 14+3 Ⅲ 13.6 13.2 6.6 
ઙԫᒵ
৭

ઙԫᒵ
৭

࠭・英・
Ӣ

ΧΩϝ έズリ ϩΫϩ成形、摩耗

79 土師器 小ܕ甕 ᶚ1期 14+6 Ⅲ 13.4 10.6 9.0 
にͿい
ԫᒵ৭

ᒵ৭
࠭・英・
Ӣ

εε ΧΩϝ
ΧΩϝˠέズ
リ

ϩΫϩ成形、֎面ࠇൗ

80 須恵器 ແ୆ഋ
Ⅲ2 〜
ᶚ1期

14+3 Ⅲ 13.8 3.5 11.0 
փΦリー
ϒ৭

Φリー
ϒԫ৭

࠭・長・
英

ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ
ఈ部ϔϥ੾りˠφσ、଻土
ਫ਼良、ؐݩԍ焼成不े分

81 須恵器 ༗୆ഋ Ⅲ2期 14+8 Ⅲ 14.5 4.0 8.4 փ白৭ փ৭ 長・英 ϩΫϩφσ ϩΫϩφσ ఈ部ϔϥ੾りˠφσ

82 須恵器 ഋ֖
Ⅲ2期前
ޙ

14+ Ⅱ 14.4 （2.2） փ白৭ փ৭ 英 ϩΫϩφσ
ఱ井部ϔϥ੾り 
ˠϩΫϩφσ

ఈ部ϔϥ੾り、଻土೪質

83 須恵器 ഋ֖
Ⅲ2 〜
ᶚ1期

14+8 Ⅲ 15.0 2.9 փ白৭ փ৭ 長 ϩΫϩφσ
ఱ井部ϔϥ੾
りˠϩΫϩφ
σ・έズリ

଻土࠭質

84 須恵器 ഋ֖
Ⅲ2 〜
ᶚ1期

14+8 Ⅲ 15.2 2.7 փ৭ փ৭ 長・英 ϩΫϩφσ
ఱ井部ϔϥ੾
りˠϩΫϩφ
σ・έズリ

଻土೪質、火Ϳくれ

85 須恵器 ഋ֖
Ⅲ2 〜
ᶚ1期

14+3 Ⅲ 15.6 3.1 փ白৭ փ白৭
࠭・英・
Ӣ

ϩΫϩφσ
ఱ井部ϔϥ੾
りˠϩΫϩφ
σ・έズリ

଻土࠭質、ؐݩԍ焼成不े
分

堂古遺跡　土器・陶磁器観察表（2）
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報告 
番号

種ྨ 器種 時期
出土地఺ 法量（Dm） ৭調 ଻土の 

ࠞೖ物
෇ண物 調整など

උ考
άリッド 遺構 ૚位 口ܘ 器高 ఈܘ 内側 ֎側 内面 ֎面 内面 ֎面

86 土師質 ࡼ
14世紀
前൒

8*5 Ⅲ 8.6 1.7 4.2 
にͿい
ԫᒵ৭

にͿい
ԫᒵ৭

長・英・
Ӣ

୸化物 ୸化物 φσ
φσ・ࢦ頭ѹ
ࠟ

खͮくね成形

87 珠洲焼 ළྨ 7*18 ᶗ
長さ8.4Dm、෯2.1Dm、 
ްさ1.9Dm

փ৭׊ փ৭׊ 英・ւ φσ・खͮくねࠟ ೺ख

88 青磁 ࿶ 8) ᶗ 5.6 
Φリー
ϒփ৭

Φリー
ϒփ৭

ఈ部内面に重ね焼きࠟ 、
高୆内周辺にඃ೤ 

89 土師器 ᆵ
古墳時
代前期

16L Ⅵ
ઙԫᒵ
৭

ઙԫᒵ
৭

࠭・長・
英・ࠇ

ϛΨΩ φσ 二重口ԑ、摩耗

90 土師器 ᆵ
古墳時
代前期

16L15 Ⅵ
ઙԫᒵ
৭

にͿい
ԫᒵ৭

࠭・長・
英・ࠇ

ϛΨΩ ϛΨΩ 二重口ԑ、摩耗

91 土師器 ᆵ
古墳時
代前期

16L Ⅵ
ઙԫᒵ
৭

ઙԫᒵ
৭

ࠇ・࠭ 摩耗

報告 
番号

器種
出土地఺ 法量（Dm）

遺存状況 木औり උ考
άリッド 遺構 ૚位 長さ ෯ ްさ

115 状木製品ߌ 7(13・18 4E80 下૚ 17.0 1.7 0.6 上下୺ܽ ൘目 下୺はߌ状にઑる

116 ൘状木製品 7(13・18 4E80 下૚ 10.9 2.5 0.8 ཪ面上下୺ܽ ຝ目

117 漆器࿶ 9F24・25 4E196 5 ఈ7.0ܘ ఈ部周辺遺存 ԣ木औり 内֎面ࠇ৭漆

118 漆器ࡼ 8)1・6 4E412 11 口9.4ܘ、器高1.4、ఈ6.8ܘ 1�4ܽ ॎ木औり 内֎面ࠇ৭漆、ఈ部֎面᫛᫡൨きのࠟ跡、13世紀ޙ൒〜 14世紀前൒

119 漆器࿶ 8)13 4E737 11 口14.5ܘ、器高6.0、ఈ6.5ܘ ほ΅׬形 ԣ木औり 内֎面ࠇ৭漆、文様੺৭漆、13世紀ޙ൒〜 14世紀代

120 ൘状木製品 8)13 4E737 12 9.7 1.7 0.2 上下୺ܽ ຝ目 ਖ਼面にՃݦࠟ޻著

121 ൘状木製品 8)13 4E737 下૚ 21.6 4.3 1.0 上下୺ܽ ຝ目 ௚0.3ܘ 〜 0.5Dmの5޸か所、޸は摩耗する

122 物ఈ൘ۂ 12)3・4 4E999 13 19.8 15.4 1.1 1�3ܽ ຝ目 3ຕの൘を合ఝで接ぎ合わせる、木ఝ穴なし、ト΢ώଐ

123 ֖ 12)3・4 4E999 13 18.1 15.4 1.8 右側面ܽ ൘目 ௚ܘ約0.7Dmの2޸か所、Ωϋμ

124 白木࿶ 12,14・15 154E222 15 口15.8 ܘ、器高 4.1、ఈ9.0 ܘ 口ԑ部1�2ܽ ԣ木औり
内֎面᫛᫡൨きのࠟ跡、ఈ部に2޸か所、ఈ部֎面に᫛᫡のݻ定ࠟ1か所、 
高୆がつく可能性あり、ະ製品 、ϒφଐ

125
 ఈ൘ࠋ

֖ 
13,12・17 154E229 21 14.4 11.4 0.5 左右側面ܽ ຝ目 ਖ਼面ࠇ৭෇ண物、中央に௚0.9ܘDmの޸、四۱に௚ܘ約0.5Dmの޸、ώノΩ

126 സ 12(7 154E282 21 20.2 0.6 0.5 ほ΅׬形 上下୺ઑる、εΪ

127 部ࡐ 12(7 154E282 21 25.8 1.8 1.6 上下୺ܽ ຝ目 下部にՃࠟ޻（ፘり）

128 物ఈ൘ۂ 14+7・8 154E296 30 12.7 12.1 1.0 右֎周ܽ ຝ目 Ճࠟ޻、ઢ状ࠟ、木ఝ穴なし 、ώノΩ

報告 
番号

器種
出土地఺ 法量（Dm・H）

調整・࢖༻ࠟなど 遺存状況 උ考
άリッド 遺構 ૚位 長さ ෯ ްさ 重さ

92 స༻ݚຏ۩ 7E8 4E237 7 7.9 8.8 1.3 110.6 ֎面λλΩ部分が࢖༻面 形׬ 珠洲焼甕・ᆵをస༻

93 平נ 10)1・2・6・7 4E613 6 （8.3）（11.5）2.3〜2.6 237.5 
Ԝ面ɿ布目ࠟ、
ತ面ɿೄୟきࠟ・ࢦおさえࠟ 

一部遺存 須恵質、焼成良޷

94 ٭ࢧ 11)14・15・19・20 154E185 2  （8.6） 96.7 ֎ɿϋέ 部ܽ٭ 残存長の3�4がඃ೤

95 円筒形土製品 11)14・15・19・20 154E185 28 （9.2） 219.7 ֎ɿϋέ・φσ・खͮくねࠟ 上൒部ܽ ྠ積ࠟ

96 ٭ࢧ 13+21 4%510 12 5.3 5.4 3.2 74.4 ֎ɿखͮくねࠟ 一部遺存 約1.0Dm、ඃ೤ܘ޸

97 స༻ݚຏ۩ 12+20 4%510 1 4.7 4.2 1.5 26.9 上୺・右側面のஅ面部分が࢖༻面 形׬ 珠洲焼甕・ᆵをస༻

98 స༻ݚຏ۩ 4%510 13 11.8 9.5 2.3 177.6 ֎面λλΩ部分・ఈ部֎面が࢖༻面 形׬ 珠洲焼甕・ᆵをస༻

99 స༻ݚຏ۩ 13+17 4%510 上૚ 11.4 7.2 1.5 108.2 ֎面λλΩ部分が࢖༻面 形׬ 珠洲焼甕・ᆵをస༻、内面εε 

100 円筒形土製品 11)15 154X182 埋土 （8.9） 177.3 ֎ɿϋέ 上൒部ܽ ྠ積ࠟ

101 ٭ࢧ 13(21 Ⅲ 410.5 内֎ɿखͮくねࠟ ほ΅׬形 ֎面上൒部ඃ೤、摩耗

102 స༻ݚຏ۩ 7) ᶗ 10.1 5.4 1.9 127.9 ֎面λλΩ部分が࢖༻面 形׬ 珠洲焼甕・ᆵをస༻、焼成やや不良

報告 
番号

器種
出土地఺ 法量（Dm・H）

石ࡐ ෇ண物 などࠟ༺࢖ 遺存状況 උ考
άリッド 遺構 ૚位 長さ ෯ ްさ 重さ

103 砥石 9E25 4E306 1 （6.6） ؠփڽ 55.7 2.4 2.5 εε ਖ਼ཪ左右側面が࢖༻面、ઢ状ࠟ、ࠁΈࠟ 上୺ܽ

104 ຏ製石ි 8*14 4E367 10 8.9 4.2 1.9 104.5 ऄ໲ؠ ਕ部に࢖༻ࠟ（Ṟ཭）、ࠟࡲ ほ΅׬形

105 ༻్不明 8)13 4E737 埋土 ؠփڽ 16.3 1.5 2.2 5.9 ਖ਼ཪ面にࠁΈࠟ、ࠟࡲ ほ΅׬形 砥石 

106 砥石
11)15・ 
12)11

4E1104 1 ؠ࠭ 351.7 4.0 5.8 16.5 ਖ਼ཪ左右側面が࢖༻面、ઢ状ࠟ、筋状ࠟ ほ΅׬形

107 ຏ石ྨ 9(6 4%151 埋土 ؠփڽ 332.1 5.5 7.0 8.9 ਖ਼ཪ面にᏏଧࠟ、上下୺にπϒϨ 形׬ ෩化

108 硯 9)18 4%318 2 （10.9） ؠ৭೪൘ࠇ 329.8 2.0 8.8 ԑに๽ࠟ ཪ左右側面にઢ状ࠟ（製作ࠟ ） 上୺ܽ
ԑ高さ約0.2Dm、ւ部
ਂさ約1.3Dm、ണ落

109 砥石 9)18 4%318 2 ؠփڽ 164.0 2.9 3.8 10.4 εε ਖ਼ཪ左右側面が࢖༻面、ઢ状ࠟ、ࠁΈࠟ
上୺ܽ、
下୺一部ܽ

110 砥石 4%318 1 ؠփڽ 87.0 2.2 3.5 8.6 εε ਖ਼ཪ左右側面が࢖༻面、ઢ状ࠟ 上୺ܽ

111 砥石 4%318 2 ؠփڽ 167.6 2.4 3.2 11.2 εε ਖ਼ཪ左右側面が࢖༻面 上下୺ܽ

112 石鉢 13+12 4%510 1 ؠ࠭ 片口部のΈ

113 砥石 13,1 4%510 12 7.7 （7.4） 4.5 396.8 ҆山ؠ ਖ਼ཪ面が࢖༻面、ઢ状ࠟ、ࠁΈࠟ 左側面ܽ

114 砥石 8(24 Ⅲ 9.1 3.9 3.1 174.3 流໲ؠ εε ਖ਼ཪ左右側面が࢖༻面、ઢ状ࠟ 上下୺ܽ

堂古遺跡　土器・陶磁器観察表（3）

堂古遺跡　土製品観察表

堂古遺跡　石製品観察表

堂古遺跡　木製品観察表
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遺構番号 位置 ܻ行ํ޲ 間数 面積（㎡） ܻ行 ྊ行 උ考

4#09

20・21L、21. /�22 �˃E 2間ʷ1間 27.30 6.56 4.16 2010年度調査分

柱穴 柱ࠟ 平面形 அ面形 ໛ن ਂさ ఈ面標高 柱穴間ִ උ考

1213 ༗ ପ円形 ֊ஈ状 0.72ʷ0.58 0.76 13.30 1213�1216 2.28 柱ࠟ0.13 ܘ

1216 不明 ପ円形 不明 0.32ʷ0.24 0.49 13.53 1216�1276 4.24 

1276 不明 ପ円形 不明 0.35ʷ0.28 0.73 13.30 1276�1286 4.16 

1286 不明 ପ円形 不明 0.38ʷ0.29 0.77 13.16 1286�1225南 4.12 

1225南 不明 ପ円形 不明 0.59ʷ0.32� 0.84 13.15 1225南�15115 2.36 

15115 ແ ପ円形 ശ状 0.63ʷ0.38 0.27 13.68 15115�1213 4.18 

1215 不明 ପ円形 不明 0.31ʷ0.25 0.63 13.41 1215�1216 0.68

1277 不明 ପ円形 不明 0.24ʷ0.18 0.60 13.41 1277�1276 0.96 

1284 不明 ପ円形 不明 0.22ʷ0.18 0.46 13.48 1284�1286 0.94 

1225北 不明 不明 不明 0.59ʷ0.32� 0.66 13.33 1225北�1225南 0.70 

15116 ແ 円形 ֊ஈ状 0.37ʷ0.34 0.28 13.65 15116�15115 0.56

�1225のن໛は南と北を合わせたن໛。

遺構番号 άリッド 平面形 அ面形 長࣠・長ܘ ୹࣠・୹ܘ ਂさ ఈ面標高 新چ関係 උ考

4E212 20L5・10、21L1・6     円形 ̪字状 1.09 1.00 1.08 12.90 �15172 2010年度調査分

154E32 20L7・8 円形 ̪字状 1.26 1.18 2.31 11.67 �154%48・15161・15162

154E44 20L17・22 円形 ̪字状 0.83 0.76 2.00 11.98 

154E74 19L7・8 円形 ശ状 0.79 0.72 1.00 12.87 �154,38

154E81 19.15 ପ円形 ̪字状 1.09 0.87 1.20 12.54 

154E82 19.15・20、20.11・16 ପ円形 ֊ஈ状 1.24 1.03 1.24 12.50 �4%267

154E100 20.1 ํ形 ശ状 0.86 0.83 1.10 12.37 �明࣏以߱構ஙの߼

154E107 20.3・8 ପ円形 ശ状 0.83 0.66 1.20 12.06 �4,291

154E108 20.7 円形 ̪字状 0.88 0.83 1.78 12.08 �154E162

154E111 18*19 円形 ശ状 0.89 0.85 0.78 13.12 �151221

154E121 20+18・23 ପ円形 ̪字状 1.00 0.81 1.42 12.62 �151151

154E155 19+19 ํ形 ശ状 0.98 0.94 1.07 12.98 

154E162 20.7 円形 ശ状 1.09 1.03 0.93 12.86 �154E108

154E193 17+10、18+6 ପ円形 ̪字状 1.62 1.33 1.97 12.10 

154E214 19+18・22・23 円形 ശ状 1.22 1.10 1.77 12.35 �151292 、�154,170

154E291 19+7 ପ円形 ୆形状 0.89 0.68 0.71 13.26 �154,170・154,252

遺構番号 άリッド 平面形 அ面形 長࣠・長ܘ ୹࣠・୹ܘ ਂさ 新چ関係 උ考

4,291 20.3・4・8・9 ପ円形 ୆形状 3.15 2.05 0.52 �154E107、�4%267・1290

154,140 20+6 不整形 ൒円状 0.71 0.59 0.39 

154,163 18,10・15 ํ形 状ހ 1.33 1.15 0.29 

154,169 18+11・12 円形 ̪字状 1.62 1.47 0.70 

154,170
18+14・15・19・20・25、
19+6 〜 8・11 〜 13・16 〜 18・
21 〜 23

不整形 ୆形状 7.70 5.70 0.92 
�154E214・154E291・154,247・151292、
�154,252

近世の火事始末

154,180 20+1 円形 ൒円状 0.56 0.49 0.35 

154,199 19*18・22 〜 24、19+3・4・9 不整形 ୆形状 4.65 2.40 0.78 �154,252 近世の火事始末

154,223 18*25、19*21 ପ円形 ֊ஈ状 1.17 0.83 0.70 

154,252 19*21 〜 23、19+1 〜 3・6 〜 8 ํ形 ൒円状 3.65 3.30 0.80 
�154E291・154,170・154,199・151298、 
�154,305

近世の火事始末

遺構番号 άリッド 長࣠ํ޲ 平面形 அ面形 長さ ෯ ਂさ 新چ関係 උ考

4%253 20. /�81 �˃8 ௚ઢ状 ൒円状 5.80 0.65 〜 1.10 0.25 �154%94 西側に延伸

4%267 19・20. /�70 �˃8 ௚ઢ状 ୆形状 14.18 〜 0.70 〜 1.20 0.55 �4,291、 �154E82・154%94 東側・西側ともに延伸

4%299 19・20/ /�74 �˃8 ௚ઢ状 状ހ 8.08 〜 0.50 〜 0.70 0.26 

154%94 19・20. /�82 �˃8 ௚ઢ状 ൒円状 7.40 〜 0.45 〜 0.95 0.17 �4%253・4%267

下割遺跡　掘立柱建物観察表
୯位ɿm

下割遺跡　井戸観察表
୯位ɿm

下割遺跡　溝観察表
୯位ɿm

下割遺跡　土坑観察表
୯位ɿm

報告 
番号

器種
出土地఺ 法量（Dm・H）

遺存状況 උ考
άリッド 遺構 ૚位 長さ ෯ ްさ 重さ

129 ༻్不明 8E9・14 4#1018�1122 2 13.0 2.8 1.3 47.0 上下୺ܽ 上୺݋ઌ状 下部にಥى物

130 刀ࢠ 8E18 4#1018�1114 1 （5.5） 1.7 0.4 7.0 ਕ部・ܪ部が一部遺存

131 鎌 10E22 4#1019�1168 1 ਕ部長 17.0 ਕ部෯ 4.2 0.4 170.0 ほ΅׬形
ฑ部に木質・目ఝ残存、ฑ部෯1.5 〜 2.0Dm、
目ఝのްさ5.5 〜 5.6Dm

132 刀ࢠ 8E16 4E315 8 （4.0） 2.6 0.6 14.0 区周辺のΈ遺存

133 小刀 12,14・15 154E222 15 29.3 2.1 0.3 45.5 ほ΅׬形 に目ఝ穴1か所ܪ

134 刀ࢠ 9)21 4%318 1 （2.6） 1.3 0.5 3.0 区周辺のΈ遺存

135 ༻్不明 9*3 4%328 1 （4.6） 3.1 0.8 14.0 ંり͛ۂるように成形

136 ༻్不明 8E20 Ⅲ （11.1） 3.1 0.5 36.0 上୺ܽ 上部にはฑがつく可能性、下୺は平ୱ

堂古遺跡　金属製品観察表
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報告 
番号

種ྨ 器種
出土地఺ 法量（Dm） ෇ண物 文様など

උ考
遺構 ૚位 口ܘ 器高 ఈܘ 内面 ֎面 内面 ֎面

3 ੉戸焼 ࿶ 154,252 3・4 18.2 （3.6） 8.2 εε εε ྘ᬵ、ಁ明ᬵ ྘ᬵ、ಁ明ᬵ ୺反࿶、ඃ೤（154,199）

4 ੉戸焼 ࿶ 154,252 4 9.2 5.6 4.0 εε εε ಁ明ᬵ ѿᬵ、ಁ明ᬵ、௜ઢ ࿶、ඃ೤、19世紀前൒ࡺࠊ

5 ৴ָ焼 ࿶ 154,170 5 8.9 3.0 5.7 ಁ明ᬵ ಁ明ᬵ、࡟り出し高୆
小ਿ࿶、ඃ೤、高୆3.4ܘDm、
18世紀ޙ൒〜 19世紀初頭

6 ං前磁器 ࿶֖ 154,170 1・5 10.2 3.1 εε εε 四ํ᧪文、コϯχϟΫ印判ޒหՖ ٠Ֆ文、দ文 ඃ೤（154,252）

7 ං前磁器 ࿶ 154,252 2・3 12.0 6.8 4.4 εε εε 四ํ᧪文、コϯχϟΫ印判ޒหՖ ٠Ֆ文、দ文 ඃ೤（154,170・199）

8 ං前磁器 ࿶֖ 154,170 5 10.6 2.4 εε εε 文࡝ ૲文、果थ文、Ո԰文 東࿶、ඃ೤（154,252）޿

9 ං前磁器 ࿶ 154,170 5 11.6 6.2 6.4 εε εε 文࡝ ૲文、果थ文、Ո԰文 ඃ೤、ࠟܧ東࿶、焼޿

10 ං前磁器 ࿶֖ 154,199 3 9.6 （2.2） 四ํ᧪文 青磁ᬵ

11 ං前磁器 ࿶ 154,252 3 10.8 （7.5） εε εε 四ํ᧪文、コϯχϟΫ印判ޒหՖ 青磁ᬵ ඃ೤（154,170）

12 ං前磁器 ࿶֖ 154,170 5 9.6 3.3 εε 四ํ᧪文、खඳきޒหՖ 青磁ᬵ、高୆内二重֯࿮Ӕ福

13 ං前磁器 ࿶ 154,170 5 9.6 4.9 3.6 εε ઇྠ૲Ֆ文 高୆内に໏（ň大明年製ŉ  ）、ඃ೤

14 ං前磁器 ࿶ 154,170 5 12.4 5.8 4.2 εε εε コϯχϟΫ印判ޒหՖ ઇྠ૲Ֆ文 高୆内に໏（ň大明年製ŉ  ）、ඃ೤

15 ං前磁器 ࿶ 154,170 2 7.9 5.7 4.2 खඳきޒหՖ 斜格ࢠ文、ؙ文 ൒筒形

16 ං前磁器 小ഋ 154,252 2・3 6.8 3.4 3.0 εε εε 白磁、ඃ೤

17 ං前磁器 小ഋ 154,199 4 4.6 2.6 3.0 εε εε एদ文 ඃ೤（154,170・252）

18 ං前陶器 小ࡼ 154,170 5 9.8 4.4 2.8 మᬵ మᬵ ఈ部ճసࢳ੾り、内面重ね焼きࠟ、ඃ೤

19 ං前磁器 小ࡼ 154,199 3 10.0 2.0 6.0 εε εε দ文 দ葉文 खԘ۱ؙ、ࡼඛ形、షり෇け高୆、ඃ೤

20 ං前陶器 中ࡼ 154,170 5 19.4 6.0 7.2
εε、 
୸化物

εε、 
୸化物

ऄの目ᬵṞぎ 刷ໟ目౜津、ྏՖ形、ඃ೤

21 ං前磁器 中ࡼ 154,170 5 12.0 3.6 4.0 εε εε 格ࢠ目文、ऄの目ᬵṞぎ ఈ部内面重ね焼きࠟ

22 ං前磁器 中ࡼ 154,170 5 14.0 3.4 7.0 εε εε
കՖܨぎ文、コϯχϟΫ印判ޒ
หՖ、ऄの目ᬵṞぎ

ඃ೤（154,252）

23 ං前磁器 中ࡼ 154,170 5 18.2 3.6 8.2 εε εε
૲文、コϯχϟΫ印判ޒหՖ、
ऄの目ᬵṞぎ

24 ං前磁器 大ࡼ 154,170 5 22.0 2.9 14.2 εε εε ෤ಒ文 ྠՖࡼ、ඃ೤（154,252）

25 ං前磁器 大ࡼ 154,170 5 εε εε Ӣ文、ๅ文、ௗྨ文 ʮ෋و長य़ʯ໏ ඃ೤

26 ං前陶器 Ꭼ鉢 154,170 5 38.0 17.0 17.4 εε εε మᬵ మᬵ
Է目14条1୯位（෯3.5Dm）、షり෇け高୆、
ඃ೤、18世紀前葉〜中葉にさかの΅る 

27 ං前陶器 鉢 154,199 3 45.6 15.3 13.2 ೾状文、ԣઢ
ඃ೤、18世紀前葉〜中葉にさかの΅る 

（154,170・252）

28 越前焼 鉢 154,199 3 35.6 16.9 25.6 εε ಥى ඃ೤、19世紀初頭（154,252）ࠒ

29 ං前磁器 火ೖ 154,170 5 10.0 （5.6） εε দ஛文、ઇྠ文 ඃ೤

30 ං前磁器 火ೖ 154,199 3 10.8 8.3 5.2 εε
εε、 
୸化物

一部青磁ᬵ 青磁ᬵ ඃ೤（154,170）

31 ੉戸焼 ߳࿍ 154,199 4 10.8 9.2 10.6 一部ѿᬵ ѿᬵ 筒形߳࿍、ϔϥூり、ඃ೤、18世紀ޙ൒ࠒ

32 ං前磁器 ߳࿍ 154,170 5 8.2 4.8 3.0 εε εε 一部青磁ᬵ 青磁ᬵ ࿍、三଍、ඃ೤߳ࠊއ

33 ං前磁器 ߳࿍ 154,199 4 7.6 5.6 3.8 εε εε 一部青磁ᬵ 青磁ᬵ ৞෇にమట、三଍、ඃ೤（154,170）

34 ৴ָ焼 ළྨ 154,252 3 （6.6） 6.6 փᬵ փᬵ ඃ೤（154,199）

35 ං前磁器 ළྨ 154,170 5 2.0 10.1 4.2 εε εε দ஛ക文、ࣃڒ状文 高୆࠭෇ண、ඃ೤

36 ං前磁器 ළྨ 154,170 5 （16.8） 6.8
εε、 
୸化物

εε ૲文 部؏ೖ、高୆࠭෇ண、ඃ೤（154,252）ݞ

37 ං前磁器 ළྨ 154,170 5 εε εε ৭ֆ文様 ৭ֆ磁器、ඃ೤

38 ං前磁器 ਫࢦ 154,170 5 9.2 （0.8） εε ᬵṞぎ ౜૲文 ਫࢦの֖ 、మటృ布、ඃ೤

39 ං前磁器 ਫణ 154,170 5 長さ10.9、෯6.9、ް 3.2 εε εε ཅࠁ、ඃ೤（154,252）

40 ৴ָ焼 ᆵ֖ 154,170 5 7.3 5.0 εε փᬵ ඃ೤

41 ৴ָ焼 ᆵ 154,170 5 7.8 （10.5） εε փᬵ փᬵ 体部下位έズリ（ࢪᬵなし）、ඃ೤

42 ੉戸焼 甕 154,199 3 14.0 11.8 9.8 ֟ᬵ ֟ᬵ、փᬵ、௜ઢ
内面目跡、ඃ೤、19世紀前൒

（154,170・252）

43 ං前陶器 甕 154,170 5 8.8 （6.1） మᬵ ඃ೤

44 ං前陶器 甕 154,170 5 29.0 29.9 13.6 白化হ土 白化হ土、మֆ
൒಑甕、ඃ೤、18世紀ޙ൒〜 19世紀中
葉（154,252）

45 ං前陶器 甕 154,252 3・4 32.7 （11.6） εε εε మᬵ、あて۩ࠟ（格ࢠ目） మᬵ、ೄ状ಥଳ

46 質土器נ 火鉢 154,199 3 22.0 22.8 21.0 εε εε ಥى、φσ φσ ಁかし3୯位、ඃ೤（154,170）

報告 
番号

種ྨ 器種 時期
出土地఺ 法量（Dm） ৭調 ଻土の 

ࠞೖ物
෇ண物 調整など

උ考
άリッド 遺構 ૚位 口ܘ 器高 内側 ֎側 内面 ֎面 内面 ֎面

1 珠洲焼 甕 Ⅱ期 18*19 154E111 5 39.8 （8.0）ઙԫᒵ৭ փ白৭・׊փ৭ ࠭・英・ࠇ あて۩ࠟ 平行λλΩ ԍ焼成不े分、摩耗ݩؐ

2 青磁 ࿶
13世紀
ࠒ൒ޙ

18*19 154E111 5 ྘փ৭ ྘փ৭ ᭩࿇ห文

47 土師器 ು ᶚ期 20+16 ᶚ 36.4 （11.8）明ԫ׊৭ にͿいԫ׊৭ ࠇ・࠭ コή εε ϋέ 摩耗

下割遺跡　近世陶磁器観察表

下割遺跡　石製品観察表

下割遺跡　土器・陶磁器観察表
࠭ɿཻ࠭、英ɿ石英、Ӣ、金Ӣ฼、ࠇɿࠇ৭ཻࢠ、ւɿւ໖ࠎ਑、長ɿ長石、νɿνϟート

報告 
番号

器種
出土地఺ 法量（Dm・H）

石ࡐ ෇ண物 などࠟ༺࢖ 遺存状況 උ考
άリッド 遺構 ૚位 長さ ෯ ްさ 重さ

48 ຏ石ྨ 20L7・8 154E32 9 12.0 7.5 6.5 828.5 ҆山ؠ 上下୺・右側面にᏏଧࠟ 形׬

49 ୆石 19.15 154E81 5 12.6 8.7 3.2 419.3 ҆山ؠ ਖ਼面が࢖༻面、ઢ状ࠟ 左側面下୺ܽ
右側面は自然面、
上୺・ཪ面は成形 

50 砥石 20.3・8 154E107 3 （9.9） 4.4 3.6 131.7 ؠփڽ ਖ਼ཪ左右側面が࢖༻面、ઢ状ࠟ、ࠁΈࠟ 下୺ܽ 鎌砥 

51 砥石 20.7 154E108 5 （5.4） 3.5 1.7 44.6 ؠփڽ ਖ਼ཪ左右側面が࢖༻面、ઢ状ࠟ 上下୺ܽ 変形ݦ著

52 ୆石 17+10、18+6 154E193 4 （10.6） 12.9 4.4 785.9 ҆山ؠ εε ਖ਼ཪ右側面が࢖༻面 左側面下୺ܽ

53 硯 18・19+ 154,170 5 14.7 5.9 2.5 361.6 ೪൘ؠ ๽ࠟ ઢ状ࠟ ほ΅׬形 ඃ೤

54 砥石 18・19+ 154,170 5 12.3 5.0 3.0 265.3 ؠփڽ εε ਖ਼ཪ左右側面が࢖༻面、ࠟࡲ、ઢ状ࠟ 左上୺ܽ 変形ݦ著

55 砥石 18・19+ 154,170 7 14.3 6.5 5.3 687.1 ؠ࠭ ਖ਼ཪ左右側面が࢖༻面 ほ΅׬形 置き砥石 、ඃ೤ 

56 ༻్不明 18・19+ 154,170 5 13.0 8.5 4.0 497.0 ҆山ؠ ୸化物 ਖ਼面にԜΈ、ݦ著な࢖༻ࠟなし 右下୺ܽ ඃ೤

57 建ங部19・18 ࡐ+ 154,170 5 （27.8） 13.4 12.1 ؠփڽ 2307.8 εε શ面にՃࠟ޻、約2.6Dmʷ約3.7Dmの1޸か所 上୺左側面ܽ 丁ೡな面औり
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遺構番号 位置 ܻ行ํ޲ 間数 面積（㎡） ܻ行 ྊ行 උ考

4#124

5・6F /�88 �˃E 2間ʷ2間 16.50 5.00 3.30 2011年度調査分

柱穴 柱ࠟ 平面形 அ面形 ໛ن ਂさ ఈ面標高 柱穴間ִ උ考

1116 ແ 円形 ̪字状 0.20ʷ0.20 0.50 14.07 1116�151557 3.20 

151557 ແ ପ円形 ̪字状 0.19ʷ0.15 0.14 14.34 151557�151381 1.60 

151381 ແ 円形 ̪字状 0.25ʷ0.22 0.36 14.12 151381�151383 1.75 

151383 ແ 円形 ̪字状 0.31ʷ0.27 0.49 13.98 151383�1112 3.20 

1112 ແ 円形 ̪字状 0.22ʷ0.20 0.34 14.17 1112�1113 1.85 

1113 ແ ପ円形 ̪字状 0.28ʷ0.22 0.42 14.03 1113�1115 1.80 

1115 円形 ࿙ే状 0.31ʷ0.28 0.24 14.33 

1114 ແ 円形 ̪字状 0.22ʷ0.21 0.38 14.10 
1116�1114 
1114�1112

1.60 
1.75

遺構番号 位置 ܻ行ํ޲ 間数 面積（㎡） ܻ行 ྊ行

උ考

154#354

11,・L /�0˃ 3間〜ʷ1間 44.78 〜 8.78 〜 5.10 

柱穴 柱ࠟ 平面形 அ面形 ໛ن ਂさ ఈ面標高 柱穴間ִ

151223 ແ ପ円形ʁ ̪字状 0.47ʷ0.24 0.31 13.59 151223�15139 3.44 

15139 ༗ ପ円形 ୆形状 0.38ʷ0.31 0.52 13.44 15139�15115 5.10 柱ࠟ0.15 ܘ

15115 ແ ପ円形 ̫字状 0.63ʷ0.46 0.56 13.60 15115�1518 3.21 

1518 ແ 円形 ̪字状 0.35ʷ0.25 0.43 13.52 1518�15120 3.25 

15120 ແ ପ円形 ̪字状 0.45ʷ0.36 0.30 13.62 15120�15186 2.32 

15186 ༗ ପ円形 ୆形状 0.31ʷ0.25 0.38 13.52 − − 柱ࠟ0.13 ܘ

遺構番号 位置 ܻ行ํ޲ 間数 面積（㎡） ܻ行 ྊ行

උ考

154#355

11,・L /�0˃ 2間〜ʷ1間 27.83 〜 4.96 〜 5.61 

柱穴 柱ࠟ 平面形 அ面形 ໛ن ਂさ ఈ面標高 柱穴間ִ

15138 ༗ ପ円形 ୆形状 0.43ʷ0.33 0.34 13.63 15138�15114 5.61 当たりあり

15114 ແ 円形 ࿙ే状ʁ 0.45ʷ0.39 0.50 13.49 15114�15134 2.70 

15134 ແ 円形 ശ状 0.28ʷ0.25 0.35 13.70 15134�15121 2.26 

15121 ༗ 円形 ୆形状 0.37ʷ0.32 0.34 13.62 − − 当たりあり

遺構番号 位置 ܻ行ํ޲ 間数 面積（㎡） ܻ行 ྊ行

උ考

154#356

10・11+・, /�75 �˃8 5間ʷ4間（਎ࣷ3間ʷ2間）
63.60 

（਎ࣷ22.45）
10.00（਎ࣷ6.10） 6.36（਎ࣷ3.68）

柱穴（਎ࣷ） 柱ࠟ 平面形 அ面形 ໛ن ਂさ ఈ面標高 柱穴間ִ

151337 ແ 円形 ࿙ే状ʁ 0.36ʷ0.35 0.51 13.57 151337�151170 1.94 

151170 ༗ ପ円形 ୆形状 0.24ʷ0.19 0.47 13.60 151170�151159 2.66 柱ࠟ0.12 ܘ

151159 ແ ପ円形 ୆形状 0.32ʷ0.24 0.35 13.72 151159�151338 1.68 

151338 ༗ 円形 ̪字状 0.35ʷ0.30 0.41 13.65 151338�151145 1.84 柱ࠟ0.08 ܘ

151145 ༗ 円形 ̪字状 0.23ʷ0.23 0.20 13.84 151145�151146 1.83 

151146 ແ 円形 ̪字状 0.26ʷ0.25 0.31 13.71 151146�151119 1.70 

151119 ༗ 円形 ࿙ే状ʁ 0.31ʷ0.30 0.29 13.73 151119�151151 2.80 柱ࠟ0.14 ܘ

151151 ແ 円形 ֊ஈ状 0.33ʷ0.30 0.43 13.58 151151�151331 1.84 

151331 ༗ ପ円形 ֊ஈ状 0.29ʷ0.22 0.19 13.81 151331�151332 1.98 柱ࠟ0.05 ܘ

151332 ແ ପ円形 ൒円状 0.31ʷ0.22 0.13 13.93 151332�151337 2.03 

柱穴（廂） 柱ࠟ 平面形 அ面形 ໛ن ਂさ ఈ面標高 柱穴間ִ උ考

151187 ༗ 円形 ̪字状 0.27ʷ0.24 0.24 13.84 151187�151189 1.76 

151189 ແ 円形 ࿙ే状 0.24ʷ0.21 0.46 13.66 151189�151180 1.94 

151180 ແ 円形 ୆形状 0.18ʷ0.17 0.20 13.92 
151180�151160 
151180�151170

2.60 
1.44

151160 ແ ପ円形 ശ状 0.31ʷ0.24 0.27 13.80 151160�151161 1.80 

151161 ແ ପ円形 ̪字状 0.33ʷ0.26 0.31 13.77 151161�151362 1.90

151362 ແ 円形 ̫字状 0.28ʷ0.24 0.36 13.73 151362�151167 1.74 

151167 ແ 不整形 ശ状 0.35ʷ0.23 0.27 13.75 151167�151139 1.28 

151139 ༗ 円形 ̪字状 0.30ʷ0.26 0.27 13.78 151139�15176 1.71 柱ࠟ0.13 ܘ

15176 ແ 円形 ࿙ే状 0.25ʷ0.23 0.44 13.58 15176�151114 1.63 

151114 ༗ 円形 ̪字状 0.27ʷ0.23 0.42 13.60 151114�151124 1.70 柱ࠟ0.06 ܘ

151124 ༗ 円形 ̪字状 0.22ʷ0.21 0.46 13.54 151124�151148 1.48 柱ࠟ0.08 ܘ

151148 ແ ପ円形 ̪字状 0.20 〜ʷ0.18 0.23 13.77 151148�151330 3.00 

151330 ༗ 円形 ̪字状 0.22ʷ0.19 0.28 13.62 151330�151169 1.89 柱ࠟ0.10 ܘ

151169 ແ 円形 ̫字状 0.21ʷ0.18 0.16 13.81 151169�151158 1.59 

151158 ༗ ํ形 ࿙ే状 0.27ʷ0.25 0.38 13.68 151158�151336 1.34 柱ࠟ0.09 ܘ

151336 ແ 円形 不明 0.28ʷ0.26 0.19 13.87 151336�151207 1.70 

151207 ແ 円形 ശ状 0.22ʷ0.19 0.17 13.88 151207�151332 1.74 

遺構番号 位置 ܻ行ํ޲ 間数 面積（㎡） ܻ行 ྊ行

උ考

154#425

11+・, /�31 �˃8 2間ʷ2間 8.64 3.40 2.54 

柱穴 柱ࠟ 平面形 அ面形 ໛ن ਂさ ఈ面標高 柱穴間ִ

15157 ແ 円形 ̪字状 0.24ʷ0.22 0.32 13.67 15157�15197 1.56 

15197 ༗ ପ円形 ൒円状 0.25ʷ0.20 0.25 13.66 15197�151101 1.80 当たりあり

151101 ແ 円形 ശ状 0.23ʷ0.22 0.46 13.56 151101�151340 1.22 

151340 ແ 円形 不明 0.22ʷ0.22 0.13 13.87 151340�151339 1.32 

151339 ແ ପ円形 不明 0.21ʷ0.16 0.32 13.68 151339�15178 1.62 

15178 ແ 円形 ̪字状ʁ 0.27ʷ0.25 0.25 13.75 15178�15196 1.46 

15196 ༗ ପ円形 ֊ஈ状 0.35ʷ0.25 0.44 13.52 15196�15150 1.22 柱ࠟ0.16 ܘ

15150 ༗ 円形 ֊ஈ状 0.31ʷ0.31 0.31 13.69 15150�15157 1.12 

二反割遺跡　掘立柱建物観察表（1）
 ୯位ɿm

報告 
番号

器種
出土地఺ 法量（Dm）

遺存状況 木औり උ考
άリッド 遺構 ૚位 長さ ෯ ްさ

58 ࿐ӎ下駄 20.3・8 154E107 4 21.3 10.0 3.1 1�4ܽ ൘目 ୆ද面の破ଛݦ著、ࠩࣃ遺存、ϞΫϨϯଐ

59 ંෑఈ൘ 19+18・22・23 154E214 11 30.0 12.5 1.0 1�2ܽ ຝ目 Ճࠟ޻、ઢ状ࠟ、εΪ

下割遺跡　木製品観察表
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遺構番号 位置 ܻ行ํ޲ 間数 面積（㎡） ܻ行 ྊ行

උ考

154#426

11+、11・12* /�3 �˃E 3間ʷ1ʴ1間 46.22 7.86 5.88（਎ࣷ4.70）

柱穴（਎ࣷ） 柱ࠟ 平面形 அ面形 ໛ن ਂさ ఈ面標高 柱穴間ִ

15142 ແ ପ円形 ୆形状 0.46ʷ0.33 0.42 13.59 15142�15144 2.54 

15144 ແ ପ円形 ശ状 0.28ʷ0.23 0.45 13.57 15144�15167 3.14 

15167 ༗ ପ円形 ୆形状 0.37ʷ0.24 0.42 13.68 15167�15168 2.18 柱ࠟ0.13 ܘ

15168 ແ ପ円形 ֊ஈ状 0.53ʷ0.29 0.60 13.56 15168�15148 4.70 

15148 ແ 円形 ୆形状 0.33ʷ0.29 0.18 13.94 15148�15118 2.16 

15118 ༗ 円形 ࿙ే状 0.29ʷ0.26 0.35 13.73 15118�15149 3.04 柱ࠟ0.10 ܘ

15149 ແ ํ形 ̪字状 0.42ʷ0.36 0.45 13.56 15149�15112 2.48 

15112 ແ ପ円形 状ހ 0.33ʷ0.23 0.10 13.87 15112�15142 4.70 

柱穴（廂） 柱ࠟ 平面形 அ面形 ໛ن ਂさ ఈ面標高 柱穴間ִ උ考

151353 ແ 円形 ശ状 0.18ʷ0.18 0.21 13.66 151353�15110 2.62 

15110 ແ ପ円形 ശ状 0.21ʷ0.16 0.12 13.88 15110�15122 2.94 

15122 ແ ପ円形 ֊ஈ状ʁ 0.31ʷ0.22 0.19 13.88 15122�15135 2.42 

15135 ແ 不整形 ࿙ే状 0.28ʷ0.27 0.37 13.74 15135�15148 1.02 

遺構番号 位置 ܻ行ํ޲ 間数 面積（㎡） ܻ行 ྊ行

උ考

154#492

10・11*・+ /�4 �˃E 2間ʷ2間 10.52 3.35 3.14 

柱穴 柱ࠟ 平面形 அ面形 ໛ن ਂさ ఈ面標高 柱穴間ִ

151181 ແ ପ円形 ୆形状 0.23ʷ0.19 0.41 13.75m 151181�151182 2.00 

151182 ༗ 円形 ࿙ే状ʁ 0.25ʷ0.22 0.44 13.72m 151182�151183 1.34 柱ࠟ0.14 ܘ

151183 ແ 円形 ̪字状 0.18ʷ0.18 0.39 13.76m 151183�151184 1.28 

151184 ༗ ପ円形 ̪字状 0.21ʷ0.17 0.22 13.94m 151184�151163 1.49 当たりあり

151163 ༗ ପ円形 ࿙ే状ʁ 0.27ʷ0.21 0.52 13.61m 151163�151479 1.25 柱ࠟ0.12 ܘ

151479 ༗ ପ円形 ࿙ే状ʁ 0.30ʷ0.21 0.32 13.80m 151479�151559 2.10 柱ࠟ0.08 ܘ

151559 ແ 円形 ୆形状 0.19ʷ0.17 0.30 13.81m 151559�151181 3.14 

遺構番号 位置 ܻ行ํ޲ 間数 面積（㎡） ܻ行 ྊ行

උ考

154#561

6・7E・F /�89 �˃8 5間ʷ4間 54.00 8.06 6.70 

柱穴 柱ࠟ 平面形 அ面形 ໛ن ਂさ ఈ面標高 柱穴間ִ

151421 ແ ପ円形 ൒円状 0.24ʷ0.19 0.19 14.30 151421�151493 1.55 

151493 ແ 円形 ൒円状 0.24ʷ0.21 0.13 14.36 151493�151509 1.67 

151509 ແ ପ円形 ൒円状ʁ 0.38ʷ0.30 0.18 14.26 151509�151420 1.60 

151420 ༗ ପ円形 ̪字状 0.27ʷ0.22 0.21 14.26 151420�151518 1.88 柱ࠟ0.11 ܘ

151518 ༗ ପ円形 ࿙ే状 0.29ʷ0.24 0.38 14.05 151518�151515 1.36 柱ࠟ0.11 ܘ

151515 ແ 円形ʁ ࿙ే状 0.28ʷ0.13 〜 0.45 14.08 151515�151360 1.58 

151360 ༗ ପ円形 ̪字状 0.33ʷ0.27 0.43 14.08 151360�151387 1.70 柱ࠟ0.19 ܘ

151387 ແ ପ円形 ൒円状 0.34ʷ0.28 0.32 14.16 151387�151473 1.65 

151473 ແ 円形ʁ ശ状 0.18ʷ0.14 〜 0.21 14.19 151473�151496 1.43 

151496 ແ 円形 状ހ 0.33ʷ0.30 0.12 14.35 151496�151396 1.74 

151396 ແ 不整形 ൒円状 0.32ʷ0.28 0.25 14.16 151396�151397 1.66 

151397 ແ ପ円形 ୆形状 0.29ʷ0.22 0.29 14.20 − −

151482 ແ 円形 ൒円状 0.22ʷ0.19 0.12 14.29 151482�151516 1.58 

151516 ແ ํ形ʁ ୆形状 0.41ʷ0.37 0.14 14.28 151516�151398 1.59 

151398 ແ 円形 ୆形状 0.23ʷ0.20 0.34 14.11 151398�151346 3.63 

151346 ແ 円形 ̪字状 0.27ʷ0.26 0.36 14.10 151346�151440 1.92 

151440 ແ ପ円形 ୆形状 0.27ʷ0.22 0.24 14.15 151440�151389 1.68 

151389 ແ ํ形 ̪字状 0.31ʷ0.30 0.19 14.18 151389�151388 1.72 

151388 ແ ପ円形 状ހ 0.26ʷ0.16 0.11 14.25 151388�151495 3.34 

151495 ແ 円形 ശ状 0.26ʷ0.23 0.13 14.23 151495�151510 1.64 

151510 ແ ପ円形 ୆形状 0.37ʷ0.29 0.18 14.22 151510�151519 1.54 

151519 ແ ପ円形 状ހ 0.16ʷ0.11 0.05 14.28 151519�151372 1.34 

151372 ແ 円形 ̪字状 0.23ʷ0.22 0.32 14.10 151372�151348 1.80 

151348 ແ 不整形 ࿙ే状 0.22ʷ0.19 0.29 14.06 151348�151349 1.33 

151349 ແ 円形 ̪字状 0.28ʷ0.25 0.32 14.02 151349�151439 1.60 

151439 ແ 円形 状ހ 0.32ʷ0.29 0.15 14.16 151439�151446 2.40 

151446 ༗ 円形 ࿙ే状ʁ 0.30ʷ0.27 0.36 13.97 − 柱ࠟ0.10 ܘ

遺構番号 位置 ܻ行ํ޲ 間数 面積（㎡） ܻ行 ྊ行

උ考

154#562

8・9F・( /�4 �˃E 4間ʷ1間 41.97 8.78 4.78 

柱穴 柱ࠟ 平面形 அ面形 ໛ن ਂさ ఈ面標高 柱穴間ִ

151511 ແ 円形 ൒円状 0.34ʷ0.29 0.33 14.38 151511�151312 2.45 

151312 ແ 円形 ୆形状 0.28ʷ0.24 0.16 14.42 151312�151282 1.99 

151282 ແ 不整形 ୆形状 0.34ʷ0.31 0.18 14.36 151282�151311 1.98 

151311 ༗ 円形 ̪字状 0.34ʷ0.30 0.33 14.18 151311�151514 2.36 柱ࠟ0.17 ܘ

151514 ແ 円形 ୆形状 0.22ʷ0.20 0.23 14.18 −

151270 ແ 円形 ୆形状 0.47ʷ0.42 0.48 14.20 151270�151267 1.82 

151267 ແ ପ円形 ̫字状 0.27 〜ʷ0.25 0.31 14.40 151267�151278 2.66 

151278 ༗ 円形 ൒円状 0.24ʷ0.24 0.13 14.55 151278�151511 4.78 柱ࠟ0.07 ܘ

遺構番号 位置 ܻ行ํ޲ 間数 面積（㎡） ܻ行 ྊ行

උ考

154#563

9+、9・10* /�77 �˃8 3間ʷ1間 43.03 10.10 4.26 

柱穴 柱ࠟ 平面形 அ面形 ໛ن ਂさ ఈ面標高 柱穴間ִ

151242 ແ 円形 ࿙ే状ʁ 0.24ʷ0.22 0.34 14.12 151242�151234 2.24 

151234 ແ 円形 ୆形状 0.30ʷ0.27 0.26 14.18 151234�151231 3.57 

151231 ແ 長ํ形 ࿙ే状ʁ 0.39ʷ0.30 0.18 14.20 151231�151216 3.39 

151216 ແ ପ円形 ൒円状 0.49ʷ0.30 0.31 14.00 151216�151226 4.20 

151226 ແ 長ํ形 ̫字状 0.56ʷ0.29 0.41 13.84 151226�151236 3.18 

151236 ແ 円形 不明 0.29ʷ0.28 0.12 14.13 151236�151251 3.74 

151251 ແ ପ円形 ൒円状ʁ 0.32ʷ0.24 0.17 14.15 151251�151281 3.18 

151281 ແ ପ円形 不明 0.41ʷ0.28 0.17 14.20 151281�151242 4.26 

二反割遺跡　掘立柱建物観察表（2）
 ୯位ɿm
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遺構番号 άリッド 長࣠ํ޲ 平面形 அ面形 長さ ෯ ਂさ 新چ関係など

154%1A 
154%1# 
154%1$ 
154%1%

11,、11・12+、12・13* /�33 �˃8 ௚ઢ状

୆形状（A） 
（#）  状　ހ
൒円状（$）
൒円状（%）

31.65 〜

0.78（A） 
0.76（#） 
0.70 〜（$） 
1.18（%）

0.32（A） 
0.24（#） 
0.35（$） 
0.42（%）

154%1A�154#354�151223・154#355、
154%1A�154E70・15146 
4ճの変遷（Aˠ#ˠ$ˠ%）

154%176 9F 〜 * /�8 �˃E ௚ઢ状 ୆形状 21.70 〜 1.00 0.25
�151531・151536、
154#566と重複するが、新چ関係不明

154%325 6・7E /�33 �˃E ௚ઢ状 状ހ 5.51 0.47 0.14 �154,474、�154#561�151509

154%371 6・7F、7E /�45 �˃8 ௚ઢ状 ֊ஈ状 15.60 〜 1.01 0.25
�154#561�151473・151516・151518・
151519・154E471・154,474・151556

遺構番号 άリッド 平面形 அ面形 長ܘ ୹ܘ ਂさ ఈ面標高 新چ関係

154E30 11L25 円形 ̪字状 0.65 0.64 0.98 12.98m 154#354と重複するが、新چ関係不明

154E70 12+18・23 円形 ࿙ే状 1.75 1.54 1.91 12.04m �154%1A・15146・15169

154E130 10+6・7・11・12 円形 ̫字状 2.03 1.70 1.78 12.32m �154#356

154E132 11+22・23 円形 ̪字状 0.95 0.88 1.31 12.79m

154E350 7F15・20 円形 ୆形状 1.05 0.96 1.06 13.20m

154E471 7E2・3・7・8 円形 ̪字状ʁ 1.92 1.77 1.92 12.60m �154#561�151515・154%371

遺構番号 位置 ܻ行ํ޲ 間数 面積（㎡） ܻ行 ྊ行

උ考

154#564

7・8( /�82 �˃8 2間ʷ2間 9.15 3.52 2.60 

柱穴 柱ࠟ 平面形 அ面形 ໛ن ਂさ ఈ面標高 柱穴間ִ

151472 ແ 円形 ̪字状 0.20ʷ0.18 0.35 14.07 151472�151314 1.68 

151314 ແ ପ円形 ̪字状 0.31ʷ0.22 0.33 14.08 151314�151306 1.43 

151306 ແ 円形 ࿙ే状 0.28ʷ0.24 0.19 14.29 151306�151333 1.17 

151333 ༗ 円形 ୆形状 0.20ʷ0.20 0.22 14.28 151333�151427 1.82 柱ࠟ0.07 ܘ

151427 ༗ ํ形 ୆形状 0.24ʷ0.24 0.27 14.18 151427�151487 1.70 柱ࠟ0.12 ܘ

151487 ແ 円形 ̪字状 0.20ʷ0.19 0.40 14.03 151487�151341 1.30 

151341 ແ ପ円形 ̪字状 0.26ʷ0.21 0.30 14.12 −

遺構番号 位置 ܻ行ํ޲ 間数 面積（㎡） ܻ行 ྊ行

උ考

154#565

9F・( /�3 �˃E 2間〜ʷ2間 12.93 〜 3.10 〜 4.17 

柱穴 柱ࠟ 平面形 அ面形 ໛ن ਂさ ఈ面標高 柱穴間ִ

151309 ແ ପ円形 ̫字状 0.32ʷ0.22 0.22 14.48 151309�151271 3.10 

151271 ແ 円形 ୆形状 0.32ʷ0.30 0.76 13.87 −

151501 ༗ 長ํ形 ֊ஈ状ʁ 0.35ʷ0.22 0.45 14.23 151501�151272 1.96 柱ࠟ0.10 ܘ

151272 ແ 円形 ୆形状 0.19ʷ0.18 0.08 14.61 151272�151309 2.21 

遺構番号 位置 ܻ行ํ޲ 間数 面積（㎡） ܻ行 ྊ行

උ考

154#566

9F・( /�5 �˃E 2間〜ʷ2間 12.02 〜 2.67 〜 4.50 

柱穴 柱ࠟ 平面形 அ面形 ໛ن ਂさ ఈ面標高 柱穴間ִ

151294 ແ ପ円形 ̪字状 0.38ʷ0.25 0.32 14.38 151294�151269 2.67 

151269 ແ ପ円形 ̫字状 0.37ʷ0.29 0.49 14.17 −

151303 ແ ପ円形 ശ状 0.18ʷ0.15 0.25 14.42 151303�151249 2.00 

151249 ແ 円形 ൒円状 0.28ʷ0.24 0.18 14.52 151249�151294 2.50 

遺構番号 位置 ܻ行ํ޲ 間数 面積（㎡） ܻ行 ྊ行

උ考

154#567

8・9)・* /�25 �˃E 3間ʷ2間 52.99 8.52 6.22 

柱穴 柱ࠟ 平面形 அ面形 ໛ن ਂさ ఈ面標高 柱穴間ִ

151391 ແ 円形 ୆形状 0.54ʷ0.47 0.39 14.23 151391�151418 2.92 

151418 ແ ପ円形 ̪字状 0.40ʷ0.30 0.58 14.14 151418�151442 2.54 

151442 ແ ପ円形 ̪字状 0.24ʷ0.17 0.28 14.47 151442�151491 3.06 

151491 ແ ପ円形 ശ状 0.36ʷ0.29 0.53 14.27 151491�151478 3.10 

151478 ແ ପ円形 ൒円状 0.38ʷ0.31 0.23 14.59 −

151368 ແ ପ円形 ࿙ే状ʁ 0.34ʷ0.26 0.26 14.50 151368�151419 2.44 

151419 ແ 円形 ̪字状 0.40ʷ0.34 0.30 14.42 151419�151253 2.98 

151253 ແ ପ円形 状ހ 0.70ʷ0.44 0.24 14.37 151253�151403 3.30 

151403 ແ ପ円形 ൒円状ʁ 0.55ʷ0.41 0.30 14.27 151403�151391 2.80 

遺構番号 άリッド 平面形 அ面形 長࣠・長ܘ ୹࣠・୹ܘ ਂさ 新چ関係 උ考

154,31 11,14・19 ପ円形 ̪字状 0.90 0.64 0.30 154#354内

154,51 11,23・24 不整形 状ހ 1.24 1.22 0.18 

154,305 8(16・17 長ํ形 状ހ 1.68 1.30 0.23 �154#564�151306

154,384 9)11・16 ପ円形 状ހ 0.97 0.67 0.14 

154,447 6)9・10・15 不整形 状ހ 1.26 1.10 0.27 

154,554 8F10 ପ円形 状ހ 0.90 0.65 0.10 154#562内

151560 11)16・21 円形 ̪字状 0.56 0.51 0.72 

二反割遺跡　性格不明遺構観察表
 ୯位ɿm

遺構番号 άリッド 平面形 அ面形 長ܘ ୹ܘ ਂさ උ考

154X435 8)4 ପ円形 ୆形状 1.02 0.70 0.25 土師器7個体、154#567内

二反割遺跡　掘立柱建物観察表（3）
 ୯位ɿm

二反割遺跡　井戸観察表
୯位ɿm

二反割遺跡　溝観察表
୯位ɿm

二反割遺跡　土坑・ピット観察表
୯位ɿm



ද　࡯　؍

115

報告 
番号

器種
出土地఺ 法量（Dm・H）

遺存状況 උ考
άリッド 遺構 ૚位 長さ ෯ ްさ 重さ

16 ༻్不明 7E5 154%371 2 8.4 形׬ 20.8 0.9 1.3

17 ༻్不明 11,2・7 15184 1 （3.9） （6.3） 0.6 46.1 上ԑ以֎の周ԑܽ ುなどか 

報告 
番号

器種
出土地఺ 法量（Dm）

遺存状況 木औり උ考
άリッド 遺構 ૚位 長さ ෯ ްさ

14 ࿈ࣃ下駄 7E2・3・7・8 154E471 39 17.3 11.3 3.5 上୺右側面ܽ ൘目 ࿈ࣃ下駄、ఝ穴あり、୆ਖ਼面にઙいԜΈ2か所

15 状木製品ߌ 7E2・3・7・8 154E471 35 12.8 2.7 1.6 上୺ܽ ൒割 ਖ਼面にथൽ残る、ཪ面Ճࠟ޻、年代測定、ΧΤσଐ

報告 
番号

種ྨ 器種 時期
出土地఺ 法量（Dm） ৭調 ଻土の 

ࠞೖ物
෇ண物 調整など

උ考
άリッド 遺構 ૚位 口ܘ 器高 ఈܘ 内側 ֎側 内面 ֎面 内面 ֎面

1 土師器 鉢 ᶗ〜Ⅱ期 8)4 154X435 埋土 17.2 （5.0）
にͿいԫ
৭׊

փԫ׊৭
࠭・Ӣ・
英

ϋέ φσ ଻土ૈѱ、֎面ඃ೤

2 土師器 甕 ᶗ〜Ⅱ期 8)4 154X435 埋土 20.0 （6.4）
にͿいԫ
ᒵ৭

にͿいԫ
ᒵ৭

࠭・英 ϋέ ϋέ
଻土ૈѱ、焼成不良、
摩耗

3 土師器 甕 ᶗ〜Ⅱ期 8)4 154X435 埋土 16.4 （5.6） 明੺׊৭ ੺׊৭
࠭・Ӣ・
ν 

φσ・ϋέ
φσ・ϋέ・
ϛΨΩ 

଻土ਫ਼良、焼成良޷

4 土師器 甕 ᶗ〜Ⅱ期 8)4 154X435 埋土 （9.8） 明ԫ׊৭ 明ԫ׊৭ ࠭・英 φσ・ϋέ ϋέ・έズリ

5 土師器 甕 ᶗ〜Ⅱ期 8)4 154X435 埋土 16.0 （3.4）
にͿいԫ
ᒵ৭

にͿいԫ
ᒵ৭

࠭・英 ଻土ૈѱ、摩耗

6 土師器 甕 ᶗ〜Ⅱ期 8)4 154X435 埋土 （4.0） 明੺׊৭ 明੺׊৭
࠭・Ӣ・
英

φσ・ϋέ φσ ଻土ਫ਼良

7 土師器 甕 ᶗ〜Ⅱ期 8)4 154X435 埋土 （12.5） 明ԫ׊৭ 明ԫ׊৭
࠭・Ӣ・
英

φσ・ϋέ ϋέ 内面ࠇൗ、摩耗

8 土師質 ࡼ 
7E2・3・
7・8

154E471 32 （1.5） 5.4 փԫ׊৭ փ白৭ 長 
ఈ部ճసࢳ੾り 
଻土࠭質、摩耗

9 土師器 甕 ᶗ〜Ⅱ期 ⅡB 15.8 26.2 10.0 
にͿいԫ
ᒵ৭

にͿいԫ
ᒵ৭

࠭・英 コή ϋέ
ϋέ・έズリ・ 
ϛΨΩ

଻土ਫ਼良

10 土師器 甕 ᶗ〜Ⅱ期 ⅡB   （2.9） ৭׊ࠇ 10.6 ԫ׊৭
࠭・Ӣ・
英

୸化物 φσ έズリ ఈ面֎周一部έズリ

11 須恵器 ແ୆ഋ ᶗ〜Ⅱ期 ⅡB 11.5 3.8 7.4 փԫ৭ փԫ৭ 英 ϩΫϩφσ
ϩΫϩφσ・ 
έズリ

ఈ部ϔϥ੾り、ఈ部
ϔϥ記号（,）、଻土
ਫ਼良

報告 
番号

器種
出土地఺ 法量（Dm・H）

調整・࢖༻ࠟなど 遺存状況 උ考
άリッド 遺構 ૚位 長さ ෯ ްさ 重さ

12 円筒形土製品 9(2 ᶚB （7.5） （31.5） ֎ɿϋέ・έズリ 、内ɿφσ ・ϋέ 上൒部・下൒部ܽ ֎面ඃ೤、௚8ܘ 〜 10Dm、ྠ積ࠟ

二反割遺跡　土器・陶磁器観察表
࠭ɿཻ࠭、英ɿ石英、Ӣ、金Ӣ฼、ࠇɿࠇ৭ཻࢠ、ւɿւ໖ࠎ਑、長ɿ長石、νɿνϟート

二反割遺跡　土製品観察表

二反割遺跡　石製品観察表

二反割遺跡　木製品観察表

二反割遺跡　金属製品観察表

報告 
番号

器種
出土地఺ 法量（Dm・LH）

石ࡐ ෇ண物 などࠟ༺࢖ 遺存状況 උ考
άリッド 遺構 ૚位 長さ ෯ ްさ 重さ

13 石造物 10+6・7・11・12 154E130 12 27.8 23.5 9.5 8.63 ҆山ؠ ਖ਼面Ճࠟ޻ 下୺以֎の周ԑཪ面ܽ 石造物 、ඃ೤



ਤ　　　൛

　　凡　　例

1　土器・陶磁器のஅ面は、須恵器はృりつͿし、そのଞ

は白ൈきとした。

2　෇ண物などはεΫリーϯトーϯでදࣔし、各ਤ൛にຌ

ྫをࣔした。

3　木製品の木目は、木औり部位දࣔを目的としているた

め、年ྠ෯は࣮ࡍをࣔしていない。
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4%201
 1 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  

೪性ऑ。しまりී௨。ԫ׊৭೪質
土をϒϩッΫ状に含Ή。

 2 ҉Φリーϒ৭೪質土（5:4�3）  
೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土
をϒϩッΫ状に含Ή。

4%209
 1 փΦリーϒ৭೪質土（5:4�2）  

೪性・しまりऑ。ԫ׊৭೪質
  土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
1210
 1 ҉Φリーϒ৭೪質土（5:4�4）  

೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪
  質土をϒϩッΫ状にやや多く
  含Ή。
  ৭೪質土（2.5:3�2）׊ࠇ 2 
  ೪性・しまりڧ。ԫ׊৭೪質
  土をϒϩッΫ状に含Ή。
 3 Φリーϒ׊৭೪質土
  （2.5:4�3）  ೪性・しまりڧ。

ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に
  少量含Ή。
 4 Φリーϒ׊৭೪質土
  （2.5:4�4）  ೪性・しまりڧ。

ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に
  少量含Ή。
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4%151（#�#�）
  ৭೪質土（10:33�1）׊ࠇ 1 
  ೪性・しまりී௨。ԫ׊৭೪質土を

ϒϩッΫ状に少量含Ή。୸化物を少
量含Ή。

  ৭೪質土（10:32�2）׊ࠇ 2 
  ೪性ී௨。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土

をϒϩッΫ状に少量含Ή。
 3 ԫ׊৭೪質土（10:35�8）  
  ೪性ڧ。しまりී௨。׊ࠇ৭೪質土

を多く含Ή。

4%151（$�$�）
 1 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�4）  
  ೪性ऑ。しまりී௨。ԫ׊৭೪質土を

ϒϩッΫ状に含Ή。
 2 փΦリーϒ৭೪質土（7.5:5�3）  
  ೪性ऑ。しまりී௨。ԫ׊৭೪質土を

ϒϩッΫ状に多く含Ή。

4%150
  ৭೪質土（10:33�4）׊҉ 1 
  ೪性・しまりී௨。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状にやや多く含Ή。
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0 2m（1ɿ40）அ面ਤ0 10m（1ɿ200）平面ਤ

4%462
৭೪質土（2.5:3�2）  ೪׊ࠇ 1 

性・しまりऑ。ԫ׊৭೪質土を
ϒϩッΫ状に͝く少量含Ή。

 2 փΦリーϒ৭೪質土（5:5�2）  
೪性ऑ。しまりී௨。ԫ׊৭೪
質土をϒϩッΫ状に多く含Ή。

4%318
。৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή׊৭೪質土（10:33�1）  ೪性・しまりී௨。ԫ׊ࠇ 1 
。৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή׊৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまりී௨。ԫ׊ࠇ 2 
 3 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  ೪性・しまりී௨。׊ࠇ৭೪質土を少量含Ή。

4%328
。৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή׊৭೪質土（10:33�1）  ೪性・しまりී௨。ԫ׊ࠇ 1 

4%366
。৭೪質土（10:33�1）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 1 

ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
。৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 2 

ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状にやや多く含Ή。

4E393
。৭೪質土・୸化物を少量含Ή׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:33�1）  ೪性・しまり׊ࠇ 1 
。փ白৭೪質土を少量含Ή。ڧ৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまり׊ࠇ 2 
。৭೪質土を多く含Ή。୸化物を少量含Ή׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:33�1）  ೪性・しまり׊ࠇ 3 
 4 փԫ׊৭೪質土（10:34�2）  ೪性・しまりڧ。փ白৭೪質土・୸化物を多く含Ή。
。৭೪質土を多く含Ή׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまり׊ࠇ 5 
 6 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  ೪性・しまり׊ࠇ。ڧ৭೪質土を少量含Ή。
。৭೪質土・୸化物を少量含Ή׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:33�1）  ೪性・しまり׊ࠇ 7 
 8 にͿいԫ৭೪質土（2.5:6�4）  ೪性・しまりڧ。୸化物を少量含Ή。
。৭೪質土・୸化物を少量含Ή׊ԫ。ڧ৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性・しまり׊ࠇ 9 
 10 ԫփ৭೪質土（2.5:4�1）  ೪性・しまり׊ࠇ。ڧ৭೪質土・ԫ׊৭೪質土・փ白৭೪質土を含Ή。
 11 ҉փԫ৭೪質土（2.5:4�2）  ೪性・しまりڧ。ԫ׊৭೪質土・փ白৭೪質土を含Ή。
 12 ԫփ৭೪質土（2.5:4�1）  ೪性・しまりڧ。青փ৭೪質土を多く含Ή。୸化物を少量含Ή。
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116
৭೪質土（10:33�3）׊҉ 1 
  ೪性ڧ。しまりなし。
  ৭೪質土（10:34�4）׊ 2 
  ೪性ڧ。しまりී௨。

111
 1 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  

೪性ڧ。しまりなし。
 2 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�6）  

೪性ڧ。しまりなし。
 3 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  

೪性ڧ。しまりなし。

171
  ৭೪質土（10:33�3）׊҉ 1 

೪性ڧ。しまりී௨。
  ৭೪質土（10:32�3）׊ࠇ 2 

೪性ڧ。しまりී௨。
  ৭೪質土（10:34�4）׊ 3 

೪性ڧ。しまりී௨。

166
  ৭೪質土（10:32�3）׊ࠇ 1 
  ೪性ڧ。しまりී௨。
  ৭೪質土（10:33�4）׊҉ 2 
  ೪性ڧ。しまりී௨。
  ৭೪質土（10:34�4）׊ 3 
  ೪性ڧ。しまりී௨。

167
  ৭೪質土（10:32�3）׊ࠇ 1 
  ೪性ڧ。しまりී௨。
  ৭೪質土（10:33�4）׊҉ 2 
  ೪性ڧ。しまりී௨。
  ৭೪質土（10:34�4）׊ 3 
  ೪性ڧ。しまりなし。 1230

 1 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  ೪性ऑ。しまり
なし。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή。

 2 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�6）  ೪性・しまりී௨。
  1૚をま͹らに含Ή。
 3 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�4）  ೪性ී௨。しまりڧ。
  1૚をま͹らに含Ή。
 4 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�4）  ೪性・しまり

。৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή׊ԫ。ڧ
 5 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�6）  ೪性ී௨。しまりڧ。
  4૚をま͹らに含Ή。

1241
׊৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性・しまりऑ。ԫ׊ࠇ 1 

৭೪質土をϒϩッΫ状に͝く少量含Ή。
ԫ。ڧ৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性ऑ。しまり׊ࠇ 2 

。৭೪質土をϒϩッΫ状に͝く少量含Ή׊
 3 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性ऑ。しま

りී௨。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 4 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  ೪性・しまり

。৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή׊ԫ。ڧ

1834
。৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 1 
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή。
。しまりී௨。ڧ৭೪質土（10:32�2）  ೪性׊ࠇ 2 
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή。

1833
。৭೪質土（10:33�1）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 1 
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
。৭೪質土（10:33�1）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 2 
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή。

1832
。しまりී௨。ڧ৭೪質土（10:33�1）  ೪性׊ࠇ 1 

ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή。
。৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 2 
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή。
。৭೪質土（10:33�1）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 3 
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή。
1836
。৭೪質土（10:33�1）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 1 
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状にやや多く含Ή。
。৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 2 
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή。
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1985
 1 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�4）  ೪性・しまりऑ。
 2 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�2）  ೪性ऑ。しまりな

し。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
 3 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  ೪性ऑ。しまり

ී௨。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状にやや多く含Ή。
 4 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�2）  ೪性ऑ。しまり

。৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή׊ԫ。ڧ
 5 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�2）  ೪性ऑ。しまり

。৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή׊ԫ。ڧ

1300
 1 ҉Φリーϒ৭೪質土（5:4�3）  ೪性・しまりऑ。

ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状にやや多く含Ή。
 2 ҉Φリーϒ৭೪質土（5:4�3）  ೪性ऑ。しまりී

௨。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状にやや多く含Ή。
 3 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  ೪性・しまり

。৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή׊ԫ。ڧ
 4 Φリーϒԫ৭೪質土（7.5:6�3）  ೪性ී௨。しま

りڧ。
 5 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�4）  ೪性ڧ。しまりී௨。

҉փԫ৭೪質土をま͹らに含Ή。

1122
。ڧ৭೪質土（10:33�3）  ೪性ී௨。しまり׊҉ 1 

ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή。
。৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 2 
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή。
 3 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  ೪性・しまりڧ。
。৭೪質土を多く含Ή׊ࠇ  

1114
。ڧ৭೪質土（10:33�1）  ೪性・しまり׊ࠇ 1 

ԫ׊৭೪質土を少量含Ή。
。ڧ৭೪質土（10:33�1）  ೪性・しまり׊ࠇ 2 

ԫ׊৭೪質土を多く含Ή。
。ڧ৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまり׊ࠇ 3 

ԫ׊৭೪質土を͝く少量含Ή。
。ڧ৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまり׊ࠇ 4 

ԫ׊৭೪質土を少量含Ή。
 5 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  ೪性・しまりڧ。

。৭೪質土を含Ή׊ࠇ

1119
。ڧ৭೪質土（10:33�2） ೪性ී௨。しまり׊ࠇ 1 
。৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 2 
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
。৭೪質土（10:33�3） ೪性・しまりී௨׊҉ 3 
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
 4 ԫ׊৭೪質土（10:35�6） ೪性・しまりී௨。
。৭೪質土を多く含Ή׊ࠇ  

1178
  ৭೪質土（10:33�2）׊ࠇ 1 
  ೪性ී௨。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。

୸化物を少量含Ή。
 2 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  
  ೪性ී௨。しまり׊ࠇ。ڧ৭೪質土を含Ή。
 3 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  
  ೪性ڧ。しまりී௨。׊ࠇ৭೪質土を少量含Ή。

1711
 1 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�2）  
  ೪性・しまりऑ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή。
  ৭೪質土（2.5:3�1）׊ࠇ 2 
  ೪性・しまりऑ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 3 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�4）  
  ೪性・しまりऑ。ࠇ৭೪質土を含Ή。
 4 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  
  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή。
  ৭೪質土（2.5:3�1）׊ࠇ 5 
  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 6 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  
  ೪性ऑ。しまりී௨。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
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151272
 1 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  
  ೪性・しまりී௨。ԫ׊৭೪質土を少量含Ή。

1291
。৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性ऑ。しまりなし׊ࠇ 1 
׊ԫ。ڧ৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性ऑ。しまり׊ࠇ 2 

৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 3 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�4）  ೪性・しまりڧ。҉փԫ

৭೪質土をま͹らに含Ή。
 4 Φリーϒ৭೪質土（5:5�6）  ೪性ී௨。しまりڧ。

҉փԫ৭೪質土をま͹らに含Ή。

1303
  ৭೪質土（10:33�2）׊ࠇ 1 
  ೪性ී௨。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土を

ϒϩッΫ状に多く含Ή。
 2 明ԫ׊৭೪質土（10:36�8）  
  ೪性ී௨。しまり׊ࠇ。ڧ৭೪質土を

含Ή。

1195
  ৭೪質土（10:33�1）׊ࠇ 1 
  ೪性・しまりී௨。ԫ׊৭೪質土をϒ

ϩッΫ状に少量含Ή。
  ৭೪質土（10:33�1）׊ࠇ 2 
  ೪性ڧ。しまりී௨。ԫ׊৭೪質土を

ϒϩッΫ状に多く含Ή。
  ৭೪質土（10:33�2）׊ࠇ 3 
  ೪性ී௨。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土を

ϒϩッΫ状に少量含Ή。

1305
  ৭೪質土（10:33�1）׊ࠇ 1 
  ೪性・しまりී௨。ԫ׊৭೪質土をϒ

ϩッΫ状にやや多く含Ή。

1419
 1 փΦリーϒ৭೪質土（5:4�2）  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊

৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 2 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  ೪性ऑ。しまりී௨。

ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή。
 3 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性ऑ。しまりڧ。

ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 4 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ

。৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή׊
 5 ҉Φリーϒ৭೪質土（5:4�3）  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊

৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 6 明ԫ׊৭೪質土（2.5:7�6）  ೪性ऑ。しまりڧ。明青փ

৭೪質土を含Ή。

1278
 1 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�4）  ೪性・しまりऑ。ԫ׊

৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή。
৭೪質׊৭೪質土（10:34�4）  ೪性・しまりऑ。ԫ׊ 2 

土をϒϩッΫ状に多く含Ή。
 3 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�6）  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ

。৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή׊
׊৭೪質土（10:33�4）  ೪性ऑ。しまりී௨。ԫ׊҉ 4 

৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 5 ԫ׊৭೪質土（10:35�8）  ೪性・しまり׊҉。ڧ৭೪

質土を໢目状に含Ή。
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1272
 1 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  
  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土を

ϒϩッΫ状に含Ή。୸化物を͝く少
量含Ή。

  ৭೪質土（2.5:3�2）׊ࠇ 2 
  ೪性ڧ。しまりऑ。ԫ׊৭೪質土を

ϒϩッΫ状に含Ή。
 3 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�2）  
  ೪性・しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒ

ϩッΫ状に含Ή。
  ৭೪質土（2.5:3�2）׊ࠇ 4 
  ೪性・しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒ

ϩッΫ状に含Ή。

1415
 1 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�2）  
  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土を

ϒϩッΫ状に含Ή。
  ৭೪質土（2.5:3�2）׊ࠇ 2 
  ೪性ऑ。しまりී௨。ԫ׊৭೪質土

をϒϩッΫ状に含Ή。
  ৭೪質土（10:33�2）׊ࠇ 3 
  ೪性ී௨。しまりऑ。青ࠇ৭೪質土

を含Ή。
 4 ҉Φリーϒ৭೪質土（5:4�3）  
  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土を
  ϒϩッΫ状に含Ή。୸化物を͝く少

量含Ή。
 5 ԫ׊৭೪質土（10:35�8）  
  ೪性ऑ。しまりڧ。青ࠇ৭೪質土を

含Ή。
 6 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3） 
  ೪性・しまりී௨。青ࠇ৭೪質土を

少量含Ή。

4%653
 1 փΦリーϒ৭೪質土（5:4�2）  
  ೪性・しまりऑ。ԫ׊৭೪質土をϒ

ϩッΫ状に含Ή。
 2 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�4） 
   ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土

をϒϩッΫ状に多く含Ή。

1756
 1 ҉Φリーϒփ৭೪質土（5(:3�1）  
  ೪性ऑ。しまりී௨。4*736埋土
  （シϧト）をϒϩッΫ状に多く含Ή。
 2 ҉փԫ৭シϧト（2.5:4�2）  
  ೪性ී௨。しまりऑ。4*736埋土
  （シϧト）をϒϩッΫ状に多く含Ή。
 3 ҉Φリーϒ৭シϧト（5:4�3）  
  ೪性ී௨。しまりڧ。
  ৭೪質土（2.5:3�2）׊ࠇ 4 
  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土を
  ϒϩッΫ状に含Ή。
 5 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  
  ೪性ී௨。しまりڧ。҉փԫ৭೪質
  土を含Ή。

1171
  ৭೪質土（10:33�1）׊ࠇ 1 
  ೪性・しまりී௨。ԫ׊৭೪質土

をϒϩッΫ状にやや多く含Ή。
  ৭೪質土（10:33�2）׊ࠇ 2 
  ೪性・しまりී௨。ԫ׊৭೪質土

をϒϩッΫ状に多く含Ή。
  ৭೪質土（10:33�3）׊҉ 3 
  ೪性・しまりී௨。ԫ׊৭೪質土

をϒϩッΫ状に少量含Ή。

1173
 1 փԫ׊৭೪質土（10:34�2） 
   ೪性・しまりී௨。׊ࠇ৭೪質土

を多く含Ή。
  ৭೪質土（10:33�3）׊҉ 2 
  ೪性ී௨。しまりڧ。ԫ׊৭೪質

土を少量含Ή。

4*159
。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή。ڧ৭೪質土（10:33�3）  ೪性ී௨。しまり׊҉ 1 
。৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή。୸化物を少量含Ή׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:33�2）  ೪性ී௨。しまり׊ࠇ 2 

ఈ面にްさ2〜3Dmのషচ状のߗ化面を伴う。
৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。ఈ面にްさ2〜3Dm׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:33�2）  ೪性ී௨。しまり׊ࠇ 3 

のషচ状のߗ化面を伴う。
৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή。ఈ面にްさ2〜3Dm׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:33�1）  ೪性ී௨。しまり׊ࠇ 4 

のషচ状のߗ化面を伴う。
。৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή。୸化物を少量含Ή׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:32�2）  ೪性ී௨。しまり׊ࠇ 5 
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4*465
 1 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�2）  ೪性ऑ。しまりී௨。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
 2 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�4）  ೪性ऑ。しまりී௨。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状にやや多く含Ή。

4*238
 1 ҉Φリーϒ৭೪質土（5:4�3）  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
 2 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�4）  ೪性・しまりऑ。ԫ׊৭೪質土のଯ積土。

4*736
 1 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�2）  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
 2 明Φリーϒփ৭シϧト（5(:7�1）  ೪性ऑ。しまり1。ڧ૚を໢目状に含Ή。੺化したシϧトを

ϒϩッΫ状に含Ή。
 3 փΦリーϒ৭೪質土（5:4�2）  ೪性ऑ。しまり2。ڧ૚を含Ή。
 4 փ白৭シϧト（5(:8�1）  ೪性ऑ。しまりڧ。ఈ面は੺化ݦ著。షচ。

1965
 1 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�2）  ೪性・しまりऑ。ԫ׊

৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 2 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:2�2）  ೪性ऑ。しまりී௨。

ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状にやや多く含Ή。

1967
 1 Φリーϒࠇ৭೪質土（10:3�1）  ೪性・しまりऑ。ԫ

。৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή׊
 2 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�1）  ೪性ऑ。しまりී௨。

ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
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4E80
。しまりී௨。ڧ৭೪質土（10:32�3）  ೪性׊ࠇ 1 
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 2 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  ೪性ڧ。しまりී௨。
  1૚を少量含Ή。
。しまりී௨。ڧ৭೪質土（10:33�3）  ೪性׊҉ 3 
  青փ৭೪質土を含Ή。
。しまりී௨。ڧ৭೪質土（10:34�4）  ೪性׊　8・4 
 5 ҉Φリーϒ৭೪質土（5:4�3）  ೪性ऑ。しまりなし。
  3૚・୸化物を含Ή。
 9 明྘փ৭シϧト（7.5(:7�1）  ೪性ී௨。しまりऑ。
 6・10　明ԫ׊৭೪質土（2.5:6�6）  ೪性ऑ。しまりී௨。
  ੺化ݦ著。
 7 明྘փ৭シϧト（7.5(:7�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。
 11 Φリーϒࠇ৭೪質土（7.5:3�1）  ೪性・しまりऑ。
  青փ৭シϧトと୸化物のޓ૚。
 12 明྘փ৭シϧト（10(:8�1）  ೪性ऑ。しまりී௨。
  ཻ࠭を含Ή。
 13 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�1）  ೪性・しまりऑ。
  青փ৭シϧト・ԫ׊৭シϧトと୸化物のޓ૚。
 14 Φリーϒࠇ৭シϧト（5:3�1）  ೪性・しまりऑ。
  ୸化物૚を፸Ή。上面は੺化ݦ著。

4E205
 1 փΦリーϒ৭೪質土（5:4�2）  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッ

Ϋ状にやや多く含Ή。
 2 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッ

Ϋ状にやや多く含Ή。
 3 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�6）  ೪性ڧ。しまりී௨。
 4 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性・しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッ

Ϋ状に含Ή。
 5 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�6）  ೪性ڧ。しまりී௨。ԫ׊৭೪質土をϒϩ

ッΫ状に多く含Ή。4૚をま͹らに含Ή。
 6 にͿいԫ׊৭೪質土（10:34�3）  ೪性ڧ。しまりී௨。4૚をま͹らに含

Ή。
 7 ઙԫ৭೪質土（7.5:7�3）  ೪性ڧ。しまりී௨。௚10〜5ܘDmのփ白৭シ

ϧト・青փ৭シϧト・ᒵփ৭シϧトをϒϩッΫ状に含Ή。

4E202
 1 փΦリーϒ৭೪質土（5:4�2）  ೪性・しまりऑ。
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
 2 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�6）  ೪性・しまりڧ。
  1૚をま͹らに含Ή。
 3 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  ೪性・しまりڧ。
  ୸化物を少量含Ή。
 4 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�4）  ೪性・しまりී௨。
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
。ڧ৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性ී௨。しまり׊ࠇ 5 
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 6 明ԫ׊৭シϧト（2.5:6�6）  ೪性・しまりڧ。
  4・5૚をま͹らに含Ή。
 7 明ԫ׊৭シϧト（2.5:7�6）  ೪性・しまりڧ。
  4・5૚を૚状に少量含Ή。

4E196
。ڧ৭೪質土（10:33�1）  ೪性ී௨。しまり׊ࠇ 1 
  ୸化物を͝く少量含Ή。
。ڧ৭೪質土（2.5:3�1）  ೪性ී௨。しまり׊ࠇ 2 
。ڧ৭೪質土（2.5:3�1）  ೪性ී௨。しまり׊ࠇ 3 
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
。ڧ৭೪質土（10:33�1）  ೪性ී௨。しまり׊ࠇ 4 
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
。ڧ৭೪質土（10:33�2）  ೪性ී௨。しまり׊ࠇ 5 
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή。

4E33
。৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή׊しまりී௨。ԫ。ڧ৭೪質土（10:33�3）  ೪性׊҉ 1 
。৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή׊しまりී௨。ԫ。ڧ৭೪質土（10:33�4）  ೪性׊҉ 2 
。৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή׊しまりී௨。ԫ。ڧ৭೪質土（10:33�3）  ೪性׊҉ 3 
。しまりී௨。ڧ৭೪質土（10:34�4）  ೪性׊ 4 
。しまりී௨。ڧ৭೪質土（10:32�3）  ೪性׊ࠇ 5 
 6 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  ೪性ڧ。しまりී௨。׊ࠇ৭೪質土を含Ή。
。しまりී௨。ڧ৭೪質土（10:34�6）  ೪性׊ 7 
。৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή׊しまりී௨。ԫ。ڧ৭೪質土（10:33�3）  ೪性׊҉ 8 
 9 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�6）  ೪性ڧ。しまりなし。
。しまりී௨。ڧ৭೪質土（10:34�4）  ೪性׊ 10 
 11 փ৭೪質土（7.5:6�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。׊ࠇ৭シϧトを含Ή。
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4E237
 1 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊

৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
 2 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ

৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。୸化物を͝く少量含׊
Ή。

 3 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�4）  ೪性・しまりऑ。
 4 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性・しまりऑ。ԫ׊

৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
 5 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�4）  ೪性ී௨。しまりなし。
৭೪׊ԫ。ڧ৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性ී௨。しまり׊ࠇ 6 

質土をϒϩッΫ状にやや多く含Ή。୸化物を含Ή。
 7 փΦリーϒ৭೪質土（5:4�2）  ೪性・しまりී௨。ԫ׊৭

೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 8 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�4）  ೪性ڧ。しまりී௨。
 9 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�2）  ೪性ී௨。しまりڧ。ԫ׊

৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 10 にͿいԫ৭೪質土（2.5:6�4）  ೪性ී௨。しまり7。ڧ૚

を໢目状に含Ή。
 11 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�2）  ೪性ී௨。しまりڧ。ԫ׊

৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή。
〜5ܘ৭೪質土（2.5(:2�1）  ೪性・しまりී௨。௚ࠇ 12 

10Dmの୸化物を含Ή。
 13 ୶ԫ৭೪質土（2.5:8�4）  ೪性・しまりڧ。ԫ׊৭೪質土

をϒϩッΫ状に少量含Ή。௚10〜5ܘDmの୸化物を含Ή。

4E306
。৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:33�2）  ೪性ී௨。しまり׊ࠇ 1 
  ୸化物を͝く少量含Ή。
。৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:33�1）  ೪性ී௨。しまり׊ࠇ 2 
。৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή׊৭೪質土（10:33�2）  ೪性ऑ。しまりී௨。ԫ׊ࠇ 3 
。৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή׊৭೪質土（10:33�2）  ೪性ऑ。しまりී௨。ԫ׊ࠇ 4 
 5 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�6）  ೪性ऑ。しまりී௨。
 6 にͿいԫ৭೪質土（2.5:6�4）  ೪性ऑ。しまりڧ。上・下面は੺化ݦ著。
 7 Φリーϒփ৭೪質土（5(:5�1）  ೪性・しまりී௨。҉青փ৭シϧトを含Ή。
 8 明Φリーϒփ৭೪質土（5(:7�1）  ೪性ී௨。しまりڧ。上面は੺化ݦ著。
 9 ҉փ৭シϧト〜೪質土（/3�0）  ೪性ී௨。しまりڧ。
 10 ҉྘փ৭೪質土（10(4�1）  ೪性・しまりී௨。明青փ৭೪質土・ཻ࠭ࡉを含Ή。

4E249
 1 Φリーϒ৭೪質土（5:5�6）  ೪性ऑ。しまりڧ。
 2 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�2）  ೪性ऑ。しまり1。ڧ૚を少量含Ή。
 3 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�6）  ೪性・しまり2。ڧ૚を少量含Ή。
 4 փΦリーϒ৭೪質土（5:4�2）  ೪性・しまり3。ڧ૚を૚状に含Ή。
 5 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�6）  ೪性ී௨。しまりڧ。
 6 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  ೪性ී௨。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒ

ϩッΫ状にやや多く含Ή。下位に୸化物を少量含Ή。ࠇ৭೪質土をϥϛφ状
に含Ή。

৭೪質土をϒϩッΫ׊৭೪質土（2.5:3�1）  ೪性ऑ。しまりී௨。ԫ׊ࠇ 7 
状にやや多く含Ή。

 8 Φリーϒ৭೪質土（5:5�4）  ೪性ී௨。しまりࠇ。ڧ৭೪質土を少量含Ή。
 9 փΦリーϒ৭೪質土（5:5�3）  ೪性ऑ。しまりなし。୸化物・ࠇ৭೪質土

を少量含Ή。
 10 փΦリーϒ৭೪質土（5:4�2）  ೪性・しまりऑ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ

状に多く含Ή。୸化物・ࠇ৭೪質土を少量含Ή。
 11 ҉Φリーϒ৭೪質土（5:4�3）  ೪性・しまりऑ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ

状にやや多く含Ή。୸化物・ࠇ৭೪質土を少量含Ή。
 12 明ԫ׊৭シϧト（2.5:6�6）  ೪性ී௨。しまりڧ。
 13 にͿいԫ׊৭೪質土（10:35�4）  ೪性ڧ。しまりなし。୸化物・ࠇ৭೪質

土を少量含Ή。
 14 փΦリーϒ৭೪質土（5:4�2）  ೪性ऑ。しまりී௨。ԫ׊৭೪質土をϒϩ

ッΫ状にやや多く含Ή。
৭೪質土をϒϩッΫ状׊ԫ。ڧ৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性ऑ。しまり׊ࠇ 15 

にやや多く含Ή。
 16 ҉青փ৭シϧト（5#(4�1）  ೪性ऑ。しまりී௨。ԫ׊৭೪質土をϒϩッ

Ϋ状にやや多く含Ή。น面੺化ݦ著。
 17 ҉青փ৭シϧト（5#4�1）  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状

に含Ή。น面੺化ݦ著。
 18 ୶ԫ৭シϧト（7.5:8�3）  ೪性ڧ。しまりී௨。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ

状に含Ή。
৭೪質土をϒϩッΫ状׊ԫ。ڧ৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性ऑ。しまり׊ࠇ 19 

にやや多く含Ή。୸化物を͝く少量含Ή。
 20 ҉փԫ৭೪質土（2.5:4�2）  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ

状にやや多く含Ή。
 21 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�3）  ೪性ऑ。しまりなし。୸化物・ࠇ৭೪質土を少

量含Ή。
 22 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�4）  ೪性ऑ。しまりී௨。୸化物・青ࠇ৭೪質土を

含Ή。
 23 にͿいԫ৭シϧト（2.5:6�4）  ೪性ී௨。しまりऑ。
 24 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�4）  ೪性ऑ。しまりڧ。
 25 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�3）  ೪性ऑ。しまりී௨。
 26 փ৭シϧト（/4�0）  ೪性ऑ。しまりී௨。24૚を含Ή。୸化物を͝く少

量含Ή。
 27 ҉փ৭シϧト（/3�0）  ೪性ී௨。しまりऑ。ఈ面に୸化物を含Ή。
 28 փΦリーϒ৭೪質土（5:4�2）  ೪性ऑ。しまりී௨。ԫ׊৭೪質土をϒϩ

ッΫ状にやや多く含Ή。
 29 ҉Φリーϒ৭೪質土（7.5:4�3）  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩ

ッΫ状にやや多く含Ή。୸化物・ࠇ৭೪質土をやや多く含Ή。
 30 ྘փ৭シϧト（10(:6�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。ԫ׊৭೪質土をϒϩッ

Ϋ状に多く含Ή。୸化物を͝く少量含Ή。น面੺化ݦ著。
 31 Φリーϒ৭೪質土（5:5�4）  ೪性ී௨。しまりڧ。҉փ৭೪質土をやや多

く含Ή。
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4E367
。৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή׊৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまりී௨。ԫ׊ࠇ 1 

୸化物を͝く少量含Ή。
৭೪質土をϒϩッΫ状に多く׊৭೪質土（10:33�2）  ೪性ී௨。しまりऑ。ԫ׊ࠇ 2 

含Ή。
৭೪質土をϒϩッΫ状にやや多׊৭೪質土（10:33�3）  ೪性・しまりී௨。ԫ׊҉ 3 

く含Ή。
。৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή׊৭೪質土（10:33�4）  ೪性・しまりී௨。ԫ׊҉ 4 
৭೪質土をϒϩッΫ状にやや׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:33�2）  ೪性ී௨。しまり׊ࠇ 5 

多く含Ή。
৭೪質土をϒϩッΫ状に多く׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:33�2）  ೪性ී௨。しまり׊ࠇ 6 

含Ή。փ׊৭೪質土を多く含Ή。
৭೪質土をϒϩッΫ状にやや多く׊৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性・しまりී௨。ԫ׊ࠇ 7 

含Ή。ϚϯΨϯ・׊మ߭をやや多く含Ή。
 8 ҉青փ৭シϧト（5#(3�1）  ೪性・しまりऑ。ϚϯΨϯ・׊మ߭を多く含Ή。
 9 ҉青փ৭シϧト（10#(4�1）  ೪性ී௨。しまりڧ。ϚϯΨϯ・׊మ߭を含Ή。
 10 ҉྘փ৭シϧト〜೪質土（7.5(:4�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。ϚϯΨϯ・׊మ߭を少

量含Ή。

4E380
׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまり׊ࠇ 1 

৭೪質土を少量含Ή。
׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:33�1）  ೪性・しまり׊ࠇ 2 

৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
৭׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:32�1）  ೪性・しまりࠇ 3 

。を少量含Ήࢠཻ
׊ࠇ。ڧփ৭೪質土（7.5:34�1）  ೪性・しまり׊ 4 

৭೪質土を૚状に含Ή。

4E313
。৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:32�3）  ೪性ී௨。しまり׊ࠇ 1 
。৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή׊৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまりී௨。ԫ׊ࠇ 2 
 3 明ԫ׊৭೪質土（10:36�6）  ೪性ී௨。しまり׊ࠇ。ڧ৭೪質土をޓ૚状に含Ή。
。৭೪質土をϒϩッΫ状にやや多く含Ή׊৭೪質土（10:33�1）  ೪性ී௨。しまりऑ。ԫ׊ࠇ 4 
 5 にͿいԫᒵ৭೪質土（10:36�4）  ೪性・しまりී௨。׊ࠇ৭೪質土を少量含Ή。
 6 にͿいԫᒵ৭೪質土（10:36�3）  ೪性・しまりී௨。׊ࠇ৭೪質土を少量含Ή。
。৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή׊৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性・しまりී௨。ԫ׊ࠇ 7 
 8 にͿいԫᒵ৭೪質土（10:36�4）  ೪性ී௨。しまり׊ࠇ。ڧ৭೪質土を少量含Ή。
 9 にͿいԫᒵ৭೪質土（10:36�4）  ೪性ී௨。しまり׊ࠇ。ڧ৭೪質土を少量含Ή。
。৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:32�3）  ೪性ී௨。しまり׊ࠇ 10 
 11 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  ೪性・しまりී௨。׊ࠇ৭೪質土をޓ૚状に含Ή。
 12 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  ೪性・しまりී௨。׊ࠇ৭೪質土を少量含Ή。
 13 փ白৭೪質土（5:7�1）  ೪性ී௨。しまりڧ。
。৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性・しまりී௨。13૚を含Ή׊ࠇ 14 
 15 ҉փԫ৭೪質土（2.5:4�2）  ೪性ී௨。しまり13。ڧ૚を含Ή。
 16 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  ೪性・しまりී௨。13૚をޓ૚状に含Ή。
 17 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  ೪性・しまりී௨。׊ࠇ৭೪質土を少量含Ή。

4E315
৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性・しまりී௨。୸化物を͝く少量׊ࠇ 1 

含Ή。
 2 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性・しまりී௨。ԫ׊৭೪

質土をϒϩッΫ状にやや多く含Ή。
 3 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性ී௨。しまりڧ。ԫ׊৭

೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή。
৭೪質土を׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:33�2）  ೪性ී௨。しまり׊ࠇ 4 

ϒϩッΫ状に多く含Ή。୸化物を͝く少量含Ή。
৭೪質土を׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:33�1）  ೪性ී௨。しまり׊ࠇ 5 

ϒϩッΫ状に多く含Ή。
৭೪質土を׊ԫ。ڧ৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性ී௨。しまり׊ࠇ 6 

ϒϩッΫ状に少量含Ή。
 7 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  ೪性ී௨。しまりࠇ。ڧ৭೪質土を少

量含Ή。
 8 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�4）  ೪性ऑ。しまりී௨。҉փ৭೪

質土をやや多く含Ή。
 9 ҉փԫ৭೪質土（2.5:4�2）  ೪性ऑ。しまりڧ。҉փ৭೪質土を

やや多く含Ή。
 10 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�6）  ೪性ී௨。しまりࠇ。ڧ৭೪質土を少

量含Ή。
 11 明ԫ׊৭೪質土（2.5:6�6）  ೪性ऑ。しまりී௨。
 12 ԫփ৭シϧト（2.5:4�1）  ೪性・しまりී௨。
 13 Φリーϒ׊৭シϧト（2.5:4�6）  ೪性ී௨。しまりなし。୸化

物・ࠇ৭೪質土を少量含Ή。
 14 ԫ׊৭シϧト（2.5:5�6）  ೪性ऑ。しまりී௨。
 15 明྘փ৭シϧト（7.5(:7�1）  ೪性ී௨。しまりऑ。୸化物・ࠇ

৭೪質土を少量含Ή。น面੺化ݦ著。
 16 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�6）  ೪性ऑ。しまりී௨。
 17 明྘փ৭シϧト〜೪質土（10(:7�1）  ೪性ڧ。しまりऑ。੺化

。著ݦ
しまりなし。青փ৭೪質土を。ڧփ৭೪質土（10:34�1）  ೪性׊ 18 

多く含Ή。୸化物・ࠇ৭೪質土を少量含Ή。
 19 ԫփ৭೪質土（2.5:5�1）  しまりऑ。೪性ڧ。෗২物を含Ή。上

面に୸化物を૚状に含Ή。
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SE388 SE412

SE613
（4*736）

SE737

（1738）

（1952）

（1954）

（11129）

SE391

SE588

曲物

物ۂ

4E412
 1 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�1）  ೪性ऑ。しまりڧ。
୸化物を。ڧ৭೪質土（10:32�2）  ೪性ऑ。しまり׊ࠇ 2 

少量含Ή。
 3 Φリーϒ৭೪質土（5:5�4）  ೪性ڧ。しまりී௨。
৭׊৭೪質土（2.5:3�1）  ೪性ऑ。しまりී௨。ԫ׊ࠇ 4 

೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
৭೪׊ԫ。ڧ৭೪質土（2.5:3�1）  ೪性ऑ。しまり׊ࠇ 5 

質土をϒϩッΫ状に含Ή。
৭೪質土（10:33�2）  ೪性ී௨。しまりऑ。୸化物׊ࠇ 6 

を͝く少量含Ή。
 7 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�2）  ೪性ී௨。しまりڧ。ԫ

。৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。୸化物を͝く少量含Ή׊
 8 明ԫ׊৭೪質土（10:36�6）  ೪性・しまりڧ。下位にࡉ

᛽がࠞ在する。
৭׊৭೪質土（10:33�1）  ೪性ී௨。しまりऑ。ԫ׊ࠇ 9 

೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 10 ҉Φリーϒփ৭シϧト（2.5(:4�1）  ೪性ڧ。しまり

ऑ。青փ৭೪質土を含Ή。上・下面は੺化ݦ著。下位に୸
化物を多く含Ή。

 11 青ࠇ৭࠭質土（10#(2�1）  ೪性ऑ。しまりڧ。下位に
୸化物をϥϛφ状に含Ή。

 12 ҉྘փ৭࠭質土（7.5(:4�1）  ೪性・しまりऑ。

4E391
  ৭೪質土（10:33�1）׊ࠇ 1 
  ೪性・しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 2 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  
  ೪性・しまり׊ࠇ。ڧ৭೪質土を多く含Ή。
 3 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  
  ೪性・しまりڧ。青փ৭೪質土を多く含Ή。
 4 青փ৭೪質土（5#(6�1）  
  ೪性・しまり׊ࠇ。ڧ৭೪質土を少量含Ή。
 5 青փ৭೪質土（5#(5�1）  
  ೪性・しまり׊ࠇ。ڧ৭೪質土を少量含Ή。

4E388
৭೪質土（10:33�2）  ೪性・し׊ࠇ 1 

まりී௨。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状
に多く含Ή。୸化物を͝く少量含Ή。

 2 にͿいԫ׊৭೪質土（10:34�3）  ೪
性・しまりී௨。׊ࠇ৭೪質土を多く
含Ή。

৭೪質土（10:33�2）  ೪性ී׊ࠇ 3 
௨。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッ
Ϋ状に含Ή。

৭೪質土（10:33�1）  ೪性ී׊ࠇ 4 
௨。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッ
Ϋ状に含Ή。

4E613
  ৭೪質土（10:33�3）׊҉ 1 
  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に͝く少量含Ή。
  ৭೪質土（2.5:3�2）׊ࠇ 2 
  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
  ৭೪質土（2.5:3�2）׊ࠇ 3 
  ೪性・しまりऑ。ࠇ৭೪質土・୸化物を少量含Ή。
 4 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�2）  
  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
 5 明྘փ৭೪質土（7.5(:7�1）  
  ೪性・しまりڧ。明青փ৭シϧトを૚状に含Ή。
 6 Φリーϒࠇ৭೪質土（7.5:3�2）  
  ೪性・しまりڧ。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
  ৭೪質土（2.5:3�1）׊ࠇ 7 
  ೪性・しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή。

4E588
。ڧ৭೪質土（10:33�3）  ೪性・しまり׊҉ 1 
 2 փ৭೪質土（5:4�1）  ೪性ڧ。しまりऑ。ԫ׊৭

೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。փԫ৭೪質土を少量含
Ή。

 3 ҉փԫ৭೪質土（2.5:4�2）  ೪性ڧ。しまりऑ。
ԫ׊৭೪質土を少量含Ή。

しまりऑ。ԫ。ڧ৭೪質土（10:32�3）  ೪性׊ࠇ 4 
。৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή׊

しまりऑ。ԫ。ڧ৭೪質土（10:32�3）  ೪性׊ࠇ 5 
。৭シϧトをϒϩッΫ状に少量含Ή׊

4E737
 1 にͿいԫ׊৭೪質土（10:34�3）  ೪性ऑ。しまりී௨。
。৭೪質土（10:34�4）  ೪性ऑ。しまりී௨。୸化物を͝く少量含Ή׊ 2 
 3 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�6）  ೪性・しまりऑ。น面่落土。
。ڧ৭೪質土（10:34�4）  ೪性ऑ。しまり׊ 4 
৭೪質土をϒϩッΫ状にやや多く׊ԫ。ڧ৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性ऑ。しまり׊ࠇ 5 

含Ή。
 6 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�2）  ೪性ऑ。しまりなし。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に多

く含Ή。น面่落土。
 7 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�6）  ೪性ऑ。しまりී௨。น面่落土。
 8 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�1）  ೪性・しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 9 Φリーϒࠇ৭೪質土（10:3�1）  ೪性ڧ。しまりなし。փ白৭シϧトを多く含Ή。
 10 փ৭シϧト（10:4�1）  ೪性ڧ。しまりなし。ఈ面にࢎ化మを૚状に含Ή。
 11 ҉྘փ৭೪質土（10(4�1）  ೪性・しまりී௨。୸化物をやや多く含Ή。
。しまりऑ。୸化物を含Ή。ڧ৭シϧト（/1.5�0）  ೪性ࠇ 12 
 13 ԫփ৭೪質土（2.5:4�1）  ೪性・しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 14 փ৭シϧト（10:4�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。୸

化物をやや多く含Ή。
 15 ҉྘փ৭シϧト（10(4�1）  ೪性ऑ。しまりなし。୸化物を少量含Ή。ཻ࠭を含Ή。
 16 ҉྘փ৭೪質土（10(:4�1）  ೪性ऑ。しまりී௨。୸化物を少量含Ή。
 17 ྘փ৭೪質土（10(5�1）  ೪性ී௨。しまりऑ。上位に長さ2〜3Dmの২物質を૚状

に多く含Ή。୸化物を含Ή。
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SE800

SE922

4E800
 1 ԫᒵ৭೪質土（7.5:37�8）  ೪性ڧ。しまりऑ。明青փ৭೪質土を多く含Ή。
 2 ҉փԫ৭೪質土（2.5:4�2）  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状にやや多く含Ή。
 3 փΦリーϒ৭೪質土（5:5�3）  ೪性・しまりڧ。明青փ৭シϧトを多く含Ή。
 4 փΦリーϒ৭೪質土（7.5:4�2）  ೪性・しまりڧ。明青փ৭シϧトを含Ή。
 5 Φリーϒփ৭೪質土（10:4�2）  ೪性・しまりڧ。明青փ৭シϧトを多く含Ή。
 6 ઙԫ৭೪質土（2.5:7�4）  ೪性ී௨。しまりڧ。҉փԫ৭೪質土を໢目状に含Ή。
 7 փΦリーϒ৭೪質土（5:5�2）  ೪性・しまりී௨。ઙԫᒵ৭シϧトをやや多く含Ή。
 8 明ԫ׊৭೪質土（2.5:6�6）  ೪性ී௨。しまりڧ。փ白৭೪質土を໢目状に含Ή。
 9 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�2）  ೪性ී௨。しまりऑ。ઙԫᒵ৭シϧトを含Ή。
 10 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  ೪性ऑ。しまりڧ。ઙԫᒵ৭シϧトをやや多く含Ή。୸化物を

͝く少量含Ή。
 11 Φリーϒ৭೪質土（5:5�4）  ೪性・しまりී௨。ࠇ৭೪質土を含Ή。
 12 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�4）  ೪性・しまりී௨。ઙԫᒵ৭シϧトを含Ή。
 13 にͿいԫ৭೪質土（2.5:6�4）  ೪性・しまりී௨。ઙ青փ৭シϧトを含Ή。
 14 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。8૚をやや多く含Ή。
 15 にͿいԫ৭೪質土（2.5:6�4）  ೪性ී௨。しまりڧ。
 16 Φリーϒ৭೪質土（5:5�6）  ೪性・しまりڧ。҉փ৭೪質土を少量含Ή。
 17 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�2）  ೪性・しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 18 Φリーϒ৭೪質土（5:5�4）  ೪性・しまりී௨。ࠇ৭೪質土を含Ή。
 19 Φリーϒ৭೪質土（5:5�6）  ೪性・しまりڧ。҉փ৭೪質土を少量含Ή。
。しまりऑ。ڧ৭೪質土（2.5:3�1）  ೪性׊ࠇ 20 
 21 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�2）  ೪性ڧ。しまりී௨。
 22 ԫ৭೪質土（2.5:7�8）  ೪性・しまりڧ。҉փ৭೪質土が؏ೖする。น面่落土。
 23 ҉Φリーϒ৭೪質土（5:4�3）  ೪性ී௨。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 24 明ԫ׊৭೪質土（2.5:6�6）  ೪性ී௨。しまりڧ。
 25 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�4）  ೪性・しまりڧ。
 26 にͿいԫᒵ৭೪質土（10:37�4）  ೪性ڧ。しまりऑ。明青փ৭೪質土を含Ή。
 27 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�4）  ೪性・しまりڧ。青ࠇ৭೪質土を͝く少量含Ή。ఈ面に明青փ৭೪質

土を૚状に含Ή。
 28 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�4）  ೪性・しまりڧ。
 29 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�2）  ೪性・しまり28。ڧ૚をやや多く含Ή。
 30 ԫᒵ৭೪質土（7.5:37�8）  ೪性ڧ。しまりऑ。

4E922
 1 փΦリーϒ৭೪質土（5:4�2）  ೪性・しまりऑ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 2 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�4）  ೪性ऑ。しまりڧ。
 3 ԫ৭シϧト（5:7�6）  ೪性・しまりڧ。ԫ৭〜青փ৭シϧト・2૚を少量含Ή。
 4 にͿいԫ৭シϧト（2.5:6�4）  ೪性・しまりڧ。փ白৭〜青փ৭シϧトを少量含Ή。
 5 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  ೪性・しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 6 明Φリーϒփ৭シϧト（5(:7�1）  ೪性・しまりڧ。
 7 փΦリーϒ৭೪質土（7.5:4�2）  ೪性・しまり6。ڧ૚を含Ή。
 8 փ白৭シϧト（5:7�2）  ೪性・しまりڧ。
 9 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  ೪性・しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 10 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�2）  ೪性・しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 11 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  ೪性・しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 12 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  ೪性ऑ。しまりڧ。明׊৭೪質土を少量含Ή。
 13 明ԫ׊৭೪質土（10:36�8）  ೪性ऑ。しまりී௨。׊ࠇ৭೪質土をϒϩッΫ状に含

Ή。
。৭೪質土をϒϩッΫ状にやや多く含Ή׊৭೪質土（5:2�1）  ೪性・しまりऑ。ԫࠇ 14 

୸化物を含Ή。
 15 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  ೪性・しまりී௨。
 16 明Φリーϒփ৭シϧト（2.5(:7�1）  ೪性・しまりڧ。
 17 փԫ৭シϧト（2.5:6�2）  ೪性ڧ。しまりऑ。׊ࠇ৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 18 にͿいԫ৭シϧト（2.5:6�3）  ೪性ڧ。しまりऑ。׊ࠇ৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 19 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�1）  ೪性・しまり13。ڧ૚・୸化物を含Ή。
 20 明྘փ৭೪質土（7.5(:7�1）  ೪性・しまりڧ。
 21 にͿいԫ׊৭೪質土（10:34�3）  ೪性ڧ。しまりී௨。׊ࠇ৭೪質土をϒϩッΫ状

に含Ή。
 22 ԫ׊৭シϧト（2.5:5�3）  ೪性ڧ。しまりऑ。明׊৭〜ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に

含Ή。
 B Ⅲ૚と同じ。
 C ᶚ૚と同じ。
 D ҉׊৭೪質土（10:33�4）  ೪性ී௨。しまりऑ。
 E 明׊৭೪質土（7.5:35�6）  ೪性ऑ。しまりڧ。明ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に少量

含Ή。
 F ᶝ૚ྨࣅ。
 G にͿいԫ৭೪質土（2.5:6�3）  ೪性ऑ。しまりڧ。明׊৭೪質土を少量含Ή。
 H ᶞ૚と同じ。
 I ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  ೪性ऑ。しまりڧ。明׊৭೪質土・փԫ৭೪質土をϒϩ

ッΫ状に含Ή。
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0 2m（1ɿ40）

SE999・15SE99

（11128）

SE1104

SE1087

（151215）

（151216）

4E999
 1 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�2）  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
 2 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  ೪性ऑ。しまりී௨。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή。
 3 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�2）  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 4 ԫ׊৭シϧト（2.5:5�6）  ೪性・しまりڧ。青փ৭〜ԫ׊৭೪質土〜࠭質土のࠞ合土。น面੺化ݦ著。
 5 明ԫ׊৭シϧト（10:36�6）  ೪性・しまりڧ。青փ৭〜ԫ׊৭೪質土〜࠭質土のࠞ合土。
。青փ৭೪質土を含Ή・ཻ࠭。ڧ৭シϧト（10:33�1）  ೪性・しまり׊ࠇ 6 
。৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性・しまりී௨。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή׊ࠇ 7 
 8 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�4）  ೪性ڧ。しまりී௨。׊ࠇ৭೪質土を多く含Ή。
 9 փ৭೪質土（5:6�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。׊ࠇ৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 10 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�2）  ೪性ڧ。しまりී௨。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
。しまりී௨。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。ڧ৭೪質土（7.5:2�1）  ೪性ࠇ 11 
 12 փΦリーϒ৭೪質土（5:5�3）  ೪性ڧ。しまりී௨。׊ࠇ৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
。しまりऑ。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。ڧ৭೪質土（7.5:2�1）  ೪性ࠇ 13 

154E99
 1 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をま͹らに含Ή。
 2 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性ऑ。しまりී௨。ԫ׊৭೪質土をやや多く含Ή。
 3 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性ී௨。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土を多く含Ή。
 4 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性ऑ。しまりڧ。
。৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή׊ԫ。ڧ৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性・しまり׊ࠇ 5 
。৭೪質土をま͹らに含Ή׊しまりී௨。ԫ。ڧ৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性׊ࠇ 6 
 7 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性・しまりී௨。
 8 ҉փԫ৭೪質土（2.5:4�2）  ೪性・しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 9 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性・しまりڧ。ԫ׊৭೪質土を少量含Ή。
 10 փ৭೪質土（7.5:4�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。փ白৭〜ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
。しまりී௨。ڧ৭೪質土（7.5:34�6）  ೪性׊ 11 
。しまりී௨。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。ڧ৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性׊ࠇ 12 
 13 にͿいԫ׊৭೪質土（10:35�4）  ೪性ڧ。しまりී௨。
 14 ԫփ৭೪質土（2.5:5�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。

4E1087
 1 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  ೪性ී௨。しまりڧ。
。փ白৭೪質土をま͹らに含Ή。ڧ৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性ී௨。しまり׊ࠇ 2 
。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。ڧ৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性ී௨。しまり׊ࠇ 3 
。৭೪質土（2.5:3�1）  ೪性・しまりී௨。փ白৭೪質土を少量含Ή׊ࠇ 4 
。৭〜փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή׊৭೪質土（2.5:2�1）  ೪性・しまりී௨。ԫࠇ 5 
 6 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�6）  ೪性ڧ。しまりऑ。փ白৭೪質土を少量含Ή。
 7 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�6）  ೪性ڧ。しまりऑ。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 8 փΦリーϒ৭೪質土（5:5�3）  ೪性ڧ。しまりऑ。҉Φリーϒ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 9 փ৭೪質土（7.5:6�1）  ೪性ڧ。しまりऑ。ԫ׊৭೪質土・ԫփ৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。

4E1104
 1 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�4）  ೪性・しまりऑ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
。ᒵ৭シϧト・青փ৭シϧトをやや多く含Ή。ڧ৭೪質土（10:33�1）  ೪性ऑ。しまり׊ࠇ 2 
 3 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�2）  ೪性ऑ。しまりڧ。ᒵ৭シϧト・青փ৭シϧトを૚状に含Ή。
 4 ҉྘փ৭シϧト（7.5(:4�1）  ೪性ऑ。しまりڧ。
 5 明׊৭シϧト（7.5:35�6）  ೪性・しまりڧ。Φリーϒࠇ৭シϧト・青փ৭シϧトをやや多く含Ή。
。৭೪質土を少量含Ή׊しまりී௨。փԫ৭シϧトをϒϩッΫ状に含Ή。ԫ。ڧ৭೪質土（10:33�3）  ೪性׊҉ 6 
 7 ԫ׊৭೪質土（10:35�8）  ೪性ී௨。しまり׊ࠇ。ڧ৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
৭೪質土・փԫ৭シϧトをϒϩッΫ状に多く含Ή。୸化物׊しまりී௨。明。ڧփ৭೪質土（10:34�1）  ೪性׊ 8 

を少量含Ή。
。৭೪質土・փԫ৭シϧトをϒϩッΫ状に多く含Ή׊しまりऑ。明。ڧ৭೪質土（10:33�1）  ೪性׊ࠇ 9 
。৭೪質土を少量含Ή׊しまりී௨。փԫ৭シϧトをϒϩッΫ状に含Ή。ԫ。ڧփ৭೪質土（10:34�1）  ೪性׊ 10 
。৭೪質土を少量含Ή׊しまりऑ。ԫ。ڧփ৭೪質土（10:34�1）  ೪性׊ 11 
。৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή׊しまりऑ。明。ڧփ৭೪質土（10:34�1）  ೪性׊ 12 
 13 փԫ৭シϧト（2.5:6�2）  ೪性ڧ。しまりऑ。明׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。׊ࠇ৭೪質土をϒϩッΫ状に少

量含Ή。
 14 փ৭シϧト（5:5�1）  ೪性ڧ。しまりऑ。明׊৭೪質土をඇৗに多く含Ή。

11128
 1 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  ೪性ऑ。しまりなし。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に͝く少量含Ή。
 2 ҉փԫ৭೪質土（2.5:4�2）  ೪性ऑ。しまりなし。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
 3 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
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0 2m（1ɿ40）

SE1124

（154E162）

15SE3 15SE162

（4E1124）

（151170）

（154X182）

（154,218）

15SE185

4E1124
。৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή׊ԫ。ڧ৭೪質土（2.5:3�1）  ೪性ऑ。しまり׊ࠇ 1 
 2 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�4）  ೪性ऑ。しまりڧ。
。৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:33�2）  ೪性ऑ。しまり׊ࠇ 3 
 4 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�2）  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状にやや多く含Ή。
 5 ҉Φリーϒփ৭೪質土（2.5(:3�1）  ೪性・しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή。
 6 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�1）  ೪性・しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 7 ҉Φリーϒփ৭シϧト（2.5(:4�1）  ೪性・しまりڧ。ԫփ৭シϧトを多く含Ή。
 8 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性ڧ。しまりී௨。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。୸化物を少量含Ή。
 9 փ白৭೪質土（7.5:7�1）  ೪性・しまりڧ。
。৭೪質土を૚状に含Ή׊৭೪質土（10:32�1）  ೪性・しまりී௨。෗২物を多く含Ή。҉Φリーϒࠇ 10 
。しまりී௨。փ৭೪質土を少量含Ή。ڧ৭೪質土（10:34�6）  ೪性׊ 11 
 12 փ白৭೪質土（7.5:7�1）  ೪性・しまりࢎ。ڧ化ݦ著。
。しまりී௨。ڧ৭೪質土（2.5:3�1）  ೪性׊ࠇ 13 
 14 փ白৭೪質土（7.5:7�1）  ೪性・しまりڧ。
 15 ԫփ৭೪質土（2.5:4�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。
 16 にͿいԫ৭೪質土（2.5:6�3）  ೪性ڧ。しまりී௨。15૚をϒϩッΫ状に含Ή。
 17 ԫփ৭೪質土（2.5:4�1）  ೪性ڧ。しまりऑ。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 18 にͿいԫ৭シϧト（2.5:6�4）  ೪性ී௨。しまりࢎ。ڧ化ݦ著。
 19 փ白৭シϧト（5:7�1）  ೪性ී௨。しまりऑ。

154E3
 1 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性ऑ。

しまりڧ。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含
Ή。୸化物をま͹らに含Ή。

 2 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�4）  ೪性ී௨。
しまりڧ。

৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性ऑ。しまりී׊ࠇ 3 
௨。փ白৭〜ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に多く
含Ή。୸化物をま͹らに含Ή。

 4 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性ऑ。
しまりී௨。փ白৭〜ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ
状に多く含Ή。

 5 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�4）  ೪性・しまりී௨。
փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。

。৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 6 
փ白৭〜ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή。

  ୸化物をま͹らに含Ή。
 7 明ԫ׊৭೪質土（2.5:6�8）  ೪性ڧ。しまり

ී௨。׊ࠇ৭೪質土を少量含Ή。
৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性ී௨。しまり׊ࠇ 8 

ऑ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性ී௨。しまり׊ࠇ 9 

ऑ。௚5ܘmmのԫ৭೪質土ཻࢠ・෗২物を含
Ή。

 10 明ԫ׊৭೪質土（2.5:7�6）  ೪性ී௨。しま
りऑ。੺৭೪質土を少量含Ή。

154E162
 1 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性ऑ。

しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
୸化物をま͹らに含Ή。

৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性ऑ。しまり׊ࠇ 2 
。৭೪質土を少量含Ή׊ԫ。ڧ

 3 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�4）  ೪性ڧ。しまり
ී௨。҉Φリーϒ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に
含Ή。

 4 ҉փԫ৭೪質土（2.5:4�2）  ೪性・しまり
ී௨。҉Φリーϒ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に
含Ή。

 5 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性ڧ。
しまりී௨。ԫ׊৭೪質土を少量含Ή。

 6 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�6）  ೪性ڧ。
しまりऑ。

しまり。ڧ৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性׊ࠇ 7 
ऑ。ԫ׊৭೪質土をま͹らに含Ή。

しまり。ڧ৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性׊ࠇ 8 
ऑ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。

 9 ԫ׊৭೪質土（10:35�8）  ೪性・しまりී
௨。׊ࠇ৭೪質土・明׊৭೪質土・փԫ৭೪
質土をϒϩッΫ状に含Ή。

しまり。ڧ৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性׊ࠇ 10 
ී௨。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。

 11 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  ೪性ڧ。しまり
ී௨。

 12 ҉փԫ৭೪質土（2.5:5�2）  ೪性ڧ。しま
りී௨。明׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
৭೪質土・փԫ৭シϧトをϒϩッΫ状に׊҉
少量含Ή。

しまり。ڧ৭೪質土（2.5:3�1）  ೪性׊ࠇ 13 
ऑ。明׊৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。

154E185
 1 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性ऑ。しまりڧ。փ白৭〜ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。

୸化物を͝く少量含Ή。
。৭೪質土を少量含Ή׊৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性・しまりී௨。ԫ׊ࠇ 2 
。৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή׊৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性・しまりී௨。փ白৭〜ԫ׊ࠇ 3 
 4 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  ೪性・しまりڧ。҉Φリーϒ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
。୸化物を͝く少量含Ή。ڧ৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性ී௨。しまり׊ࠇ 5 
 6 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性・しまりڧ。փ白৭〜ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
。৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή׊փ白৭〜ԫ。ڧ৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性・しまり׊ࠇ 7 
。փ৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。ڧ৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性・しまり׊ࠇ 8 
。৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή׊փ白৭〜ԫ。ڧ৭೪質土（2.5:3�1）  ೪性・しまり׊ࠇ 9 
 10 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性ී௨。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をま͹らに含Ή。
 11 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  ೪性ڧ。しまりී௨。҉Φリーϒ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 12 ԫ׊৭シϧト（2.5:5�4）  ೪性・しまりී௨。
 13 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�4）  ೪性・しまりڧ。
 14 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�4）  ೪性・しまりී௨。
 15 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�4）  ೪性・しまりऑ。
 16 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�4）  ೪性・しまりऑ。҉Φリーϒ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
。৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή׊Φリーϒ҉。ڧ৭೪質土（10:34�6）  ೪性・しまり׊ 17 
 18 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�6）  ೪性ڧ。しまりී௨。
。ڧ৭シϧト（10:34�6）  ೪性ී௨。しまり׊ 19 
 20 ԫ׊৭シϧト（2.5:5�4）  ೪性ී௨。しまりڧ。
 21 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�6）  ೪性・しまりڧ。
 22 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�6）  ೪性・しまりڧ。҉Φリーϒ׊৭೪質土をま͹らに含Ή。
 23 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�6）  ೪性・しまりڧ。҉Φリーϒ׊৭೪質土を少量含Ή。
 24 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�3）  ೪性・しまりී௨。҉Φリーϒ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 25 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�3）  ೪性・しまりී௨。
 26 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�3）  ೪性・しまりී௨。փ白৭೪質土を͝く少量含Ή。
。৭೪質土をま͹らに含Ή׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:33�2）  ೪性ී௨。しまり׊ࠇ 27 
。৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή׊ԫ。ڧ৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性ී௨。しまり׊ࠇ 28 
 29 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  ೪性・しまりڧ。҉Φリーϒ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 30 ҉փԫ৭೪質土（2.5:4�2）  ೪性ڧ。しまりී௨。
 31 ԫփ৭೪質土（2.5:4�1）  ೪性・しまりڧ。୸化物を少量含Ή。
 32 ҉փԫ৭೪質土（2.5:4�2）  ೪性・しまりڧ。୸化物を͝く少量含Ή。
 33 ԫ׊৭シϧト（2.5:5�6）  ೪性ී௨。しまりڧ。҉Φリーϒ׊৭೪質土を͝く少量含Ή。
 34 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�6）  ೪性ී௨。しまりڧ。҉Φリーϒ׊৭೪質土を͝く少量含Ή。
 35 ԫ׊৭シϧト（2.5:5�6）  ೪性ී௨。しまりڧ。҉Φリーϒ׊৭೪質土を͝く少量含Ή。
 36 明ԫ׊৭೪質土（2.5:6�6）  ೪性ڧ。しまりී௨。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 37 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�6）  ೪性ڧ。しまりී௨。փ白৭೪質土を多く含Ή。
 38 明ԫ׊৭೪質土（2.5:6�6）  ೪性・しまりڧ。փ白৭೪質土を少量含Ή。
 39 明ԫ׊৭೪質土（2.5:6�6）  ೪性・しまりڧ。փ白৭೪質土を多く含Ή。
 40 明ԫ׊৭೪質土（2.5:6�6）  ೪性ڧ。しまりී௨。
 41 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  ೪性ڧ。しまりී௨。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 42 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�3）  ೪性ڧ。しまりී௨。փ白৭೪質土を少量含Ή。
 43 ᒵ৭೪質土（5:36�8）  ೪性ڧ。しまりී௨。
 44 ԫփ৭೪質土（2.5:6�1）  ೪性ڧ。しまりऑ。
。しまりऑ。44૚を少量含Ή。ڧ৭೪質土（2.5:3�1）  ೪性׊ࠇ 45 
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154E219
 1 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性ී௨。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土を多く含

Ή。୸化物を少量含Ή。
。৭೪質土・୸化物を少量含Ή׊ԫ。ڧ৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性ऑ。しまり׊ࠇ 2 
。৭೪質土をやや多く含Ή׊ԫ。ڧ৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性ऑ。しまり׊ࠇ 3 
 4 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土を多く含Ή。
。৭೪質土を少量含Ή׊৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性ऑ。しまりී௨。ԫ׊ࠇ 5 
 6 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�6）  ೪性ී௨。しまりڧ。҉Φリーϒ׊৭೪質土を少

量含Ή。୸化物を͝く少量含Ή。
 7・17　Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  ೪性ڧ。しまりऑ。
 8 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性ී௨。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をま͹らに

含Ή。
 9 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性・しまりී௨。ԫ׊৭೪質土を少量含Ή。
 10 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�6）  ೪性ී௨。しまりڧ。҉Φリーϒ׊৭೪質土を多

く含Ή。
。৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性ऑ。しまりී௨。୸化物をま͹らに含Ή׊ࠇ 11 
。৭೪質土をま͹らに含Ή׊৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性ऑ。しまりී௨。ԫ׊ࠇ 12 
。৭೪質土（2.5:3�1）  ೪性ී௨。しまりऑ。୸化物を少量含Ή׊ࠇ 13 
 14 ҉փԫ৭೪質土（2.5:4�2）  ೪性・しまりී௨。ԫ׊৭೪質土をま͹らに含Ή。҉

Φリーϒ׊৭೪質土を多く含Ή。
 15 明ԫ׊৭೪質土（2.5:6�6）  ೪性ී௨。しまりڧ。
 16 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�6）  ೪性ී௨。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状

に含Ή。୸化物を͝く少量含Ή。
 18 ԫփ৭೪質土（2.5:4�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。ԫ׊৭೪質土を少量含Ή。୸化物

を͝く少量含Ή。
 19 ԫփ৭೪質土（2.5:4�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含

Ή。
 20 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�6）  ೪性・しまりී௨。҉Φリーϒ׊৭೪質土を多く

含Ή。
 21 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�6）  ೪性・しまりී௨。҉Φリーϒ׊৭೪質土を少量

含Ή。
 22 明ԫ׊৭೪質土（2.5:6�6）  ೪性・しまりڧ。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 23・25・29　明ԫ׊৭೪質土（2.5:6�6）  ೪性・しまりڧ。փ白৭೪質土を͝く少量

含Ή。
 24 ԫփ৭೪質土（2.5:4�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。
 26 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�6）  ೪性・しまりڧ。ԫ׊৭〜փ白৭೪質土・҉Φリ

ーϒ׊৭೪質土をま͹らに含Ή。
৭〜փ白৭೪質土をま͹らに含׊৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性・しまりී௨。ԫ׊ࠇ 27 

Ή。
 28 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�6）  ೪性ڧ。しまりී௨。҉Φリーϒ׊৭೪質土を͝く少量

含Ή。
。しまりී௨。փ白৭೪質土をま͹らに含Ή。ڧ৭೪質土（2.5:3�1）  ೪性׊ࠇ 30 
 31 փԫ৭೪質土（2.5:7�2）  ೪性・しまりී௨。
 32 փ৭೪質土（10:5�1）  ೪性ڧ。しまりऑ。҉Φリーϒ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に

含Ή。୸化物を͝く少量含Ή。
 33 Φリーϒփ৭೪質土（10:6�2）  ೪性ڧ。しまりී௨。
 34 փ白৭೪質土（10:7�2）  ೪性ڧ。しまりී௨。ࢎ化ݦ著。
 35 փ৭೪質土（5:4�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。
 36 Φリーϒփ৭೪質土（10:6�2）  ೪性ڧ。しまりී௨。ࢎ化ݦ著。
 37 Φリーϒփ৭೪質土（2.5(:5�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。

154E222
 1 ҉փԫ৭೪質土（2.5:4�2）  ೪性ऑ。

しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をま͹らに含
Ή。୸化物を͝く少量含Ή。

 2 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪
性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をま͹
らに含Ή。୸化物を少量含Ή。

 3 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪
性・しまりී௨。ԫ׊৭೪質土を多く
含Ή。

 4 ҉փԫ৭೪質土（2.5:4�2）  ೪性ී
௨。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土を多く含
Ή。

 5 明ԫ׊৭೪質土（2.5:7�6）  ೪性ී
௨。しまりڧ。҉Φリーϒ׊৭೪質土
をやや多く含Ή。

 6・8　明ԫ׊৭೪質土（2.5:7�6）  ೪性
ී௨。しまりڧ。

 7 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪
性・しまりී௨。ԫ׊৭೪質土をϒϩ
ッΫ状に含Ή。

 9 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪
性ී௨。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土を多
く含Ή。

。৭೪質土（2.5:3�1）  ೪性ී௨׊ࠇ 10 
しまりऑ。෗২物を多く含Ή。

。৭೪質土（2.5:3�1）  ೪性ී௨׊ࠇ 11 
しまりऑ。҉׊৭೪質土を૚状に含
Ή。෗২物を多く含Ή。

。৭೪質土（2.5:3�1）  ೪性ී௨׊ࠇ 12 
しまりऑ。҉׊৭೪質土を૚状に少量
含Ή。෗২物を多く含Ή。

 13 փ白৭೪質土（2.5:7�1）  ೪性ڧ。し
まりී௨。

。৭೪質土（2.5:3�1）  ೪性ී௨׊ࠇ 14 
しまりऑ。҉׊৭೪質土を૚状に少量
含Ή。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含
Ή。෗২物を多く含Ή。

 15 ҉փ৭೪質土（/3�0）  ೪性ڧ。しま
りऑ。փ白৭೪質土をま͹らに含Ή。

154E226
৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性ී௨。しまり׊ࠇ 1 

৭೪質土をま͹らに含Ή。୸化׊փ白৭〜ԫ。ڧ
物を少量含Ή。

。৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 2 
փ白৭೪質土を多く含Ή。

。৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 3 
փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。

。৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 4 
փ白৭೪質土を͝く少量含Ή。

 5 փ白৭೪質土（2.5:7�1）  ೪性ී௨。しまり
。ԫփ৭೪質土を少量含Ή。ڧ

 6 ҉փԫ৭೪質土（2.5:4�2）  ೪性ڧ。しまりී
௨。

。৭೪質土（2.5:3�1）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 7 
。৭೪質土（2.5:3�1）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 8 

ԫ׊৭೪質土をま͹らに含Ή。
しまりී。ڧ৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性׊ࠇ 9 

௨。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。୸化物を
少量含Ή。

 10 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性・しま
りී௨。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。୸化
物を少量含Ή。

 11 ԫփ৭೪質土（2.5:4�1）  ೪性ڧ。しまりී
௨。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。୸化物を
少量含Ή。

 12 ԫփ৭೪質土（2.5:4�1）  ೪性ڧ。しまりී
௨。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。

 13 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�6）  ೪性ڧ。しまりී
௨。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。୸化物を
少量含Ή。

 14 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�6）  ೪性ڧ。しまりී
௨。

 15 ԫփ৭೪質土（2.5:4�1）  ೪性ڧ。しまりී
௨。ԫ׊৭೪質土をま͹らに含Ή。

 16 Φリーϒࠇ৭೪質土（10:3�1）  ೪性ڧ。しま
りී௨。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。୸化
物を͝く少量含Ή。

 17 Φリーϒࠇ৭೪質土（7.5:3�2）  ೪性ڧ。しま
りී௨。փ白৭೪質土を͝く少量含Ή。୸化物を
少量含Ή。

しまりී。ڧ৭೪質土（2.5(:2�1）  ೪性ࠇ 18 
௨。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。

しまりී。ڧ৭೪質土（2.5(:2�1）  ೪性ࠇ 19 
௨。୸化物を少量含Ή。

 20 Φリーϒփ৭೪質土（2.5(:6�1）  ೪性ڧ。し
まりऑ。

。しまりऑ。ڧ৭೪質土（2.5(:2�1）  ೪性ࠇ 21 
փ白৭೪質土・୸化物を少量含Ή。

 22 փ白৭シϧト（10:7�1）  ೪性ڧ。しまりऑ。
 23 ྘փ৭シϧト（7.5(:5�1）  ೪性ڧ。しまり

ऑ。୸化物をま͹らに含Ή。
しまり。ڧ৭೪質土（2.5(:2�1）  ೪性ࠇ　28・24 

ऑ。փ৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。୸化物をま
͹らに含Ή。

。しまりऑ。ڧ৭೪質土（2.5(:2�1）  ೪性ࠇ 25 
୸化物をඇৗに多く含Ή。

 26 Φリーϒփ৭೪質土（2.5(:5�1）  ೪性ڧ。し
まりऑ。

 27 ྘փ৭シϧト（7.5(:6�1）  ೪性ڧ。しまり
ऑ。28૚をϒϩッΫ状に含Ή。୸化物を少量含
Ή。

 29 明྘փ৭シϧト（10(:7�1）  ೪性ڧ。しまり
ऑ。փ৭シϧトをϒϩッΫ状に含Ή。

 30 明྘փ৭シϧト（10(:7�1）  ೪性ڧ。しまり
ऑ。҉Φリーϒ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。

˞19・21・24〜26૚　白৭ཻࢠ（ࠎ片 ）をま͹ら
に含Ή。

1
6

2 8
7

9

10

1112

14

15

16

18 17

19

23
25

20
2122

26

30
28

27

24

29

13

5

畑作溝

25

43

1

2 3

4

5
6

7
6

8

9
10

11

12
12 13

14

15

13

1
2

3
4 6

7

8

9

21

22

26

30

29

2018

14 10

1215

23

25

27

28

31

30

33

34

35

36

37

32

19

24

17

11 13 5
16

24

A 14.6mA'

A 14.6mA'

A 14.5mA'

A A'

A A'

A A'

図 版 23堂古遺跡　遺構個別ਤ（18）



0 2m（1ɿ40）

15SE229
（4E896）

（151283）

（151265）

15SE282

15SE296

154E229
 1 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質

土を少量含Ή。୸化物をま͹らに含Ή。
৭೪質土をま͹׊৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性・しまりී௨。ԫ׊ࠇ 2 

らに含Ή。୸化物を多く含Ή。
 3 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  ೪性ڧ。しまりී௨。୸化物を͝

く少量含Ή。
 4 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性ڧ。しまりී௨。փ白৭೪

質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 5 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性・しまりڧ。ԫ׊৭೪質土

をま͹らに含Ή。
 6 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�6）  ೪性・しまりڧ。
 7 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性・しまりڧ。ԫ׊৭೪質

土・୸化物をま͹らに含Ή。
৭೪質土をϒϩッ׊ԫ。ڧ৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性・しまり׊ࠇ 8 

Ϋ状に含Ή。୸化物をま͹らに含Ή。
 9 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性・しまりڧ。ԫ׊৭೪質土

をඇৗに多く含Ή。
 10 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�4）  ೪性・しまりڧ。҉Φリーϒ׊৭

೪質土を少量含Ή。
 11 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  ೪性・しまりڧ。
 12 ҉փԫ৭೪質土（2.5:4�2）  ೪性ڧ。しまりී௨。ԫ׊৭೪質土を

ϒϩッΫ状に含Ή。୸化物をま͹らに含Ή。
しまりී௨。փ白৭೪質土をϒ。ڧ৭೪質土（2.5:3�1）  ೪性׊ࠇ 13 

ϩッΫ状に含Ή。୸化物を少量含Ή。
 14 փԫ৭シϧト（2.5:6�2）  ೪性ڧ。しまりऑ。13૚をϒϩッΫ状に

含Ή。
৭೪質土（2.5:2�1）  ೪性・しまりී௨。փ白৭೪質土をϒϩッࠇ 15 

Ϋ状に含Ή。
 16 ҉փԫ৭೪質土（2.5:4�2）  ೪性ڧ。しまりऑ。
しまりී௨。փ白৭೪質土をϒϩ。ڧ৭೪質土（10:2�1）  ೪性ࠇ 17 

ッΫ状に含Ή。白৭ཻࢠ（ࠎ片 ）を多く含Ή。
 18 փ৭೪質土（10:5�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。
 19 Φリーϒփ৭೪質土（10:5�2）  ೪性ڧ。しまりී௨。
 20 Φリーϒփ৭೪質土（2.5(:5�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。17૚をϒ

ϩッΫ状に含Ή。
 21 Φリーϒփ৭೪質土（2.5(:5�1）  ೪性ڧ。しまりऑ。17૚をま͹

らに含Ή。

154E282
 1 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性・しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。୸化物をま͹らに含Ή。
 2・7・9　ԫ׊৭೪質土（2.5:5�4）  ೪性・しまりڧ。҉Φリーϒ׊৭೪質土をま͹らに含Ή。
 3 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性ڧ。しまりී௨。ԫ׊৭೪質土を͝く少量含Ή。
 4 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�4）  ೪性ڧ。しまりී௨。҉Φリーϒ׊৭೪質土を少量含Ή。
。৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή׊しまりී௨。ԫ。ڧ৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性׊ࠇ 5 
 6 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性・しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 8 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性ڧ。しまりී௨。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 10 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性ී௨。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。փԫ৭シϧトをϒϩ

ッΫ状に少量含Ή。
 11 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性・しまりී௨。明׊৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
 12 ԫփ৭೪質土（2.5:4�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。明׊৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。փԫ৭シϧトをϒϩッΫ

状に多く含Ή。
 13 ҉փԫ৭シϧト（2.5:4�2）  ೪性ڧ。しまりී௨。明׊৭೪質土・փԫ৭シϧトをϒϩッΫ状に含Ή。
 14 փ৭೪質土（5:4�1）  ೪性・しまりී௨。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。୸化物を少量含Ή。
 15 փΦリーϒ৭೪質土（5:6�2）  ೪性ڧ。しまりී௨。ࢎ化ݦ著。
 16 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:2�2）  ೪性ڧ。しまりී௨。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。14૚との૚境がࢎ化。
 17 փ৭シϧト（5:6�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。ややࢎ化。
 18 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�2）  ೪性ڧ。しまりී௨。փ白৭೪質土をま͹らに含Ή。
 19 փ৭೪質土（10:5�1）  ೪性ڧ。しまりऑ。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 20 Φリーϒࠇ৭೪質土（7.5:3�1）  ೪性ڧ。しまりऑ。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
。しまりऑ。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。୸化物をま͹らに含Ή。ڧ৭೪質土（2.5(:2�1）  ೪性ࠇ 21 
 22 Φリーϒփ৭೪質土（2.5(:5�1）  ೪性ڧ。しまりऑ。

154E296
 1 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をま͹らに含Ή。୸化物を͝く少量含Ή。
 2 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性ऑ。しまりී௨。୸化物を͝く少量含Ή。
 3 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  ೪性・しまりී௨。
 4 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�4）  ೪性・しまりී௨。҉Φリーϒ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 5 ҉փԫ৭೪質土（2.5:4�2）  ೪性・しまりී௨。
 6 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  ೪性・しまりڧ。փ白৭೪質土をま͹らに含Ή。
 7 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をま͹らに含Ή。
 8 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土を少量含Ή。
 9 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�4）  ೪性・しまりڧ。փ白৭೪質土・҉Φリーϒ׊৭೪質土をま͹らに含Ή。
 10 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性ී௨。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をま͹らに含Ή。୸化物を͝く少量含Ή。
 11 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  ೪性ڧ。しまりී௨。
 12 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�4）  ೪性ڧ。しまりී௨。҉Φリーϒ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 13 明ԫ׊৭೪質土（10:36�8）  ೪性・しまりڧ。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 14 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性ڧ。しまりී௨。փ白৭〜ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 15 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�4）  ೪性ڧ。しまりී௨。҉Φリーϒ׊৭೪質土を少量含Ή。
 16 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�6）  ೪性ڧ。しまりී௨。
 17 ԫփ৭೪質土（2.5:4�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 18 明ԫ׊৭೪質土（10:36�6）  ೪性ී௨。しまりڧ。҉Φリーϒ׊৭೪質土を少量含Ή。
 19 փ白৭೪質土（10:7�1）  ೪性ڧ。しまりऑ。明ԫ׊৭シϧトを多く含Ή。
 20・23・26・28　明੺׊৭࠭（5:35�6）  ೪性ऑ。しまりී௨。
 21 փ白৭೪質土（10:7�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。明ԫ׊৭シϧトをϒϩッΫ状に含Ή。
 22 փ৭೪質土（10:5�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。୸化物を͝く少量含Ή。
 24 փ白৭೪質土（10:37�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。
 25 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�4）  ೪性ڧ。しまりී௨。
 27 փ白৭೪質土（10:7�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。ԫ׊৭シϧトをϒϩッΫ状に含Ή。
 29 明྘փ৭೪質土（7.5(:7�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。
 30 Φリーϒࠇ৭೪質土（5(:2�1）  ೪性・しまりऑ。୸化物を多く含Ή。
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0 2m（1ɿ40）そのଞ0 1m（1ɿ20）4T684
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SK235

SK233

SK239

ST684 SK83 SK167

SK204
SK212

4,167
。ڧ৭೪質土（7.5:32�2）  ೪性・しまり׊ࠇ 1 

ԫ׊৭೪質土を少量含Ή。

4,83
৭೪׊しまりී௨。ԫ。ڧ৭೪質土（10:33�4）  ೪性׊҉ 1 

質土をϒϩッΫ状に含Ή。
。しまりී௨。ڧ৭೪質土（10:34�4）  ೪性׊ 2 
৭೪質׊しまりී௨。ԫ。ڧ৭೪質土（10:34�6）  ೪性׊ 3 

土をϒϩッΫ状に含Ή。

4T684
 1 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�2）  ೪性・しまりऑ。
 2 ҉Φリーϒ৭೪質土（5:4�3）  ೪性・しまりऑ。焼土をϒϩッΫ状

に含Ή。
 3 明׊৭೪質土（7.5:35�6）  ೪性・しまりऑ。焼土をϒϩッΫ状に

多く含Ή。௚2〜0.3ܘDmఔ度のඃ೤ࠎ片・୸化物を含Ή。
 4 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�4）  ೪性ऑ。しまりڧ。୸化物を少量含Ή。
 

4,234
 1 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  ೪性ऑ。しまりڧ。

ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 2 ԫ׊৭೪質土（10:35�8）  ೪性・しまり1。ڧ૚を

ま͹らに含Ή。

4,235
 1 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�4）  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土

をϒϩッΫ状に含Ή。
 2 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  ೪性・しまりڧ。ԫ׊৭೪質土を

ϒϩッΫ状にやや多く含Ή。
 3 明ԫ׊৭೪質土（2.5:6�6）  ೪性・しまり2。ڧ૚を少量含Ή。

4,204
 1 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�2）  ೪性ऑ。しまりڧ。
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
 2 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�4）  ೪性ऑ。しまりڧ。
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 3 ҉Φリーϒ৭೪質土（5:4�4）  ೪性・しまりڧ。
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状にやや多く含Ή。

4,233
 1 ҉Φリーϒ৭೪質土（5:4�3）  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩ

ッΫ状に少量含Ή。
 2 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�4）  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩ

ッΫ状に少量含Ή。
 3 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�4）  ೪性・しまりऑ。
 4 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�4）  ೪性ී௨。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒ

ϩッΫ状にやや多く含Ή。
 5 Φリーϒ৭೪質土（5:5�4）  ೪性ී௨。しまり4。ڧ૚をޓ૚状に含Ή。
 6 Φリーϒԫ৭೪質土（5:6�4）  ೪性ී௨。しまりڧ。
 7 ҉Φリーϒ৭೪質土（5:4�3）  ೪性ී௨。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒ

ϩッΫ状に少量含Ή。

4,239
 1 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  ೪性ऑ。しまりڧ。
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
 2 Φリーϒ৭೪質土（5:5�4）  ೪性ڧ。しまりී௨。
  ҉青փ৭シϧトを少量含Ή。
 3 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�6）  ೪性ऑ。しまりී௨。

ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή。1૚をま͹らに
含Ή。

4,212
 1 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ

状に少量含Ή。୸化物を͝く少量含Ή。
 2 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  ೪性ऑ。しまりී௨。
 3 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  ೪性ऑ。しまりڧ。
 4 明྘փ৭シϧト（7.5(:7�1）  ೪性ී௨。しまりڧ。ઙԫᒵ৭シϧトを含Ή。
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0 2m（1ɿ40）

SK256

（1254）

（4%151）

（1263）

SK264 SK296

（4%151） （4,256）

SK381

SK503

SK622

（1918）

（4E727）

SK691

SK722 （1726）（1500）

P263

15SK96

15SK218

（151214）

（151211）

（154E185$）

15SX182

（154E185$）

15SK264

4,256
 1 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�4）  ೪性ऑ。しまり

。৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή׊ԫ。ڧ
 2 ઙԫ৭シϧト（5:7�3）  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊

৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή。
 3 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�2）  ೪性・しまりڧ。

ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
 4 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�2）  ೪性ڧ。しまりී

௨。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。

4,264
 1 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  ೪性・しまり

ऑ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 2 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  ೪性ऑ。しまり

。᛽を多く含Ήࡉ。ڧ
 3 ҉Φリーϒ৭೪質土（5:4�3）  ೪性ऑ。しまり

。৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή׊ԫ。ڧ

4,296
 1 փΦリーϒ৭೪質土（5:4�2）  ೪性ऑ。しまりڧ。

ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
 2 փΦリーϒ৭೪質土（5:4�2）  ೪性・しまりڧ。ԫ

。৭೪質土をϒϩッΫ状にやや多く含Ή׊

4,381
  ৭೪質土（10:33�1）׊ࠇ 1 
  ೪性・しまりڧ。ԫ׊৭೪質土を少量含Ή。
  ৭೪質土（10:33�1）׊ࠇ 2 
  ೪性・しまりڧ。ԫ׊৭೪質土を含Ή。
 3 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  
  ೪性・しまり׊ࠇ。ڧ৭೪質土を少量含Ή。

4,503
৭೪質土（10:33�3）׊҉ 1 
  ೪性ڧ。しまりී௨。
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。

4,622
 1 փΦリーϒ৭೪質土（5:4�2）  
  ೪性・しまりऑ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ

状に含Ή。୸化物を͝く少量含Ή。
 2 ҉փԫ৭೪質土（2.5:4�2）  
  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッ

Ϋ状に少量含Ή。୸化物を͝く少量含Ή。
 3 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  
  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッ

Ϋ状に含Ή。୸化物を͝く少量含Ή。
 4 ҉փԫ৭೪質土（2.5:4�2）  
  ೪性ऑ。しまりී௨。ԫ׊৭೪質土をϒϩ

ッΫ状に含Ή。୸化物を͝く少量含Ή。
。片出土ࠎ˞ 

4,691
 1 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
  ୸化物を͝く少量含Ή。
 2 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�4）  ೪性・しまりऑ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状にやや多く含Ή。
 3 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  ೪性ऑ。しまり2。ڧ૚を少量含Ή。
 4 明Φリーϒփ৭೪質土（5(:7�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。ᒵ৭シϧトを໢目状に含Ή。҉׊৭೪

質土を少量含Ή。

4,722
  ৭೪質土（2.5:3�2）׊ࠇ 1 
  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒ

ϩッΫ状に多く含Ή。

154,96
 1 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性・しまりڧ。ԫ׊৭〜青փ

৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
。ڧ৭೪質土（10:34�4）  ೪性・しまり׊ 2 
 3 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性・しまりڧ。ԫ׊৭೪質土

をϒϩッΫ状に少量含Ή。
৭〜青փ৭೪質土׊ԫ。ڧ৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性・しまり׊ࠇ 4 

をϒϩッΫ状に含Ή。
 5 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性・しまりڧ。
。৭೪質土を含Ή׊ԫ。ڧ৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性・しまり׊ࠇ 6 

154,218
 1 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 2 փΦリーϒ৭೪質土（5:5�3）  ೪性ී௨。しまりڧ。҉Φリーϒ׊৭೪質土を少量含Ή。
 3 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�4）  ೪性ڧ。しまりී௨。

1263
 1 փΦリーϒ৭೪質土（5:4�2）  ೪性・しまりऑ。3૚を含Ή。
 2 Φリーϒࠇ৭೪質土（5:3�2）  ೪性ऑ。しまりなし。ԫ׊৭೪

質土をϒϩッΫ状に多く含Ή。
 3 փΦリーϒ৭೪質土（5:4�2）  ೪性ऑ。しまりී௨。ԫ׊৭೪

質土をϒϩッΫ状に含Ή。୸化物を少量含Ή。
 4 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  ೪性ऑ。しまりڧ。ԫ׊৭೪

質土をϒϩッΫ状に多く含Ή。୸化物をま͹らに含Ή。
 5 Φリーϒ৭シϧト（5:5�6）  ೪性ී௨。しまり3。ڧ૚を少量

含Ή。

154X182
 1 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  
  ೪性ऑ。しまり3。ڧ૚を多く含Ή。
 2 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  
  ೪性・しまりී௨。ԫ׊৭೪質土を少

量含Ή。
 3 ҉੺׊৭࠭᛽（5:33�3）  
  ೪性ऑ。しまりڧ。ඃ೤。

154,264
 1 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性ී௨。しまりڧ。ԫ׊৭೪質土をま͹らに含Ή。

୸化物を少量含Ή。
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。৭土մと୸ཻを少量含Ή׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:33�3）  ೪性ී௨。しまり׊҉ 3 
 4 ԫ׊৭೪質土（10:35�8）  ೪性ී௨。しまりڧ。փ৭土մを少量含Ή。
。৭土մを含Ή。୸ཻを少量含Ή׊ԫ。ڧしまり。ڧփ৭೪質土（10:35�1）  ೪性׊ 5 

15115
 1 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  ೪性・しまりڧ。
 2 明ԫ׊৭೪質土（10:36�6）  ೪性ややऑ。しまりී௨。
 3 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  ೪性ී௨。しまりややڧ。

2૚・׊৭೪質土を多く含Ή。

4E212
 1 にͿいԫ׊৭೪質土（10:34�3）  ೪性ී௨。しまりややڧ。
  明ԫ׊৭೪質土を少量含Ή。
 2 ԫփ৭೪質土（2.5:4�1）  ೪性・しまりڧ。
 3 փ৭೪質土（5:4�1）  ೪性ී௨。しまりऑ。௚ܘ約4〜8Dmの᛽を少量含Ή。

15116
 1 にͿいԫ׊৭೪質土（10:34�3）  ೪性・しまりڧ。
  明ԫ׊৭೪質土を含Ή。
 2 փԫ׊৭೪質土（10:34�2）  ೪性・しまりී௨。
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0 2m（1ɿ40）

15SE44

15SE74

15SE32

15SE82

（4%267）

15SE81

（15162）

（15161）

（154%48）

154E44
 1 փԫ׊৭೪質土（10:34�2）  ೪性ී௨。しまりややڧ。Φリーϒփ৭೪質土・ԫ׊৭೪質土を含Ή。
 2 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  ೪性・しまりややڧ。փԫ׊৭೪質土を含Ή。
 3 にͿいԫ׊৭೪質土（10:34�3）  ೪性・しまりややڧ。ԫ׊৭೪質土を少量含Ή。
 4 ԫփ৭೪質土（2.5:4�1）  ೪性ややڧ。しまりී௨。明ԫ׊৭೪質土を少量含Ή。
 5 ҉྘փ৭೪質土（7.5(:4�1）  ೪性ややڧ。しまりऑ。Φリーϒࠇ৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 6 Φリーϒࠇ৭೪質土（5(:2�1）  ೪性ڧ。しまりऑ。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 7 Φリーϒࠇ৭೪質土（7.5:3�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。
 8 ҉྘փ৭೪質土（10(:4�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。7૚・փ৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 9 ҉྘փ৭೪質土（10(:4�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。7૚・փ৭೪質土を少量含Ή。
。৭೪質土（10:2�1）  ೪性・しまりී௨。փ৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ήࠇ 10 
 11 ҉྘փ৭೪質土（10(:4�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。7૚・փ৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。

154E32
 1 にͿいԫ׊৭೪質土（10:35�4）  ೪性・しまりී௨。׊փ৭೪質土を多く含Ή。
 2 明ԫ׊৭೪質土（10:37�6）  ೪性ڧ。しまりややڧ。փ白৭೪質土を少量含Ή。
 3 ҉փԫ৭೪質土（2.5:4�2）  ೪性・しまりڧ。
 4 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�3）  ೪性・しまりڧ。
 5 にͿいԫ׊৭೪質土（10:34�3）  ೪性ී௨。しまりややڧ。
 6 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�4）  ೪性・しまりී௨。にͿいԫ׊৭೪質土を少量含Ή。
 7 にͿいԫ׊৭೪質土（10:34�3）  ೪性ී௨。しまりややڧ。
 8 փԫ׊৭೪質土（10:34�2）  ೪性・しまりややڧ。ԫ׊৭೪質土を多く含Ή。
 9 ҉྘փ৭೪質土（10(4�1）  ೪性・しまりऑ。
 10 ҉Φリーϒփ৭೪質土（5(:4�1）  ೪性ڧ。しまりऑ。
 11 ҉Φリーϒփ৭೪質土（5(:4�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。փ৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 12 Φリーϒփ৭೪質土（2.5(:5�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。ࠇ৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 13 Φリーϒࠇ৭೪質土（10:3�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。փ白৭೪質土・ࠇ৭೪質土をϒϩッ

Ϋ状に含Ή。

154E74
 1 ԫփ৭೪質土（2.5:4�1）  ೪性・しまりී௨。փԫ৭೪質土を多く含Ή。
 2 փԫ׊৭೪質土（10:34�2）  ೪性ී௨。しまりややऑ。փԫ৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 3 明ԫ׊৭シϧト（10:36�6）  ೪性ऑ。しまりややऑ。փ白৭シϧトを多く含Ή。
 4 ԫ׊৭೪質土（10:35�8）  ೪性ී௨。しまりややऑ。փԫ׊৭೪質土を多く含Ή。
 5 ԫ׊৭೪質土（10:35�8）  ೪性ී௨。しまりややऑ。青փ৭೪質土を少量含Ή。
 6 明青փ৭೪質土（5#(7�1）  ೪性ڧ。しまりややऑ。ԫ׊৭೪質土を多く含Ή。
 7 青ࠇ৭೪質土（5#(2�1）  ೪性ڧ。しまりややऑ。
 8 青փ৭೪質土（5#(5�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。

154E81
 1 ԫփ৭೪質土（2.5:4�1）  ೪性・しまりී௨。ԫփ৭೪質土・ԫ׊৭೪質土・にͿいԫ׊৭೪質土を少量含Ή。
 2 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  ೪性・しまりややڧ。ԫփ৭೪質土を少量含Ή。
 3 Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:4�3）  ೪性・しまりී௨。ԫ׊৭೪質土を多く含Ή。
 4 փԫ׊৭೪質土（10:35�2）  ೪性・しまりී௨。Φリーϒ׊৭೪質土・にͿいԫ׊৭೪質土を多く含Ή。
 5 ҉྘փ৭೪質土（5(4�1）  ೪性ී௨。しまりऑ。

154E82
 1 ҉փԫ৭೪質土（2.5:5�2）  ೪性・しまりී௨。ԫփ৭೪質土を少量含Ή。
 2 ҉փԫ৭೪質土（2.5:4�2）  ೪性・しまりී௨。ԫփ৭೪質土を少量含Ή。
 3 ҉փԫ৭೪質土（2.5:5�2）  ೪性・しまりී௨。҉׊৭೪質土・ԫ׊৭೪質土を多く含Ή。
 4 փ৭೪質土（5:5�1）  ೪性・しまりී௨。
 5 ҉྘փ৭೪質土（5(4�1）  ೪性ී௨。しまりऑ。
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0 2m（1ɿ40）

（4,291）

15SE100

（߼）

15SE107

15SE108

15SE162

（151221）

15SE111 15SE155

15SE193

15SE121

（151151）

154E100
 1 ԫփ৭೪質土（2.5:4�1）  ೪性ڧ。しまりややऑ。փԫ

৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 2 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�6）  ೪性・しまりී௨。փԫ৭೪

質土を少量含Ή。
 3 փ৭೪質土（5:4�1）  ೪性ややڧ。しまりややऑ。ԫ׊

৭೪質土を少量含Ή。
 4 փ৭೪質土（7.5:5�1）  ೪性ややڧ。しまりややऑ。青

փ৭೪質土を含Ή。
 5 Φリーϒփ৭೪質土（2.5(:6�1）  ೪性ややڧ。しまり

ややऑ。

154E107
 1 ԫփ৭೪質土（2.5:4�1）  ೪性ී௨。しまりややڧ。
 2 փ৭೪質土（10:4�1）  ೪性ී௨。しまりややڧ。
 3 փ৭೪質土（7.5:4�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。྘փ৭

೪質土を少量含Ή。
 4 փ白৭೪質土（10:38�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。

154E162
 1 ҉փԫ৭೪質土（2.5:5�2）  ೪性・し

まりී௨。にͿいԫ׊৭೪質土・にͿ
いԫᒵ৭೪質土を多く含Ή。

 2 明ԫ׊৭೪質土（10:36�8）  ೪性や
やڧ。しまりී௨。փ白৭೪質土を多
く含Ή。

 3 ҉青փ৭೪質土（5#(4�1）  ೪性やや
。しまりऑ。ڧ

 4 փ৭೪質土（7.5:5�1）  ೪性ややڧ。
しまりややऑ。

154E108
。փ৭೪質土を少量含Ή׊。ڧփ৭೪質土（10:34�1）  ೪性ී௨。しまりやや׊ 1 
 2 փ৭೪質土（5:5�1）  ೪性ややڧ。しまりややऑ。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 3 Φリーϒࠇ৭೪質土（7.5:3�1）  ೪性ڧ。しまりऑ。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。

୸化物を少量含Ή。
 4 Φリーϒࠇ৭೪質土（7.5:3�1）  ೪性ڧ。しまりऑ。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。

୸化物を多く含Ή。
 5 փ৭೪質土（5:5�1）  ೪性ڧ。しまりऑ。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。୸化物を少

量含Ή。

154E111
ԫ。ڧ৭೪質土（2.5:3�1）  ೪性・しまり׊ࠇ 1 

。৭೪質土を少量含Ή׊
ԫ。ڧ৭೪質土（2.5:3�1）  ೪性・しまり׊ࠇ 2 

。৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή׊
。ڧ৭೪質土（5:2�1）  ೪性・しまりࠇ 3 
৭׊ԫ。ڧ৭೪質土（5:2�1）  ೪性・しまりࠇ 4 

೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
৭׊ԫ。ڧ৭೪質土（5:2�1）  ೪性・しまりࠇ 5 

೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή。
৭೪質土（7.5:2�1）  ೪性・しまりऑ。փ白ࠇ 6 

৭೪質土を少量含Ή。୸化物を多く含Ή。

154E155
 1 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性・しまりڧ。ԫ׊৭೪

質土・青փ৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
 2 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性・しまりڧ。ԫ׊৭೪

質土・青փ৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。୸化物を少量含Ή。
 3 ԫփ৭೪質土（2.5:4�1）  ೪性・しまりڧ。ԫ׊৭೪質土・୸

化物を少量含Ή。
。ڧ৭೪質土（5:2�1）  ೪性・しまりࠇ 4 
 5 փ৭シϧト（10:5�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。4૚を少量含Ή。

154E121
৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまりやや׊ࠇ 1 

。ڧ
。ڧ৭೪質土（10:32�2）  ೪性・しまり׊ࠇ 2 

ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。୸化物を少
量含Ή。

。ڧ৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性・しまり׊ࠇ 3 
ԫ׊৭೪質土・青փ৭೪質土をϒϩッΫ状に含
Ή。

。ڧ৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性・しまり׊ࠇ 4 
ԫ׊৭೪質土・青փ৭೪質土をϒϩッΫ状にや
や多く含Ή。

。ڧ৭೪質土（2.5:3�1）  ೪性・しまり׊ࠇ 5 
ԫ׊৭೪質土・青փ৭೪質土をϒϩッΫ状にや
や多く含Ή。

 6 Φリーϒࠇ৭೪質土（7.5:3�1）  ೪性・しま
りڧ。青փ৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。

 7 明྘փ৭೪質土（7.5(:7�1）  ೪性ڧ。しまり
ී௨。

154E193
。ڧ৭೪質土（10:33�3）  ೪性ී௨。しまりやや׊҉ 1 
 2 にͿいԫ׊৭೪質土（10:34�3）  ೪性ී௨。しまりややڧ。明ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 3 փԫ׊৭೪質土（10:34�2）  ೪性・しまりී௨。明ԫ׊৭೪質土・փ白৭೪質土を多く含Ή。
。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。ڧփ৭೪質土（10:34�1）  ೪性・しまりやや׊ 4 
。しまりややऑ。ڧփ৭೪質土（10:35�1）  ೪性׊ 5 
。৭೪質土（10:2�1）  ೪性・しまりී௨ࠇ 6 
 7 փ白৭೪質土（7.5:7�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。
 8 փ白৭シϧト（7.5:7�1）  ೪性ڧ。しまりී௨。ࠇ৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
 9 Φリーϒࠇ৭೪質土（10:3�1）  ೪性ڧ。しまりऑ。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
。৭೪質土（7.5:2�1）  ೪性・しまりී௨。փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ήࠇ 10 
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0 2m（1ɿ40）

SK291

（1290）

（4%267）

（154E107）

15SK140

15SK163

15SK169

15SK180 15SK223

4,291
 1 ԫփ৭೪質土（2.5:4�1）  ೪性・しまりී௨。׊փ৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
。৭೪質土（10:33�1）  ೪性ややऑ。しまりී௨׊ࠇ 2 
。փ৭೪質土（10:34�1）  ೪性ややऑ。しまりී௨׊ 3 
 4 փ৭೪質土（5:5�1）  ೪性ڧ。しまりややऑ。
 5 փΦリーϒ৭೪質土（7.5:4�2）  ೪性ڧ。しまりややऑ。
 6 փ৭೪質土（5:5�1）  ೪性ややڧ。しまりී௨。
。৭೪質土（10:32�1）  ೪性ී௨。しまりなし。෗২物を多く含Ήࠇ 7 

154,140
৭׊ԫ。ڧ৭೪質土（2.5:3�1）  ೪性・しまり׊ࠇ 1 

೪質土・青փ৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
৭׊ԫ。ڧ৭೪質土（2.5:3�1）  ೪性・しまり׊ࠇ 2 

೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
৭׊ԫ。ڧ৭೪質土（2.5:3�1）  ೪性・しまり׊ࠇ 3 

೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή。
৭׊ԫ。ڧ৭೪質土（2.5:3�1）  ೪性・しまり׊ࠇ 4 

೪質土・青փ৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή。

154,163
。փ৭೪質土（10:35�1）  ೪性ややऑ。しまりී௨׊ 1 
 2 ҉փԫ৭೪質土（2.5:5�2）  ೪性・しまりややऑ。1૚を少量含Ή。
 3 にͿいԫ৭೪質土（2.5:6�3）  ೪性・しまりややऑ。҉׊৭シϧトを多く含Ή。
。փ৭೪質土（10:36�1）  ೪性・しまりややऑ׊ 4 

154,169
 1 にͿいԫ׊৭೪質土（10:34�3）  ೪性ややऑ。しまりී௨。փԫ׊৭೪質

土を少量含Ή。
 2 փԫ׊৭೪質土（10:34�2）  ೪性ややऑ。しまりී௨。׊փ৭೪質土を少

量含Ή。
。৭೪質土を含Ή׊փ৭೪質土（10:34�1）  ೪性・しまりී௨。փԫ׊ 3 
 4 にͿいԫ׊৭೪質土（10:34�3）  ೪性ややڧ。しまりී௨。
৭೪質土を少量׊փ৭೪質土（10:35�1）  ೪性・しまりී௨。にͿいԫ׊ 5 

含Ή。
 6 փԫ׊৭೪質土（10:34�2）  ೪性・しまりී௨。փ৭೪質土をϒϩッΫ状

に含Ή。

154,180
 1 ҉փԫ৭೪質土（2.5:4�2）  ೪性・しまりややڧ。ԫ׊৭೪

質土・青փ৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
৭೪質土を׊ԫ。ڧ৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性・しまり׊ࠇ 2 

͝く少量含Ή。
 3 にͿいԫ׊৭೪質土（10:35�4）  ೪性・しまりڧ。
・৭೪質土׊ԫ。ڧ৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性・しまり׊ࠇ 4 

青փ৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
。ڧ৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまり׊ࠇ 5 
 6 にͿいԫ׊৭೪質土（10:35�4）  ೪性・しまりڧ。
 7 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性・しまりڧ。
 8 ԫփ৭೪質土（2.5:4�1）  ೪性・しまりڧ。青փ৭೪質土を

ϒϩッΫ状に少量含Ή。
。ڧ৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまり׊ࠇ 9 

154,223
৭೪質׊ԫ。ڧ৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性・しまりやや׊ࠇ 1 

土・青փ৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
৭೪質׊ԫ。ڧ৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性・しまりやや׊ࠇ 2 

土・青փ৭೪質土をϒϩッΫ状にやや多く含Ή。
 3 明ԫ׊৭೪質土（10:36�6）  ೪性・しまりී௨。׊ࠇ৭೪

質土・青փ৭೪質土ϒϩッΫ状に含Ή。
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154%371
。ڧ৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまりやや׊ࠇ 1 
  փ白৭೪質土を͝く少量含Ή。
 2 にͿいԫ׊৭೪質土（10:34�3）  ೪性・しまりڧ。

。৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή׊৭೪質土・ԫ׊҉
。ڧ৭೪質土（10:33�4）  ೪性・しまりやや׊҉ 3 

154%325
  ৭シϧト（10:33�1）׊ࠇ 1 
  ೪性・しまりී௨。ԫ׊৭೪質土をϒ

ϩッΫ状に多く含Ή。

154,474
。ڧ৭೪質土（10:33�4）  ೪性・しまりやや׊҉ 1 
。৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 2 
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
 3 にͿいԫ৭シϧト（2.5:6�3）  ೪性ऑ。しまりී௨。
。৭೪質土を͝く少量含Ή׊ࠇ  
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154%176
。ڧ৭シϧト（10:33�1）  ೪性・しまりやや׊ࠇ 1 
  ୸化物を͝く少量含Ή。
。৭シϧト（2.5:3�1）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 2 
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
。৭シϧト（7.5:2�1）  ೪性・しまりී௨ࠇ 3 
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状にやや多く含Ή。
 4 にͿいԫ׊৭シϧト（10:35�3）  ೪性・しまりී௨。
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154%1$
 ৭シϧト（10:32�2）׊ࠇ 1 
   ೪性・しまりී௨。
  ৭シϧト（10:34�4）׊ 2 
  ೪性・しまりී௨。1૚をま͹らに含Ή。
 ৭シϧト（10:33�3）׊҉ 3 
  ೪性・しまりී௨。ԫ׊৭೪質土をやや

多く含Ή。

154%1%
。৭シϧト（2.5:3�1）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 1 

୸化物を͝く少量含Ή。

154%1A
。しまりී௨。ڧ৭೪質土（2.5:3�1）  ೪性やや׊ࠇ 1 
 2 1૚と同じで、ԫ׊৭೪質土ཻࢠを͝く少量含Ή。
。ڧ৭೪質土（2.5:2�1）  ೪性・しまりややࠇ 3 
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
。しまりී௨。ڧ৭೪質土（2.5:3�1）  ೪性やや׊ࠇ 4 
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状にやや多く含Ή。
。ڧ৭೪質土（10:33�3）  ೪性・しまりやや׊҉ 5 
。ڧ৭೪質土（10:34�4）  ೪性・しまり׊ 6 
  Φリーϒ׊৭೪質土を含Ή。
154%1A盛土
。ڧ৭೪質土（10:33�1）  ೪性・しまりやや׊ࠇ 7 
。ڧ৭೪質土（10:34�4）  ೪性・しまりやや׊ 8 
৭೪質土をϒϩッΫ状にやや多く含Ή׊҉  
。ڧ৭೪質土（2.5:3�1）  ೪性・しまりやや׊ࠇ 9 
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。

154%1#
。ڧ৭೪質土（10:33�1）  ೪性・しまりやや׊ࠇ 1 
  ԫ׊৭೪質をϒϩッΫ状に含Ή。୸化物を͝く少量含Ή。
。しまりී௨。ڧ৭೪質土（10:34�4）  ೪性やや׊ 2 
。৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή׊҉  
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0 5m（1ɿ100）平面ਤ・ΤϨϕーシϣϯਤ

0 2m（1ɿ50）அ面ਤ

0 30Dm（1ɿ6）遺物ਤ

0 50Dm（1ɿ15）遺構ਤ
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151557
。৭シϧト（10:32�1）  ೪性・しまりී௨ࠇ 1 
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。୸化物を͝く少量含Ή。
。৭シϧト（10:34�6）  ೪性・しまりී௨׊ 2 
  1૚をϒϩッΫ状に少量含Ή。

151381
。ڧ৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまり׊ࠇ 1 

ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状にやや多く含Ή。

151383
。ڧ৭೪質土（10:32�1）  ೪性・しまりややࠇ 1 

୸化物を͝く少量含Ή。

154X435 
 1 ҉Φリーϒ׊৭೪質土（2.5:3�3）  ೪性・しまりී௨。
 2 ҉੺׊৭೪質土（5:33�2）  ೪性・しまりී௨。ԫ׊৭೪質土を少量含Ή。
 3 にͿいԫ׊৭೪質土（10:34�3）  ೪性ऑ。しまりී௨。
 4 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�3）  ೪性・しまりී௨。҉੺׊৭೪質土・にͿいԫ׊৭೪質土を少量含Ή。
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（154,31）

15SB356

15SB354・355

15114
 1 にͿいԫ׊৭೪質土（10:34�3）  
  ೪性・しまりී௨。にͿいԫᒵ৭೪質土

を含Ή。
 ৭೪質土（10:33�3）׊҉ 2 
   ೪性ී௨。しまりややऑ。
 3 にͿいԫᒵ৭೪質土（10:36�3）  
  ೪性・しまりී௨。2૚を含Ή。

15139
。ڧ৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまりやや׊ࠇ 1 
。৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 2 
。৭シϧトを含Ή׊৭೪質土・ԫ׊҉  
。৭೪質土（10:33�3）  ೪性・しまりී௨׊҉ 3 
  ԫ׊৭シϧトを少量含Ή。
 4 ԫ׊৭シϧト（10:35�6）  ೪性・しまりී௨。
。৭シϧトを少量含Ή׊ࠇ  

15186
。ڧ৭೪質土（10:33�1）  ೪性ී௨。しまりやや׊ࠇ 1 
。৭೪質土を含Ή׊҉  
。৭೪質土（10:34�6）  ೪性・しまりී௨׊ 2 
  ԫ׊৭೪質土・׊ࠇ৭೪質土を少量含Ή。
。ڧ৭೪質土（10:33�2）  ೪性ී௨。しまりやや׊ࠇ 3 
  にͿいԫᒵ৭೪質土を含Ή。

15187
。৭೪質土（10:33�3）  ೪性ややऑ。しまりී௨׊҉ 1 
。৭೪質土を少量含Ή׊ࠇ  
。ڧ৭೪質土（10:33�1）  ೪性・しまりやや׊ࠇ 2 
  փ白৭೪質土を含Ή。
 3 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  ೪性ややڧ。しまりڧ。
  փ白৭೪質土を含Ή。

151170
  ৭೪質土（10:33�2）׊ࠇ 1 
  ೪性ී௨。しまりややڧ。ԫ׊৭೪質土を少量

含Ή。
 2 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  
  ೪性・しまりී௨。׊ࠇ৭೪質土を少量含Ή。

151119
  ৭೪質土（10:33�2）׊ࠇ 1 
  ೪性・しまりී௨。ԫ׊৭೪質土を多く含Ή。
 2 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  
  ೪性・しまりී௨。
 3 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  
  ೪性・しまりී௨。׊ࠇ৭೪質土を多く含Ή。

151139
  ৭೪質土（10:33�2）׊ࠇ 1 
  ೪性・しまりී௨。ԫ׊৭೪質土を含Ή。
 2 ԫ׊৭೪質土（10:35�6） 
   ೪性・しまりී௨。׊ࠇ৭೪質土を少量含Ή。
  ৭೪質土（10:34�4）׊ 3 
  ೪性・しまりී௨。

151158
  ৭೪質土（10:33�2）׊ࠇ 1 
  ೪性・しまりී௨。ԫ׊৭೪質土を少量含Ή。
 2 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  
  ೪性・しまりී௨。׊ࠇ৭೪質土を少量含Ή。

151223
。৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 1 
。৭೪質土を少量含Ή׊҉  
 2 にͿいԫ׊৭೪質土（10:34�3）  ೪性・しまりී௨。
 3 明ԫ׊৭೪質土（10:36�6）  ೪性・しまりී௨。
。৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 4 
  明ԫ׊৭೪質土を含Ή。
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15196
。৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 1 

ԫ׊৭೪質土を少量含Ή。
。৭೪質土（10:33�3）  ೪性・しまりऑ׊҉ 2 
 3 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  ೪性・しまりී௨。

。৭೪質土を少量含Ή׊ࠇ 151181
 ৭೪質土（10:33�2）׊ࠇ 1 
  ೪性・しまりී௨。ԫ׊৭೪質土を含Ή。

151163
 ৭೪質土（10:33�2）׊ࠇ 1 
  ೪性・しまりී௨。ԫ׊৭೪質土を少量含Ή。
 2 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  
  ೪性・しまりී௨。׊ࠇ৭೪質土を少量含Ή。

15167
 ৭シϧト（10:32�2）׊ࠇ 1 
  ೪性・しまりී௨。ԫ׊৭೪質土を

ϒϩッΫ状に͝く少量含Ή。
  ৭シϧト（10:34�6）׊ 2 
  ೪性・しまりී௨。׊ࠇ৭シϧトを

ϒϩッΫ状に͝く少量含Ή。
  ৭೪質土（10:33�2）׊ࠇ 3 
  ೪性・しまりやや׊。ڧ৭シϧトを

ϒϩッΫ状にやや多く含Ή。

15147
。৭೪質土をϒϩッΫ状に͝く少量含Ή׊৭シϧト（10:32�1）  ೪性・しまりී௨。ԫࠇ 1 
。ڧ৭೪質土（2.5:3�2）  ೪性・しまりやや׊ࠇ 2 
。৭೪質土をϒϩッΫ状に͝く少量含Ή׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまり׊ࠇ 3 
。৭೪質土をϒϩッΫ状にやや多く含Ή׊ࠇ。৭シϧト（10:34�6）  ೪性・しまりී௨׊ 4 

15148
。৭೪質土をϒϩッΫ状に͝く少量含Ή׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:32�1）  ೪性・しまりࠇ 1 
。৭೪質土をϒϩッΫ状に多く含Ή׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:32�1）  ೪性・しまりࠇ 2 

15135
 ৭೪質土（10:32�1）ࠇ 1 
  ೪性・しまりややڧ。ԫ׊৭೪質土を

ϒϩッΫ状に少量含Ή。
  ৭೪質土（2.5:3�1）׊ࠇ 2 
  ೪性・しまりややڧ。ԫ׊৭೪質土を

ϒϩッΫ状に少量含Ή。

15118
 ৭シϧト（10:32�1）ࠇ 1 
  ೪性・しまりऑ。׊৭೪質土をϒϩッ

Ϋ状に͝く少量含Ή。
 ৭シϧト（10:32�2）׊ࠇ 2 
  ೪性・しまりऑ。׊৭೪質土をϒϩッ

Ϋ状に少量含Ή。

15149
。৭シϧトをま͹らに含Ή׊。փ৭シϧト（10:34�1）  ೪性・しまりऑ׊ 1 

。৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ήࠇ
。৭シϧト（10:32�1）  ೪性・しまりී௨ࠇ 2 
 3 ԫ׊৭シϧト（10:35�6）  ೪性・しまりී௨。ࠇ৭೪質土をϒϩッΫ状に

含Ή。
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15SB561
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151360
。৭シϧト（10:32�1）  ೪性・しまりී௨ࠇ 1 
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に͝く少量含Ή。
。৭シϧト（10:33�1）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 2 

ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状にやや多く含Ή。

151516
 1 փԫ׊৭シϧト（10:34�2）  
  ೪性・しまりऑ。׊৭೪質土・ࠇ৭೪

質土をϒϩッΫ状に含Ή。
  ৭೪質土（10:33�1）׊ࠇ 2 
  ೪性・しまりややڧ。

151398
 ৭シϧト（10:33�2）׊ࠇ 1 
  ೪性・しまりී௨。ԫ׊৭೪質土をϒ

ϩッΫ状にやや多く含Ή。

151346
 ৭シϧト（10:32�2）׊ࠇ 1 
  ೪性・しまりී௨。ԫ׊৭೪質土をϒ

ϩッΫ状に͝く少量含Ή。
  ৭シϧト（10:34�4）׊ 2 
  ೪性・しまりී௨。
  ৭シϧト（10:32�2）׊ࠇ 3 
  ೪性・しまりී௨。ԫ׊৭೪質土をϒ

ϩッΫ状に͝く少量含Ή。

151372
  ৭シϧト（10:32�1）ࠇ 1 
  ೪性・しまりऑ。ԫ׊৭೪質土をϒϩ

ッΫ状に少量含Ή。୸化物を͝く少量
含Ή。

151311
。৭シϧト（10:33�1）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 1 
  ԫ׊৭೪質土・୸化物を͝く少量含Ή。
。৭シϧト（10:32�1）  ೪性・しまりී௨ࠇ 2 
  ԫ׊৭೪質土・୸化物を͝く少量含Ή。
。৭シϧト（10:33�1）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 3 
  ԫ׊৭೪質土をやや多く含Ή。

151514
。৭೪質土（10:32�3）  ೪性・しまりややऑ׊ࠇ 1 
 2 փԫ׊৭೪質土（10:34�2）  ೪性ڧ。しまりややڧ。

ԫ׊৭೪質土を少量含Ή
。ڧփ৭シϧト（10:36�1）  ೪性ऑ。しまりやや׊ 3 
  փԫ׊৭೪質土を少量含Ή。

151270
。しまりऑ。ڧ৭೪質土（10:33�2）  ೪性׊ࠇ 1 
  ԫ׊৭೪質土・୸化物を͝く少量含Ή。
。しまりऑ。ڧ৭೪質土（10:32�2）  ೪性׊ࠇ 2 
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状にやや多く含Ή。
。しまりऑ。ڧ৭೪質土（10:32�2）  ೪性׊ࠇ 3 
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
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151242
 1 փԫ׊৭೪質土（10:34�2）  

೪性ී௨。しまりややऑ。

151216
 1 փԫ׊৭೪質土（10:34�2）  

೪性ී௨。しまりややڧ。
 2 ԫ׊৭೪質土（10:35�6） 
  ೪性・しまりී௨。
  փԫ׊৭೪質土を少量含Ή。

151226
৭೪質土（10:33�2）׊ࠇ 1 
  ೪性・しまりී௨。
。৭೪質土を含Ή׊  
৭೪質土（10:33�2）׊ࠇ 2 
  ೪性・しまりී௨。
  ԫ׊৭೪質土を少量含Ή。
 3 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）
  ೪性・しまりී௨。
。৭೪質土を少量含Ή׊ࠇ  
 4 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）
  ೪性・しまりී௨。
。৭೪質土を含Ή׊   151472

。ڧ৭೪質土（10:32�1）  ೪性・しまりややࠇ 1 
  ԫ׊৭೪質土を͝く少量含Ή。
。ڧ৭೪質土（10:32�1）  ೪性・しまりややࠇ 2 
  ԫ׊৭೪質土の含༗が1૚より多い。
。ڧ৭೪質土（10:32�1）  ೪性・しまりややࠇ 3 
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
。ڧ৭೪質土（10:33�1）  ೪性・しまりやや׊ࠇ 4 
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に͝く少量含Ή。

151427
。৭೪質土（10:32�2）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 1 
。৭೪質土（10:32�2）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 2 
  ԫ׊৭೪質土を多く含Ή。

151271
৭೪質土を׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:33�3）  ೪性・しまり׊҉ 1 

ϒϩッΫ状に少量含Ή。׊ࠇ৭೪質土をϒϩッΫ状に͝く少量
含Ή。

৭೪質׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:32�2）  ೪性・しまりやや׊ࠇ 2 
土をϒϩッΫ状に少量含Ή。

151501
 1 にͿいԫ׊৭೪質土（10:35�4）  ೪性ී௨。しまりややऑ。

。৭೪質土をま͹らに含Ή׊
 2 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  ೪性ややऑ。しまりڧ。

151294
 1 にͿいԫ׊৭೪質土（10:34�3）  ೪性・しまりڧ。ԫ׊৭೪

質土・׊ࠇ৭೪質土をやや多く含Ή。

151269
৭೪質土を׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:32�2）  ೪性・しまり׊ࠇ 1 

ϒϩッΫ状に͝く少量含Ή。
৭೪質土を׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:33�3）  ೪性・しまり׊҉ 2 

ϒϩッΫ状にやや多く含Ή。୸化物を͝く少量含Ή。
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0 2m（1ɿ40）154E30・70
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（15146）
（154%1A）

（15169）

151491
 1 にͿいԫ׊৭೪質土（10:34�3）  
  ೪性・しまりややऑ。
  ৭೪質土（10:34�6）׊ 2 
  ೪性ややऑ。しまりී௨。

151419
。৭೪質土（10:32�2）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 1 
。৭೪質土（10:33�3）  ೪性・しまりී௨׊҉ 2 
。৭೪質土（10:34�4）  ೪性・しまりී௨׊ 3 
。৭೪質土を少量含Ή׊҉  

151253
。৭೪質土（10:33�3）  ೪性ややऑ。しまりී௨׊҉ 1 
 2 にͿいԫ׊৭೪質土（10:34�3）  ೪性ややऑ。しまりී௨。
 3 にͿいԫ׊৭೪質土（10:34�3）  ೪性ී௨。しまりややऑ。
  ԫ׊৭೪質土を少量含Ή。
 4 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  ೪性ී௨。しまりややऑ。
  にͿいԫ׊৭೪質土を少量含Ή。

154E30
。ڧփ৭೪質土（10:34�1）  ೪性ී௨。しまり׊ 1 
。৭೪質土を少量含Ή׊҉  
。ڧ৭೪質土（10:33�3）  ೪性ී௨。しまりやや׊҉ 2 
  ԫᒵ৭シϧトを少量含Ή。
。ڧ৭೪質土（10:33�1）  ೪性ී௨。しまりやや׊ࠇ 3 
  ԫᒵ৭シϧトを少量含Ή。
 4 明ԫ׊৭シϧト（10:36�6）  ೪性ややऑ。しまりී௨。
。৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 5 
。৭೪質土を少量含Ή׊҉  
。৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまりややऑ׊ࠇ 6 
  明ԫ׊৭シϧトを含Ή。
 7 ԫփ৭೪質土（2.5:4�1）  ೪性ී௨。しまりややڧ。
  明ԫ׊৭シϧトを少量含Ή。
。৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 8 
。しまりී௨。ڧփ৭೪質土（10:34�1）  ೪性やや׊ 9 
  明ԫ׊৭シϧトを含Ή。
しまりී௨。ڧփ৭೪質土（10:34�1）  ೪性やや׊ 10 
 11 ԫփ৭೪質土（2.5:4�1）  ೪性ややڧ。しまりややऑ。

154E70
 1 ҉Φリーϒ׊৭シϧト（2.5:3�3）  ೪性・しまり
  ී௨。ԫ׊৭೪質土・୸化物を͝く少量含Ή。
。৭シϧト（10:33�2）  ೪性・しまりऑ׊ࠇ 2 
。ڧ৭೪質土（10:32�2）  ೪性・しまりやや׊ࠇ 3 

ԫ׊৭೪質土・୸化物を͝く少量含Ή。
。ڧ৭೪質土（7.5:2�1）  ೪性・しまりややࠇ 4 
  ୸化物を多く含Ή。
。ڧ৭೪質土（10:33�1）  ೪性・しまりやや׊ࠇ 5 

ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。୸化物を͝
く少量含Ή。

 6 ҉Φリーϒ׊৭シϧト（2.5:3�3）  ೪性・しまり
  ී௨。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。୸化

物を͝く少量含Ή。
。ڧ৭೪質土（10:32�2）  ೪性・しまりやや׊ࠇ 7 

ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状にやや多く含Ή。୸化物
を͝く少量含Ή。

৭׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:32�1）  ೪性・しまりࠇ 8 
೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。୸化物を͝く少量
含Ή。

৭׊ࠇ。ڧ৭೪質土（10:34�6）  ೪性・しまり׊ 9 
೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。

 10 ԫփ৭೪質土（2.5:5�1）  ೪性ڧ。しまりややڧ。
ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。

。しまりऑ。ڧ৭シϧト（/2�0）  ೪性ややࠇ 11 
。しまりී௨。ڧ৭೪質土（/2�0）  ೪性ややࠇ 12 
  青փ৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。ࢎ化మを含Ή。
。ڧしまりやや。ڧ৭೪質土（10:34�6）  ೪性׊ 13 

青փ৭೪質土・׊ࠇ৭೪質土をま͹らに含Ή。
。ڧ৭೪質土（10:34�6）  ೪性・しまり׊ 14 
৭೪質׊ԫ。ڧ৭೪質土（/2�0）  ೪性・しまりࠇ 15 

土をϒϩッΫ状に含Ή。
 16 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  ೪性・しまり13。ڧ૚

をϒϩッΫ状に含Ή。
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0 2m（1ɿ40）個別ਤ

15SE130 15SE132

15SE350

15SE471

（154%371）

（151515）

（154%371）（151515）

154E130
。৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 1 
。৭೪質土（10:32�2）  ೪性・しまりややऑ׊ࠇ 2 
。৭೪質土を少量含Ή׊。৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまりややऑ׊ࠇ 3 
。৭೪質土を少量含Ή׊৭೪質土（10:33�2）  ೪性ややऑ。しまりऑ。փԫ׊ࠇ 4 
 5 փԫ׊৭೪質土（10:34�2）  ೪性・しまりී௨。ԫ׊৭೪質土を少量含Ή。
。৭೪質土を少量含Ή׊փ৭೪質土（10:34�1）  ೪性ී௨。しまりややऑ。ԫ׊ 6 
。৭೪質土（10:33�3）  ೪性ややऑ。しまりී௨׊҉ 7 
 8 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  ೪性・しまりී௨。׊փ৭೪質土を少量含Ή。
。しまりී௨。୸化物を少量含Ή。ڧփ৭೪質土（10:34�1）  ೪性やや׊ 9 
。৭೪質土・փ白৭೪質土を多く含Ή׊ԫ。ڧփ৭೪質土（10:34�1）  ೪性・しまりやや׊ 10 
  ୸化物を少量含Ή。
 11 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  ೪性ややڧ。しまりී௨。փ白৭೪質土・׊փ৭೪質土を少量含Ή。
。しまりややऑ。୸化物を多く含Ή。ڧփ৭೪質土（10:35�1）  ೪性׊ 12 
。৭೪質土・փ白৭೪質土を少量含Ή׊ԫ。ڧփ৭೪質土（10:35�1）  ೪性・しまりやや׊ 13 
 14 ԫ׊৭೪質土（10:35�6）  ೪性・しまりややڧ。փ白৭೪質土を少量含Ή。
。しまりී௨。փ白৭೪質土を少量含Ή。ڧփ৭೪質土（10:35�1）  ೪性׊ 15 
。৭೪質土（10:32�1）  ೪性・しまりऑ。୸化物を多く含Ήࠇ 16 
。৭೪質土（10:32�1）  ೪性ී௨。しまりऑ。փ白৭೪質土を多く含Ήࠇ 17 
。しまりऑ。青փ৭೪質土を多く含Ή。ڧ৭೪質土（10:32�1）  ೪性ややࠇ 18 

154E132
。৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 1 
。৭೪質土（10:33�3）  ೪性・しまりී௨׊҉ 2 
。৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 3 
  にͿいԫ׊৭೪質土を少量含Ή。
。ڧ৭೪質土（10:33�2）  ೪性ී௨。しまりやや׊ࠇ 4 

にͿいԫᒵ৭೪質土を少量含Ή。
。しまりී௨。ڧ৭೪質土（10:32�1）  ೪性ややࠇ 5 
。৭೪質土（10:32�1）  ೪性・しまりී௨ࠇ 6 
。৭೪質土を含Ή׊ࠇ  
。しまりී௨。ڧ৭೪質土（10:33�2）  ೪性やや׊ࠇ 7 
。しまりී௨。ڧ৭೪質土（10:33�1）  ೪性やや׊ࠇ 8 

。৭೪質土を少量含Ήࠇ
。しまりී௨。ڧ৭೪質土（10:33�1）  ೪性やや׊ࠇ 9 

。৭೪質土を含Ή׊৭೪質土を少量含Ή。ԫࠇ
。ڧしまりやや。ڧ৭೪質土（10:32�1）  ೪性ࠇ 10 
  ԫ׊৭೪質土を含Ή。
 11 青փ৭೪質土（5#(6�1）  ೪性ڧ。しまりऑ。
。৭೪質土を少量含Ήࠇ  

154E350
。৭シϧト（2.5:3�2）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 1 
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状にやや多く含Ή。
。৭೪質土（10:32�1）  ೪性・しまりී௨ࠇ 2 
。৭೪質土（10:32�2）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 3 
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
。৭シϧト（10:32�2）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 4 
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
  ୸化物を͝く少量含Ή。
。ڧ৭೪質土（2.5:3�1）  ೪性・しまり׊ࠇ 5 
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
。ڧ৭೪質土（10:32�1）  ೪性・しまりࠇ 6 

154E471
。৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまりやや׊ࠇ 1 
。৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή׊৭シϧト（10:34�6）  ೪性・しまりऑ。փԫ׊ 2 
。৭シϧト（10:32�2）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 3 
。৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή׊৭シϧト（10:33�2）  ೪性・しまりී௨。ԫ׊ࠇ 4 
。৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή׊҉。৭シϧト（10:34�6）  ೪性・しまりऑ׊ 5 
 6 5૚に同じだが、҉׊৭೪質土の含༗は5૚より少ない。
 7 にͿいԫ׊৭シϧト（10:34�3）  ೪性・しまりී௨。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
。ڧ৭೪質土（10:32�1）  ೪性・しまりࠇ 8 
。৭೪質土・୸化物を͝く少量含Ή׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:33�4）  ೪性・しまりやや׊҉ 9 
。ڧ৭೪質土（10:34�6）  ೪性・しまり׊ 10 
 11 փԫ৭೪質土（2.5:7�2）  ೪性・しまりややڧ。
。৭೪質土・୸化物を͝く少量含Ή׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:33�3）  ೪性・しまり׊҉ 12 
。ڧ৭೪質土（10:34�6）  ೪性・しまりやや׊ 13 
。化మを含Ήࢎ。৭シϧト（10:33�2）  ೪性・しまりऑ。青փ৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή׊ࠇ 14 
。৭೪質土をϒϩッΫ状にやや多く含Ή׊৭シϧト（10:33�1）  ೪性・しまりऑ。ԫ׊ࠇ 15 
。৭シϧト（10:33�2）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 16 
。৭シϧト（10:33�3）  ೪性・しまりऑ׊҉ 17 
 18 փԫ৭೪質土（2.5:6�2）  ೪性ややڧ。しまりී௨。
。ڧփ৭೪質土（10:34�1）  ೪性・しまりやや׊ 19 
。ڧ৭೪質土（2.5:2�1）  ೪性・しまりࠇ 20 
。ڧ৭೪質土（2.5:3�1）  ೪性・しまり׊ࠇ 21 
。৭シϧト（2.5:3�1）  ೪性・しまりऑ。20૚をϒϩッΫ状にやや多く含Ή׊ࠇ 22 
。৭シϧト（10:34�6）  ೪性・しまりऑ。青փ৭೪質土をϒϩッΫ状に͝く少量含Ή׊ 23 
。৭೪質土をま͹らに含Ή׊。৭シϧト（10:33�1）  ೪性・しまりऑ׊ࠇ 24 
。৭シϧト（2.5:3�1）  ೪性・しまりऑ׊ࠇ 25 
 26 ԫփ৭シϧト（2.5:4�1）  ೪性・しまりऑ。
。৭೪質土をϒϩッΫ状に͝く少量含Ή。୸化物を͝く少量含Ή׊ԫ。ڧ৭೪質土（2.5:2�1）  ೪性・しまりややࠇ 27 
。৭シϧト（2.5:3�2）  ೪性・しまりऑ׊ࠇ 28 
。৭シϧト（10:34�6）  ೪性・しまりී௨׊ 29 
 30 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�3）  ೪性・しまりڧ。
。26૚をϒϩッΫ状に少量含Ή。ڧ৭೪質土（10:33�1）  ೪性・しまり׊ࠇ 31 
。৭೪質土をϒϩッΫ状に͝く少量含Ή。୸化物を͝く少量含Ή׊ԫ。ڧ৭೪質土（2.5:3�1）  ೪性・しまり׊ࠇ 32 
 33 ҉փԫ৭シϧト（2.5:5�2）  ೪性・しまりී௨。
。৭೪質土・҉փ৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:32�1）  ೪性・しまりࠇ 34 
 35 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�3）  ೪性・しまり׊。ڧփ৭೪質土をϒϩッΫ状にやや多く含Ή。
。৭࠭質土（10:34�6）  ೪性・しまりなし。҉փԫ৭೪質土をま͹らに含Ή׊ 36 
 37 ԫ׊৭೪質土（2.5:5�3）  ೪性・しまりࢎ。ڧ化మを多く含Ή。
。ڧ৭೪質土（2.5:2�1）  ೪性・しまりࠇ 38 
。ڧ৭೪質土（10:32�1）  ೪性・しまりࠇ 39 
 40 にͿいԫ৭೪質土（2.5:6�3）  ೪性・しまり׊ࠇ。ڧ৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。

151515
。৭೪質土をϒϩッΫ状に͝く少量含Ή׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまり׊ࠇ 1 
。を͝く少量含Ήࢠ৭೪質土ཻ׊ԫ。ڧ৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまり׊ࠇ 2 
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0 2m（1ɿ40）個別ਤ

15SK31 15SK51

15SK305

（151306）

15SK384

15SK447

15P560

15SK554

154,31
 1 փԫ׊৭೪質土（10:34�2）  ೪性・しまりී௨。
  にͿいԫ׊৭೪質土を少量含Ή。
 2 にͿいԫ׊৭೪質土（10:35�4）  ೪性・しまりී௨。
  փԫ׊৭೪質土を少量含Ή。
。しまりී௨。ڧ৭೪質土（10:33�2）  ೪性やや׊ࠇ 3 
  明ԫ׊৭೪質土を少量含Ή。
。ڧ৭೪質土（10:32�2）  ೪性ී௨。しまりやや׊ࠇ 4 
  ԫ׊৭೪質土を少量含Ή。
。৭೪質土（10:33�1）  ೪性・しまりී௨׊ࠇ 5 
  ԫ׊৭೪質土を少量含Ή。
 6 փԫ׊৭೪質土（10:34�2）  ೪性・しまりී௨。
  にͿいԫ׊৭೪質土を多く含Ή。

154,51
。ڧ৭೪質土（10:33�2）  ೪性ී௨。しまりやや׊ࠇ 1 

154,305
。৭シϧト（10:32�1）  ೪性・しまりී௨ࠇ 1 

ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。୸化物
を͝く少量含Ή。

৭シϧト（10:32�2）  ೪性・しまりී׊ࠇ 2 
௨。ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状にやや多く含
Ή。୸化物を͝く少量含Ή。

。৭シϧト（7.5:2�1）  ೪性・しまりී௨ࠇ 3 
。৭シϧト（10:34�4）  ೪性・しまりී௨׊ 4 

3૚をϒϩッΫ状に含Ή。 154,384
 1 にͿいԫ׊৭೪質土（10:35�4）  ೪性・しまりී௨。

154,447
 1 ҉փԫ৭೪質土（2.5:5�2）  ೪性・しまりڧ。
  ԫ׊৭೪質土を少量含Ή。

151560
。৭シϧト（10:33�4）  ೪性・しまりී௨׊҉ 1 
  ԫ׊৭೪質土を少量含Ή。
。৭シϧト（10:33�2）  ೪性ී௨。しまりऑ׊ࠇ 2 
  ԫ׊৭೪質土をやや多く含Ή。
 3 փԫ׊৭೪質土（10:34�2）  ೪性・しまりڧ。
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に少量含Ή。
  փ白৭೪質土をϒϩッΫ状に͝く少量含Ή。
。ڧ৭೪質土（10:33�2）  ೪性・しまり׊ࠇ 4 
  ୸化物をま͹らに含Ή。

154,554
。৭シϧト（10:32�2）  ೪性ී௨。しまりऑ׊ࠇ 1 
。৭シϧト（10:33�4）  ೪性ී௨。しまりऑ׊҉ 2 

。৭೪質土をϒϩッΫ状にやや多く含Ή׊ࠇ
  ԫ׊৭೪質土をϒϩッΫ状に含Ή。
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図 版 56二反割遺跡　遺構個別ਤ（11）
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図 版 57 二反割遺跡　遺物



図 版 58

北陸自動車道

上越I.C.

国道8号

高田城
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上越三和道路関
川 飯

田
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高田城

下割 堂古堂古

二反割二反割

上越三和道路関
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田
川

上越三和道路と堂古遺跡・下割遺跡・二反割遺跡の位置

堂古遺跡・下割遺跡・二反割遺跡の位置と周辺の地割

1947 年 11 月 4 日米軍撮影（1:50,000）

1946 年 10 月 10 日米軍撮影（1:10,000）

遺跡の位置



堂古遺跡・下割遺跡全景（上空から）

図 版 59 堂古遺跡・下割遺跡　શܠ



2014 年度調査　堂古遺跡遠景（南東上空から）

2015 年度調査　堂古遺跡・下割遺跡遠景（南東上空から）

図 版 60堂古遺跡・下割遺跡　ԕܠ



堂古遺跡全景（上空から）

図 版 61 堂古遺跡　શܠ



SB240

SB61

SB1014

SB1018

15SB304

SB1134

SB1100 SB1013

SB73

SB1019
SB170

SB240

SB61

SB1014

SB1018

15SB304

SB1134

SB1100 SB1013

SB73

SB1019
SB170

8・9G・H周辺の遺構（上空から）

掘立柱建物（上空から）

図 版 62堂古遺跡　掘立柱建物　8・9(・) 周辺



16・17LⅥ層　出土状況拡大（南から）16・17LⅥ層　出土状況（北東から）

15・16LⅥ層（15SK96内）　出土状況（北東から）10～ 12G～ J 周辺の遺構（上空から）

SD510　完掘（南東から）

図 版 63 堂古遺跡　4%510　10 〜 12( 〜 + 周辺　Ⅵ૚出土状況



SE588　底面付近（北東から）SB1019-P168　遺物（131）出土状況（東から）

SE737　遺物（119）出土状況（西から）

第 8図　基本層序⑧（北西から）第 8図　基本層序⑦（南東から）

第 8図　基本層序⑥（南東から）第 8図　基本層序③（南東から）

15SE222　遺物（124・133）出土状況（北西から）

図 版 64堂古遺跡　基本૚ং　遺物出土状況



SB73-P71　断面（北から）SB73-P67　断面（南から）

SB73-P66　断面（南から）SB73　完掘（東から）

SB61-P18　断面（北から）SB61-P11　断面（北東から）

SB61-P16　断面（北東から）SB61　完掘（西から）

図 版 65 堂古遺跡　遺構個別ࣸ真（1）



SB240-P241　断面（東から）

15SA305-P836　断面（北から）

SB170-P832　断面（南から）SB170-P833　断面（南から）

SB170-P834　断面（南から）

SB240-P230　断面（南西から）

SB240　完掘（北から）

SB170・15SA305　完掘（南から）

図 版 66堂古遺跡　遺構個別ࣸ真（2）



SB1018-P114　断面（南東から）SB1014-P693　断面（西から）

SB1014-P711　断面（南から）SB1014-P178　断面（南西から）

SB1014-P119　断面（南東から）SB1014・1018　完掘（北から）

SB1013-P300　断面（南から）SB1013-P985　断面（南東から）

図 版 67 堂古遺跡　遺構個別ࣸ真（3）



SB1100-P278　断面（北西から）SB1100-P419　断面（北東から）

SB1019-P305　断面（南から）SB1019-P195　断面（南から）

SB1019-P303　断面（南から）SB1019　完掘（南から）

SB1018-P122　断面（南東から）SB1018-P122　遺物（129）出土状況（南から）

図 版 68堂古遺跡　遺構個別ࣸ真（4）



SD653　断面（北から）15SB304-P272　断面 ( 南東から）

15SB304-P415　断面（北東から）15SB304-P756　断面（北から）

15SB304 ほか完掘（南から）15SB295-15P272　断面（北東から）

15SB295　完掘（南西から）SB1134-P291　断面（東から）

図 版 69 堂古遺跡　遺構個別ࣸ真（5）



SI465　完掘（東から）SI465　断面 A-A'（東から）

SI238　完掘（北から）SI238　断面（南東から）

SI159　完掘（南から）SI159-P171　断面（北から）

SI159-P173　断面（東から）SI159　断面（南から）

図 版 70堂古遺跡　遺構個別ࣸ真（6）



SE80　完掘上部（西から）

SE80　断面上部（西から　断面図とは反対方向）

SE196　断面上部（南から）

SE80　断面下部（東から）

SE33　完掘（西から）SE33　断面（西から）

SI736　完掘（南から）SI736　断面（南西から）

図 版 71 堂古遺跡　遺構個別ࣸ真（7）



SE202　完掘（南から）

SE202　断面（南から）

SE237　断面上部（北から）SE205　完掘上部（北東から）

SE205　断面上部（東から）

SE196　完掘上部（南から）

SE237　断面下部（北から） SE237　完掘上部（北から）

図 版 72堂古遺跡　遺構個別ࣸ真（8）



SE315　断面下部（北から）

SE313　断面（北西から）

SE249　断面下部（南から）SE249　断面上部（南から）

SE306　断面下部（南東から）

SE315　断面上部（北から）

SE306　断面上部（北西から　断面図とは反対方向）SE249　完掘上部（南から）

図 版 73 堂古遺跡　遺構個別ࣸ真（9）



SE388　断面（北西から）

SE380　断面上部（東から）

SE367　断面下部（南西から）

SE380　完掘上部（南から）

SE380　断面下部（東から）

SE367　完掘上部（南西から）

SE367　断面上部（南西から）SE315　完掘上部（南から）

図 版 74堂古遺跡　遺構個別ࣸ真（10）



SE412　完掘上部（東から）

SE393　完掘（西から）

SE388　完掘上部（西から）

SE412　断面下部（北から）

SE412　断面上部（南から　断面図とは反対方向）

SE393　断面（西から）SE391　完掘（南から）

SE391　断面（南から）

図 版 75 堂古遺跡　遺構個別ࣸ真（11）



SE737　断面上部（北東から）

SE613　完掘上部（東から）SE613　断面下部（東から）

SE588　完掘上部（東から）

SE588　断面上部（東から）

SE737　断面下部（北東から）

SE613　断面上部（東から）

SE588　断面下部（東から）

図 版 76堂古遺跡　遺構個別ࣸ真（12）



SE800　完掘（西から）

SE922　断面周囲（北東から）

SE800　断面 B-B'（南から）

SE800　断面 A-A'（西から）

SE999　断面上部（南東から）SE922　完掘上部（北東から）

SE922　断面上部（北東から）

SE737　完掘上部（北東から）

図 版 77 堂古遺跡　遺構個別ࣸ真（13）



SE1087　断面上部（南東から）

SE999・15SE99　断面下部（北西から　断面図とは反対方向）

SE999　完掘上部（南東から） 15SE99　完掘上部（南東から）

SE1087　断面下部（南東から）

SE1104　断面上部（南西から）SE1087　完掘上部（南東から）

15SE99　断面上部（南東から）

図 版 78堂古遺跡　遺構個別ࣸ真（14）



SE1104　断面下部（南西から）

SE1124　完掘上部（南西から）

SE1124　断面下部（南西から）SE1124　断面上部（南西から）

SE1104　完掘上部（南西から）

15SE3　断面上部（南東から）

15SE3　完掘上部（南東から）15SE3　断面下部（北西から　断面図とは反対方向）

図 版 79 堂古遺跡　遺構個別ࣸ真（15）



15SE219　断面上部（南西から）

15SE185　完掘上部（南東から）15SE185　断面下部（南東から）

15SE162　断面下部（南東から）

15SE219　断面下部（南西から）

15SE162　完掘上部（南東から） 15SE185　断面上部（南東から）

15SE162　断面上部（南東から）

図 版 80堂古遺跡　遺構個別ࣸ真（16）



15SE222　断面上部（北西から）

15SE222　完掘上部（北西から）

15SE226　断面上部（東から）

15SE226　完掘上部（南東から）

15SE219　完掘上部（南西から）

15SE226　断面下部（東から）

15SE229　断面上部（北西から）

15SE222　断面下部（北西から）

図 版 81 堂古遺跡　遺構個別ࣸ真（17）



15SE282　断面上部（東から）

15SE229　完掘上部（北西から）

15SE296　断面上部（南西から）

15SE296　完掘上部（南西から）

15SE282　完掘上部（東から）

15SE296　断面下部（南西から）

15SE282　断面下部（東から）

15SE229　断面下部（北西から）

図 版 82堂古遺跡　遺構個別ࣸ真（18）



SD318　遺物（108）出土状況（東から）SD318　断面 A-A'（北西から）

SD209・P210　断面（北から）SD201　断面（南西から）

SD151　断面 B-B'（南から） SD151　断面C-C'（東から）

SD150　完掘（北から）SD150　断面（南東から）

図 版 83 堂古遺跡　遺構個別ࣸ真（19）



15SD23　完掘（南西から）15SD23　断面（北東から）

SD510　断面 B-B'（北西から）SD510　断面 A-A'（北西から）

SD318・328・366・462　完掘（上空から）SD462　断面 B-B'（南東から）

SD366　断面C-C'（北から）SD328　断面 A-A'（北西から）

図 版 84堂古遺跡　遺構個別ࣸ真（20）



15SD29・15SD299　完掘（西から）15SD299　断面G-G'（北西から）

15SD299　断面H-H'（西から）15SD298　完掘（南東から）

15SD298　断面 E-E'（北西から）15SD298　断面 F-F'（北西から）

15SD29　完掘（北東から）15SD29　断面（北東から）

図 版 85 堂古遺跡　遺構個別ࣸ真（21）



ST684　完掘（南から）ST684　出土状況北半アップ（南から）

ST684　出土状況北半（南から）ST684　断面 A-A'（南から）

段丘縁断面（西から）畑作溝　SD91～ 100　完掘（北から）

畑作溝　SD94～ 96　断面（北から）畑作溝　SD91～ 93　断面（北から）

図 版 86堂古遺跡　遺構個別ࣸ真（22）



SK167　断面（南から）SK212　完掘（西から）

SK212　断面 B-B'（北東から）SK212　断面 A-A'（南西から）

SK204　完掘（西から）SK204　断面（北から）

SK83　完掘（北から）SK83　断面（北から）

図 版 87 堂古遺跡　遺構個別ࣸ真（23）



SK239　完掘（東から）SK239　断面（東から）

SK235　完掘（南から）SK235　断面（南から）

SK234　完掘（東から）SK234　断面（東から）

SK233　完掘（南東から）SK233　断面（南東から）

図 版 88堂古遺跡　遺構個別ࣸ真（24）



SK503　完掘（北から）SK503　断面（北から）

SK381　完掘（南東から）SK381　断面（南東から）

SK296　完掘（北東から）SK296　断面（北東から）

SK256　完掘（南西から）SK256　断面（南東から）

図 版 89 堂古遺跡　遺構個別ࣸ真（25）



15SK96　断面（北東から）

SK722　完掘（東から）SK722　断面（東から）

SK691　完掘（東から）SK691　断面（東から）

SK622　完掘（東から）SK622　断面（北から）

15SK96　完掘（北東から）

図 版 90堂古遺跡　遺構個別ࣸ真（26）



15SK218　断面 B-B'（北東から）

P263　検出状況（北西から） P263　断面（北西から）

15SK264　完掘（南西から）15SK264　断面（南西から）

15SK218　断面 A-A'（東から）

SK264　断面（東から）15SK218　完掘（東から）

図 版 91 堂古遺跡　遺構個別ࣸ真（27）



14 ～ 16LⅥ層　遺物取り上け後（北東から）15LⅥ層　出土状況拡大（西から）

16・17LⅥ層　遺物取り上け後（東から）16・17LⅥ層　出土状況（東から）

15SX182　断面（南東から）15SX182　検出（南東から）

P263　完掘（北西から）P263　遺物出土状況（北西から）

図 版 92堂古遺跡　遺構個別ࣸ真（28）　Ⅵ૚の調査
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図 版 93 堂古遺跡　土器・陶磁器（1）
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図 版 94堂古遺跡　土器・陶磁器（2）
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図 版 95 堂古遺跡　土器・陶磁器（3）



શて　ʤ1�3ʥ

80

81

82

85

83

100

84

86

88

92

87

94

90
89 91

93

96

97

101

98

99

95

103

105

104

107

110

106

102

108 109 111

図 版 96堂古遺跡　土器・陶磁器（4）　土製品　石製品（1）
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図 版 97 堂古遺跡　石製品（2）　木製品（1）
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図 版 98堂古遺跡　木製品（2）　金ଐ製品



第 8図　基本層序②（南東から） 西側調査区南側全景（上空から）

下割遺跡　2015 年度調査区全景（上空から）

SB09-15P16　断面（南東から）SB09　完掘状態（上空から）

図 版 99 下割遺跡　શܠ　基本૚ং　掘立柱建物



15SK170　断面（北東から）

15SK252・199　断面 B-B'（北東から）15SK170　断面 A-A'（東から）

15SK170　焼土検出状況（南西から）

15SK170・199・252　完掘（上空から）

図 版 100下割遺跡　遺構個別ࣸ真（1）



15SE44　断面下部（南西から）

15SE32　断面下部（南から）

15SE44　完掘上部（南西から）

15SE44　断面上部（南西から）15SE32　完掘上部（南から）

15SE32　断面上部（南から）

SE212　完掘上部（西から）SE212　断面上部（西から）

図 版 101 下割遺跡　遺構個別ࣸ真（2）



15SE74　完掘上部（南東から）15SE74　断面上部（南東から）

15SE100　完掘上部（北から）15SE100　断面上部（北から）

15SE82　完掘上部（北西から）15SE82　断面上部（南東から）

15SE81　完掘上部（北西から）15SE81　断面上部（南東から）

図 版 102下割遺跡　遺構個別ࣸ真（3）



15SE121　完掘上部（北西から）15SE121　断面上部（北西から）

15SE111　完掘上部（東から）15SE111　断面上部（北東から）

15SE108　完掘上部（東から）15SE108　断面上部（東から）

15SE107　完掘上部（西から）15SE107　断面上部（西から）

図 版 103 下割遺跡　遺構個別ࣸ真（4）



15SE214　断面下部（東から）15SE214　断面上部（東から）

15SE193　完掘上部（南から）15SE193　断面上部（南から）

15SE162　完掘上部（東から）15SE162　断面上部（東から）

15SE155　完掘上部（北から）15SE155　断面上部（北西から）

図 版 104下割遺跡　遺構個別ࣸ真（5）



SK291　断面（西から） SK291　完掘（北西から）

15SK140　断面（北西から） 15SK140　完掘（南東から）

SD299　断面 E-E'（西から）SD267　断面C-C'（東から）

SD253・15SD94　断面D-D'（東から）15SE291　断面（北東から）

図 版 105 下割遺跡　遺構個別ࣸ真（6）



15SK223　完掘（北から）15SK223　断面（南西から）

15SK180　完掘（南西から）15SK180　断面（南西から）

15SK169　完掘（南東から）15SK169　断面（南東から）

15SK163　完掘（北東から）15SK163　断面（北東から）

図 版 106下割遺跡　遺構個別ࣸ真（7）
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図 版 107 下割遺跡　土器・陶磁器（1）
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図 版 108下割遺跡　土器・陶磁器（2）
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図 版 109 下割遺跡　土器・陶磁器（3）
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図 版 110下割遺跡　石製品　木製品　นࡐ　戸ं



二反割遺跡全景（上空から）

二反割遺跡近景（東から）

図 版 111 二反割遺跡　近ܠ　શܠ



第 15図　基本層序④（北西から）第 15図　基本層序③（南東から）

15SD1A と延伸する道（南東から）15SX435　検出状況（北から）

10～ 13・I ～ L 周辺（上空から）

図 版 112二反割遺跡　10 〜 13* 〜 L 周辺　154X435　154%1A　基本૚ং



SB124-15P383　断面（北東から）SB124-15P381　断面（北東から）

SB124-15P557　断面（南から）SB124　完掘（上空から）

15SX435　完掘（東から）15SX435　検出状況（写真上が北）

15SX435　断面 B-B'（北東から）15SX435　断面 A-A'（南東から）

図 版 113 二反割遺跡　遺構個別ࣸ真（1）



15SB492-15P163　断面（南東から）15SB492-15P181　断面（南東から）

15SB492　完掘（南から）15SB355-15P14　断面（南東から）

15SB354-15P86・87　断面（東から）15SB354-15P39　断面（南東から）

15SB354-15P223　断面（南東から）15SB354・355　完掘（北から）

図 版 114二反割遺跡　遺構個別ࣸ真（2）



15SB425-15P96　断面（北から）15SB425　完掘（南東から）

15SB356-15P158　断面（北東から）15SB356-15P139　断面（南東から）

15SB356-15P119　断面（北東から）15SB356-15P170　断面（北東から）

15SB356・492 周辺　完掘（南東から）15SB356　完掘（北西から）

図 版 115 二反割遺跡　遺構個別ࣸ真（3）



15SB426-15P49　礫検出状況 2段目（北から）15SB426-15P49　礫検出状況 1段目（北から）

15SB426-15P49　断面（北から）15SB426-15P35　断面（北西から）

15SB426-15P18　断面（北東から）15SB426-15P48　断面（東から）

15SB426-15P67　断面（南から）15SB426　完掘（南から）

図 版 116二反割遺跡　遺構個別ࣸ真（4）



15SB562-15P311　断面（南東から）15SB562・564 ～ 566　完掘（上空から）

15SB561-15P372　断面（南から）15SB561-15P346　断面（東から）

15SB561-15P398　断面（南東から）15SB561-15P516　断面（南東から）

15SB561-15P360　断面（北東から）15SB561　完掘（上空から）

図 版 117 二反割遺跡　遺構個別ࣸ真（5）



15SB564-15P427　断面（北西から）15SB564-15P472　断面（南東から）

15SB563-15P226　断面（北東から）15SB563-15P216　断面（東から）

15SB563-15P242　断面（南東から）15SB563　完掘（西から）

15SB562-15P270　断面（北東から）15SB562-15P514　断面（東から）

図 版 118二反割遺跡　遺構個別ࣸ真（6）



15SB567-15P253　断面（南から）

15SB567-15P491　断面（南東から）

15SB567-15P419　断面（東から）

15SB567　完掘（上空から）

15SB566-15P269　断面（北東から）15SB566-15P294　断面（南東から）

15SB565-15P501　断面（北東から）15SB565-15P271　断面（北東から）

図 版 119 二反割遺跡　遺構個別ࣸ真（7）



15SE132　完掘上部（南から）15SE132　断面上部（南東から）

15SE130　完掘上部（南東から）15SE130　断面上部（南東から）

15SE70　完掘上部（南東から）15SE70　断面上部（南東から）

15SE30　完掘（南東から）15SE30　断面（南東から）

図 版 120二反割遺跡　遺構個別ࣸ真（8）



15SD1A　完掘（南東から）15SD1A　断面 B-B'（南東から）

15SD1　断面 A-A'（北西から）15SE471　完掘上部（北西から）

15SE471　断面下部（北西から）15SE471　断面上部（北西から）

15SE350　完掘（南東から）15SE350　断面（南東から）

図 版 121 二反割遺跡　遺構個別ࣸ真（9）



15SD371　完掘（南東から）15SD371　断面（南東から）

15SD325　完掘（南西から）15SD325　断面（北東から）

15SD325・371・15SK474　断面（南東から）15SD176　完掘（南西から）

15SD176　断面 B-B'（北西から）15SD176　断面 A-A'（南西から）

図 版 122二反割遺跡　遺構個別ࣸ真（10）



15SK384　完掘（北から）15SK384　断面（北から）

15SK305　完掘（南西から）15SK305　断面（南西から）

15SK51　完掘（南東から）15SK51　断面（南東から）

15SK31　完掘（南東から）15SK31　断面（南東から）

図 版 123 二反割遺跡　遺構個別ࣸ真（11）



清掃風景15P84　遺物（17）　出土状況（南から）

15P560　完掘（東から）15P560　断面（東から）

15SK554　完掘（東から）15SK554　断面（東から）

15SK447　完掘（北東から）15SK447　断面（北東から）

図 版 124二反割遺跡　遺構個別ࣸ真（12）ほか
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図 版 125 二反割遺跡　遺物
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ふりがな
所収遺跡

ふりがな
所 在 地

コード
北緯 東経 調査期間

調査面積
 ㎡

調査原因
市町村 遺跡番号

堂
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こ
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にいがたけん
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越市米
よねおか

岡字
あざ

堂
どう

古
こ

535番地ほか

15222 1549 37度
08分
04秒
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19分
07秒

20140407 〜
20141003
20150421 〜
20150827

6,804 一般国道 253 号
上越三和道路建設
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10ほか
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19分
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20150508 〜
20150827

1,137 一般国道253号
上越三和道路建設
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たん

割
わり

遺跡 新
にいがたけん

潟県上
じょうえつし

越市三
さん

和
わ

区
く

岡
おか

木
ぎ

字
あざ

二
に

反
たん

割
わり

1013
番地ほか

15222 1551 37度
08分
11秒

138度
19分
22秒

20150713 〜
20150930

2,580 一般国道253号
上越三和道路建設

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

堂 古 遺 跡 散布地
集落跡

古墳時代前期
古代
中世

掘立柱建物12棟、竪穴状遺構8基、
井戸93基、溝27条、畑作溝12条、
焼土土坑1基、土坑72基

土師器、須恵器、円筒形土製品、
土師質土器、珠洲焼、青磁、
白磁、硯、石鉢、漆器、鎌、
小刀

中世集落が2時期変
遷。井戸が多い。

下 割 遺 跡 集落跡 中世〜近世 掘立柱建物1棟、井戸21基、溝11
条、土坑23基、ピット260基

珠洲焼、青磁、近世陶磁器、硯、
砥石、下駄

近世の火事始末を
確認。

二反割遺跡 散布地
集落跡

古代
中世

掘立柱建物14棟、井戸6基、
溝15条、畑作溝16条、土坑13基、
ピット402基、性格不明遺構2基

土師器、須恵器、円筒形土製品、
珠洲焼、石造物、漆器片、下駄

12世紀中心の集落。
2011年度に調査し
た集落の延伸部分。

要　　　約 堂 古 遺 跡 　飯田川左岸の自然堤防上に立地する中世（13世紀〜 15世紀）の集落遺跡で、標高は13.3 〜
14.5mである。遺跡南西側に位置する堀を境に、東側には多くの掘立柱建物や井戸、土坑などが
位置する。堀の西側にも建物や井戸が位置するが、その数は東側に比べて少ない。堀には2時期の
変遷があり、建物などにも重複が見られることから、堀の変遷に合わせ、集落内の配置も変更され
たことが想定できる。また井戸が多いことも特徴的である。
　古墳時代の調査では遺物は出土したが、遺構は確認できていない。出土した土師器は摩耗してお
り、傾斜地に流れ込んだような出土状況である。古代の調査でも土器が出土したが、遺構は確認で
きなかった。土器の遺存率が高く、周辺に古代の遺跡が所在すると考えられる。
　遺物は古墳時代の土師器、古代の土師器、須恵器、円筒形土製品などのほか、中世の土師質土器、
珠洲焼、青磁、白磁、硯、石鉢、漆器、鎌、小刀などが出土した。

下 割 遺 跡 　飯田川左岸の自然堤防上に立地する中世〜近世の集落遺跡で、堂古遺跡に隣接する。標高は
13.5 〜 14mで、遺構は掘立柱建物、井戸、溝、土坑、ピットを検出した。2010・2011年度に
調査した集落域の周辺部に当たるが、時期が判明する遺構が少なく、集落の様相は明確ではない。
火事始末をした近世の土坑からは陶磁器などが出土した。遺物は古代の土師器、須恵器、中世の珠
洲焼、青磁、近世の陶磁器などが出土した。このうち、近世陶磁器の出土量がもっとも多い。

二反割遺跡 　飯田川右岸の自然堤防上に立地する中世の集落遺跡（12世紀中心）で、標高は13.9 〜 14.8m
である。2011年度に調査した中世集落の延長部分を検出した。遺構は掘立柱建物、井戸、溝、土坑、
ピット、性格不明遺構などがある。掘立柱建物は14棟確認でき、四面廂建物、片廂建物、総柱建
物が各1棟で、そのほかは側柱建物である。2011年度調査分も含め、建物同士の柱筋がそろうな
ど計画的に配置された可能性が高い。井戸出土の木製品の年代を測定した結果、11世紀中葉〜 13
世紀初頭の年代が得られ、2011年度の調査成果とも整合する。
　古代の遺構は性格不明遺構1基を検出した。近年の畑作などの影響もあり、遺存状況はあまりよ
くないが、土師器甕4個体が土坑内に据えられたような状態で出土した。掘立柱建物の内部に位置
するが、建物には伴うとは考えにくい。周辺に古代の遺構が位置していた可能性も残る。
　遺物は古代の土師器や須恵器、中世の珠洲焼、石造物、木製品などが出土したが、出土量はかな
り少ない。特に土器は摩耗した小破片が多く、時期を特定できるものは少ない。
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